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総序

古代日本において「声の伝承Jは「文字(漢字)Jといかに出会い.いかに変容したか。本研究

は，同じく漢字文化圏にあって.r声の伝承Jと「漢字によって声の伝承を表記する方法Jをもっ

ペ一族における「声の伝承」と「文字」の関係性を.現地調査に基づく具体的素材による第一次資

料として公開したうえで.アジア的規模のなかで古代日本における「声の伝承」と「文字Jの関係

について考察を加えたものである。

日本列島に暮らす人々は漢字をまずは呪符のようなものとして使いはじめ.古墳時代から推古朝

にかけて，漢字を.ことばを表記する文字として認識するようになったことが金石文などから明ら

かにされている。さらに渡来人を通して，音仮名や訓字を用いる方法がもたらされ.こうした方法

の定着によって 8世紀には『古事記J. r万葉集Jが記述されることになるo

「奈か波ツ(難波津)J木簡(徳島県観音寺遺跡)や「阿佐可夜口(安積山)J木簡(紫香楽宮跡)

をはじめとして続々と出土するー漢字一音の音仮名で表記された 7世紀の木簡は.万葉以前に一定

の歌が音仮名で表記されていたことを明らかにした。その結果 「柿本人麻呂歌集」のいわゆる略

体・非略体の試みを経て奈良時代以降.歌を音仮名で表記する方法が開発されたという.ほぼ通説

化していた歌の表記史(稲岡耕二『万葉表記論』塙書房. 1976年，同『人麻呂の表現世界j岩波

書庖. 1991年.他)は見直しを迫られ.歌が漢字で表記されることの多様なあり方やその根本的

な意義の研究が求められることとなった。こうして. i声の伝承」と「文字(漢字)Jがいかに出会

い，いかに変容するのかという課題が日本文学研究の重要な位置を占めることとなった。

ところで.漢字をさまざまに工夫して使用することによって自民族語による歌や神話といった

「声の伝承」を表記するのは，なにも古代日本の『古事記jや『万葉集jに限られるわけではない。

同じことは.漢字文化圏におけるいくつかの中国少数民族や朝鮮.ベトナムでも行われてきた。中

国少数民族ペ一族.チワン族 トン族.プイ族 ミャオ族.ヤオ族.ハニ族，シュイ族は.口調の

歌や神話を.漢字を用いて表記するという文化をもっている。

本研究はこのうち.ペ一族の漢字による自民族語表記を体系的に捉えようとする試みである。ペ

一族は雲南省大理を中心に暮らすチベット系少数民族で.人口は 160万人弱。言語(ペ一語)はチ

ベット・ピルマ語系と言われるが.語順はj英語に近く またi英語からの借用語(借詞)も多い。大

理は 8世紀から 13世紀にかけて 南詔・大理国の首都であり ペ一族の祖先はこの国家の構成員

であった。

ペ一語は独自の文字を持たなかったが.すでに南詔時代には.漢字の仮借用法によって自民族語

を記す方法(音仮名表記)を持っており.808年には南詔王尋問勧と宰相越叔達の贈答詩 <r全唐

詩j巻 732.遠藤耕太郎「アジア辺境国家の君主号一南詔国王の「星回節唱和詩Jを読むーJr新
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しい漢字漢文教育J第53号， 2011年.参照)には，音仮名表記が地名や動物名などに用いられて

いる。その一方で， 766年に建立された南詔の歴史を刻した「南詔徳化碑」は.すべて漢文で記さ

れている。韻文には音仮名表記が交用されるのに対して.散文では純粋な漢文が用いられているの

であり.こうした表記のありょうは.記紀における歌謡と地の文の関係， r古事記jと f日本書紀j

との関係などを考える際の有効なモデルになるだろう。本研究 fm.南詔徳化碑訳注Jは表記の側

面から南詔徳化碑を捉えるための基礎資料として，南詔徳化碑全文の訳注を行ったものである。

明代には，音仮名，訓字，借詞(音読み)，新字(国字)を交えた詞が在地知識人によって創ら

れ.多くの碑文に刻された。その一つに明代初期，景泰元年 (1450)銘をもっ石碑「聖元西山記」

の碑陰の， f詞記山花 詠蒼海境」と題した詞 (f山花碑Jと通称されている)がある。ここには南

詔・大理国以来醸成されてきたと思われる漢字によるペ一語表記が.かなり洗練されたかたちで用

いられている。本研究 fI.山花碑注釈集成Jは，これまで公刊されている「山花碑Jの注釈書7

本を集成し.特に漢字によるペ一語表記の方法や工夫という点で注を加えた。

さらに少なくとも清代にはペー曲と呼ばれる語り芸「大本曲Jf本子曲Jの台本が記されている。

ペー曲は現在も継承されているが.詩11字主体表記の台本とー漢字一音の音仮名中心表記の台本があ

り，両者が地域性をもって並存している。また，それを伝承する人への直接の取材も可能であり，

それぞれの表記の意義やその具体的な方法や効果を現場で調査することが可能であるo その表記法

は日本語の音読み，訓読み，音仮名，国字に相当する。本研究 fn.ペー曲台本集成jは，大本曲

「柳蔭記(梁祝物語)Jの一部について，これまでに公刊されている台本3本，及び2度にわたるフ

ィールドワークで得た 3本の台本を集成し.また本子曲「月旦桂花Jについて.これまでに公刊さ

れた一本と今回のフィールドワークで得た一本を集成.特に.漢字によってペ一語を表記する方

法・工夫という視点からの分析を施したものである。

漢字によって自民族語の「声の伝承Jを表記するという方法は.アジア辺境民族である日本とペ

一族に共通するのであり.古代日本のそれはこうした位相のなかで捉えるべき一つの現象である。

ここで大事なのは，ペ一族の人々は現在においても.歌掛けなどの「声の伝承Jを維持しつつ，同

時に「漢字Jを用いてそれを記述する方法をもっているということである。今.我々はまさに「声

の伝承Jと「文字」の出会いの場に遭遇しているのである。こうした場でのフィールドワークによ

って打ち立てられる理論は， (声の文化〉と〈文字の文化〉の断絶を強調する理論 (W-J・オン

グ f声の文化と文字の文化j桜井直文・林正寛・糟谷啓介訳.藤原書庖， 1991年など)を，相互

の関係性という，今その場で起きていることとして.ダイナミックな視点から捉え直していくこと

になるだろう。そして，こういうアジア規模の「声の伝承と文字の出会いJのなかに.日本古代の

テキストを位置づけることによって.新たな研究の視野を開いていきたいと考える次第である。

(遠藤)

(付記)

本研究は.平成22年度， 23年度共立女子大学総合文化研究所助成金を受けた。研究組織.活動
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内容は以下のとおりである。

課題名

古代日本における音数律と漢字の出会いと変容についての研究

研究組織

研究代表者遠藤耕太郎(文芸学部・准教授)

研究分担者阿部隆志(文科・教授)

研究協力者工藤隆(大東文化大学・教授)

富田 美智江(流通経済大学・専任所員)

飯島 奨(専修大学・非常勤講師)

草山 洋平(大東文化大学・非常勤講師)

李利

※なお.この 7名は平成9年 (1997)に研究会「古代の会Jを結成し継続して研究活動に取組ん

でいる。本研究も「古代の会Jの研究活動の一環である。

平成22年度活動内容

2010年4月17日 14 : 00-18: 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

5月22日 14 : 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

6月12日14: 00-18: 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

7月18日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

7月31日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

8月7日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

8月8日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

8月10日-28日 中国雲南省での現地調査.

9月18日14: 00-18: 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

10月10日14:00-18: 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

10月23日 アジア民族文化学会大会発表..

12月18日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

20日年 1月29日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

2月26日14: 00-18 : 00 山花碑解釈於共立女子大学 1428演習室

.中国雲南省での現地調査

8月10-11日(遠藤，出国・移動)

8月12-16日(遠藤，モソ人の歌謡・神話調査)
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8月17日(遠藤.移動。阿部・富田.出国.移動)

8 月 18 日 ~20 日(遠藤・阿部・富田.ペ一族山花碑調査)

8月21日(遠藤・岡部・富田，移動)

8 月 22~27 日(遠藤・阿部・富田.国際シンポジウム)

8月28日(遠藤・岡部・富田.帰国)

**アジア民族文化学会大会発表

遠藤耕太郎・富田美智江「山花碑J徹底解読

平成23年度活動内容

20日年4月30日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

5月21日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読於共立女子大学 1428演習室

5月29日 全国漢文教育学会口頭発表(遠藤)

6月 18日 14: 00--18: 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読於共立女子大学 1428演習室

7月30日 14 : 00--18 : (旧南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

8月9日--22日 中国雲南省での現地調査*

8月 18日 楚雄師範学院開催シンポジウム口頭発表(岡部)

9月24日 14 : 00~18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

10月 15日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読於共立女子大学 1428演習室

11月26日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

12月3日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読 於共立女子大学 1428演習室

2012年1月28日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

2月25日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読於共立女子大学 1428演習室

e中国雲南省での現地調査(遠藤・阿部)

8月9日成田→麗江

8 月 10~16 日 大理にて大本曲調査

8 月 17~19 日 楚雄師範学院にてシンポジウム

8月20日 大理にて大本曲調査

8月21日大理→昆明

8月22日昆明→成田

平成24年度活動内容 (12月まで)

2012年4月21日 14 : 00--18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室
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4月21日 14 : 00~18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

5月26日 14: 00~18: 00 南詔徳化碑・「柳磁記J精読於共立女子大学 1428演習室

6月30日 14 : 00~18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読於共立女子大学 1428演習室

7月 7日 古代文学会シンポジウム口頭発表$

7月28日 14: 00~18: 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

8 月 13 日 ~20 日 中国雲南省で現地調査日

9月29日 14 : 00~18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記j精読於共立女子大学 1428演習室

10月13日 14: 00~18: 00 南詔徳化碑・「柳蔭記」精読於共立女子大学 1428演習室

10月27日 アジア民族文化学会シンポジウム口頭発表権吻*

11月3日 14 : 00~18: 00 南詔徳化碑・「柳蔭記j精読於共立女子大学 1428演習室

12月22日 14 : OO~18 : 00 南詔徳化碑・「柳蔭記J精読於共立女子大学 1428演習室

本古代文学会シンポジウム口頭発表(阿部・遠藤)

シンポジウム「芸能と書物一番物が作る身体/身体が作る書物-Jのパネリストとして阿部.遠藤

が参加。以下のテーマで発表。

阿部隆志:問答と芸能

遠藤耕太郎:芸能とテキスト

日中国雲南省で現地調査(岡部・遠藤)

8月13日成田→麗江

8月 14日 麗江→剣川.剣川にて本子曲調査

8月15日 剣川にて本子曲調査

8月 16日 剣川→大理.大理にて本子曲及び大本曲調査

8月 17日 大理にて本子曲及び大本曲調査

8月 18日 大理→鶴鹿→麗江.鶴慶にてj英調調査

8月19日麗江→上海

8月20日上海→羽田

ホ**アジア民族文化学会シンポジウム口頭発表(遠藤)

シンポジウム「アジアの歌と万葉集」のパネリストとして遠藤が参加。以下のテーマで発表。司会

として岡部が参加。

遠藤耕太郎:ペ一族語り芸から，原万葉の表記を考える
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1. L1J花碑注釈集成

1.研究の目的と方法(遠藤耕太郎)

1-1. 山花碑研究の目的

円仁『入唐求法巡礼行記jによれば. 838年の遣唐使派遣の際に唐に朝貢した 5カ国のうち.南

詔が第 l位.倭国(日本)が第 2位の席次であり.その他の使節は冠をつけず 背中は曲がり容貌

は醜く.猷の皮や荒布を身につけていたという。

南詔 (8世紀前半-902年)は.日本が賄や唐との関係性のなかで古代国家を形成する時期に.

現在の中国雲南省大理地方において.同じく唐との関係性のなかで建国された。 7世紀中ごろより

唐朝に入貢. 4代皮羅閤(在位728?-48年)が大理周辺の諸国を統一し. 738年，唐朝より雲南

王に封ぜられた。その後，唐と吐蕃との緩衝材の役割を負って国家経営を行い.特に 6代異牟尋

(在位 779-808年)は王族や武将の子弟を成都に留学させ唐文化を摂取した。続いて大長和国

(902-28年)などの短命王朝，さらに大理国 (937-1254年)が建国されるが元のフピライに滅

ぼされ，以後.その中心民族であった人々は中原王朝の支配を受けつつ，現在の中国少数民族ペ一

族となった。

南詔中期には，南詔支配者層が漢字を仮借的に用いる音仮名を用いて詩を記していたことが.

f玉渓編事J.奨縛『蛮書j等の諸記録により明らかになっている。このように南詔期より開始され

たペ一文表記(漢字を利用してペ一語を記す表記)は その後も大理国.元代には広く用いられた

と考えられており，元代には『白古通J.r玄峰年連志jという歴史舎がぺ一文表記によって記され

ていた(明・楊慎『濃載記j序)。しかし明.清代の文化統制政策によりペ一文表記は衰退を余

儀なくされた。ただ，現代においても，ペ一文表記はペー曲(祭や葬儀の際，民間の専門的歌人が

台本を読みながら歌い聞かせる長篇歌謡)の台本として，あるいは民間宗教者の祭文として.広く

使用されている。

このように文字を持たなかったペ一族先民は.南詔以来.漢字の音読み.訓読み.仮借による仮

名表記.変形漢字の作成を通して.自民族の歌を表記する工夫をしてきたが，そのなかに.南詔・

大理国のペ一文表記を継承した調「詞記山花Jが，明代初期(景泰元年=1450年)の銘をもっ石

碑に刻されて現存している。この詞をふつう「山花碑」と称している。

この研究は.山花碑の表記の工夫を具体的にとりあげることによって.アジアの周縁を生きる民

族の歌のあり方の一端として.自民族の歌を漢字で表記するとはどういうことなのかを考える。

1-2.山花碑額要

山花碑は「詞記山花 詠蒼j耳境」という題のもと. 520字の漢字及び、変形漢字が棺書で刻された

碑文である。高さ 111cm. 幅46.5cmの大理石に縦 13行毎行40字.ただし第9行目は行頭を

一字あげて「朝J字が刻されており 41字，最終行が39字である。その周りを方形に曲線雲水紋が

飾っている。

碑文はもともと大理市喜州慶洞庄西南の聖元寺観音殿内の石碑に刻されていた。観音殿はもとも
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と陽渓楊氏の宗洞(宗廟)であり.そこに「重理聖元西山碑記J(1聖元西山記Jと称される)なる

石碑が建てられていた。楊森撰「聖元西山記Jには，大明景泰元年の市Ij作年の記載を伴って，楊氏

宗族の源流から明初に聖元寺西山伽藍補修にいたる出来事が記されている。 (1聖元西山記J本文は

大理市博物館編「山花碑Jに付録として掲載されている。)1詞記山花一一詠蒼海境Jは.この「聖

元西山記Jの裏面に刻まれたものである。

清代の聖元寺補修にあたり 「詞記山花一一詠蒼洞境jを大切に思った村人が 「聖元西山記Jを

観音殿の壁に依め込んだために破壊を免れてきた。そのため. 1聖元西山記Jは長らく見ることが

できず.石碑は本来は裏面であった「詞記山花一一詠蒼河境」のみが見えており.そのために一般

的に「白文碑J.1白碑」と称されてきた。現在は大理市博物館に保存されている。

1940年代，華中大学僻慾劫.肖呂南らの研究.石錨健『大理喜州訪碑記』を哨矢として.山花

碑の本格的な研究が開始された。これらの研究は碑文の読み及び解釈を中心とするものであり. 40 

年代に成稿した徐嘉瑞『大理文化史稿J(1957).張文助『白族文学史j(1958・修訂版 1983).さ

らに徐琳・越街捺「白文〈山花碑〉釈読J(1980).越櫓 f白文〈山花碑〉訳釈J(1988).大理市博

物館『山花碑J(1989).周枯『大理古碑研究J(2∞2)などの注釈に結実していった。また.段伶

「白族民間詩歌音韻初探J(r雲.南少数民族文学論集j第二版中国民間文芸出版社. 1983). 1・・山花詞

簡論"J(甲斐勝二訳注「“山花詞簡論"訳注ー雲南白族の伝統文学についてーJ)cr福岡大学総合研

究所報j第 144号. 1992年 10月). r白族曲詞格律通論J(1998). 1白文古碑“山花詞"格律研究J

(越寅松主編『白族文化研究J民族出版社.2002)は，詞の形式(押韻や句切れ)を中心とした新

たな研究を立ち上げている。

これらの先行研究により.次のようなことが明らかになってきた。

形式面においては.山花碑は 7775音を l段として 20段からなり. 1段の第1. 2. 4句末及び2

段以降20段までの 2.4句末に [u][v]音の脚韻を踏む詞形式によっているo その詞形式は現在

ペ一族民間で行われている歌掛け歌の曲調である花柳曲(ペ一族調とも) 民間芸人の歌うペー曲

(祭や葬儀において専門的歌人が台本を読みながら歌う長篇歌謡)のそれと一致しており.現在で

もその曲調で歌うことが可能である。

読みの面では，山花碑は漢字及び漢字を変形した変形漢字によって記されているが，それらは借

詞.訓字，仮借による音仮名，及びペ一族独自の自造字によって記されており.これらを「ペ一

文」と呼んでいる。

解釈面においては.ある文字をどう読むかによって解釈は分かれるものの おおよそ次のような

内容的まとまりをもっている。第一段落(第 l段~第8段)では作者の生まれ.また隠棲している

大理地方(蒼山沼海)の風景が描写され.第二段落(第9段~第 17段)ではこの地に息づいてき

た祖先の徳を偲び.第三段落(第 18段~第20段)では作者の修得した空の理論が展開される。

山花碑の作者は.詞中に登場する楊蹴である。楊舗はおおよそ洪武十年 (1377年).現在の大理

市湾橋郷下陽渓に生まれたと推定されているo 明初の著名な学者 詩人であり，謝肇糊 n員略1

『明史・隠逸1その他多くの大理地方志書にその事跡等が記されているo その祖先は「聖元西山
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記」によれば.九隆の末商で，唐代より下陽渓に住む一族であった。遠祖楊速は大理国段氏総管期

に重用された。また楊氏と聖元寺の関係は深く，創建.補修を行ってきた。

1-3. 山花碑研究史

1-3-1.ぺ一文表記を中心とする山花碑研究

ペ一族先民は少なくとも 8.9世紀.南詔時代中期(唐代)には漢字を仮借的に用いる音仮名に

よって自民族の言語を記していたことが. r玉渓編事J.奨縛『蛮書j等の諸記録により明らかにな

っている。 1940年代には「山花碑Jをはじめとする明代の碑文が発見され， さらに 50年代には南

詔大理国時代の書写仏典が大量に発見されることによって，その具体的な記述システムが解明され

てきた。こうして白文は漢語とは異なる一種の独立した文字体系であるというのが現在では定説に

なっている。(王鋒「白族語言文字研究的重要課題及展望Jr大理文化J58. 2005年5月)

ペ一文表記法は.ペ一族をはじめとする中国人研究者(徐琳等編『白語簡志j民族出版社. 1984 

年)によって，以下の 4分類法が提示され.現在のところ大方の研究者に指示されている。以下に

王鋒 (f白族語言文字研究的重要課題及展望Jr大理文化J58. 2005年5月)の術語によってそれ

を示しておく。

①音読漢字…漢字の音によってペー語の意味を表す。

②訓読漢字…漢字の意味に従ってペ一語の音で読む。

③j英語借調…漢字の意味.音を直接漢字から借りる。

④自創白字…漢字の筆画を増減して新たなべ一文字を作る。

こうした白文による書写システムについて王鋒は.読みにくいという欠点をもっといい，それは.

音仮名表記が人によって異なる点. i英語借詞(音読み)と音読漢字(音仮名)の混合.訓読漢字

(訓読み)と音読漢字(音仮名)のさまざまな混合によって生じるとしこうした欠点を克服する

ための措置として.音読漢字が増えていくという。漢字式文字の発展について.周有光「漢字文化

圏的文字演変J(f民族語文J1990年 l期)は.伝播.仮借.模造，創造の順で4段階の発展をす

るというが.白語も同様の発展をしたにもかかわらず，創造段階の萌芽において発展は止まり.仮

借段階に回帰した。すなわち，南詔・大理国時代の書写白文経典中に相当数使用されていた新字が.

元.明.i青各代の石碑においてその数を減少させ.音読漢字(音仮名).訓読漢字(訓読み).漢語

借詞(音読み)によってペ一語を表記する例が増加する。これはベ一族が独立性を弱め.漢文化の

中で生きることによって，その漢文能力をあげていったことによる。さらに現在の「大本曲Jf本

子曲J(ともに台本を伴った語り芸)の台本においては 60%以上が音仮名になるように，漢字はペ

一語表記の符号としての性格を強めていったのだと王氏は述べている。(王鋒「方塊白文的歴史発

展和現状J中国民族古文字研究会編『中国民族古文字研究第4輯j天津古籍出版社. 1994年)

一方.そのような読みにくさの中にも.一定の規律性のあることを手明挙は指摘する。すなわち.

①ペ一語の単音節の単純詞のなかで.漢字と対応関係のある詞は一般に音読み・訓読みで表記され

る。②ペ一語の複音節の単純詞，あるいは漢語に対応関係がない詞は音仮名で表記される。こうし
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た規律によってペ一文は一定の流通性をもったということである。(安明挙「従楊輔的《山花碑》

看白族文字与白語詩歌格律」趨寅松主編『白族文化研究200刀民族出版社. 2008年)

「山花碑」の表記法は，ペ一文の演変の一つのメルクマールとしての価値をもっ。それは南詔が

唐，吐蕃との国際的な緊張関係の中で自らの言語を表記する方法を発展させ，その後，特に明代以

後の漢文化への統一政策の中で衰退していく過渡期の表記システムを示している。と同時に，以降

の音仮名中心の表記システムへの萌芽段階としても位置づけられるものである。

1-3-2.詞の形式を中心とした山花碑研究

「詩歌というものは楽曲と結び付き伝えられるものであって 音楽から切り放されて書面の形式

での視覚による伝搬は難しいJという認識に立って.山花碑をその音数律，押韻，平灰(韻字の声

調)という形式から捉えるのが段伶氏の一連の研究である。段伶氏は，唐代に，楽曲に合わせて作

られた曲子詞が流行し文人らがさまざまな地方の楽曲に合わせた詞を次々と作成した時期に注目

し，当時，南詔国の中心部(大理)においては.南詔の文人らがペ一族の楽曲に従って漢語調ある

いはベ一語詞を作成することが行われていたと推測する。また段氏は 7775形式は本来ペ一族民間

で行われていた楽曲の音数律であり，文人がその形式に当てはめて詞をなす時に.この形式を山花

詞と称したとする。(甲斐勝二「資料と検討 中国語文学習の周辺 其二《“山花詞"簡論》訳注J

『福岡大学総合研究所報J144号. 1992年 10月及び2010年8月，段伶氏より直接ご教示いただい

た。)

手明挙によれば.ペ一族詩歌の場合，押韻はあるが平灰の区別はない。そのかわり，押韻に声調

(漢語が四種類であるのに対して，ペー語は八種類ある)を関わらせて，独自の韻律を作っている

という。また，山花碑は一句内の句切れを漢詩のそれと違えているという。手明挙はここにペ一族

詩歌独自のリズムを見. 7775形式が漢詩の直接の影響下に起こったのではないことを主張してい

る。(手明挙前掲論文)

これに対して，遠藤耕太郎は. 7775形式が南詔の文人らによって作成されたことを認めつつ.

その 5音. 7音という音数律が 中原王朝の南東に位置する周辺民族の音数律に普遍的に用いら

れていること. 5. 7音音数律が中原の詩や詞に連なる普遍性を持っていることが，南詔圏内にお

ける王権の正統性を保証していること ペ一族の民間の歌掛けは現在は 7775形式で行われている

が，古い歌掛けを残すといわれる西山地区における「打歌Jは7775形式ではなく，基本的には偶

数音数律であることなどを勘案し 7775形式そのものが，南詔国文人が中原より伝播した調の流

行の中で考案した南詔独自の歌の形式であったと考えている(遠藤耕太郎「アジア辺境国家の七五

調J.岡部隆志・工藤隆・西傑勉編『七五調のアジアj大修館書庖. 2011年所収入

いずれにせよ. 7775音数律の詞形式は中原王朝との関係性の中で成立してくるという点は動か

ないところだろう。今後，中原王朝と周辺民族.周辺国家という関係性のなかから記載の歌(調)

がどのようにして生成してくるのかについての.歌の形式の側面からの研究， と同時に，口調の歌

掛け歌と記載の歌(詞)との関係性の研究，つまり中原王朝との関係性という普遍性と地域の歌文
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化の関係性のなかから.記載の歌が生成する様子が捉えられる必要があるo

1-4.漢字による自民族語表記システムの概要

1-4-1.漢字による漢語以外の民族語表記システム

唐の周辺に位置した南詔・大理固において.唐との関係性と地域文化との関係性.つまり普遍性

と地域性の交差のなかから生成された記載の歌として山花碑はある。その生成のあり方が.ペ一語

文字の表記システムの内在的規律.文字のもった意味.文字の演変という読みと解釈の研究によっ

て.また.歌(詞)の音節数や押韻.平灰などの形式面の研究などによって明らかにされようとし

ている。こうした研究は今後東アジアという視点からそれぞれの地域で進めていく必要があると考

える。

本研究はこうした山花碑研究の意義に基づき.東アジア規模でこうした研究を行っていくための

基礎的研究の一つであることを目指している。そのためには.まず漢字によって漢語以外の民族語

を表記するシステムを東アジア規模で概観できるような枠組みが必要である。そこで本研究では.

西国龍雄「東アジアの文字J(西田龍雄編『講座言語第5巻世界の文字j大修館寄宿. 1981年). 

西国龍雄『アジア古代文字の解読J(中央公論新社. 2002年. もと『アジアの未解読文字j大修館

書庖. 1982年).吉池孝一「中国周辺の漢字関連文字J(rKOTONOHAJ 48号.古代文字資料館.

2006年 11月)による束アジア規模の表記システムを参考にして.以下のような統一的枠組みを用

いる。なお，次節で詳述するが.ペ一文表記システムはこのうち.正統漢字，変用漢字.変形漢字

に相当する。

・正統漢字

j英語を表記するために造られた文字。時代・地域とともに字形と字数は変還を重ねた。発音は各地

域の発音でなされる。ペ一族の「漢語借詞J(次節参照i.日本語の音読みなどがこれにあたる。

・変用漢字

正統漢字の字形を表音的に.或いは全く別の音価や意味を与えて使う文字であり，正統漢字の字形

と字音を利用したもの.字形と字義を利用したものがある。ペ一族の「音読漢字J.i訓読漢字j

(次節参照).中国西南部の少数民族ハニ族. トン族.リス族. r万葉集jの用字などがこれにあた

る。

正統漢字

漢字関連文字

「一変用漢字

漢字系文字 l 変形漢字

」一派生漢字

擬似漢字系文字

非漢字系文字
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-変形漢字

正統漢字の偏・穿・冠などを自己の言語形に適合させて組み改め.変形した漢字。べ一族の「自創

漢字J(次節参照)，中国西南少数民族チワン族の方塊字やミャオ族のミャオ文字. さらにベトナム

のチュー・ナム(字崎)，日本の国字などがこれにあたる。

.派生文字

正統漢字の字形をもとに，それをくずして新しい字形を造り出した文字で.平仮名.片仮名や中国

湖南省の女書がこれにあたる。

.擬似漢字

正統漢字の字形または構成原理を模倣して，新しく創造した文字であり， 10世紀から 12世紀にか

けて.東アジア北方地域で固定の文字として造られた遼の契丹文字，西夏の西夏文字.金の女真文

字などがこれに相当する

・非漢字系文字

正統漢字とは文字の系統を異にするが，文字組織のいずれかにおいて.漢字の影響を受けたり逆に

漢字に何らかの影響を与えたりした文字であり，ソグド文字.パスパ文字.ハングルなどがこれに

相当する。

1-4-2.ぺ一文表記システム

既述(1-3-1)したように.現在のところペ一語研究者に広く支持されているのは.以下に掲載

する 4分類法である。

①音読漢字…漢字の音によってペ一語の意味を表す。

②訓読漢字…漢字の意味に従ってペ一語の音で読む。

③j英語借調…漢字の意味.音を直接漢字から借りる。

④自創白字・・・漢字の筆画を増減して新たなペ一文字を作る。

前節に示した東アジア規模の表記システムのなかにこれを位置づければ.①②が変用漢字，③が

正統漢字.④が変形漢字に相当する。本研究では，ひとまずこの 4分類法に則り，日本語表記分類

との混乱を避けるために.以下の術語によって表すこととする。

①音仮名…漢字の音によってベ一語の意味を表す。(万葉仮名のような用法)

②訓字…漢字の意味に従ってペ一語の音で読む。(訓読み)

③借詞…漢字の意味.音を直接漢字から借りる。(音読み)

④新字(自造字)…漢字の筆画を増減して新たなべ一文字を作る。(国字)

ただしこの 4分類法は完全なものではないことは確認しておく必要がある。大理地方は新石器
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時代より中原と関係を持ち. i英代には河海地区に郡県が置かれるなど中原王朝との密接な関係を持

っていた。そのためペ一語の基本語議の6割は古漢語を受け入れているという。しかも両語はとも

に孤立語であか基本的にsvo構造をとる点においても共通する。要するにとても近い言語関係

にあるのであり.例えばペ一語で「白豆花Jは [peJ44tw31 xuo3SJと発音されるが，これは現代

漢語 [bai3dou4 hual]と非常に近い音であるにもかかわらず.ペ一語として認識され，この4分

類法では訓字(訓読漢字)に分類される。ところが日本語の場合. i英語と日本語の関係は薄く，漢

語音と日本語音には「ハクトウカJと「しろまめはな」という違いがあり.日本語ではそれぞれを

「音読みJ.i訓読みJと分類して区別している。

仮に，全体の6割に達するという古漢語を受け入れた基本語紫(漢語由来の語葉)をすべてこの

分類に従って訓字とすると.ペ一語で [tianlJとも [xessJとも発音される「天」はともに訓字

となり区別ができなくなる。逆に日本語の「ハクトウカJも「しろまめはなJも訓字になってしま

う。漢字による自民族語表記システムを.東アジア規模で捉えようとする本研究の性質上，この差

は無視できない。

そこで筆者は.日本語の音読み.訓読みの概念を基にして. i英語由来の語認を借字に含めるべき

だとの主張をした (iアジア辺境国家の歌表記ー中国雲南省ベ一族「山花碑」と万葉和歌の比較を

通して-Jr日本文学J2011年l月)。こうした筆者の分類に対して，立石謙治「中国雲南省大理

白族の f大本曲jの概説と紹介ーテキストを中心に一J(r圏皐院雑誌j第 112巻第9号.2011年9

月)は.元来は漢語由来の語紫であっても.大本曲の語り手はそれを借字(漢語)とは明確に区別

して用いていること.また.すべての語誌を漢語由来語哉と固有語議とに選別することは困難であ

ることをあげ.現在の 4分類法に則るべきことを説いた。

こうした指摘を踏まえ，将来的にペ一語研究が漢語由来語哉と固有語黛とを選別できる段階に到

達するまでは.現在の 4分類法に則ることとした。将来的には訓字の多くが，借詞の一部分(ペ一

語と認識される借詞)に分類されることになると思われる。
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2.山花碑全訳(古代の会編)

詞記山花詠蒼栴境

山花体で記す詞 蒼河境を詠む

第 l段

(1)蒼1耳境錦翫不飽

蒼山i耳海の地は賞美しきれない.

(2)造化工遮在阿物

天地創造の跡はいたるところにあるo

(3)南北金鎖把天閑

南北は，金鎖が天闘を守り，

(4)鋭背飽白虎

(東西は.)背龍白虎が鎖めている。

第2段

(1) 山侵河慮河鏡傾

山は湖面に斜めに影を落とし，

(2) i可侵山雌山嶺越

i胡は山を諮る口

(3)尻町西i雪十八渓

麻風のように蒼山の西から雪解け水が十八筋の渓流となって，

(4)補東j耳九rllJ

i耳海の束の九つの湾に流れ込む口

ーレノ、-
h

ゴを頭弘

、

。

つ

は

立

山

波

。

蒼

が

童

手

足

戸

田

A

，，-
v

作・

E

・
'
-
刷
Hμ

堂

千

谷

百

白

た

湖

千

三

百

八

頭

れ

三

は

八

は

冬

ら

敏

秋

閑

閑

室

室

蒼

め

面

殿

殿

宮

宮

鮪

染

秋

は

藍

箆

若

若

染

に

河

海

段

伽

伽

蘭

蘭

雪

雪

湾

、

河

内

J

、l

第

九

は

位

。

hw



第4段

(1)五華侶休園脊充

五華楼は天空に突き刺さり，

(2)三塔侶体穿天腹

三塔は天腹を貫き通す。

(3)鳳披山高鳳風栖

lii¥.獄山は高く，鳳風が栖み，

(4)龍関龍王宿

龍聞には龍王が住む。

第5段

(1)夏雲怯玉局山腰

1. 111花碑注釈集成

夏の雲が玉局山の腰に(帯のように)巻き付き，

(2)春柳垂錦江道途

春の柳は錦江の大路に垂れさがる。

(3)四季色花阿国々

四季を通じて花々はあちこちに咲き.

(4)風与阿鰯々

一陣の風雨が花を濡らす。

第6段

(1)挑仙人出克遊逝

跳ね踊る仙女がここに現れ出て遊び，

(2)勝短蛾入宮伽舞

(その姿は)短織の月宮での美しい舞に勝る。

(3)薮堅調錦出名香

幾声かの鐙の音が香しく立ち出で.

(4)契員無償宝

値のつけられないほどの宝と見なされている。

第7段

(1)奪西天南園趣陶

西天南国の趣を奪い，

(2) 占東土北閥称譜

東土北闘の素晴らしさを占める。



共立女子大学総合文化研究所紀要 第19号 (3-2) (2013) 

(3)秀雀翫景鳴噛々

きれいな小鳥の遊び鳴くさま，フーフーと，

(4)蝉吟聾暇々

蝉の鳴く声，ジージーと。

第8段

(1)金烏級散天上星

金烏は天の星を蹴散らし，

(2)玉兎打開容面霧

玉兎は空の霧を押し開く。

(3)黄鴛白鶴阿双々

黄鴛と白鶴は群れを成し.

(4)針飛略啄々

翼を並べて飛ぶ。

第 9段

(1)鍾山川俊秀賢才

山川が俊秀賢才な人物を集め.

(2)緬乾坤実台聖種

天地が霊力を宿す聖なる血筋の人物を育む。

(3) 曽登位守道結庵

この地で.仏道を守り庵を結び，

(4)度生死病老

生死病老に思いをいたす。

第 10段

(1)尽日勤功把節操

終日勤勉に節操を守って経典を諦み，

(2)連夜観参修求好

日夜参禅して好福を修求する。

(3)大夫在虞栽松相

大夫は居所に松柏を植え，

(4)君子種梅竹

君子は梅竹を植える。
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I.山花碑注釈集成

第 11段

(1)方丈丘焼三戒香

方丈のなかで三更の香をたき，

(2)覚苑中結五更燭

覚苑のなかで五更の燭を灯す。

(3)雲窓下折大乗経

雲窓で大-来経を唱え.

(4)看公案語録

公案語録を読む。

第 12段

(1)燈燈茶水歩呼略

温かい茶を供え，

(2)産指心宗歩付i属

まっすぐな気持ちを捧げる。

(3)菩提達磨倣知音

菩提逮磨を知音とし.

(4)迦葉倣師主

迦葉を師主とする。

第 13段

(1)盛圏家覆世功名

国家によって比類なき功名を与えられ.

(2)食朝廷尊貴爵禄

朝廷の尊い俸禄を食んできた。

(3)慈悲治理衆人民

慈悲によって多くの人民を治め.

(4)才等周文武

周の文王・武王に比せられた。

第 14段

(1)恭承敬嘗母天地

誠実に父母，天地を敬い.

(2)孝養干子孫縛儒

孝養を尽くし，子孫に仏・{需を教えるo

。。
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(3)念礼不絶錘磐華客

礼仏して錘磐の音を絶やさず.

(4)消災難長福

災難を払えば福は増す。

第 15段

(1)行仁義穂上不経

仁義札の行いを軽んぜず.

(2) 凶悪弊逆上不重

凶悪弊逆を重んじず。

(3)三教経脅:接挽習

三教の経暫:を絶えず伝習する。

(4) i曹渓水阿l螺

谷川を流れる水がたくさんあり(絶えず流れるように)。

第 16段

(1)長尋紺l月白血:lii守

若いころから消白な月や風を愛し，

(2)不食摘花紅柳緑

むやみに紅花や緑柳を摘み取ることはない。

(3)用顔国道越浮身

顔聞の道をもって浮き世の身を捧げ，

(4)得発天法度

発が治めていたころのような道徳基準を得る。

第 17段

(1)遊翫在偽怯骨石

山崖急峻な岩場で遊び.

(2)有去在威儀模草

また茅が繁茂する地にj吐く。

(3)風化経千古万代

よき伝統は千古万代を経，

(4)博万代千古

万代千古に伝わる。



1.山花碑!i主釈集成

第 18段

(1)阿部過時宜心歌

ある時は時流に乗って喜ばしいが，

(2)阿部逢却催浪禿

ある時は災難に出会って悪路を進む。

(3)天堂是栄華新鮮

天堂は生き生きと栄えているが.

(4)潔散成地獄

あっという問に地獄になる。

第四段

(1)分数l現体土成金

福速が豊かであれば土は金に成る

(2)時速車舛金成土

時速が悪くなれば金は土になる。

(3)緊散侶浮雲空花

離合集散は浮雲や空しい花のようだ。

(4)寅阿米無有

実に，ああ，すべては無である。

第 20段

(1)有之識景上頭多

風景を知る臣下は多いけれども，

(2)但子知心上頭少

しかし心を知る臣下は少ない。

(3)楊髄我説空賛空

わたくし楊儲は空をもって空を称え.

(4)寄天涯地角

天の果て地の果てにこれを送る。
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(3-2) (2013) 第19号共立女子大学総合文化研究所紀要

3. 山花碑注釈集成(古代の会編)

一.各注釈舎の出典は以下のとおりである。なお.本文中では丸数字によってこれを示した。

白語調査組「山花碑J.徐嘉瑞『大理古代文化史稿j新知三聯瞥庖. 1978年所収)

徐琳・越街諜「白文〈山花碑〉釈読Jr民族詩文J.1980年第3期

張文助 f白族文学史(修訂版)J雲南人民出版社. 1983年

越櫓『白文〈山花碑〉訳釈j雲南民族出版社. 1988年

凡例

① 

② 

大理市博物館印『山花碑j大理市博物館. 1989年

周枯『大理古碑研究j雲南民族出版社. 2002年

李正清 f大理喜洲文化史考j雲南民族出版社. 1998年

②は 1957年に記録された大理鹿洞村郭純仁氏の読みをもとにしている。

③

④

⑤

⑥

⑦

 

※ 

⑦は異説のみ併記。

二.表の原文は俗字と思われるものについては本字に直した。

三音声記号は各注釈書の表記による。注釈書②@ゅは国際音声記号方式であり.声調記号は末尾

に数字によって示した。 33は中平調. 42は高降調(緊喉). 31は中降調. 55は高平調. 35は

中声調.44は次高平調(緊喉). 21は次低平調(緊喉)である。注釈番@ゆはピンイン方式で

声調記号は第一声から第四声までしかないため.ベ一語の声調を正確に表せているわ

ピンイン方式の声調は音声記号末尾に数字によって示した。

※ 

あるが.

けではない。なお.

四.各注釈書の音声記号に基づいて. 王鋒氏(中国社会科学院)にペ一語表記の方法(読写方式)

を記してもらった。その方法は 1-4r漢字による自民族語表記システムJに従って.現行の 4

分類法(音仮名.語11字.借詞.新字・自造字)に従い.それぞれ「音・訓・借・自」として示

した。読写方式欄の( )は.当該の漢字を発音する際に それと意味的に近い漢字を想像し.

その漢字の借詞(音読み).或いは訓字(訓読み)として発音したものであることを示す。例

えば.23ページの題詞の「詞Jを発音する際に.徐琳釈読①は.r詞Jと意味的に近い「話J

を想像し.それを訓字として [tou31] と発音しているということである。なお. r*Jは王鋒

氏が不明としたものである。

五.担当者は以下のとおりである。

題詞. 第 1.4・8・9・10・17・18段…・・・遠藤耕太郎

第2・5・6.11・12・19.20段・・…・飯島奨

第3・7・15・16段……草山洋平

原文.第5・6・7・11・12・13・14段……富田美智江
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1.山花碑注釈集成

山花碑原文

題詞:詞記山花詠器j耳境

一段:器j耳境錦翫不飽造化工迩在阿物南北金鎖把天関 鎮青龍白虎

二段:山侵河屍河鏡傾河侵山展山嶺遺界面西i雪十八渓補東海九曲

三段:硫藍殿閤三千堂 蘭若宮室八百谷雪染鈷蒼冬頭白 河j可秋面鍍

四段:五華侶体111宵充三塔侶体穿天腹鳳披山高鳳風栖龍関龍王宿

五段:夏雲怯玉局山腰春柳垂錦江道途四季色花阿国々 風与阿綿々

六段:挑仙人出克遊逝勝短蛾入宮伽舞康医局錦出名香契員無償宝

七段:奪西天南園趣陶 占東土北関称譜秀雀翫景鳴噛々 蹄吟聾峨々

八段:金烏駿散天上星 玉兎打開宵面霧黄鴛白鶴阿双々 封飛略啄々

九段:錘山川俊秀賢才樋乾坤実胎聖種曽登位守道結落度生死病老

十段:尽日勤功把節操連夜観恭修求好大夫在屍栽松栢君子種梅竹

十一段:方丈丘焼三戒香菟苑中結五更燭雲窓下耕大乗経看公案語録

十二段:姐燈茶水歩呼暗直指心宗歩付嘱菩提達磨倣知音迦葉倣師主

十三段:盛園家覆世功名 食朝廷尊貴爵禄慈悲治理衆人民才等周文武

十四段:恭承敬嘗母天地孝養干子孫稼儒念礼不絶鍾磐聾消災難長福

十五段:行仁義雄上不軽克恵弊逆上不重三教経書接推習 漕渓水阿糊

十六段:長尋細月白風清不食摘花紅柳緑用顔国道誼浮身得亮天法度

十七段:遊翫在偽怯骨石有去在威儀模草風化経千古万代偉万代千古

十八段:阿部遇時宜心歓阿部逢籾催浪禿天堂是栄華新鮮漂散成地獄

十九段:分数硬倖土成金時運車舛金成土豪散侶浮雲空花賞阿米不無

二十段:有之識景上頭多但子知心上頭少楊蹴我臨空賛空寄天涯地角

費:r蒼Jの俗字と思われるが，類例なし。第3段第3句は「蒼Jに作る。②③は両者の発音を分

けるが.その他はみな同じ。

鎖:r鎖Jの俗字と思われるが，類例なし。

虎:r虎Jの俗字。明・章簡撰『重訂直音篇jに類例あり。

展:r慮jの俗字。『宋元以来俗字譜jに類例あり。

前:r伽Jの俗字と思われるが，類例なし。第6段第2句の「伽」とは みな発音を異にする。

宵:r容」の俗字。北斉・石信墓誌に類例あり。

披:r翼Jの俗字。南朝梁 f玉篇jに類例あり。

克:r克Jor r充Jの俗字。前者は漠・劉惰碑に，後者は明・梅府酢撰 f字議jに類例あり。発音

は「充jに近いが他に第4段第 l句に「充」に作る例がある。

遊:r遊」の俗字。北貌・鄭道昭書「雲峰山題字Jに類例あり。

画:r酒」の俗字。 清・鉄珊輯 f増広字学挙隅jに類例あり。
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恭:r参Jの俗字。『宋元以来俗字諸Jに類例あり。

資:r覚Jの俗字。敦健写本. r朱元以来俗字諮jに類例あり。

折:r析Jor r折Jの俗字。⑤は「拝」の俗字とするが，根拠は不明。

歩:r些Jの俗字である「野Ji些Jに似るが，類例なし。

克:r兇Jの俗字。『中図書法大字典jに類例あり。

思:í悪J の俗字。!靖・龍競寺~!.敦燥写本に類例あり。

貧:r食Jの俗字。北貌・侯剛墓誌に類例あり。

舛:i舛」の俗字。唐『干禄字書jに類例あり。

題詞

5司 言己 111 :fE 

tou31 tci44 se35 xuo35 
② 

訓 (・話J・) 借 認11 認11

tou31 tci44 se35 xuo35 
③ 

認11(・話J・) {昔 語11 認11

tshi31 tci44 se35 xuo35 
@ 

借 ffj 認11 認11

⑤ 

--------------、--------------ci1 ji1 she1 hua1 
@ 

佑= 儲E 筒= 官iz

詠 蒼 河 境

ye55 包ha33 eJ31 tci31 
② 

* f昔 借 部11(・1也")

ye55 包ha33 eJ31 tci31 
③ 

* 借 借 訓 {・・地")

ye55 飴h山 55 e31 旬i31
④ 

* * {昔 訓 (・・地")

⑤ 

----------------------------yo3 cuo4 er1 ji3 
⑤ 

借- 部11 伯= 部11 (・・地")

〈大意〉

①詞を山花で記し 蒼山?耳海を詠む(i司氾山花昧苔河境)

②調を山花に寄せて 蒼山j耳悔の名勝を詠む(制寄山花昧苔河JY:h境)

③調を山花に寄せて 蒼山海海の名勝を詠む(開設f山花 l永苔再)肱境)
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④調を山花に寄せて 蒼山沼海を詠む(調寄山花味苔再境)

⑤ なし

⑥詞を山花で記し 大理を歌う(河氾山花歌味大理)

〈語釈〉

④ 題詞中の「詞J字は.漢語の借語である。白族のことばには詩や詞などといった専用語がない

ためにj英語を借りている。その音は〔包hi31)で.漢語の音と近似しており，その意味もまたj英

語と同じである。以下.漢語の借語はみなこの通りである。(題目中“河"字.系双i者借河.図

白族i吾中井元i寺.河之寺称.故{昔双活.其音波方 (tshi31).与双活音波相近.其意文則与双字同。

以下有双i吾{昔両者.均同此。)

第 1段第 1句

苔 i耳 境 錦 翫

tsha33 eJ31 tc山 33 tw21 kueJ33 
② 

f昔 借 借 * * (・・観")
tsha33 eJ31 tc山 33 tw21 kueJ33 

③ 
flr 借 借 * * (・観")

tsw55 e31 tc山 35 tcia33 ue31 
④ 

* 借 借 自 自

Gu04 er1 j13 qial we3 
⑤ 

* (“地") 自 自* 借

cu04 erl ji3 qial 思lel
⑥ 

自WII 借 * (“地づ 自

〈大意〉

① 若山i耳海の美しい景色は遊びきれない(苔山湾海美境滋不尽)

② 蒼山沼海の美しい景色は賞美しきれない(苔河景致現不尽)

③ 蒼山i耳海の美しい景色は賞美しきれない(苔再景致現不足)

④ 若山河海の美しい景色は遊びきれない(苔再景致不姓滋)

⑤ 若山j耳海の美しい景色は称えきれない(苔j耳美景賞不尽)

⑥ 蒼山河海の美しい景色は称えきれない(苔再美景賞不灰)

〈語釈〉

「蒼河」

② 蒼山・河海を指す。(指苔山、湾海。)

不 飽

P山 31 pu33 

語11 司11

pw31 pu33 

訪11 詩11

p叩 pu33 

語11 認11

ben3 bul 

WII WII 

bou3 bul 

司11 認11

④ 第一旬日の「蒼Jは (tsha33)ではなく. (ぽ即日〕と読む。白族にとって「点蒼」山の古い読

みは〔匂w33tshw55)であり.現在でもそう発音している o (“苔"法;(tsw55). 不渡 (tsha33): 

囚此乃白族対"点苔"山之古i実方〔除問33tsh叩 55). 今亦如之。)
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⑤ 大理の蒼山i耳海に挟まれた大理盆地のこと。(即大理苔山河海之向的大理規子。)

⑥大理の蒼山と河海のこと。「蒼Jはペ一語で (cu04) と読む。蒼山のフルネームは点蒼山とい

う。ペ一語では河海を (erlgo3) と言う。(即大理的苔山和湾海。“苔"自活協 (cu04). 苔山

全名Il~点苔 111 ， 1~lì岳Il~i耳海方 (erl go3)0) 

「境鋳J

④ 「鋳」は〔ωia33) と読む。 (tw21) と読むのは誤りである。(“備"i実〔匂ia33)，有法 (tw21)

者， ~ド足。)

⑤ ペ一語で地方の意。(白i吾均地方之意。)

⑥ ペ一語では地方のことを (ji3fu2) と言う。境錦は古いペ一語で， i地方Jの意味である。(白

活呼地方方 (ji3fu2) ，境粥乃古白ig.，亦即“地方"的意思。)

「翫」

④ 「翫Jは (uεJ31)と読み， i遊ぶ」の意である。(・・翫"i実 (uεJ31)，意先“有要"或・滋玩"0) 

⑤ 「玩Jと同じで.遊ぶの意。(日IJ玩.滋玩之意。)

⑥ペ一語で (guel)と読み， i遊び観賞する」の意味。(自活改 (guel)，問l“滋玩現賞"的意

!品。)

「不飽j

⑥ ペ一語で (bou3bul) と読む。ここでは「飽きないJと解釈する。(自活協作 (bou3bul)， 

法虫作“不灰"i.井。)

第 1段第2句

造 化 工 迩 在 阿 物

1511055 xua55 ku33 旬i35 lsm33 a31 vu33 
② 

音 Z臼包借 i昔 3日5己 借 認11

1511055 xua55 ku33 tci35 15山 33 a31 vu33 
③ 

借 Ht- ユ日包 {昔 司11 音 3臼包

lsh055 xua55 ku33 旬i35 lsm33 a31 vu33 
④ 

3臼包借 {昔 音 借 司11 音

Cao1 hua1 思13 jl2 zou1 a4 vu3 
⑤ 

借 11r 借 {昔 * 
コ目色 z日包

caol hual gu3 ji2 zoul a4 vul 
⑥ 

借 官f {背 借 * 音 コ日註.

〈大意〉

① 自然の造化の功績はまことに不思議である(自然造化的功績真神奇)

② 造化の工跡がいたるところにある(造化工迩万千赴)

③ 造化の工跡がいたるところにある(造化工迩万千赴)
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1.山花碑注釈集成

④ 造化の工跡がいたるところにある(造化工迩万千赴)

⑤ 天の生んだ奇観はここにある(天生奇景在此方)

⑥ 天然の名勝が数多い(天然姓迩万万千)

〈語釈〉

「造化」

⑤ 天が生じ地ができるの意。つまり大自然のこと。(天生地就之意，即大自然。)

「工迩J

④ 「工迩」は (ku33匂i35)と読み， r古跡」の意。(・・工迩"渓 (ku33匂i35)，意先“古迩"0)

「在阿物」

④「阿物」は (a31pu42)とは読まない。「一抱えJの意味になってしまうからであるo (a31 

vu33)と読むべきで，意味は「一万」となるo ベ一語では数の極みを言うことで，その多さを

示す。(“阿物..不法 (a31pu42)，意先“一抱...庇渓 (a31vu33).意先“一万..自活吉数之板，

以示多也。)

⑤ 私(たち)のいるここ，大理を指す。(在我(仰)迭里，指大理。)

第 1段第3句

南 北 金 鎖 把

na21 P田44 匂i35 sou33 pEJ33 
② 

司11 司11 習11 語11 訪日

na21 pw44 
③ 

tci35 sou33 pEJ33 

司11 司11 司11 司11 司11

na42 pw44 tci35 sou33 ka33 
④ 

語11 認11 司11 語11 * 
na3 benl j12 suol bel 

⑤ 
司11 語11 司11 認11 司11

na3 boul ji2 suol bel 
⑥ 

語11 語11 ヨ11 語11 語I1

〈大意〉

① 金鎖のような南北の自然の要害(金鎖般的南北天陸)

②南北は金鎖が自然の要害にある(南北金鎖据天隆)

③ 南北は金鎖が自然、の要害にある(南北金鎖据天陸)

④南北は金鎖が自然の要害を守る(南北金鎖把天陰)

⑤ 南北は金鎖が自然の要害にある(南北金鎖据天陸)

⑥ 南北には青龍白虎がいる(南北有青允白虎)
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天

xe55 

認11

xe55 

語11

xe55 

習11

hei4 

語11

hei2 

語11

閑

ku目35

訪11

kUEJ35 

語11

kUEJ31 

訪11

gue2 

司11

gua2 

借



〈語釈〉

「南北J

共立女子大学総合文化研究所紀要 第 19号 (3-2) (2013) 

②南に下関が.北に上関があり.まるで天の関のように堅固であることを指している。(指南而

有下夫.北面有上美.好象天美一枠牢指。)

⑤南は龍尾関=下関を指し.北は龍首関=上関を指す。(南指北尾美一下美;北指北首美一上

夫。)

⑥ペ一語で (na3boul) と読む。 (na3)は漢語の「南J(nan2)の陽転除である。 (boul)は漢

語の「北J(bei3)の音に近い。(白i百d実作 (na3boul)o (na3)方双i吾“南..(nan2)的阿特|別;

(boul)与双悟“北..(bei3)音相近。)

「金鎖」

④ 「金鎖Jの「鎖Jは名詞なので. (s033) とは読まず (sou33) と読む。(金鎖之“鎖"方名河.

故不法 (s033);而波 (sou33)0) 

⑥ペ ー語で (ji2suol) と読む。前者は漢詩の「金J(jinl)の陽転陰で，後者は漢語の「鎖」

(suo3)の変調である。 r南詔野史jに「南に龍関北には金鎖.東に淘水西には点蒼」という

句があり，ここはこれに基づいているかもしれない。(自活改作 (ji2suol)。前者是双活"金"

(jinl)的問特閑;后者是双活“鎖..(suo3)的変調。〈南沼野史〉有“南北失対北金鎖.京湾水朝

西点苔"之句.iぢ或本此。)

「犯J

④ 「把Jは (pεJ33) とは読まない。なぜなら (pεJ33)は「持つJの意であるが.ここでの「把J

は「守る」の意であるから. (ka33) と読むのが妥当である。(“把"不法 (pEJ33). 益図

(pεJ33)意方“持.掌..而此句中・・把"乃是“把守"之意.故庇i実 (ka33)校妥。)

⑥ ペ一語で (bel) と読み.r守るJの意。(自活渓 (bel).“把守"之意。)

「天尖」

⑥天然の要塞のこと。ペ一語で (hei2gua2)と読むが. (hei2)は「美J(ha04)の変音で.

(gua2)は漢語の「閑J(guanl)の対転。(即天然失陥。白清涼 (hei2思la2). (hei2)是“臭"

(hao4)的変音.是双i吾“美..(guanl)的対特。)

第 1段第4句

鎮 背 龍 白 虎

tsw42 ωheJ55 nv21 peJ42 xu33 
② 

司11 WII 司11 WII 借

tsw42 匂heJ55 nv21 peJ42 xu33 
③ 

語11 fi111 語11 WII 借

ts凹42
④ 

tcheJ55 nv42 PeJ42 Xu33 

語11 illll 司11 部11 借

一」ー
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1.山花碑注釈集成

zhenl qlnl Lu2 be2 
⑤ 

借 借 借 借

zhoul qin4 lu3 be4 
⑥ 

* 借 借 借

〈大意〉

① 青龍白虎が守っている(有背北白虎鎮守)

② 青龍白虎が鎮めている(鎮青北白虎)

③ 青龍白虎が鎮めている(鎖青北白虎)

④ 青龍白虎がいる(有青允白虎)

⑤ 青龍白虎が鎮めている(慎背北白虎)

⑥ 上下二つの関を鎮めている(慎上下側美)

〈語釈〉

hu3 

借

103 

詩11

② 「鎮〔飽田42)青龍白虎jは，背能と白虎がいて守っているという意であり.青龍白虎を鎮め

ているということではない。原文と訳文は「鎮J字を前に移動させているが.それは「虎J字で

押韻するためである。(“慎〔包田42)青北白虎"表示有背北白虎鎮守，而不是慎住青允白虎。原

文和i手文把“鎮"字移到前地，是-j.J了用“虎"字抑前。)

④ 「鎮」は漢字を借りてペ一語音を表しており.その窓は「いるJである。したがって〔包即位〕

と読む。(“慎..乃借双字表白i吾音.其意先“有..故改〔伝田42)0)

⑥ 「鎮Jはペ一語で (zhoul)と読み.漢語の「鎮J(zhen4)の変音である。「青龍白虎jはi英語

の借用語で.ペ一語では (qin41u3 be4 103)と読む。("鎮..自活協 (zhoul).訳語“鎖"

(zhen4)的変音。“青北白虎"系双活借河.白培法作 (qin41u3be4103)0) 

第2段第 1句

山 侵 1可 庭 1可 鏡 傾

se35 
② 

o.i44 k021 tshv31 k021 keJ33 khueJ 55 

認I1 * 認I1 語I1 部I1 認I1 認I1

se35 
③ 

o.i44 k021 tshv31 ko21 ke33 khueJ55 

WII * WII 司I1 認11 W!I ji111 

se35 
④ 

tc山 55 K042 tshv31 K042 Kei42 khueJ 55 

司I1 借 語I1 語11 司I1 語11 却11

shei2 qln4 g03 chu3 g03 gel kue4 
⑤ 

詩11 借 認I1 語11 語11 語11 語11

sei2 nil g03 chi3 g03 gel kue4 
⑥ 

1lI!1 * 調11 語11 語11 語I1 語11
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〈大意〉

① 山の影は透き通った(淘海の)湖面に逆さに映り 湖面が傾斜する(山影倒映清激的海里，海

面傾斜)

② 蒼山の影がj耳海の湖面に逆さに映って傾く(山影倒映海面傾)

③ 蒼山の影がj耳海の湖面に逆さに映って傾く(山影倒映海面傾)

④ 山が海を抱き山の影が傾く(山抱海佐山影斜)

⑤ 蒼山の影が海海の湖面に逆さに映って傾く(山影倒映海面傾)

⑥ 山の影が湖面に映って傾く(山影映入海面傾)

〈語釈〉

「山J

⑥ ペ一語で (shu2J もしくは (sei2J と読む。ここは後者をとる。(自活協 (shu2J或 (sei2J.

我1rl来用后者。)

「侵」

④ 漢語の借用語で，音義は漢語とほぼ同じ。だから(l)，i44J とは読まずに (tc田〕と読む。(“侵"

系双悟借両.音.31..略向子双活.故不法〔払i44J;而庇i実 (tcwJo)

⑤ 映りこむの意。(映入之意。)

⑥ ペ一語で (niU と読み. i入るJの意味。(白沼波 (nilJ.“遊入"的意思。)

「河J

⑥ ペ一語で (go3J と読む。もとは漢語の「河Jの古音。ここでは「海(湾海)Jのことをいう。

(自活協方 (go3J. 本是双i吾“河"的古音，返里当“海"焼。)

「慮」

⑥ ペ一語で Cchi3J と読む。意味は漢語と同じ。(自活協 Cchi3J. 31..同双活。)

「河鏡」

④「鏡」は (kεJ33J とは読まない。その意味は「鏡Jから派生した「影」であり，そのため

(kεJ42J と読む。(“鏡"不協 (kεJ33J 其意乃是特“鏡子"引申均“影子" 故直i実 (kεJ42J0) 

⑥ 「鏡Jはペー語で (gelJと読み，鏡の意。「河鏡Jとは「海面」のこと。(“鏡"自活協 (geIJ.

即“鏡子...“河鏡..即“海面"0)

「傾j

⑤斜めのこと。(斜也。)

⑥ べ一語で (kue4J と読む。「傾斜」の意味。(白培法 (kue4).“傾斜"的意思。)

第2段第2句

- 29-



I.山花碑注釈集成

ko21 ni44 se35 tshv31 se35 tw21 zou33 
③ 

部I1 * 自I1 語11 語I1 * 司I1

Ko42 tcw35 Se35 tshv31 Se35 。EJ33 zou33 I 

④ 
部I1 借* WII 語I1 語I1 語11 語11

go3 qin4 shei2 chu3 shei2 ngel ruol 
⑤ 

il)11 借 語11 語11 部l 語I1 借*

go3 nil shei2 chi3 sei2 ngel ruol 
⑥ 

WII * alll 司11 語I1 ヨ11 借キ | 

〈大意〉

① (湾海の)湖水はもえぎ色の蒼山の影を浴びて， (蒼山の)山々が波打つ(海水休浴着葱録的山

影.山崎務渓)

② 湖水は波打ち.若山はそのまわりをとりかこむ(海水蕩議山盆旋)

③ (湾海の)湖水は波打ち.蒼山が(そのまわりを)めぐる(海水務諜山回耳)

④ 海が山を取り囲み.山々が(そのまわりを)めぐる(海坪山赴山密鏡)

⑤ (湾海の)湖水は波打ち.蒼山は(湾海を)ぐるりと取り囲む(海水務議山杯続)

⑥ 山の峰が波とともにめぐり回っている(山崎随波在特旋)

〈語釈〉

「侵J

④ 第1句と同じく (tcw) と読む。(同第一句，座涼 (tcw)o)

「嶺J

③ (hεJ33) と読む。 (tw42) と読むこともあるが妥当ではない。(渓 (hεl33):有波方 (t山 42)，

未妥。)

⑥ ペ一語で (ngel)と読む。意味はi英語と同じ。(白培法 (ngel)，意向双活。)

「遠J

⑤取り巻く. ぐるりと取り囲むの意。(通観.坪焼之意。)

⑥ ペ一語で (ruol) と読む。意味は漢語と同じ。(自活改 (ruol)，意阿波i吾。)

第2段第3句

肝 I師 西 i雪 十 J¥ 渓

piEJ33 mi42 se35 
② 

sua35 tsi42 pia44 tchi55 

認I1 ilIll fjll 自 ヨ11 WII 司11

piEJ33 mi42 se35 sua35 tsi42 pia44 tchi55 
③ 

il)11 il)11 語11 自 ヨ11 語11 語11

PiEJ33 mi44 Se35 
④ 

Sua31 tsi42 pia44 tchi55 

副11 部11 調11 自 語11 語11 語11
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pin4 mi2 sei1 xue3 zh13 bia1 q14 
⑤ 

語I1 語I1 l[Ill 日 lj1!l W!I 語I1

piu4 mi2 sei2 xue3 zhi3 bia1 qi4 
⑥ 

* 部I1 語I1 自 司I1 自11 語11

〈大意〉

① 18筋の渓流が扉風のような蒼山から下に流れている(十八条渓水由扉夙似的苔山傾斜下来)

② 18筋の渓流が西から流れてくる(十八渓水肱西来)

③ 18筋の渓流が西から流れてくる(十八渓水以西来)

④ 蒼山の岩壁の西から 18筋の渓流が流れている(苔扉西海十八渓)

⑤ 蒼山から 18筋の渓流が流れている(益山潟下十八渓)

⑥ 蒼山の岩壁の西から 18筋の渓流が流れている(山扉西潟十八渓)

〈語釈〉

② 「扉面西j雪十八渓」とは，扉風のような蒼山の上の雪解け水が集まって 18本の}IIとなっている

いうことを指す。蒼山には 19の峰があり.桃渓.隠仙渓.万花渓，青碧渓などが各々の峰の聞

に1本ずつ流れている。(・・肝面西i雪十八漠..指扉民似的苔山上的溶雪正成十八条水渓。苔山有

十九峰.毎峰之阿有一渓.如桃渓，隠仙渓.万花渓.青碧渓等。)

④ fi雪Jは (sue31) と読み，その意味は「速く流れる」である。 (sua35) と読むこともあるが妥

当ではない。(“活"波 (sue31).其意均“潟...有i実方 (sua35).未妥。)

⑤ n雪Jは「傾き流れるJの意。「十八渓Jとは，大理内に流れる 18本の川。(“i雪..傾潟之意。

・・十八渓..即大理境内的十八条渓水。)

⑥「西」はペ一語で (sei2) と読む。「潟Jはペ一語で (xue3) と読む。「十八渓Jはペ一語で

(zhi3 bia1qi4) と読み.大理蒼山の 18本の川のことを指している。(“西..自活改;(sei2) :“渇.. 

白培法作 (xue3J。“十八渓..自活改:作 (zhi3bia1qi4). 指的是大理苔山的十八条渓水。)

第2段第4句

補 東 i耳 九 曲

pu33 tv35 ko21 tcw33 khv44 I 
② 

語!I 認11 * 認11 lilll 

pu33 tv35 
③ 

ko21 tcw33 khy44 

語11 部11 * 部11 語11

Pu33 tv35 K042 tc山 33 khv44 I 
④ 

語11 司11 * 認11

bul du2 erl jiu1 kvul 
⑤ 

司11 WII {昔 f背 詩11
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※ ④は「胃Jを「河Jに作る。

〈大意〉

① 洞海東岸の 9つの湾を引き立たせる(材対着京海的九十海湾)

②洞海の東の 9つの湾に注ぐ(注京海九湾)

③ ?耳海の東の 9つの湾に注ぐ(注志向:九湾)

④ 河淘:東岸の 9つの湾を布nう(朴京拘:九曲)

⑤淘海の東の 9つの湾に注ぐ(注京湾九曲)

⑥ 9つの湾を補い満たす(把九1111朴満)

〈語釈〉

「者liJ

@ (pu33)と読み. r補填する」の意。意味はi英語と同じで，音も近いロ(波~ (pu33J.即“填朴"

之意.其意阿波i吾，音協亦近似。)

⑥ ペ一語で (bul)と読む。 i英語の声調とやや異なる。(自活協 (bul)，与双活声調梢昇。)

「東洞J

⑥ 1耳海の東側，ペ一語で (du2er1)と読む。 (du2)は漢詩の「束J(dongl)の陽転陰。(河海

的京而，白i吾波:作 (du2erl)， (du2J是奴i若“京"(dongl)的問特問。)

「九曲」

②調海東岸の 18本の川に面している 9つの湾のことを指す。(指将海京而対者十八渓的九十海

湾。)

⑥ ペー語で(jiulku1Jと読む。漢語とは音がやや異なる。 rulJJの韻母は iuJが唇歯音となっ

ているo i九曲」は餌海東側の 9つの湾。(自活協(jiulkulJ.与双i吾音キItl弄，“Ilh"的簡母由

、"交法:).J居歯音。づ11出"是?耳海京而的九十海湾。)

第3段第 1句

伽 藍 殿 間 一 千 占点U主」

tch白 55 na21 ti55 ko35 5a55 tchj55 
② 

司11 却11 iH; 借 部11 司11 調11

tchεJ55 na21 ti55 ko35 5a55 tchi55 tha55 
③ 

百11 語11 借 借 部11 認11 罰11

tcheJ35 na42 ti55 
④ 

Ko35 Sa55 tchj55 tha55 

認11 部11 {昔 {臼. 司11 部11 語11
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qie2 Lan2 dian4 go3 sa2 
⑤ 

f昔 借 借 ft~ {昔

qie2 lan2 dian2 go2 sa4 
⑥ 

借 借 借 借 借

〈大意〉

① 三千堂の荘厳な伽藍仏殿(三千堂住戸的伽藍悌殿)

② 僧院仏殿三千堂(僧院仰殿三千堂)

③ 僧院仏殿三千堂(僧院{弗殿三千堂)

④ 伽藍殿閤三千堂(伽藍殿陶三千堂)

⑤ 僧院仏利三千堂(僧院悌利三千堂)

⑥ 三千堂の伽藍殿閣(三千堂伽蹴殿附)

〈語釈〉

「伽藍」

qian2 ta2 

借 借

qian4 ta4 

借 {昔

② 第 l句の「伽藍J.第2句の「蘭若Jは.ともに寺院の建物のこと。昔大理は古妙香図と称え

られるほど(仏教が盛ん)で荘厳雄大な寺院が多かった。(第 1句“伽麓..第 2句“竺若・¥指

寺院!出字。 泣去大理有古妙香国之称.庄戸宏千f~的寺院彼多。)

④ “伽藍"はもとは漢語の借用語。 i英語では (tchana )と読むが，ペ一語では習慣的に (tchεJ55

na42) と読む。ここはペ一語の俗音に従う。(“伽輩"本均波活借河，波法 (tchana). 而白出3J

慨は~ (tcheJ55 na42J.今M.臼i否俗i案。)

「三千堂」

⑥ ペ一語で (sa4qian4 ta4) と読む。 (sa4)は「三J(sanl)の対転。「堂J(tang2)の音が対転

変音して (ta4) となり. i千J(qianl)の音が変音して (qian4) となった。(白i吾i案作 (sa4

qian4 ta4) 0 (sa4)是“三..(sanl)的対特，・・堂"的i主音対特変音方 (ta4).“千..(qianl)的改:音

変音え1(qian4)0) 

第3段第2句

蘭 若 ，にt与3 ，主~ J¥ 百 谷

na35 za31 ku33 si35 pia44 pEJ44 xu35 
② 

.... 臼k 3日包 借 惜 認11 認11 * 
na35 za31 ku33 si35 pia44 pEJ44 xu35 

③ 
音 2臼包 借 {昔 illll 語" * 
na35 Za31 Ku33 Si35 Pia44 PEJ44 Khu35 

④ 
1臼r.. z日包 借 Hr 司11 語" * 
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La3 rei4 gu4 sh13 bia3 
⑤ 

音 2目2己 借 借 認11

la3 rei2 思12 shil bial 
⑥ 

2日7. 音 借 借 司11

〈大意〉

① 八百座の見事な蘭若宮室(八百座弗而的竺若宮室)

② 寺廟の建物八百谷(寺j函宮八百谷)

③ 寺廟の建物八百谷(寺脳宮八百谷)

④ 蘭若宮室八百屋(竺若宮室八百屋)

⑤寺廟宮室八百カ所(寺崩宮室八百赴)

⑥ 八百カ所の蘭若道観(八百赴竺若宮現)

〈語釈〉

「八百谷」

be3 思13

司11 音

bel 思11

部11 音

④ペ一語では川谷の「谷」は (khy35) と読み， r処.所Jと同じ音である。だから (khy35) と

読むべきである。 (xu35) と読むこともあるが妥当ではない。(白活川谷之“谷"渓 (khy35)，与

“赴，所..i皆音.故座i実方 (khy35);有渡先 (xu35)，未妥。)

⑤ 八百カ所のこと。(即八百赴。)

⑥ 「八百カ所Jのこと。「谷Jはペ一語で〔別1)と読む。ペ一語の「処所Jの意味。(即“八百

赴...“谷"白i吾協〔思11)，是白i吾“赴所"的意思。)

第3段第3句

雪 染 勤 蒼 朱. 頭 白

sue44 ze33 tcw33 tshou55 tv35 tw21 pe.I42 
② 

語11 認11 * 語11 語11 語11 WII 

sue44 ze33 tc山 33 tsbou55 tv35 tw21 pe.I42 
③ 

a1il 部11 * ヨ11 認11 語11 語11

Sue44 
④ 

Ze33 tcw33 tsb田33 tv35 tw42 PeJ42 

語11 認11 * 語[1 語11 自11 語[1

shul rei1 jin3 cu04 du4 dou3 be2 
⑤ 

* WII * 訪11 認11 部11 語11

shui1 reil ji2 cu04 du2 dou3 be3 
⑥ 

WII WII * 語11 語11 部[1 部l

〈大意〉

① 冬の積雪が蒼山の頂を白く染める(冬天的釈雪染白了苔山的尖頂)
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② 冬の雪が蒼山の頂を染める(冬雪染苔山失)

③ 冬の雪が蒼山の頂を染める(冬雪染苔山失)

④ 雪が点蒼山の冬の頂を白く染める(雪染点苔冬失白)

⑤ 冬の雪が白く蒼山の頂を染める(冬雪染白苔山失)

⑥ 冬になると点蒼山の頂が白くなる(冬米点苔尖頂白)

〈語釈〉

「結蒼J

② 蒼山のこと。点蒼山ともいう。 (llfJ:笹山.也称点苔山。)

④第 l段第 l句の説明を参照。 (tcw33tsh叩 33) と読む。(見前首朕一句説明，波方 (tcw33

tsh山33)0)

「雪J

⑥ペ一語で (shuil) と読む。 j英語の「雪J(xue3)の古音。(白清涼 (shuil). 是双活“雪"

(xue3)的古演。)

「染J

⑥ ペ一語で (reil) と読む。 i英語の「染」の対転。(自活協 (reil). j;Ji又情"染"的対特。)

「頭J

⑥ ペ一語で (dou3) と読む。 i英語の「頭J(tou2)の無気音。(自活改 (dou3). j;J双活“失"

(tou2)的不送句。)

「白j

⑥ ペ一語で (be3) と読む。 i英語の白 (bai2)の古音。現在でも西南方言では「白」を (be2) と

読む。声調がベ一語と異なるだけである。『蛮番jにいうところの白蛮の「四声批重Jとは.お

おむねこのような状況を指している。(白沼-渓 (be3) 方双活"白..(bai2)的古i案。今西南方吉

例法“白"方 (be2).↑住声調与自国不同。《蛮有〉説白蛮的“四声批重・¥大概指的就是i喜美情

況。)

第3段第4句

河 河 秋 面 厳

EJ33 ko21 tch山 55 mi42 kv33 
② 

語11 語11 ilIlI ilIll 語11

EJ33 ko21 
③ 

tchw55 mi42 kv33 

ヨ11 語11 認11 ii111 認11

EJ33 Ko42 tchw55 mi42 ts凹 33
④ 

語I1 認11 副I1 WII * 
erl go3 qing4 mil 思12

⑤ 
語11 司11 却11 WII 語I1
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〈大意〉

① 秋風が吹いて穏やかな海面に敏(波紋)をつくる(秋凡吹鍍了平静的海面)

② 海面に風が吹いて敏(波紋)をつくる(海面夙吹鍍)

③ 海面に風が吹いて敏(波紋)をつくる(海面風吹鍍)

④ 沼海は秋風で鍛(波紋)をつくる(再海秋風鍍)

⑤ 寓海に風が吹いて敏(波紋)をつくる(湾海夙吹鍍)

⑥ 海海の秋は敏模様(河海秋鍍顔)

〈語釈〉

ri耳河」

② 湾海のこと。(即河海。)

「秋面敏」

④ 「秋面」は (tchw55mi42) と読み， r秋風Jの意味があるo また「敏Jは (15w33)と読み.

意味は漢語と同じ。 (kv33) と読むこともあるが.妥当ではない。(“秋面"改 (tchw55mi42)， 

有“秋夙"之意。又“鍍"協同w33)意阿波活;有i実方 (kV33)，未妥。)

⑤ 秋風が吹いてj耳海の水面を鍛だたせること。(即秋風吹鍍了湾海水而。)

⑥ ペ一語で (qiu4mi2 zhul) と読み，意味は秋になると水面上に波紋ができる(秋になると沼

海の水面が風に吹かれて波紋ができる)ということ。 (mi2)は「面J(mian4)の陽転陰.

(qiu4)は「秋J(qiul)の変調， (zhul)は「敏J(zhou4)の変音。(白i吾i案作 (qiu4mi2 zhul)， 

意即秋来股上起了鍍紋(秋米湾海面上被凡吹起了鍍紋)0 (mi2)是“面"(mian4)的阿特閉.

(qiu4)是“秋"(qiul)的変調， (zhul)是“鍍"(zhou4)的変音。)

第4段第 1句

五 華 {日 体 悶 骨 充

u31 xua42 le31 ne31 Jl，i44 khv55 tshv31 
② 

借 借 自 * 自 * 音

u31 xua42 le31 
③ 

ne31 Jl，i44 khv55 tshv31 

借 {昔 自 * 自 * 音

UJ31 
④ 

xua42 tcou31 ne31 Jl，i44 k"v55 tshv31 

借 借 自 * 自 * 音

wu3 hua4 zl2 nl2 nl4 ku2 chu3 
⑤ 

借 借 自 借 自 * 音
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〈大意〉

① 雀畿の五華楼は高い空にまっすぐそびえ立つ(樫説的五隼楼趣立在高空)

② 五華楼は晴れた空に高く入る(五半楼高入附空)

③ 五華楼はH哨青れた空に高く入る(五f隼枠楼高入111

④ 五華楼は天空に昇るように(高しい、サ) (五f隼存宛刻如l波凌:宵双)

⑤ 五華楼はH哨青れた空に高く入る(五f隼存楼高入1I晴i情古空)

⑥ 五華楼は天空を真っ直ぐ突き抜く(五隼楼宜沖宵双)

〈語釈〉

「五華」

② 「五華Jは五華楼を指す。南詔王豊祐の時に建立された。五華・楼は規模が広大で.方広五里.

高百尺，上可容万人.下可建五丈旗といわれる。現存しない。(・・五隼..指五半楼.南i召王半佑

吋所建。据悦.原米的五i~楼規模宏大，方f五県，商百尺.上可容万人，下可建五丈旗。今己売

存。)

④ 大理城は南詔王国の閤羅鳳(在位 748--79年)によって 764年に開始された。陽宜時城.紫城

とも呼ぶ。その規模は『蛮脅:・六jに詳しく記されているが.五華楼については記されていなし」

第三重門に「門列戟，在有重楼」という記述があることから これを五華楼とする説もあるが憶

測に過ぎない。嘉靖年間 (1521--66年)の『大理府史・古跡jには f(五華楼は)廃祉在今郡城

(大理県城)中央.唐大中十年 (856年).南詔盟券祐(勧豊祐の誤り)所建.以会西南夷十六因。

…公元三年 (1266年)嘗賜金重修。国初兵焚始廃」とある。また『蒙化府史jには「歳(勧)

豊祐建五華楼子園中，以会西南十六回蛮夷之長Jとの記述がある。「廃祉在今郡城中央」という

のは.明代にi場宜咋城の「門楼外東南二里」に建設された新たな大理城の中央に五華楼の廃祉が

あるということだ。つまり，勧些祐によって建築された五華楼は陽葺時域の東南二里の地点にあ

ったということである。唐代の f蛮書jによれば.陽宜昨城の東南二里の地点には「来館J地区

があり.r表広五里，高百尺」であったという。これが五華楼であり，勧豊祐はここで西南十六

回の長と会したのだろう。とすると.五華楼は明代初め (1368年)にはすでに「兵焚始廃Jと

なっていたのである。山花碑は 1450年の銘をもつから.楊舗がこの詩を創った時点で.それは

すでにかつてのように存在していたわけではなかった。しかし楊蹴は幼少年期の印象のなかで.

この天を貫くような五華楼の威容を形象化し，それを天に鋒える三塔と南北に相対的に配置する

ことによって.詩のなかに蒼山南海の古跡として出現させたのではなかったか。(要約)

⑤ 大理城中の鼓楼で.五華楼と称す。(大理城中的鼓楼.称五隼楼。)

⑥ 楼名で.大理古跡の一つ。(楼名.大理古逃之一。)
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「侶{か」

②現在のペ一語でも(Ie31ne31)と発音する。意味は「この」で，名詞の後におき.数量詞と

して名詞を修飾する。これはイ語系言語に共通する構造で.楊燦然はこれを語気助調とするが未

だ確定していない。(現在自活仰悦(le31ne31).意思是“法令..放在名i司后i左，作方数量河姐.

修怖名河。 iさ是鼻i吾支清吉的一科共同的結拘形式，栃仙然も入方官是i吾助河.不碗。)

④ 「侶体Jは〔匂ou31ne31) と読み.rまるで~のようだJの窓口 (le31ne31) と読む説があるが.

おそらく「侶J(si4)字を誤って「侶J(lu3) としたためだろう。原文は「似J字の古字である。

(“侶体"協同ou31ne31J.意先I“佑悌...有波(le31ne31). 益因特“{目"字i美方“侶..原涛安

~“似"字之古写。)

⑤ ペ一語の語気詞。(自活活句i司。)

⑥ ベ一語で (zi2ni2) と読む。語気詞。(自治改作 (zi2ni2). i吾句河。)

⑦ (nel il]と読み.r也是(-もまた)Jの意。 ((nelil). 也是。)

「悶」

②意味は「入るJo(意思是“入"0)

⑥ ペ一語で (nil)と読み.r入るJの意。白文の形声字。(自活協 (nil). “逃入"之意。是白文

的形声字。)

「替充J

⑤ 天空のこと。(即天空。)

⑥ ペ一語で (ku2chu3Jと読み.r天空Jの意味。漢字の音義を借りて構成された言葉。(白活

改作 (ku2chu3).“天空"的意思。是借双字音文拘成的河。)

第4段第2句

一 塔 {日 f1F 穿 天 nu 
sa55 tha44 le31 ne31 rchEJ44 xe55 fy44 

② 
認11 司11 自 * * 訪11 部11

sa55 tha44 le31 
③ 

ne31 rchEJ44 xe55 fv44 

語11 部| 自 * * 語11 司11

Sa55 
④ 

tha44 匂ou31 ne31 tchEJ44 Xe55 fv44 

語I1 司11 自 * * 語11 語I1

sa4 ta2 z14 n14 chul hei4 ful 
⑤ 

司I1 認I1 目 借 * 語11 部I1

sa4 tal zi2 ni4 chu4 hei4 ful 
⑥ 

認I1 語I1 自 借 * 語I1 語I1

〈大意〉

① 崇聖寺の三つの高い塔は空に挿し込む(崇壬寺的三座尚培描入云宵)
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② 三つの塔はするどく天の中ほどを貫く(三座塔尖穿天版)

③ 三つの塔はするどく天の中ほどを貫く(三座塔尖穿天腹)

④ 三塔は天の中ほとeを真っ直ぐ貫く(三塔宜是穿天版)

⑤ 三塔は高くそびえ天の中ほどを貫く(三塔高賞穿天版)

⑥ 三塔はそびえて雲間に入る(三座塔貸入云阿)

〈語釈〉

「三塔」

② 三塔寺の三つの塔のことを指す。大理城西北蒼山蓮花峰の下にあり，麿代に建立された。(指

三塔寺的三座塔。在大理城西北苔山蓬花峰下.也建子唐代。)

④ 崇聖寺は南詔王国時代，勧豊祐執政期 836年に創建された。明代に至っても徐霞客『浪遊日

記j(1639)に「是寺在第十之下，唐開成中建.名崇型布。前三培舟1立，而中塔最高.方形累十

六層，故今名為三塔。…」と記されているほか，李元陽(1497-1580年)の『大理府史jなど

にも記述が残る。楊蹴(山花碑は 1450年)は彼らより前の時代を生きているから，当然その威

容を目にしていたはずである。(要約)

⑤ 大理崇聖寺の三塔のことを指す。(指大理崇釜寺三培。)

⑥ ペ一語で (sa4ta1J と読む。漢語「三塔Jの変音。三塔は大理崇聖寺の三塔のことで. 8世紀

の南詔期に建立された。(自活協作 (sa4talJ.え1~又 i語"三塔"的変音。三塔，即大理崇差寺三塔.

建子公元8世紀的南m吋期。)

「穿」

⑥ ペ一語で (chu4J と読む。 i英語「穿J(chuanl)の陽転除で.意味は漢語と同じ。(自活協方

(chu4J. :tJ双i吾“穿..(chuan1)的問特閑，意阿波ilfo)

「天腹J

⑥ ペ一語で (hei4fu1J と読む。意味は漢語と同じ。(自活協作 (hei4fulJ. JI..阿波i吾。)

第4段第3句

鳳 羽党 I.U 高 鳳 血l 栖

v31 ji35 se35 ka35 v31 yo31 tshe55 
② 

司11 自 訪I1 語I1 司I1 部I1 割I1

v31 ji35 se35 ka35 v31 yo31 tshe55 
③ 

WII EI WII 語I1 iilll iiI!I 語11

V31 ji35 Se35 Ka35 V31 yo31 tshe55 
④ 

語I1 自 認I1 認11 語11 iilll 語!I

vul yl1 shei4 ga4 vu3 wo3 chei2 
⑤ 

語I1 割I1 副11 語I1 部!I 部I1 語I1
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〈大意〉

① 高くそびえる風羽山には美しい鳳風が棲む(高堂的成羽山上有美耐的民風栖止)

②鳳羽山は高く鳳風が棲む(夙羽山商夙凪栖)

③風羽山は高く鳳風が棲む(夙羽山商夙風柄)

④風儀山は高く鳳風が棲む(夙伏山高夙風栖)

⑤風披山は高く鳳風が棲む(民披山高貝風栖)

⑥風羽山は高く鳳風が棲む(成羽山商凡風栖)

〈語釈〉

「鳳披山J

② 鳳披山とは寓源県にある鳳羽山のことである。鳳鳳の羽がかつてこの山に落ちたためにこの名

が付いたという。毎年 7.8月にたくさんの烏(百烏)がこの山に集まるが.伝説ではここに落

ちた羽毛を弔うためだといい，それで「烏弔山Jともいう。(即夙羽山，在再海昼境内.据i見夙

風的羽毛曽落在座山上.故此得名。毎年七.八月阿百島集子此山.イを悦是j;J免吊落在iさ里的民風

羽毛.図而也叫烏吊山。)

④ rIw.翼」は (v31ji35)と読み.r鳳儀Jのベ一語音であるが.その後転枕して「鳳羽Jとなっ

た。しかし.古ペ一語音においても「鳳羽jは (v31ji35)と発音されている。したがって詩中

に用いられている「鳳翼」は現在の淘源県の「鳳羽Jを指しており.今の「鳳儀jを指している

わけではない。(“夙翼"渓 (v31ji35). 同l“夙伏"之白i吾音波.后iitj;J“夙羽...但古臼i吾中抗称

“成羽"方 (v31ji35)。故i寺中所称“夙翼"実指今再源基之“民羽・¥井非今之“夙伏二)

④ ペ一族には鳳風に関する神話伝説が多数伝えられているが.それは次のような神話の多様なパ

ージョンとしてある。蒼山後方の羅坪山に毎年秋分のころたくさんの烏が鳳風に参詣していた。

ある年.まさに百烏が集まったとき天気が急に変化しすぐに大雪になった。鳳風は百烏が寒さに

凍えるのを見かねて自分のすべての羽を抜き百鳥に分け与え.彼らがすぐに雪に閉ざされたこの

山を飛び立ち故郷に帰れるようにした。鳳風は赤裸となり身を覆う羽毛もなく寒さは体の芯まで

達し.ついに羅坪山頂で凍死した。そこで百烏は毎年秋分の前後.万里を遠しとせず鳳風を哀悼

するために緩坪山に飛んでくるのだ。おそらく羅坪山は渡り鳥の飛期経路になっており.夜間は

天空に霧が出るのをさけて低空飛行するが.それを人聞が発見し.かがり火でこれを誘い捕獲す

るということを行っていたのだろう。早く f後漢書j郡固定、楳検県条所引の『広志jに次のよう

にある。「有烏弔山，県西北八十里.在阜山。衆鳥千百群共会.鳴呼明噺。毎歳七月，八月晦望

至.集六日則止。歳凡六至。雄鳥来弔特悲。其方人夜然火伺取.無味不食者以為義鳥。俗言鳳風

死子此山，故衆烏来弔J。同様の記事は脇道元『水経注jにも見られる。従って，蒼山西北の阜

山(羅坪山)では.毎年渡り鳥の群れが飛行するのが見られ.そこからペ一族先民が作り出した
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「百鳥朝鳳」神話が.千年以上前に中原に伝えられ諸文献に記載されたということができる。そ

の後，ペ一族での俗称「阜山」は「鳳儀」山となった。これは「有鳳来儀Jの省略であり，楊蹴

は正しくそのペ一語音を「鳳破」と記したのである。後人がこれを「鳳毅」とし転枕して「鳳

羽」となったのである。従って.若山後方の盆地を近代ペ一語では「鳳披郷」と呼び.これが

「鳳羽郷J(現在河i原県に属す)と転枕したのである。

楊舗は蒼i耳の聞に生まれ育ったが，民間で盛んに語られていた鳳風神話伝説に対して非常によ

く聞き及んでいただけでなく， r有鳳来儀J，r百烏朝鳳Jのたぐいの瑞祥にもさらに興味を持っ

ていたのであった。こうしてここに鳳風が詠み込まれたわけである。ただし楊備がここで鳳風

と竜とを併称したのは.ただ単に「百鳥朝鳳Jの美しいペ一族神話としてのみそれを用いたので

はなく.さらに重要な意図は蒼河の聞に「竜鳳呈祥Jの自然の造化を明らかに示すものであった

のだ。(要約)

⑤ 現 在のi耳源県内にある鳳羽山のこと。鳳風がこの地で儀死し毎年 8，9月の聞に百鳥が群れ

をなして鳳風を悼みにくると伝えられている。(日11今河海昼境之成羽山.相イ寺夙.風来伏死子此.

毎年八.九月何百島成群来悼夙風。)

⑥ 雲南省大理白族自治州河j原県にある。鳳風が束の昆明碧鶏関に向かつて飛んでいく途中，ここ

で休憩したところ，一片の羽が落ちた，それで鳳羽山と呼ぶと伝えられる。鳳破はペ一語で

(vu3 yil)と発音するo r玉筋jによると， r披Jは「翼Jと同じである。『広韻jは「披Jは

「翼」の古字としており.後に誤って「破」となった。(在云南省大理白族自治州河海長。相伶夙

風向京ーも往昆明碧消失吋.在法皇栖息泣.迩務了一片羽毛，故称夙羽山。夙被.臼i苦境作 (vu3

yil)。按〈玉筋)，“放"同“翼"0 (，前〉“披"， -:tJ“翼"的古字.后悦l共1“披"0) 

「商」

⑥ ペ 一 語で (ga2)と読む。ペ一語と唐音が同じであるo r蛮書j巻八に例がある。(自活協

(ga2) ，与自活唐音吻合。《蛮二円》巻八中有此例。)

「鳳風」

⑥ 古ペ一語で (wu3wo3) と読む。(古白i岩波作 (wu3wo3) 0) 

「栖」

⑥ ペ一語で (chei4)と読む。古無舌上音の規律に合致する。(自括協作 (chei4)，符合古元舌上

音的規律。)

第 4段第4句

龍 閑 間 王 t首

nv21 kUfJ35 nv21 yo31 sv44 
② 

認11 語11 1I1II 語11 説11

nv21 kUfJ35 nv21 yo31 sv44 
③ 

司11 司11 語11 司11 却11
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nv42 KUEJ55 nv42 yo31 Sv44 
④ 

語[1 認[1 語11 語11 部11

Lu3 gue4 lu3 w03 shil 
⑤ 

借 語11 借 語11 自11

lu3 部le2 lu3 wo3 shi1 
⑥ 

借 部11 借 詩[1 部11

〈大意〉

① 険しい竜関には竜王が休む(隆峻的免尖上有北王宿息)

② 竜関には竜王が宿る(北失北王宿)

③ 竜閑には竜王が宿る(北尖北王宿)

④ 竜関には竜王が宿る(北尖北王宿)

⑤ 竜関には竜王が宿る(北尖北王宿)

⑥ 竜王は竜関に宿る(北王街北美)

〈語釈〉

「竜閑」

④ 「竜関」は (nv42kUEJ55) と読み.r竜の国.竜宮J.すなわち竜王の住む地を指す。また.

「竜王」の「王Jをペ一語古音では(yo31) と読むが. (yo31)は「后jのことである。おそら

くべ一語は.古漢語において「王」を「后jと称していたのを借りたのであろう。上の句の「鳳

風Jも (v31yo31) と読むのは.r鳳后Jすなわち「鳳王Jの意である。このようにペ一語には

なお古j漢莫語との関係性が保存されていることが多々あり札.それは「后Jの発音〔ωyo凶31)に限つ

たことではなしいE、o ( 

之.“'F."デケ"自活古音波 (yo31).即“后"也，益白i若借古双浩称“王"j;J“后"者，如上旬“同風"

亦協 (v31yo31). 是方“夙后..亦即“夙王"之怠.白i吾中，尚保闘有古訳語向者，往往而是.

不独后之i実(yo31)而己。)

④ 竜は『礼記j礼運に鳳.麟.亀とともに四霊とされ.それが儒教思想に取り込まれ.天帝比徳

の霊物とされた。しかし楊舗の思想においては伝統的儒教思想における竜だけでなく，竜王が

海底の竜宮に住むというようなインドのナカ(竜)思想の影響も含んでいる。(要約)

⑤ 大理の上関，下関を指す。(指大理上.下両夫。)

⑥べ一語で(lu3gue2) と読み.大理の「上関Jと「下関Jを指す。古くは上関を「竜首関J.

下関を「竜尾関」と呼んだ。(自活法作(lu3gue2). 指大理的“上美"和“下失"。古称上美方北

首夫.下美方北尾美。)

「宿J

⑥ ペ一語で (shil)と読む。意味は漢語と同じ。(自活協 (shi1).JI..阿波情。)
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音しないのは，これが動詞であって.名詞の「腰帯」の「帯」ではないからである。(“怯"渓

(kbo55J. 意先“系"也系腰帯之"系".井非渓〔旬bue31J. 因此方功.河.市非名河・・腰帯"之

“帯"者。)

⑤ つなぐの意味。(即系的意思。)

⑥ ペ一語で (kou4J と読み. i帯を結ぶjの意味。 f蛮書jに「宜怯とは皮帯のことJとある。

(白i吾川 (kou4J. “系帯"的意思。〈蛮有〉上悦:“宜怯，宅帯也。)

「玉局山」

② 「玉局山 (ju35匂u35se44JJは.蒼山十九峰の一つ。(“玉局山 (ju35匂u35se44J". 是苔山十

九峰之一。)

③「玉jはむu35J と読む。これは古ペ一語音で，漢語の古音が「玉Jを (ju35J と読むのと同

じである。(“玉"協 (ju35J. 是方古自活音.亦如古双i吾音波“玉"方 (ju35J者然。)

⑤ 蒼山十九峰の第 14峰。(苔山十九峰之第十四峰ロ)

⑥ 大理点蒼山の北から南に数えて 14番目の峰。(大理点益山由北往南之第十四峰。)

第 5段第 2句

春 相P 垂 錦 江 道 途

tshv55 Y山 33 tiou44 毎回33 旬a35 t042 thu33 
② 

ilIlI 司I1 w11 借 借 Z日包 音

tshv55 Y山 33 tiou44 tcw33 tca35 t042 thu33 
③ 

alll WII ilIli 借 借 音 音

tshv55 yw33 tiou44 tc凹33 tca35 t042 thu33 
④ 

認Ii 司I1 alll 借 借 2日包 音

chu4 oul zhuil jin3 別2 du03 tu2 
δ ¥ 

語I1 ilIll 語I1 借 言11 * 
泊日二

chu4 oul zhui3 jin3 別 2 duo3 tul 
⑥ 

WII WIi 語11 借 語11 * 音
l一一一一一一一一

〈大意〉

① 春の緑の柳が大路の両側に垂れかかる(春天的録柳垂桂在大路丙穿)

② 春の柳が錦江の道に垂れる(春柳倒垂錦江道)

③ 春の柳が錦江の大通りに垂れる(春柳垂錦江大道)

④ 春の柳が錦江の大通りに垂れる(春柳垂錦江大道)

⑤ 春の柳が錦江の大通りに垂れる(春柳垂錦江大道)

⑥ 春の柳が錦江の大通りに垂れる(春柳垂錦江大道)

〈語釈〉

「春J
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⑥ ベ一語で (chu4) と読む。 漢語の「春J(chunl)の陽転除で.末尾の n音が落ちている。(白

括協 (chu4)，-JJ双活“春..(chunl)的阿特|羽.去其:前尾no}

「柳」

⑥ ペ一語で (oul)と読む。(自活協 (oul)o)

「垂」

④ 垂れ下がるの意。「シダレヤナギ(垂柳}Jの様子を表している。(意先“下垂..吉“垂柳"之

恋。)

⑥ ペ一語で (zhui3) と読む。 j英語の「垂J(chui2)の無気音である。(自活d実 (zhui3)，先双活

・・垂..{chui2} 的不送句。)

「錦江J

② 地名だが. どこを指すかはわからない。(是地方.不知指什仏地方。)

④ 錦江がどこを指すかは.ほとんどわからない。錦江は特定の渓谷や水を指すのではなく.十八

渓全般を指すもので さらに広義では蒼山 ，j耳海の水を指していた。少なくとも当時は何にでも

使えた。(要約)

⑥ペ一語では(jin3gu2) と読む。つまり大理の「錦浪江Jのこと。(白活協 (jin3gu2)，問l大

理的“綿浪江"0} 

「道途」

④「大通り(大路)Jの意。ペ一語の (t042)は， i大Jのこと， (thu33)は「路」のこと。俗に

これを「官馬大道Jという。(“大路"之意.自m.(t042)，乃“大"也， (thu33)乃“路"也，俗

称之日“官Q，大道"0)

⑤ ペ一語。大通りのこと。(自活， !i1J大路。)

⑥ ペ一語で (duo3tul) と読む。「大通りJのこと。(白i岩波 (duo3tul)，即“大路"0) 

第5段第3句

四 季 色 1i:. |河 l電l 匝l

。i44
② 

tci44 se35 xuo35 a31 sua35 sua35 

語11 部11 3目包 語11 音 司11 語11

ci44 
③ 

tci44 se35 xuo35 a31 sua35 sua35 

認11 認11 3日x.. 11111 音 調11 認I1

。i44
④ 

tci44 Se35 Xuo35 a31 Sua35 Sua35 

語11 Z日包 司1I1 音 司I1 訪11

xi1 ji1 shei2 huo2 a3 shua2 shua2 
⑤ 

部I1 司11 3日包 認11 音 却I1 wll 

xi1 ji1 sei2 huo3 a3 shua2 shua2 
⑥ 

副11 市11 {1 二 部I1 '1~' WII 訪日
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※ ⑥は「色Jを「山Jに作る。

〈大意〉

① 四季を通して常に咲く庭園の花々(一国国四季常汗的鮮花)

② 四季折々の山の花々が庭中を満たして咲く(四季山花満因放)

③ 四季折々の山の花々が庭中を満たして咲く(四季山花満因放)

④ 四季折々の花々が群れ咲く(四季鮮花一族銭)

⑤ 四季折々の花々が庭中を満たして咲く(四季鮮花満因放)

⑥ 庭中に咲く四季折々の花々(一因因四季鮮花)

〈語釈〉

「色花J

④ 「色Jは (se35)と読み. i新鮮なJの意。(“色"波 (se35). 意先“鮮..0) 

⑤ 四季の生花のこと。(即四季鮮花。)

⑥ 「山花Jはペ一語で (sei2huo3J と読み，生花の意である。「四季山花」とはつまり四季の生

花のことである。(“山花..自活協 (sei2huo3). 意即“鮮花"。“四季山花..即四季鮮花。)

「阿園園」

④ 「一族族(ひと群れ)J. i一片片(一面)Jの意。ペ一語で「園」は (sua35J と読むが.この句

は (a31sua35 sua35Jを一組みとし意味は「一国国jではなく. i一族族」であり.その盛ん

な貌を言っている。(有“一族族..“一片片"之意;自活“国"渓 (sua35).但此旬以 (a31sua35 

sua35J均一両姐用，其意即非突指“一因因..而言“一銭族..状其盛貌。)

⑤ 「一国国Jのこと。(即一回因。)

⑥ペ一語で (a3shua2 shua2J と読み. iー園園Jのこと。(白活改作 (a3shua2 shua2J. 即一

因因。)

第5段第4句

風 与 阿 触 触

pi35 v33 a31 tsu44 tsu44 
② 

WII 自 音 * * 
pi35 v33 a31 tsu44 tsu44 

③ 
部11 自 音 * * 
Pi35 v33 a31 tsu44 tsu44 

④ 
部11 自 音 * * 
bi2 vul a3 zhu3 zhu3 

⑤ 
認11 自 音 * * 
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zhu1 zhu1 a3 vu1 bi2 日 * * 
コ主主
日自WII 

〈大意〉

① 一陣の風雨の中であでやかさを競う(在一昨昨的凡雨中争妨)

風雨の中であでやかに咲く(凡雨中退耕)

風雨の中であでやかに咲く(凡雨中退婚)

(凡径風雨催)

風雨の中であでやかに咲く(凡雨中退婚)

風雨の中であでやかさを競う(夙雨中争姉)

幾たびも風雨にさらされる

②

③

④

⑤

⑥

 

!礼「風与 (pi35y33JJの意味は「風雨j。風は (pi35J0 (“凡与 (pi35y33J・¥意思是“風雨.. 

是 (pi35Jo)

〈語釈〉

② 

④ 「与Jは同音の漢字である「雨Jを借用して，ペ一語の意味を表している。だからペ一語で

(v33) と読み.意味は「雨Jである。また「阿触触Jは (a31tsu44 tsu44) と読み，意味は「一

陣Jもしくは「ひとたびJo(“与"乃借用同音波字之“雨..以表白i吾之意.故白i岩波 (V33)，5立

j，J "f.lf'也。意先“一昨昨"或“一番番..0) 

一陣の風雨のこと。「与Jは「雨Jと通じる。(問l凡雨一昨陣。“与"通“雨"0) ⑤ 

⑥ 一陣の風雨のこと。(白i吾波作 (bi2vul a3 zhul ペ一語で (bi2vul a3 zhul zhul) と読み.

11P凡雨一昨降。)zhul) ， 

第6段第 1句

挑 仙 人 出 克 遊 逝

t"iou55 se35 o，i21 ts"v44 ts"v31 jou35 kUEJ33 
② 

借 司11 司11 WII * 借 * 
t"iou55 se35 o，i21 ts"v44 ts"v31 jou35 kUEJ33 

③ 
借 部11 訪日 認11 * {昔 * 
t"iou SEJ31 o，i42 tshv44 ts"v31 jou35 UEJ31 

④ 
借 語11 認11 ヨ11 * 借 * 

tioul shei2 nl3 beil ql1 youl guel 
⑤ 

WII 語11 認11 * * 借 * 
tiao1 shei2 nu3 beil qil you2 gue1 

⑥ 
部11 訪日 部11 * * 借 * 一

(神仙飢勉ff]的i伺府跳出来遊説)

〈大意〉

神仙が彼女たちの洞府から踊り出てきて遊びに出かける
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1.山花碑注釈集成

② 神仙が洞府を出で遊びに出かける(神仙寓洞府遊説)

③ 洞府を出で神仙が遊びに出かける(寓洞府神仙逝滋)

④ 亙現が出てきて円を描いて舞う(亙規出始且婆婆)

⑤ 洞府を出て神仙が遊びに出かける(高洞府神仙滋遜)

⑥ しとやかな仙女が遊びに出かける(縛釣仙子出梯遜)

〈語釈〉

「跳仙人J

④亙現が神を楽しませる舞を舞う意。だから「仙」は (se35) とは読まず， (sEl31) と読む。

(意先亙師 (Sεl31pou35)跳娯神舞揺;故“仙"不壊 (se35)，而庇渓 (Sεl31)o)

⑤ 「挑」は「挑Jに通じ.からかうの意がある。(跳通挑.有逗引之意。)

⑥ 美しくしなやかな仙女の意。(即窃宛的仙女。)

「出克」

② 「克Jはi英語の「処」字の借用語である。(“克..即双i吾借河“赴"字。)

④ 「出処Jのこと。場所に出てくるという意味がある。(即“出処..有出現場所之意。)

⑤ ペ一語で「出ていく」の意味。(自活方“出去"的意思。)

⑥ ペ一語で (bei1qi1)と読む。「出ていくJという意味で.漢字をペー音で読んでいる。(自活

i実 (beilqil)，即“出去"的意思，双字臼i案。)

⑦ 「出」は (ye) と読み.村の意。 ((ye)，村邑。)

「遊逝J

④ (jou35 uεl31) と読み， (jou35 kuεl35)とは読まない。(波(jou35uεl31)，不法(jou35

kuεl35)o) 

⑥ ペ一語で (you2guel)と読み， r遊ぶJの意味。(白活協 (you2guel)，“滋玩"的意思。)

第6段第2句

勝 短 蛾 入 ，百ー・司. 伽 舞

5w33 ue33 yo35 o.i44 zv35 tca33 u33 
② 

音 * 認11 却11 * 音 音

S山33 ue33 yo35 o.i44 zv35 tca33 u33 
③ 

3日T. 

* 語11 語I1 * 音 Z目2己

S山33 ue33 yo35 o.i44 K田35 Kuo33 u33 
④ 

音 * 語11 司11 * * 
コ日包

shail hen2 wo2 nll gu2 da3 gol 
⑤ 

* * 語11 認I1 訪日 * * 
shai4 hen2 wo2 

⑥ 
ni1 思12 da3 gol 

* * 司11 訪11 司11 * * 

-48ー



共立女子大学総合文化研究所紀要 第19号 (3-2) (2013) 

〈大意〉

① 軽やかに舞う姿は月の短蛾にも勝る(経盈的舞姿姓泣月里綿織)

② 短蛾は宮殿に入り美しく舞う(姐蛾入宮舞窃宛)

③ 短蛾の宮殿での舞いにも勝る(姓担蛾入宮起舞)

④ 短織の月宮の舞踊にも勝る(股蛾蛾月白舞賂)

⑤ 短蛾の宮殿での舞いにも勝る(姓姐蛾入宮起舞)

⑥ 短蛾の月宮での舞いにも勝る(姓泣短蛾月宮舞)

〈語釈〉

「勝」

⑥ ペ一語で (shai4)と読み. i--に勝るJ.i--よりも優れている」の意味。(白培法;(shai4). 

“肱近.. .嘆泣"的意思。)

「短蛾J

⑥ j英語の借用語で. もとのj英語の通りに読む。(双i者借河. i実如本字。)

「宮J

④ i英語の借用語で. (k山 35)と読む。(系双活借河.波 (kw35)0)

⑥ペ一語で〔即2)と読む。漢語の「宮J(gongl)の陽転陰。(自活法 (gu2)，双悟“宮"

(gongl)的附特|刻。)

「伽舞」

④ 「伽」は〔旬033)とは読まず.ここでは (kuo33)と読み， r舞踏Jの意となる。ベ一族は「踏

舞」を (ta31kuo33)という。だから「伽」は (kuo33)と読み. (u33)と合わさって (kuo33

u33)で一語となる。意味はこれも「舞踏」である。(不法〔旬。33).在此庖i実如 (kuo33)，即

“舞踊"之窓口白族呼寸評舞"方 (ta31kuo33).故“伽..i実 (kuo33)与 (u33)組成 (kuo33

u33) -i司，其怠亦均“舞路"0) 

⑤ 「跳舞(ダンス)Jのこと。(即跳舞。)

⑥ ペ一語で (da3gol)と読む。 r蛮書jに「舞は，これを伽傍と謂う jとある。(白溶接 (da3

gol)o (蛮判〉中有此例:・・舞， i目之伽傍。")

第6段第3句

厳 歴 諦 錦 出 名 香

su55 ja35 tsu35 
② 

tceJ31 tshv44 mieJ35 cou35 

自 音 借 認11 iilll WII 語11

su55 ja35 tsu35 tceJ31 tshv44 mieJ35 cou35 
③ 

自 音 {昔 WII 認11 語11 語11

Su55 ja35 tsu35 tceJ33 tshv44 mieJ35 。ou35
④ 

自 音 {背 WII 認11 語11 語11
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chul yal shu4 jien3 chul mie4 xian4 
⑤ 

自 主臼主. 借 借 借 借 コ日註.

shul yal zhu2 jiel chul mia04 xio2 
⑥ 

自 3日包 借 ~ij 部i * 語I1

〈大意〉

① はるか遠くより聞こえて来る古寺の沈欝な鐘の音(机遥逗的古寺中伶来況郁的紳声)

② 萄の錦は今に至るまでその名が遠くに知れ渡っている(向来萄綿扮名返)

③ 掲の錦は今に至るまでその名が遠くに知れ渡っている(向来萄錦拐名返)

④ 白き萄の錦は香しい(素来萄錦出名香)

⑤ 今に至るまで萄の錦は美名が称えられている(向来罰錦美名拐)

⑥ 数回ついた鐙の音が妙香から鳴る(凡杵併声出妙香)

〈語釈〉

「蔽圧罰錦J

② 「薮圧Jは.郭は [su55ja35) と読む。この音はペ一語では具体的な意味が見つからないが.

局錦を形容する言葉だろう。(“薮圧..郭波 [su55ja35)口述小i実音在自活里迩技不到具体意思.

但官是小形容萄錦的河。)

④「叡圧Jは [su55ja35) と読み.r (頭を)押さえるJ.r始めに数えられる」の意。また「萄

錦」はi英語の借用語で. [tsu35 tceJ31) と読み，音・意味ともにi英語と同じ。(・・薮圧"波 [su55

ja35). r圧蓋J.r首数J之窓.又“萄錦"系双活借河.渓 [tsu35tceJ31). 音.JI..皆阿波活。)

⑤ ペ一語で「これまでJ.r今までJの意。(白i吾.向来.JA来之意。)

⑥ ペ一語で [shu1ya1 zhu2 jie1) と読み.r数回ついた鐘の音Jの意味。「薮圧Jは「何度か」

のこと.r掲錦」は「鐘jのペ一語音で.r錦」は語幹の後ろにつく助数詞。(白活協 [shu1ya1 

zhu2 jie1). 即“凡杵併声"的意思。“薮庄..是“凡下..“罰錦..是“紳"的自i苦音.“錦"是河根

的后附量河。)

⑦ 「薮」は [sex) と読み.手の意。「圧Jは [ya) と読み.叩く意。「萄錦Jは [avfjevx) と読

み.鐙のこと。ここでは続三霊の時の楽器手拍子のことを指す。(薮:[sex). 手。圧:[ya). 敵

古。萄錦:[avf jevx) .紳. lさ里指第三東吋之専具手鼓。)

「出名香J

⑥ ペ一語で [chu1miao4 xio2) と読む。「名香Jは「妙香Jのこと.大理は仏教の妙香古国で.

「出名香Jとは.妙香古寺の中からひびいてくる鐘の音のことである。謝盛湖町民略jに「崇聖

寺に洪鈍有り.声の聞こゆること百里Jといい. r徐霞客遊記jにまた r(鐙の)経は丈に余るべ

く.厚みは尺に及ぶJという。明代の陳鼎によると.この鐙は重さ 10万斤(約 60トン)で.雨

詔建極3年(西暦872年)に造られた。大理の貴重な宝物のーっとして伝えられたが.消代の成

盛岡治年間 (1851年--1874年)に戦禍で破壊された。今既に再建され.鎖楼に安置されている。
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ここで述べられている「掲錦」とは，おそらくこの建極の大鐘を指しているのだろう。山花碑を

研究する学者の中には. f萄錦」を四川の錦と解釈しているが.やや妥当性を欠くようである。

(自活波 (chulmia04 xio2)。“名香..即“妙香..大理是{弗教妙香古国，“出名香"是淡紳声白妙

香古寺中伶出。謝肇湖〈浪略〉云:“崇蚤寺有洪や1'.声間百里。..(徐霞客減t己〉亦云:吋紳)経

可丈余.而厚及尺。"据明代的隊掃11見，注目争l'重十万斤.南沼建扱三年(公元 872年)造。相伶

潟大理塊宝之ー，殻子消代j或同兵焚。今己重建. :Jl貨とやl'楼。 1さ里所悦“罰告ii"作弐I四川的錦鯛来

理解.似乎有些欠妥。)

第6段第4句

契 ι民~ 鑑 償 ~1[ 

。031 1)，031 mu33 keJ42 pu33 
② 

自 自 市11 語11 市11

。031 1)，031 mu33 keJ42 pu33 
③ 

自 自 部11 語11 lull 

④ 
c031 1)，031 mu33 KeJ42 Pu33 

自 自 部11 語11 WII 

enl naol vu4 jia2 baol 
⑤ 

自 自 借 借 借

choul nia4 mu2 ge2 bao3 
⑥ 

自 自 W!I 語11 f昔

※ ⑥は「良Jを「良J，こ作る。

〈大意〉

① その響きは西天でもこのような景色は得難い(附亮在西天也雄得有法祥的景色)

② 値のつけられないほどの宝と称えられている(号称元愉宝)

③ 値のっけられないほどの宝と称えられている(号称元伶宝)

④ 値のつけられないほどの宝と称えられている(堪称元俳宝)

⑤ 値のっけられないほどの宝と称えられている(宥俺元伶宝)

⑥ 値のつけられないほどの宝と称えられている(号称元愉宝)

〈語釈〉

「契良」

② 萄錦の貴重さを形容している。南詔時代 唐と南詔双方に戦争があり.南詔は成都から腕の立

つ工人を大量に捕らえ，最良の萄錦が生産できるようになった。この萄錦は貴重な品で，値のっ

けられぬ宝と称えられた。(形容罰錦的珍貴。在南沼吋.唐，南双方曽没生峨争.南i召)}..成都停

虜了一批能工巧匠，也能奴出最好的萄錦. 1さ利』萄綿是珍貴的戸品，称元愉宝。)

④ 意味は「よく響く」で.そこから敷街して f--に勝るJ.f--よりも優れているJの意となった。
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r(意先“痢亮"引申方“股辻..“寮泣"之意。)

⑤ ペ一語で，意味は r--と呼ばれるJ.r--と称えられるJo(自活.意先“叫倣..・・号称"0)

⑥ 「契」は白文の形声字で. (choulJ と読み.r見る」の意味。「畏Jは.ベ一語で (nia4J と読

み.r我々jの意味。「無価宝Jはj英語の借用語で.建極大鐘を指す。(“契..是白文的形声字.

波 (choulJ.“看"的意思。“艮.. 自活波 (nia4J.・我11'1"的意思。“元愉宝"双i吾借両.指建扱大

紳。)

⑦ (jid naoJ と読み，唱われている山歌のこと。 ((jidnaoJ. 所唱的山歌。)

第7段第 1句

奪 西 天 南 園 趣 陶

② 
tcha31 se35 xe55 oa21 kuu33 khw33 tw21 

*<“拾") 語11 語11 WII 語I1 * * 
tcha31 se35 xe55 oa21 kueJ33 khw33 tw2l 

③ 
*<“拾") 認I1 認I1 説I1 語11 * * 
匂ha31 Se35 fv35 oa42 KueJ33 tchy55 heJ42 

④ 
*<“拾，，) 司I1 *<“方") 司11 語I1 z日包

* 
do2 xi1 tiaol na3 思le4 qu4 te2 

⑤ 
借 借 {背 認11 司11 音 * 
do2 xil tianl na3 思le2 qu4 ta04 

⑥ 
借 借 借 i'~!1 W!I Z日包 2臼当己

〈大意〉

① たとえ西天でもこのような景色は得がたい(即使在西天也堆得有法梓的景色)

② 南国の美景は西天に勝る(南国美景姓西天)

③ 西天南国の美景を奪う(布西天南国美景)

④ 西天南国の趣陶を尽くす(尽西天南国趣陶)

⑤ 西天南国の美景を奪う(布図天南国美景)

⑥ 西天南国の情趣があり(有西天南国情趣)

〈語釈〉

「奪J

⑥ 語気詞で.rたとえ~でもJ.rかりに~でもJの意味。 (i吾句河.“即使・¥“就是"的意思。)

「西天」

④ 「西天Jは (se35fv35) と読む。本来「西天J.r南国Jともに漢語の借用語で. (se35 xe55) 

やその他の読みでも構わない。ただ.べ一語では西竺，西天悌国のことを (se35fy35) と読む

ので. ここもその方がよいだろう。(“西天"波 (se35fv35). 本来“西天..・・南国"均:Ri又i吾借尚.

不男i実方 (se35xe55J或其他昇波;不泣.自活特西竺.西天{弗国，往往改:均 (se35fy35J.此
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赴亦然。)

⑥ ペ一語中のj英語の借用語。以下の「南国J.r東土J.r北閥Jも同じく漢語の借用語。(自活中

的双活{昔両。下文中的“南国"“家土"“北側"同7-J~又浩f古河。)

「趣陶J

④ 「ユーモア」の意味。これも漢語から借りた語で.音も意味も漢語に近い。だがペ一族はこれ

を長く使っているので.敷桁して「面白いこと」として用いる。「ユーモア」と同じように.r趣
陶があるJというが.r趣陶がない」とはいわない。(意先"}X¥.趣"亦均{針決i吾河.音.){皆近

子双i吾.但悶白族袈用之校久.引申方“趣事"用。如有・・凡趣"之事，称方“有趣陶"否則称方

“元趣陶"0) 

⑤情趣の意。(情趣之意。)

⑥ ペ一語で (qu4ta04) と読み.r情趣jの意味。(自活協 (qu4ta04). “情趣"的意思。)

第7段第2句

占 東 土 北 閥 称 譜

lse44 tu33 thu31 peJ35 tchueJ35 S山 55 phu33 
② 

illll 借 {昔 借 借 * 音

tse44 tu33 thu31 peJ35 tchueJ35 S山 55 phu33 
③ 

音市11 借 借 作? 借 * 
tse44 tu33 thu31 peJ35 白~hueJ35 tshw55 phu33 

④ 
ごH合.wn {昔 f日 借 借 3日2己

zaul du4 tul benl quel chuo4 pul 
⑤ 

借 借 借 部11 借 * 
ゴHケ.

zan4 du2 tul boul que2 chou4 pul 
⑥ 

ftr {昔 借 alll {日 * 音-

〈大意〉

① 美麗な東土でもこの地ほどの美しさは珍しい(就是走治美而的志方也雄和法里娘美)

② 東土北閥は福をことごとく納める(京土北闘尽納福)

③ 東土北閥の風物を占める(据恋土北闘凡物)

④ 東土北閥の称頒を享く(亭恋土北l朔称頒)

⑤ 東土北閥の風物を占める(据赤土北削除L物)

⑥ 北腕束土の美しさに匹敵する(可娘美北|期赤土)

〈語釈〉

「占」

④意味は「つくJ.r受けるJo(意方“消"或“蒙受"0) 

⑤ 占有すること。(即据。)
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⑥ 語気詞で，意味は r--さえも」と同じ。(活笥河.意向“就是"0) 

「称譜J

④ 「称」は (sw55) と読み.r称賛する」の意がある。「譜Jは (phu33)と読み「ほめるJの意

がある。だから「称譜jの一語で (sw55phu33)と読み.r賛美J.r称揚」の意味となる。(“称"

i実 (sw55).有“称誉"之意;“i普"波 (phu33).有・・守勢"之意。故・・称 i普"ー河. i実 (sw55

phu33) . 意先“賞美.. ・・賛拐n0) 

⑤風物の意。(夙物之意。)

⑥ペ一語で (chou4pul)と読み.r勝るとも劣らない美しさJという意味。(自活協 (chou4

pul).“相称娘美"的意思。)

第7段第3句

秀 雀 翫 最 鳴 噛

② 
cou35 tsou44 kueJ33 tcw31 meJ21 xu35 

音 語11 自 借 語11 Z臼包

③ 
。ou35 tsou44 kUeJ33 tcw31 meJ21 xu35 

2日5己 語11 自 借 語I1 音-

④ 
cou35 tsou44 ueJ31 旬w31 meJ42 xu35 

音 部11 自 借 部I1 音

xiu4 zuol w04 gel me3 hul 
⑤ 

2日bι 語11 自 WII 語I1 音

xiu2 zuol wu3 gel me3 hul 
⑥ 

音 却11 自 部I1 認I1 2日当己

〈大意〉

① 烏は風景を愛でてチャーチャーと鳴く(島JL賞玩凡景n4査査)

② 美しい雀は風景を愛でてフーフーと鳴く(隼雀賞景"4査査)

③ 美しい雀は風景を愛でてフーフーと鳴く(隼雀賞景叫査査)

④ 小さな雀のさえずる様が耳に心地よい(小雀喋景歌宛特)

⑤ (秀)雀は風景を愛でフーフーと鳴く(秀雀賞景叫姦姦)

⑥ 秀雀は影を見てフーフーと鳴く(秀雀頗影叫査査)

〈語釈〉

「秀雀」

唱

xu35 

3日h巳

xu35 

音

xu35 

音

hul 

音

hul 

3日5二

④ 意味は「小雀」。特定の鳥類を指すのではなく.広く一般を指している。(意方“小雀..井#

寺指某利I~禽.而是泥指。)

⑥ ペ一語で (xiu2zuol) と読み，美しい小鳥のこと。(自活協 (xiu2zuol).意即美閥的小島。)

「翫景」
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⑥「景Jは「影」と同じ。「翫景jはペ一語で (wu3gel]と読み. i影を振り返るJの意味。

(“景"同影，“翫景..自治協 (wu3ge1). 是“願影"的意思。)

「噛噛」

② 烏の声を表す。(表示烏114声。)

④ 多くの烏が互いに鳴いている声を表す。(意先余烏相時之声。)

⑤ 烏の鳴き声。(当時戸。)

⑥ ベ一語で (hu1hu1) と読み，烏の鳴き声。(白活協 (hu1hu1). 島崎声。)

第7段第4句

郎 IJt 聾

ta21pi21 

¥ 
tcheJ55 

② 
fOll WII 

③ 
ta21pi21 匂heJ55

却11 市11

ta42pi42 tsi55 
④ 

WII * 
da3 b14 che4 

⑤ 
却11 司H 部11

ds3 yin2 che4 
⑥ 

jYll 市11 却11

〈大意〉

①蜘の声はズーズー(知了戸姿姿)

② 蝉の鳴く声はズーズー(蝉l吟声欲欲)

③ 蜘の鳴く声はズーズー(蝉l吟声欲欲)

喰

zu33 

二H白二

zu33 

二日台二

Zu33 

3t当ヨ己

yul 

=日台.

yu1 

音

④ 蜘の鳴くことズチューチュー(蝉l吟臼l駄I耽)

⑤ 蜘の鳴く声はユーユー(蝉吟声欲欲)

⑥ 蝉の鳴く声はユーユー(蝉時声幽幽)

〈語釈〉

「蝉吟」

時抗

zu33 

.g-

zu33 

_'I'.日乙

Zu33 

3目5己

yul 

3悶'r. 

yu1 

音

② 「蝉」は (ta31pi21) と読み.一文字が二音節で表される。「吟」字は字はあっても無音なの

で.このー句は結局 5つの音節で構成されることになる。(“蝉..波 (ta31pi21). 一小羊字代表

丙十音哲;・・吟"字花句中有字元音.所以遠一行m然由五十音哲姐成。)

④ 「鯨」は (ta31pi42) と読む。「蹄」の漢字は本来単音節だが.ペ一語は (ta31). (i42)の二

音節とする。この句は五音節なので.ペ一語で読む時は「吟.声jの二文字を省略し無字の音

である (tsi55)のー音節を加えて.全旬を (ta31pi42 tsi55 zu35 zu35)の五音節で読む。第 3
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句との関係から.無字の (tsi55) (自)を加え，それで fll今，声J二字の意味を表した。漢語で

もペ一語でも詩歌中にはこうしたことがよくある。(“蝉"改~ (ta31 pi42) ，“蝉"波字本単音市字.

而自活均 (ta31)，(i42)商十音帯。此旬乃五音市句式.故白謡音波"'.1'， 特其:中“11今，声"丙字略

去，加入元字之戸〔包i55)ー音市.法全句均 (ta31pi42 tsi55 zu35 zu35)五十音市;与第三句

相迩.加入元字之 (tsi55)(自)，足以表・吟，声"商字之意。不治双i者或白i吾持歌中，往往有

之。)

fPfitI耽J

② 郎のI鳴き声を表す。(表示蝉l喝声。)

⑤ 蛇iのI鳴く声。(蝉吟声。)

⑥ 「欲欲J(yu4 yu4) と読む。蝉のl鳴き声。(龍作“欲欲".蝉l喝声。)

第8段第 1句

~ l語 駿 散 天

匂e35 包ou44 旬e42 sa42 xe55 
② 

語11 * 自 認11 認11

旬e35 1Sou44 tce42 sa42 xe55 
③ 

認11 * 自 語11 認11

tcw33 u44 tce42 Sa42 Xe55 
④ 

{昔 借 自 認I1 認11

nia1 pl3 jl3 sha2 hei4 
⑤ 

自 詩I1 語11* * 
ji4 wu2 ji3 sha2 hei1 

⑥ 
自 司I1 語11借 借

〈大意〉

① 朝の太陽は天上の墨を蹴散らす(朝I~日駆散天上星星)

② i初日は天上の星を追い散らす(朝附駆散天上昼)

③ 朝の太陽は天上の星を蹴散らす(朝I~日駆散天上星)

@ 金烏は天上の星を追い散らす(金島駆散天上星)

⑤ 朝日は天上の星を追い散らす(朝悶駆散天上星)

⑤ 金烏は天上の墨を蹴散らす(金烏駆散天上星)

〈言語釈〉

「金烏」

上

n033 

部I1

n033 

語11

n033 

語11

n01 

認11

n01 

却11

昼

RlII 

。EJ35
語11

。EJ35
語11

xie2 

詩11

xie4 

部11

@j.英語の借用語。音・意味ともに漢語と同じで， f日Jを指す。次の句の f玉菟」も同じで，

「月Jを指す。(双i吾借i司，音.文均与双i吾同，指“日...下旬中“玉免"亦然，指“月"0)

⑤ 「金烏J. f玉兎」は漢語と同じで，太陽，月を指す。(金~，玉免:阿波i吾，指太悶，月発。)
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「駿」

② 意味は「追い散らす.追いかけるJo(意思是“駆散.迫妊..0) 

④ 「追い払う.追いかけるJの意味がある。(有“駆.妊"之意。)

⑤ 「駿散Jは「追い散らす」と同じ。(騒散:同駆散。)

⑥ 「追い散らすjの意。陸機「文賦jに「紛として蔵築として以て駿迷たり，唯だ事素の擬する

所なり」とある。 r説文Jは「馬行して相い及ぶなり」とする。音は「級J(tal)。ここでは楊輔

が「追い払う」の意味に借用している。(・・駆散"之意。児陥机〈文賦〉“粉蔵雑以騒迩. 11住宅素

之所抜"0 (悦文).“弓行相及也"。音“政"0 j事現是栃献借m作“駆妊"的意思。)

「天上星」

⑥ ペ一語で (heilnol xie4) と読み.意味はj英語と同じ。 (xie4)はj英語の「星J(xingl)の対

転。(自活協作 (heilnol xie4). 怠-同双i古・。 (xie4)方双活“星..(xingl)的対特。)

第8段第2句

玉 兎 打 開 智

ye35 thu55 teJ44 khw55 xe55 
② 

1ir 認11 司11 * 
ye35 thu55 tEJ44 kh

山 55 xe55 
③ 

借 {昔 司11 語11 * 
ye35 thu55 teJ35 khw35 Xe55 

④ 
借 世f ro!l 司!I * 
ml4 wal de' kou4 hei4 

⑤ 

* * iiJII * * 
yul t04 del kou2 ku4 

⑥ 
官f * 語11 * * 

〈大意〉

① 月は天山の雲を突き抜ける(月亮沖出天山的云閏)

② 昇る月は空中の霧を突き破る(新月沖破空中努)

③ 新月は天空の雲を突き抜ける(新月沖破空1:j:1寡)

④ 玉兎は空中の霧を突き破る(玉免沖破空中努)

⑤ 昇る月は夜空の霧を突き破る(新月沖破夜空第)

⑥ 玉兎は雲層を突き抜ける(玉免許I1出了云尼)

〈語釈〉

商 霧

vu33 thu33 

* * 
vu33 thu33 

* * 
mi42 Vu33 

語11 語11

nol vul 

* W!I 

mi2 vul 

WII 調11

④「替面霧Jは (xe55mi42 vu33) と読み.意味は「空中の霧Jである。 (xe55vu33 thu33J と

読み，その意味を「天上の道Jとする説もあるが.妥当ではない。(・・宵面寡"渓 (xe55mi42 

vu33J. 意;句“空中寡"。有法 (xe55vu33 thu33J. 其意均“天上路..未妥。)
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⑤ 「打開智面霧」とは.空の雲霧を押し開くこと。(打汗宵面雰:即打汗天空的云雰。)

⑥ 「打開智面霧Jは天空の雲霧を押し開く意。(打牙宵面雰:意即打汗空中的云寡。)

第8段第3句

黄 鴛 自 鶴 阿

。y21 j回35 peJ42 xo35 a31 
② 

部11 語11 自JI 部11 音

。y21 jeJ35 peJ42 xo35 a31 
③ 

t悶ι 語JI 却11 間11 国11

。y42 jeJ35 P回42 Xo35 a31 
@ 

訪11 自11 却11 部JI 借

ngu3 yuanl be2 huo2 a3 
⑤ 

詔!I 借 部11 部JI 音

ngu3 yuanl be3 huo2 a3 
@ 

Z目包司11 部11 自11 自11

〈大意〉

① 一群の賞鴛と白鶴(一群群的黄鴛和白鶴)

② 黄鴛と白鶴は群れを成して飛ぶ(黄甥白鶴成群ーも)

③賞鴛と白鶴は対をなす(黄鴛白鶴一双双)

④ 黄鴛と白鶴は対をなす(黄鴛白鶴一双双)

⑤黄鴛と白鶴は対をなす(黄鴛白鶴一対対)

⑥対となった黄鴛と白鶴(一双双黄鴛白鶴)

〈語釈〉

「黄鴛白鶴J

双 双

sv35 sv35 

語JI 部|

sv35 sy35 

語11 語I1

Sv35 Sv35 

訪11 語JI

shu4 shu4 

語I1 語!I

shu4 shu4 

語I1 司11

⑥ 漢語の借用語で， (ngu3 yuanl be3 huo2) と読む。 j英語と音がやや異なる。(双培借河，競作

(ngu3 yuanl be3 huo2) ，与双活音梢昇。)

「阿双双」

⑤ 一対のこと。(即一対対。)

⑥ 一対のこと。ペ一語で (a3shu4 shu4) と読む。(即一双双.自活様作 (a3shu4 shu4)0) 

第8段第4句
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tue42 fv35 mEl35 tv44 tv44 
③ 

語11 罰11 l当 WII 司11

tue42 fv35 kl‘eJ35 tv44 tv44 
④ 

語11 司11 日 語11 語11

dul2 fu2 ke1 zol zol 
⑤ 

詩11 訪11 自 * * 
dui3 fu2 ke1 zol zol 

⑥ 
W!I WII 自 * * 

〈大意〉

① 対になって高らかに歌う(成双成対地商声歌唱)

② 一斉に飛んでチューチューと鳴く(芥も叫啄啄)

③一斉に飛んでゾゾと鳴く(芥も114啄啄)

④ 翼を並べて飛ぶ(比翼兼兼-~)

⑤並び飛んでゾゾと鳴く(双も114啄I啄)

⑥ 翼を並べて飛び鳴く(在比翼 E即時)

〈語釈〉

② 「略Jは，郭は (meJ35) と読み. i呼ぶ.鳴くJを表す。「啄啄」は鳴き声を表す。(“暗..郭

改 (m白 35).表示“114.崎"0 ・・啄l啄.. 表示叫声。)

④ 「略啄啄Jは (kheJ35tv44 tv44) と読み.比翼兼兼.長さの違う翼を並べて飛ぶさまの意であ

る。「略」を (meJ35) と読み. (抑制 tv44)を鳥の声とする説もある。しかし「略Jは

(kheJ35) と読み. i鳴く J.i唱うJとは無関係のようであるから. (meJ35) と読むのは妥当で

はない。(“略啄啄..i実 (khεJ35tv44 tv44). 方比翼兼兼，比翼参差之意。有法:“l格"方 (meJ35).

則 (ty44ty44)方烏声;然“略"波 (khεJ35). 似与“時・¥“唱"元夫.法 (meJ35). 未妥。)

⑥ 「対飛略啄啄jは，ベ一語で (dui3fu2 kel zol zol)と読み，対になって飛ぴ鳴くという意。

(対-~略啄啄:白i百rì案作 (dui3 fu2 kel zol zol). 意即一対対も略。)

第9段第 1句

鍾 山 JII {変 秀 賢 オ

tsu35 se35 sv42 ka35 tshv 44 ceJ35 tshe55 
② 

借 WII * * * {昔 Ht-

白u35 se35 sv42 ka35 tshv 44 ceJ35 tshe55 
③ 

借 認11 * * * 借 {昔

tsu35 Se35 ko31 ka35 tshv 44 ceJ35 tshe55 
④ 

借 司11 * * * {昔 官?
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zhul shei2 chuI4 j山12 xiu2 xian2 cei4 
⑤ 

f昔 語11 語11 借 借 {昔 借

zhul sei2 chui4 jun2 xiu2 xian2 cei4 
⑥ 

借 1lI11 語11 借 f昔 住? 借

〈大意〉

① 大自然の霊気集まる山川は賢才を育む(制』呆統秀的山川戸生了貨能的人オ)

② 山川は秀麗にして英傑を出だす(山川秀岡英豪出)

③ 山川は秀麗にして英傑を出だす(山川秀耐英豪出)

④ 山川は大自然の霊気を集め賢才が集まる(山川統秀賞オ帥)

⑤ 山川は麗しくして賢才が集まる(山川俊秀仲買オ)

⑥ 山川は秀明にして賢才が集まる(山川明秀併賢オ)

〈語釈〉

④ 「鍾」は (tsu35) と読み，漢語の借用語。音・意味とも漢語と同じで.r集まるjの意。また

「俊Jは (ka35) と読み.r高く険しいjこと。「秀Jは (tshv44) と読み.r秀麗Jなこと。どち

らも漢語の借用語。(“併"渓 (tsu35).系双活{昔河.音読み.文阿波活，意先・7仁集"。“俊"i実

(ka35). ・・高峻"也:“秀"渓 (tshv44). “秀闘"也. 均均双i苦借河。)

⑥ この句のベ一語読みは基本的に漢語と同じ。ただ.r鍾J(zhongl)は変化して (zhul)と，

「賢才Jは (xian2cei4) と読んでいるだけである。(此句自活協法基本与双活同.只是“紳"

(zhongl)変渓先 (zhul).“賢オ"渓 (xian2cei4)而己。)

第9段第2句

泊 乾 坤 東 胎 聖 種

ka21 
② 

xe55 tci31 1i55 the55 sw55 tsy33 

司11 訓1(“天") 部1(“地") * 借 借 認11

ka21 xe55 匂i31 1i55 the55 S山 55 tsv33 
③ 

語11 訓(“天") 訪日(“地") * 借 {昔 語11

ka42 Xe55 tci31 1i55 the55 Sw55 tsv33 
④ 

1lI11 部1(“天") 部1(“地") * 借 借 認11

ga3 hei2 ji3 Lln4 tai1 shen2 zhu3 
⑤ 

語11 訓(“天") 部1(“地") 借 借 借 語11

ga3 hei2 ji3 lin2 tai1 shen4 zhul 
⑥ 

WII 部I(“天") 剖I(“地") 借 借 借 WII 

〈大意〉

① 天地の精華が霊胎聖種を生み育てる(天地的精英字育了呆胎呈科)
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② 霊胎型種を天地が包む(呆'J台壬朴天地包)

③ 霊胎聖種を天地が包む(呆Jl台2世帯l'天地包)

④ 霊胎聖種を天地が育む(呆胎壬科天地育)

⑤ 霊胎聖種を天地が育む(夷胎壬科乾坤育)

⑥ 天地は聖胎を育む(天地位育科壬Jl台)

〈語釈〉

ri面」

④ j英語の借用語で.r収容するJの意がある。(系訳活借珂，有“包容"之意。)

⑥ ペ一語で (ga3) と読む。(白括協 (ga3)o)

「乾坤」

④ 意味は「天・地J.つまり世界のこと。(意均“天、地"， UP宇宙也。)

⑤ 漢語と同じで，天地を指す。(阿波沼.指天地。)

⑥ 天地の意味。ペ一語で (hei2ji3) と読む。(天地的意思， I~I治改作 (hei2 ji3) 0) 

「霊胎聖種J

⑥ 大理国王らを神聖化したもので， i英語の借用語。ペ一語で読む時には，声調がやや異なる。

(是把大理国王官]神釜化.双i吾借i司.白i吾渓吋.声調梢昇。)

第9段第3句

tfTl E主主r 位 苛= 道 総 奄

15m3 1 tw44 ue55 sou31 t055 tceJ35 a35 
② 

WII 借 借 借 借 f昔 借

15山 31 tm44 ue55 sou31 t055 tceJ35 a35 
③ 

部11 借 借 借 借 借 {昔

15m3 1 t叩 44 ue55 Sou31 t055 tceJ35 a35 
④ 

却11 {昔 {昔 {昔 借 ffr 借-

zenl dou2 wei4 shou3 d04 jie2 anl 
⑤ 

司11 2臼包 音- f昔 借 借 借

zenl dou3 weil xiu2 du03 deil an2 
⑥ 

語11 三日r. 音 * * WII 語11

〈大意〉

① ただ誠実に大経巻を念論しさえすれば(只要減心念涌大経巻)

② 登域守道し茅屋を結ぶ(登伝守道鈷茅屋)

③ 登壇守道し茅屋を結ぶ(登抵守道結茅屋)

④ この地に茅屋を結んで道を守る(鈷茅守道子此土)

⑤ ここで道を守り庵を結ぶ(在培里守道結庵)

G
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⑥ ここに庵を建て道を修める(在迭里建庵修道〉

〈語釈〉

③「曾登位」は (tsw31t山44ue55)と読み， rこの地で」の窓口(・・曽登位"協 (tsw31t田44

ue55) ，意先“在此地"0)

⑤ 「曾登位Jはペ一語で， rここで」の意。(曽登位:白i著，意先・在法JL"，“在迭里..0) 

⑥ 「曾登位Jは.ペ一語で「ここでJの意。「守道jはペ一語で (xiu2duo3)と読み， r修行J，

「修道Jのこと。「結庵Jは.ペ一語で (deilan2)と読み， r寺廟を建立するJの意。(“曽登位.. 

白活“在法皇"的意思。“守道..白括協作 (xiu2duo3) ，即“修行..“修道九“結庵..自活i実

(deil an2)，即“建立寺j宙"之意。)

第9段第4句

度 生 死 病 老

tv21 xεJ55 
② 

。i33 p目31 ku33 

WII ヨI1 WII 詩11 WII 

tv21 XEJ55 
③ 

ci33 peJ31 ku33 

認11 司11 司11 司11 却11

tv42 XEJ55 ci33 peJ31 Ku33 
④ 

WII 語11 認11 語11 illll 

du1 he2 xll be3 思11
⑤ 

WII 語11 部11 語11 部I1

du1 he4 xi1 be3 思J1
⑥ 

認11 語11 語11 語I1 部11

〈大意〉

① 人間の生病老死の苦しみを超えることができる(就可超度人向生死病老的痛苦)

② 生死病老に思いをいたす(度生死病老)

③ 生死病老に思いをいたす(度生死病老)

④ 生死病老に思いをいたす(度生死病老)

⑤ 生死病老に思いをいたす(度生死病老)

⑥生死病老に思いをいたす(度生死病老)

〈語釈〉

④「度」は (ty42)と読み.漢語の借用語。意味・音ともにj英語と同じで， i過ごすjの意。

(・・度..i実 (ty42)，系双i吾{昔i司， )(， 音均阿波活. 即“消度"之意。)

⑥ 「度生死病老」はペ一語で (dulhe4 xil be3 gul)と読み.詩句の意味は漢語と同じ。(度生死

病老， 臼i吾武;(dul he4 xil be3 gul)， i寺句意思阿波語。)
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第 10段第 1句

尽 日 勤 功 把 節 操

pe21 l)，i44 旬hw55 tc山 31 peJ42 tceJ35 15h055 
② 

* 認fI 認fI *(“謹つ iVfI 借 借

pe21 l)，i44 tchw55 tc山 31 peJ42 匂eJ35 15h055 
③ 

* 司11 語I1 本("議") 自11 借 借

pe211tceJ31 l)，i44 旬hw55 tc山 31 peJ42 tcec35 15h055 
④ 

*/訓 語11 語11 *(“謹") 部11 借 借

zha4 nll Qinl 思14 gal jie4 ten4 
⑤ 

語11 司11 借 借 自fI {昔 * 
zha4 nil Qu4 思12 bel jie2 cha04 

⑥ 
語11 WfI * 借 部11 借 借

〈大意〉

① 終日!勤勉に経書を念諦する(要終日勤苦地念涌径二円)

②終日勤勉に節操を守る(整日勤苦守哲操)

③終日勤勉に節操を守る(整日勤苦守情操)

④ 日頃から勤勉に節操を持つ(尽日勤i革持11操)

⑤ 終日勤勉に経書を書き写す(整日勤功把径抄)

⑤ 終日勤勉に経替を念諦する(盤日勤苦把径涌)

〈語釈〉

「尽日J

④ (pe42 n.i44)と読み. i平日J.i普段Jの意。また〔恥J31ni44)とも読め.その場合は「一

日中」の意。(波 (pe42ni44).有“平日"“素日"之意;亦可i実〔匂εJ31ni44). 即“整日"0)

⑤ 一日中のこと。(即整天。)

⑥ ペ一語で (zha4nil)と読み. i一日中Jの意。(白i岩波作 zha4nil，即“整夫"0) 

「勤功J

⑥ 勤勉に努力する。(勤苦嫁功。)

「把節操J

④ 「把」は (pεJ42)と読み. i持つ.執るJの意。(“把"波 (pεJ42).“持.抗"之意。)

⑤経舎を書き写すという意味。「操」は「抄」に通じるo i節jはペ一語で経書のこと。(即把姪

持抄EJ。操通抄o 11 :白i百.即径判。)

⑥ 意味は「経典を念諭するJoi節Jは.ペ一語では経典のことを (ji4)というので.ここでは

「節」と書き(その意を表している)0(把情操:意先把径有涌i案。“市..自活経~叫 (ji4). iさ里

写作“哲"0)

司、

u
氏
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※王鋒氏は施注者の誤りとしたが. i尽」を (pe42) と読む過程は次のようになるだろう。すなわ

ち. i尽日」という表記を見て，漢語「尽日J(ことごとく毎日)の意味から漢語「平日Jを想起し，

「平日」を訓字として (pe42ni44) と読んだのであるo もし「平日」という表記を (pe42ni44) 

と読めばそれは訓字だが，ここには「平日」を想起するために表記されるのは「尽日Jだというこ

これを単に訓字とするのは難しい。中国語でも実は同じようなことは起きていて.たと

という意味

とであり.

えば「ー」を (yil)ではなく (yaol) と発音するo (yaol)は「ゑJ(幼い.小さい)

から「ーJが派生したものo 他にも「二元」を(liang2kuai4) と読むこともある。つまり，ある

漢字を別の漢字の音で読むわけだが，中国ではこれを「訓読み」というらしい。日本でも. i漁

(ぎょ)Jが. i捕獲」の意味をもつことから「猟(猟)Jをイメージさせ.結局. i漁(りょう )Jと

音読みされたりする。別の漢字の字音が別の漢字の音読みで表されるのは昔からあり. i尉(い)J

「捺(えん)Ji判官」が，まとめて「丞(じよう )Jと音読みされていた。当該個所にもどる。「尽

日jを「平日」に変換し それを訓字として発音する.つまり.ある漢字を同義の別の漢字に変換

しその音で発音するのであるから.漢語内での変換後の訓字ということになるだろう。また.

「整日J(恥131ni44) と読む場合も. i尽日Jという表記から漢語「整日J(終日)を想起し それ

を訓字として発音しているといえる。

第 10段第2句

連 夜 観 長9' P多 求 好

ni35 jo31 a33 sa44 。w35 匂hou55 xu55 
② 

語11 司11 *<“看") * *<・・行") 音 部11

ni35 jo31 a33 sa44 cw35 tchou55 xu55 
③ 

語11 語11 *<“看") * *<“行") 音 WII 

ni35 jo31 a33 Sa44 cw35 tchou55 xu55 
④ 

認11 語11 * (“看") * *<“行") ご日白二 自11

nei2 yo2 guanl chanl xiu2 qiu2 hu3 
⑤ 

語11 語11 借 借 百11 コ日白L 認11

nei2 yo2 gua2 chanl xiu2 qiu4 hul 
⑥ 

語11 詩1I 借 {昔 司11 Z日包 WII 

〈大意〉

日夜欠くことなく好福を修求する(日夜不快地修好求福)

昼夜参禅して善福を修む(昼夜参禅修善福)

連夜参禅して善福を修む(連夜参禅修普桶)

連夜内省しても修めきれない(連夜内省修不足)

(迩夜参拝祈普福)

(食夜参拝祈福禄)
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〈語釈〉

「連夜」

⑥ ペ一語で (nei2yo2) といい.意味はj英語と同じ。(迩夜:自活叫 (nei2yo2). 意阿波活。)

「観参」

④ (a33 sa44) と読み， r観察するJ.r顧みるJの意。ここでは敷街して「省察J. i内省」の意と

する。(渓 (a33sa44)，有・・頑!照..“照頗"之意，在此処可引申方“省視"或“内省"0)

⑤ 仏祖を参拝すること。(現参:即参升・HI~組。)

⑥ 仏祖を参拝すること。(規参:即“参拝働祖"0) 

「修求好」

⑤ 普福を求めること。(修求好:即求善福。)

⑥ いずれも j英語の借用語で.漢字の通りに読む。(修求好:均系双活{皆同.改;~nl又字。)

第 10段第3句

大 夫 在 !是 栽 松

ta55 fv33 kv42 t<;
hv31 t<;v42 jou31 

② 
借 {昔 却11 市11 WII 語11

ta55 fv33 kv42 t<;
hv31 t<;v42 jou31 

③ 
借 借 WII illll WII 語11

ta55 fv33 ky42 t<;"v31 包v42 jou31 
④ 

借 借 認11 WII 訪11 詩11

da4 fu1 zou1 chu3 ge3 yo3 
⑤ 

借 借 * am * 司11

do3 ful zou1 chu3 ge2 yo3 
⑥ 

WII 借 * 議11 * 認11

〈大意〉

① 大夫は住む場所に松柏を植える(大夫在的地方要栽村松柏)

② 大夫は居る所に松柏を植える(大夫居娃栽松柏)

③ 大夫は居る所に松柏を植える(大夫婦姶栽松柏)

④ 大夫は居る所に松柏を植える(大夫居赴栽松柏)

⑤ 大夫は居る所に松柏を植える(大夫肘赴栽松柏)

⑥ 大夫は住む所に松柏を植える(大夫在赴栽松柏)

〈語釈〉

「大夫」

栢

peJ44 

認11

peJ44 

illll 

peJ44 

WII 

be2 

認I1

be2 

説11

⑤ 中国封建社会では.官吏の官等(多くは栄誉的な肩書き)と官階は対応していた。光禄大夫.

朝議大夫.通政大夫.奉政大夫などなど。よって「大夫Jの二字は広く文官官吏のことを指す。
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(我国封建社会官民的品級(多方栄誉性的虚街)与官険相対座。如光緑大夫，朝文大夫，通政大

夫.奉政大夫等等，故大夫二字泥指文官官員。)

⑥ 漢語の借用語で.漢語の通りに読む。(大夫:系双活借河. i実如双字。)

「在処J

④ (ky42 tshy31) と読み.r居所J.r住んでいる所Jの意。(“在赴"波 (ky42tshy31). 意先“居

赴.. “住史上"0) 

⑥ ペ一語で (zoulchu3) と読む。(在赴:自活改作 (zoulchu3)0) 

「栽松栢」

⑥ ペ一語で (ge2yo3 be2) と読む。(栽松柏:自活協作 (ge2yo3 be2) 0) 

第 10段第4句

君 子 種 梅 竹

② 
旬ue33 tsi31 tsv42 旬e33 tsv44 

借 借 認11 部11 語11

tcue33 tsi31 
③ 

tsy42 tce33 tsy44 

借 借 却11 副11 部11

④ 
tcue33 tsi31 tsv42 tce33 tsv44 

借 借 部11 却11 自11

junl z13 zhu3 jianl zhul 
⑤ 

借 借 語11 部11 部11

junl zi3 zhu3 jianl zhul 
⑥ 

借 借 調11 ii111 語11

〈大意〉

① 君子は住む場所に梅竹を植える(君子在的地方要栽科梅竹)

② 君子は梅竹を植える(君子科梅竹)

③ 君子は梅竹を植える(君子科梅竹)

④ 君子は梅竹を植える(君子科梅竹)

⑤ 君子は梅竹を植える(君子科梅竹)

⑥ 君子は梅竹を植える(君子科梅竹)

〈語釈〉

「君子J

④ 漢語の借用語で.音・意味ともに漢詩と同じ。(系双活借珂.音，文阿波活。)

⑥ 漢語の借用語で.漢字の通り読む。(君子:系双活借河.協如双字。)

「種梅竹J

④ 「種Jは (tsv42) と読み，動詞。上旬の「栽」が (tsy42) と読むのと同じである。ただし
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第2句の「聖種Jの「種Jは〔包y33) と読み.こことは異なる。何故ならあちらは名詞のであ

り.そのため声調が異なる。一方は高降調 (42).もう一方は中平調 (33) という違いがある。

漢語に同じ字でもその品詞によって声調を変えるものがあるように.ペ一語にも同様の現象があ

る。(“神"協 (tsy42).劫河，与上旬之“栽..i実 (tsy42)同:但与第二句“壬枠"之“神"渓

(tsy33)不同.因其方名i司，故改之声明不同.一方商降調，一方中平調之昇.決活中同一字図其

河性不同而昇i実.白i吾中亦有之。)

⑥ ペ一語で (zhu3jianl zhul) と読む。 (zhul)はj英語「種植」の「種J(zhong4)の陽転陰。

(jianl). (zhul)は漢語の「梅J(mei2). r竹J(zhu2)の変音。(自治i案作 (zhu3jianl zhul)。

(zhul). 方双i吾神植的“科..(zhong4)的阿特|狗;(jianl). (zhul)方双活“梅..(mei2). “竹"

(zhu2)的変音。)

来 ペ一語で「植える(動詞)Jは〔匂y42) と読み.r種子(名詞)Jは〔ぉv33) と読む。(ちなみ

に現代i英語では動詞は第2声.名詞は第3声。)すると.とりあえずここの「種」は訓字という

ことになるが.そもそも (tsv)は漢語 zhongの陽転陰と考えられ.声調の差により品詞を分け

るというあり方を含めて.漢詩的である。それだけペ一語はi英語に近いということだ。ただ.こ

こまで突き詰めることはどこまで両語の関係を考えるかということにつながる問題であり.また

明代のペ一語音発音における訓字として借詞の違いに遡らなくてはならなくなる。整理すると次

のようになる。

表記 読み方

栽 (1sv42) 「栽jという表記からi英語「栽J(zai1)の意味「植えるjを想起し、「種J(zhong4)に変換
し、それを訓字として(1sy42)で発音する。

種 〔白v42) 「種Jという表記からi英語「種J(zhong4)の意味「植えるJを想起し、そのまま〔町42)
で読む。音、意味ともに漢語に近い。

種 (1sy33) 「極」という表記から漢語「積J(zhong3)の意味「種子Jを想起し、そのまま〔町33)で
説む。音、意味ともにi英語に近い。

第 11段第 1句

方 丈 丘 焼 一 戒 香

白33 1sa33 teJ44 
② 

thv55 sa55 1sv42 。ou35
借 借 * * wll *(“佐") 語!I

fa33 1sa33 tEJ44 
③ 

thv55 sa55 1sv42 。ou35
借 借 * * w!l * (M佐") 語!I

fa33 1sa33 xw31 
④ 

Su55 Sa55 Kai55 。ou35
借 借 特定意義字 部!I 認I1 語I1 語I1

fa2 zha4 qiu4 shu4 sa4 ge2 xio2 
⑤ 

借 借 ュ日・，二 W!I 訪I1 *(・・吏") 部I1
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※ 特定意義字…漢字の字形のみを借りて.ペ一語独自の音と意味を表すもののこと。

〈大意〉

① 古びた方丈で三本の線香をたく(当老方丈焼泣了三柱香)

② 方丈で三本の線香をたく(方丈里焼三柱香)

③ 方丈で三本の線香をたく(方丈里焼三柱香)

④ 方丈で三戒の線香をたく(方丈内焼三戒香)

⑤ 方丈で三更の線香をたく(方丈里焼三更香)

⑥ 方丈(※ここでは人)が三更の香をたき尽くす(方丈尽焼三更香)

〈語釈〉

「方丈J

② 寺廟の長老.もしくは住職の居住する場所を指す。(指寺脳的長老或住持居住的地方。)

⑥ ペ一語で〔ぬ zha) と読み.寺院の長老住職の意と同じ。(白i吾渓〔白 zha). 意向寺院中長老

住持。)

「丘」

② 郭氏は (tεJ44) と読む。「丘焼」を郭氏は (tEJ44thv55) と読み.r通じるJの意とするが.そ

れでは文意に合わない。そこで我々は「丘Jを (x叩31)と読み. r(場所や時間を表す)里辺j

の「里Jcr内」の意)と解釈する。「方丈丘」とは.つまり「方丈(室)内」の意味である。別

の白文碑文にもこの用法が見られる。例えば「至正二十五年丘Jcr段信宜宝碑J).r不期間丘J.

「城南仙村正実」など。(方丈后的“丘"宇.郭渓 (tεJ44);“丘焼ぺ郭渓 (tεJ44thy55J.意先

“打通"。此解不合文意。我ffJiJ:均“丘"庇i実 (xw31).常作“(表示地点，吋向的)里地"的“里"

跡。“方丈丘"就是“方丈〔室〕里"的意思。則的白文碑文中也有法科用法。如“至IE二十五年

丘..“不期間丘..“城南仙村丘失"等。)

④ (xw31)と読み. r~の中J の意。この句の「方丈J は. i英語の借用語であり.もともとは寺

院の住職.もしくは長老の住む所のことだ、ったが， しだいに仏道修行する者を広く指すようにな

った。よってこの句の (xw31)も，方丈室内のことを言っている。 Ci丘」法 (xw31).意先

“里面..此句指“方丈"系波活{昔河，本方寺院住持.長老所屑.漸演:tJ泥指修持之.所此句之

(xw31) .吉方丈室内也。)

⑥ ペ一語で (qiu4)と読み. i完全にJ.r尽きるJの意。(丘:自活協 (qiu4).“完全..“尽"的

意思。)

「焼j

⑥ ペ一語で (shu4)と読み.意味は漢語と同じ。(白活協.(shu4). 意向双活。)

「三戒香J

④ 「三戒」は仏教用語で. (sa55 kai55)と読む。 (sa55tsv44)と読まないのは.r三柱Jの線香
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ではないからである。(・・三成"乃悌教本語.波 (sa55kai55) :不法 (sa55tsv44). 因 ~t: 非・・三

柱"香。)

⑤ 三更の線香のこと。(即三更香。)

⑥ 「三戒」は.r三更」のこと。ペ一語で (sa4ge2) と読む。「香Jは.ペ一語で (xio2) と読む。

(三戒香:・・三戒" 即“三更" 白培法;(sa4 ge2) :“香" 白磁波方 (xio2)0) 

来 日没から日の出までを五等分した時間のことを「更」という。ー更は約 2時間。三更はちょう

ど真夜中である。

第 11段第2句

覚 苑 中 勤 五 更

② tco35 ue44 xw31 n，i33 。y33 kEJ35 

借 認11 認11 * IlIII 部11

③ tco35 ue44 X山31 n，v33 。y33 kEJ35 

借 WII 語11 * 部11 司11

④ tco35 ue44 xw31 kc31 。y33 kEV35 

借 語11 司!I alll 器11 調11※

⑤ ji04 wei1 zhu1 gei3 ngu1 ge4 

借 認11 借 語11 ilJll WII 

⑥ jio2 wei1 hou3 gei3 ngu1 ge2 

借 認11 * WII 認11 却11

※ 音声記号に誤りあり

〈大意〉

① 浄室で五更の蝋燭がともされた後(在浄室里点近了五更地之后)

②書斎で五更の蝋燭をともす(~斎内点五更蝕)

③禅院で五更の蝋燭をともす(禅院内点五更蝕)

④ 覚苑で五更の燭をともす(覚苑中点五更'肱)

⑤ 浄室で五更の蝋燭をともす(浄室内点五更地)

⑥ 静室で五更の蝋燭をともす(静室燃点五更地)

〈語釈〉

「覚苑」

② 浄室，書斎を指す。(指浄室，有斎。)

燭

1Sv44 

iDlI 

1Sv44 

部!I

1Sv44 

部11

zhul 

借

zhu1 

{昔

④ 仏教用語で〔匂035ue44) と読む。これもまた仏道修行する者の住居を広く指す。(乃悌教木

活，法;(匂035ue44)此亦-j.J泥拍修持者之所居。)

⑤ 浄室を指す。(指浄室。)

⑥ ペ一語で(jio2weil)と読み.浄室のこと。

- 69一



1.山花碑注釈集成

第 11段第3句

壁d凶、 窓 下 折 大

。v31 tsh055 E133 pE142 t031 
② 

自語11 語11 語11 認11

IJv31 tsh055 E133 peJ42 t031 
③ 

自認11 語11 語11 認11

。v31 tsh055 E133 pE142 t031 
④ 

WII iUll 語11 自 語11

w03 chua4 el be3 du03 
⑤ 

IDII 認11 詩11 自 語11

vu3 chua4 el be2 duo3 
⑥ 

WII 語11 認11 自 語11

〈大意〉

① 雲窓の下で大乗経を拝む(就底抜在云宙下拝大乗径)

② 雲窓の下で大乗経を読む(云箇下涌大乗径)

③ 雲窓の下で大乗経を読む(云箇下i雨大乗径)

④ 雲窓の下で大乗経を読む(云窟下揃大乗径)

⑤ 雲窓の下で大乗経を読む(云箇下涌大乗径)

⑥ 雲.窓の下で大乗経を拝む(云宙下坪大乗径)

〈語釈〉

「雲窓」

乗 経

tshw55 旬E135

認11 語11

tshw55 匂E135

WII 語11

tsh山 55 tcE135 

WlI 語11

cheng4 jie2 

語11 認11

zhe3 jie2 

WII 語11

④「雲窓Jは本来 (IJv31tsh055 xu33)と読む。何故なら「窓」一字を.ペー語では (tsh055

xu33) と二つの音節で読むからである。しかしここは一句七音節なので. (xu33)の音を省略し，

〔ぽ055)だけで「窓」の意味を表している。(“云箇"庇i実 (IJv31tsh055 xu33). 因“街"一宇.

自活渓〔飽h055xu33)商小音哲，今按本句七小音附.故略去 (xu33)之声.筒i実:tJ(tsh055) 

以表“箇..0) 

「耕J

② 「暗唱するj，i拝読する」の意味。(・背涌..“拝波"的意思。)

④「読むj，i唱えるJの意。べ一語では「経を唱えるJことを (pEJ42ωε35) という。(意先

・・念.. “涌...自活・“涌径"波方 (pEJ42制 ε35)0)

⑤ ペ一語。経書を声に出して読むことを「耕Jと称す。(自活〆涌i実径有"称“耕"0)

⑥ 「拝」の異体字。(・・拝"的別体字。)

※「析」または「折Jの異体字として「耕」は漢語中に存在するが，各注釈はそれには従わず.②

③④は芽の「片j(pian4)の音を陽転陰でペ一語読みしていると思われる。
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第 11段第4句

看 ，ι、，、- 案

xa55 ku33 a55 
② 

司I1 借 借

xa55 ku33 a55 
③ 

認I1 借 借

a33 ku33 a55 
④ 

語I1 {昔 借

a1 思14 an1 
⑤ 

司11 {昔 借

a1 思12 an1 
⑥ 

認I1 f昔 {昔

〈大意〉

① 公案語録を見る(看公案i百・示)

② 公案語録を見る(肴公案i吾最)

③ 公案語録を見る(看公案活最)

④ 公案語録を見る(看公案活示)

⑤ 公案語録を見る(看公案活最)

⑥ 公案語録を見る(看公案活示)

〈語釈〉

「公案語録」

日昔 録

jue31 lu35 

借 惜

jue31 lu35 

借 官f

jue31 lu35 

借 伯2

yu3 lu1 

{昔 {昔

yu3 lu3 

借 11~ 

② 仏教名詞で.先達の祖師が残した言行の模範事例と.仏教徒が記録した禅師の話のことを指す。

(是悌教名河，指前輩祖抑留下的吉行犯例.備教徒i己最的禅師吉淡。)

「看」

④ 「閲読Jの意。古ペ一語では「看」は (a33) と読み. (xa55) とは読まない。だから (xa55]

というのは現代ペ一語音である。(“阿武.tt 之意.古白浜“看"波 (a33). 不法 (xa55)。図式l

(xa55)乃今波之自活音。)

第 12段第 1句

姐 値 茶 水 芳 噌

ue35 sua35 tso2J 
② 

cue33 na55 山 33 tsv35 

自 自 部!I 語11 自 割ド 目

ue35 sua35 tso21 
③ 

cue33 na55 山 33 tsv35 

自 長i 部11 詩11 自 * 
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ue35 Sua55 ts042 。ue33 Sa55 山u33
④ 

目 自 認11 ijJII 自 * 
weil xuanl zhu03 xul sal hul 

⑤ 
日 自 ilJlI IDII 自 3日包

ngui2 xu2 zhu03 xu2 suo2 hu2 
⑥ 

自 自 司11 司11 自 音

〈大意〉

① 温かく芳しいお茶を一杯飲みましょう(喝一杯温馨的茶水肥)

② 熱い茶はちょうど良くあぶれて相対して飲む(熱茶娘好相対炊)

③ ちょうど良くあぶれた熱い茶を相対して飲む(娘好熱茶相対炊)

④ 茶水をi弗かして互いを招く(熱煮茶水相招呼)

⑤ 雪を火にくべ茶葉を煮るとサーフーと音がする(娘雪煮茶歩呼哨)

⑥ 温かく芳しいお茶を差し上げる(献上温馨的茶水)

〈語釈〉

「坦燈J

tsv35 

自

zuol 

自

zuol 

自

④ 「焼き煮るjの意。ペ一族の茶の入れ方は，先に焼いてから煮る。だから「茶を焼きお湯を沸

かす」という言い方がある。(意先“娘煮..白族喝鰐茶.先拷后煮.故有娘茶煮水之i目。)

⑤ ペ一族独特の茶の飲み方を指す。つまり雪を使ってお湯を沸かしてから茶を煮る。味は芳醇で

ある。「燈jはペ一語の雪と同じ。(指白族特殊的伏茶方式.即用雪焼成汗水后煮茶。味道醇美。

焔:同自活雪。)

⑥ ペ一語で (ngui2xu2)と読み. ，お湯」のこと。(自活改 (ngui2xu2).即“熱水"0) 

「歩呼塘J

② 第1. 2句の「歩Jを.郭は (na55)と読む。現在のペー語では「あなたたちJの意味になる。

我々は「歩Jは (sa55)と読むべきだと考える。現在のペ一語では. (sa55)は動詞の前に置か

れて「お互いJの意味となる。他の碑文(，楊宗碑Jなど)の. ，歩」字の意味もこれと同じであ

る。例えば. ，歩恭歩敬J.，歩逢J.，歩送」など。(第一.二句的“歩..郭波 (na55). 在現在的

自活中是“件、11']"的意思。我1fJi上方“歩"庇試;(sa55)。在現在的自i吾里. (sa55)用在劫両前地

有互相的意思。在則的碑文中.“歩"字的意又也如此。如:“歩恭歩敬..“歩逢..“歩送"0)

④「歩」は (sa55) と読み. ，お互いJの意があるo また「呼時」は (w33tsv) と読む。「歩呼

暗Jとは「互いを招く」ことである。(“歩"改 (sa55). 有“相互"之意。又“呼時"波〔山33

町).“歩呼時"即“相招呼"也。)

⑤ 擬声語で.お湯が沸く時の音。(象声河.水洗肘的声音。)

⑥ 「呼Jはペ一語で (hu2) と読み. ，送るjの意味。「歩呼暗Jは. ，差し上げる」の意味。(晴子.. 

自活協 (hu2).“送"的意思;“歩呼噌"“送上来"的意思。)
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⑦「歩Jは (zef) と読み.注ぐこと。「付Jは (ex) と読み.飲むこと。(歩:(zef). 図。付:

(ex). 渇。)

第 12段第2句

直 指 'L、 万三 歩 付 蝿

1si35 1si31 。山33 1su33 na55 fy44 zu44 
② 

借 借 {昔 {昔 自 {昔 借

1si35 1si31 cw33 1su33 na55 fv44 zu44 
③ 

{背 借 借 借 自 1ft 借

1si35 包i31 G山33 1su33 Sa55 fv44 Zu44 
④ 

1{r {昔 {昔 自 借 {昔

zhi4 zhi3 xin1 zhu1 sa1 fu4 zhu2 
⑤ 

借 借 f昔 f昔 自 借 借

zhi2 zhi3 xi1 no1 zao1 fu2 zhu2 
⑥ 

fiti 借 借 * 自 借 借
』ー

〈大意〉

① 私たちの心の中を敬廃にさせるような言いつけ(辻我仰心中度滅的嘱附)

② 誠心誠意，互いに言い聞かせる(減心誠意相蝋附)

③ まっすぐに気持ちを互いに言い聞かせる(宣把心意相嘱附)

④ 直指心宗して互いに言い聞かす(宜指心宗互I肘嘱)

⑤ 私の心の暗闘を指して言い聞かせるようである(似指我心暗哨嘱)

⑥ 心の中でずっと祈りを捧げる(心中一宜在祷嘱)

〈語釈〉

④ 「歩J字の音.意味は上の句と同じ。「付嘱Jは (fy44zu44) と読む。 i英語の借用語で.意味

は「言い聞かせる」と同じ。(“歩"字音.文向上旬..付嘱"協 (fy44zu44). 系t又活11#珂，文同

・・嘱附..0) 

⑥ 「心宗」とは，心の中のこと。「付嘱Jは.言い聞かせるの意で.ここでは「祈りを捧げるJの

意である。この句は 心の中で神仏にずっと祈りを捧げている.という意味である。(“心宗.. 

即心中:“付嘱¥即嘱附，法皇是“祷告"的意思。全句意思是:心中一宜在祷告着。)

⑦ 「歩Jは (zef) と読み.自分のこと。「付嘱」は思考のこと。(歩:(zef). 自己。付制:思考。)

第 12段第3句

qo 
円

t



1.山花碑注釈集成

phu55 thi55 ta35 mo35 tsi55 tsi33 jw33 
③ 

借 借借 借 借 借 語11

phu55 thi55 ta35 mo35 tsi55 tsi33 j山 33
④ 

借 借 借 借 w[1 借 借

pu4 ti4 dal mo2 zhi4 zhil yinl 
⑤ 

借 借 借 借 剖l 借 惜

pi4 ti4 da2 mo2 zi4 zhi1 yinl 
⑥ 

借 借 借 借 f311 借 借

〈大意〉

① (我1fl要和誌磨祖姉倣知l音)私たちは達磨大師を知音とする

菩提達磨を知音とする(菩提主主磨倣知音)

(菩提迭磨倣知音)菩提達磨を知音とする

(菩提述磨倣知音)

(迷磨祖抑是知音)

(菩提迭磨倣知音)

菩提達磨を知音とする

達磨大師は知音である

②

③

④

⑤

⑥

 
菩提達磨を知音とする

〈語釈〉

「菩提達磨J

中国仏教禅宗の創始者。(是中図的働教禅宗的創始人。)

達磨大師のことで.中国禅宗の創始者。(即誌磨祖師.中国禅宗創始人。)

「菩提」とは仏教名詞で，意訳すると「悟りJr知恵Jr道Jなどになるor達磨」は，仏祖の名

である。「菩提達磨Jとは.有道の仏祖逮磨のこと。(“菩提..偽教名i司.意i李方“覚..“智"

② 

⑤ 

⑥ 

-・道"等。“i本磨..是悌祖名。“菩提i本磨" 即有道的偽祖iさ磨。)

「倣J

第3句，第4句はどちらも全てj英語の借用語で.その音，意味はj英語と同じ。ただ両句中の④ 

~となるJの窓口(丙句皆均双i吾借問.其音.文阿波i吾。「倣」字は， (tsi55) と読み， r-とする.

惟丙句中之“倣"字， i実〔飴i55). 有“作，方"之意。)

第 12段第4句

迦 葉 倣 師 主

tsi33 se42 tsi55 si33 tsv31 
② 

* 語11 司[1 借 借

tsi33 se42 tsi55 si33 tsv31 
③ 

* li111 司[1 借 借

tsi33 Se42 tsi55 Si33 tsv31 
④ 

借* 部[1 語[1 借

一 74一
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jial she4 zhi4 shu(声調不明)
⑤ 

借 借 iilll 語11

jial she4 zi4 shu4 
⑥ 

借 借 認11 語11

〈大意〉

① 迦葉天尊を拝して師とする(拝迦叶天尊先師主)

② 迦葉を師とする(迦叶倣卵主)

③ 迦葉を師とする(迦叶倣州主)

④ 迦葉を師とする(迦叶倣姉主)

⑤ 迦葉を師とする(迦叶倣仰仰)

⑥ 迦葉を師とする(迦叶倣姉僻)

〈語釈〉

「迦葉J

zh借ul イ

② 釈迦の十大弟子の一人。また彼は中国禅宗が仏法を受け継いだ初代の師といわれている。(是

秤迦十大弟子之一。又伶説他是中国禅宗伶承働法的第一代師主。)

⑥釈迦の大弟子で.彼が鶏足山の道場を聞いたと伝えられる。(秤迦大弟子.相伶他汗畔潟足山

道場。)

「師主J

⑤ ペ一語で，師匠のこと。(卵主:白活.即姉侍。)

⑥ 師匠のことで，ペ一語で (shu4zhulJと読む。(即州侍.白i吾波 (shu4zhulJ 0) 

第 13段第 1句

盛 園 家 撹 世 功 名

sw44 
② 

kUEJ35 tca44 pa33 tshv44 ku35 mi山 35

借 借 借 * * 借 借

sw44 kUEJ35 tca44 pa33 tshv44 ku35 miw35 
③ 

借 借 借 * * 借 借

sw44 
④ 

kueJ35 tca44 kai55 si55 ku35 mi山 35

借 借 借- *<・蛍") 借 借 借

shoul 思1e2 jial gail shi4 gul miu2 
⑤ 

借 借 借 *(“蓋") 借 借 借

shou4 思1e2 jial gail shi4 思14 miu2 
⑥ 

借 {昔 借 *(・・輩，，) 借 借 借
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〈大意〉

① 国家の隆盛により功績と名声を得る(撃国家災盛而得到功名)

② 比類なき功績と名声が国の歴史に刻まれている(蓋世功名立国古)

③比類なき功績と名声が図の歴史に刻まれている(麓世功名立国古)

④ 国家の比類なき功績と名声を成す(成国家詑世功名)

⑤ 国家の比類なき功績と名声を享受する(享岡家蓋世功名)

⑥ 国家の比類なき功績と名声を受ける(受国家益世功名)

〈語釈〉

「盛J

@ r盛jは (sw44)と読み，意味は「談(-に…させる)j，つまり国家に力を尽くして国家を紫

栄させたということである。また(“盛"法;(s山44)，意先“主t・;即是数カ子国家而吐国家兵

峰。)

⑤ 「受」の音を借りたもので，享受すること。("受"之借音，即享受。)

⑥ 「受Jの音を借りたものo (“受"的借音。)

⑦ (zef)と読み， r生Jの意。 ((zef)，生。)

「覆世J

④「覆世」の「覆Jは， (pa33) とは読まず， (kai55) と読むべきである。「覆世Jを (kai55

tshy44)と読むことによって.漢語の「蓋世(世人にぬきんでる)Jと音と意味が同じになるo

(“覆世"之“覆"不渡 (pa33)，当協1~ (kai55) ;図“桜|止"ーi司協 (kai55tshy44) ，与双沼1“遊

世"之音，文向。)

⑤世人にぬきんでること。(即蓋陛。)

⑥ 「覆」とは， r積護(覆う )jのこと， r覆世」とは「護世(世人にぬきんでる)jのことである。

(“覆"即覆益，“視世"問l“鼠世"0)

「功名J

⑥ペ一語で (gu4miu2J と読み，言葉の意味は漢詩と同じ。(白橋渡作 (gu4miu2) ，河的意思

同訳語、)

第 13段第 2句

食 朝 廷 尊 貴 爵 禄

jw44 tsh055 thj即日
② 

tcue35 kue35 tc035 lu35 

語11 借 借 借 借 借 借

j凹44 tsh055 thj田55 tcue35 kue35 匂035 lu35 
③ 

司11 借 借 借 借 {昔 借

j山 u44 tsh055 thiwu55 tcue35 kue35 tc035 lu35 
④ 

訓※ 借 借※ 借 倍= {背 {昔
L-・E・-
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yenl chao2 tin2 zhun1 gull ji04 Lul 
⑤ 

語I1 借 f昔 借 1告 借 f1t-

youl chao4 tiu4 zhun1 思li2 jio2 lul 
⑥ 

語I1 借 借 借 借 借 1lt-

第19号共立女子大学総合文化研究所紀要

音声記号に誤りあり

〈大意〉

① 朝廷の尊き俸禄を食む(食朝廷尊資的俸禄)

朝廷で尊ばれ爵禄を受ける

※ 

(尊貴朝庭受爵禄)

(尊貴報j庭受爵禄)朝廷で尊ばれ爵禄を受ける

朝廷の尊き爵禄を受ける

②

③

④

 (字朝廷尊貴爵禄)

朝廷の尊き爵禄を食む(食朝廷尊氏爵禄)⑤ 

朝廷の尊き爵禄を食む(食朝廷尊貨爵禄)

「食」は [jw44)と読み. (意味も)r食Jと同じ。ただし敷街して「所有するJ.r享受する」

の意となる。(“食..i実 [jw44).亦同“食...但引申方“享有..“享受"之意。)

⑥ 

〈語釈〉

④ 

漢字をペー語読みする。(双字白波。)

3段第3句

慈 悲 治 理 衆 人 民

tshi55 pe35 箇i44 li33 tsu33 zw35 miw35 
② 

{昔 借 {昔 借 1-fr 借 f背

tshi55 pe35 tsi44 li33 tsu33 zw35 miw35 
③ 

借 借 借 借 借 借 借-

tshi55 pe35 tsi44 li33 tsa33 Z山 35 miw35 
④ 

f昔 借 {昔 借 部11 借 ftr 
chi2 beil zhil Li3 zhu4 ren2 miu2 

⑤ 
借 借- 借 借 {昔 借 借

chi2 beil zhi4 li3 zhu4 ren2 min2 
⑥ 

借 {昔 借 借 1ir 借 借

⑥ 

第 1

〈大意〉

(婆慈悲均杯地治理人民)

(仁慈治理余人民)

(仁慈治理余人民)

(慈悲治理余人民)

(慈悲治理余人民)

- 77一

慈悲の心を持って人民を統治する

多くの人民を仁慈で統治する

多くの人民を仁慈で統治する

多くの人民を慈悲深く統治する

多くの人民を慈悲深く統治する

①

②

③

④

⑤

 



1.山花碑注釈集成

⑥ 国の多くの人民を慈悲深く治める(慈悲治国余人民)

〈語釈〉

④ 「慈悲」は〔ぽi55pe35) と読む。漢詩の借用語で，音・意味はi英語と閉じ，仏教用語である。

(“慈悲"法 (tshi55pe35). 系双活借河.音文阿波培. f~弟教木i者。)

⑥ 音・意味は漢語と同じ。(音文阿波活。)

第 13段第4句

才 等 周 文 武

lS
hi55 t山 44 lSou33 vw35 v31 

② 
語I1 借 借 借 借

lS
hi55 tw44 lSou33 V山 35 y31 

③ 
WII 借 借 借 借

lShi55 tw44 lSou33 V山 35 v31 
④ 

詩I1 借 借 借 借

chai2 den3 zhu2 ven2 vu3 
⑤ 

借 借 借 借 借

chai2 dou3 zhul wen2 wu3 
⑥ 

借 借 借 借 借
」一 一一

〈大意〉

① 周文王・周武王と同じである(像周文王.周武王ー祥)

② 才能は周の文王・武王に比せられる(オ比周文武)

③ 才能は周の文王・武王に比せられる(オ比周文武)

④ 才能は周の文王・武王に等しい(オ等周文武)

⑤ 才能は周の文王・武王に等しい(オ等周文武)

⑥ 才能は周の文王・武王に等しい(オ等周文武)

〈語釈〉

④ 全句全てj英語の借用語。(全句皆先決活借河。)

⑥ 音・意味は漢詩と同じ。(音文同訳語。)

第 14段第 1句

恭 承 敬 首

ku35 lSw31 匂凹33 tu35 
② 

音 * 部I1 音

ku35 15山31 tcw33 tu35 
③ 

2日2己

* 司I1 音

母

mo33 

語I1

mo33 

語I1

天

xe55 

部I1

xe55 

却11

地

毎日1

却I1

tci31 

語I1
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ku35 ts山31 tw33 tu35 mo33 
④ 

3日包

* 認11 コ日ケ. iU!I 

思12 zhen3 jing1 do2 mo1 
⑤ 

3臼包

* 司11 3日2二 認11

gu2 zhou3 jin1 do2 mo1 
⑥ 

Z臼包

* 認11 三日:r. 認11

〈大意〉

①忠実に父母天地を崇敬する(忠誠地崇敬父母天地)

② 天地父母を忠実に敬う(忠実敬天地父母)

③ 天地父母を忠実に敬う(忠実敬天地父母)

④ 父母天地を謹み敬う(.陥恭敬父母天地)

⑤ 天地父母を謹み敬う(度減敬天地父母)

⑥ 父母天地を謹み敬う(度減敬父母天地)

〈語釈〉

「恭承J

② 意味は「誠実，誠意Jo(意思是“老実.誠心"0) 

xe55 Wi31 

部11 認11

hei4 ji3 

語11 W!I 

hei2 ji3 

認11 認11

④ 「敬度J.i慎み深いJの意。(“恭承"波 (ku55包叩31].意方"度城..“恭道..0) 

⑤敬う，慎み整っていること。(恭承:即恭敬.恭整。)

⑥ 「承」は「整(整う )Jのこと。(・・承"即整。)

「当母」

④ 「当」は (tu35) と読み.ペ一語の古音。「父.母Jと続けて言う時は. (tu35 mo33)と読む。

だから「当Jは (tu)と読み. i父jを指す。(“当..i実 (tu35).自治之古音.当称“父.母"迩

m吋. 1111改:方 (tu35mo33). 故“当"波 (tu)乃指“父..0) 

⑤ ペ一語で，父母のこと。(自活.即父母。)

⑥ペ一語で (do2mol)と読み.父母のこと。全句の意味は父母天地を謹み敬うということ。

(自活波 (do2mol).即父母。全句意先度減敬父母天地。)

第 14段第2句

孝 養 二子 孫 特 tlJ 

② 
cou33 ja44 jy31 tsi44 sua55 ci35 zv33 

WII 借 * 市11 市I1 * flr 

cou33 ja44 jy31 tsi44 sua55 ci35 zv33 
③ 

ft~ 部I1 {昔 * 調11 WII * 一一一
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。ou33 ja44 ka35 lsi44 sua55 。i35 Zv33 
④ 

司11 借 音 語11 認11 * {昔

xiol ya3 ga2 zil zhua2 sul4 ru3 
⑤ 

語11 借 音 語11 司11 語11 借

xiol yal ga2 zil shua4 shi2 rul 
⑥ 

ヨ11 借 3E5Z r. 罰I1 認11 借 借
L-・E ・....L...-

※ ①は「干Jを「千Jに作る。

〈大意〉

① 子孫が父母に孝養を尽くすのと同じように先儒を崇拝する(像子弥孝非父母一祥的崇拝先儒)

② 子孫に仏・儒を尊ぶことを教える(教育子弥尊僧儒)

③子孫に仏・儒を尊ぶことを教える(教育子弥尊僧儒)

③ 孝養を尽くし子孫に仏・儒を教える(孝非教子弥秤儒)

⑤ 子孫に仏・{需を尊ぶことを教える(教育子弥尊蒋儒)

⑥ 子孫に仏・儒を尊び重んじることを教える(教子弥尊重蒋儒)

〈語釈〉

② 「干J字は.郭は (jy31) と読むが.解釈しにくい。我々は (ka35) と読み， r教育Jの「教」

に相当すると考える。(・・干"字.郭i実 (jy31)，不好解蒋。我{f]主人1;)庇i亥i実 (ka35)，相当子“教育"

的“教"0) 

※ ②の郭音は「干Jを「子J(yu2) と読んだためではないかと思われる。

④ 「干Jは (ka35) と読み，その意味は「教育するJ.r指導するJo(jy31) と読む説もあるが.

それは誤って「干Jを「養」とつなげて一語としたためで. (ja44 jy31) というのは妥当ではな

く， r孝養」を一語と見なすべきである。「干Jは全句の主要動詞であり. (ka35) と読む。(“干"

波 (ka35).其意先“教育"“教辱".有渓 ~y31).乃渓特“干"字与“非"達先一河素.故

(ja44 jy31)未妥.座特“孝葬"視一両.而“干"則先全句主要劫河.当i実方 (ka35)0)

⑤ 干:ペ一語で，教育，指導の意。(干:白i吾.教育，教辱之意。)

⑥ 「干Jは.ペ一語で (ga2)と読み.r教え導く J，r教育するJの意味。全旬の大意は，子孫に

父母に孝養を尽くすように釈迦と孔子を崇敬することを教えるということである。(“干"白培

法 (ga2). “教号"“教育"的意思。全句大意思:教尋子弥就像孝非父母一祥地崇敬秤迦和孔

子。)

第 14段第3句

一切ー
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ne35 1i31 pm31 
③ 

l<iue42 l<iv35 tm21 tcheJ35 

借 借 fVlI *※ lllll * WII 

④ 
n，i35 li31 P山31 l<iue42 l<iv35 tch山35 旬he35

{昔 借 部11 *※ IUII * i11l1 

yo3 Lei3 bou3 zhull zhul qin4 shenl 
⑤ 

訓(“詠") 語11 市11 iilll {昔 借 借

yo3 li2 bou3 zhuil zhul qin4 che4 
⑥ 

訓1(“詠") 借 却11 WII flr 借 認11

※ 音声記号に誤りあり

〈大意〉

① 絶え間ない鍾磐の音の中で礼拝し念仏を唱える(在不断的紳磐声中礼奔念悌)

②利を念じて鍾磐の音を絶やさない(念利不絶やl'磐声)

③ 念じ拝み鍾磐の音を絶やさない(念礼不絶紳磐声)

④ 仏を拝み鍾磐の音を絶やさない(礼仰不絶紳磐戸)

⑤ 利を念じて鍾磐の音を絶やさない(念利不絶紳磐声)

⑥ 仏を拝み鍾磐の音を絶やさない(礼悌不絶紳磐戸)

〈語釈〉

④ 「念礼Jは (ne42li31) と読み.意味は仏の名を唱えながら「礼仏(仏を拝む)Jすること.

仏教用語である。(・・念礼"波 (ne42li31). 意先唱偽号“礼悌..俄教木出。)

⑥絶え間ない鍾磐の音の中で経を唱え仏を拝む。(在不断的やl'磐声中念径礼備。)

第 14段第4句

j首 災 難 長 悩

。035 l<ie44 na55 l<i042 xu33 
② 

f昔 借 2u 5z WII 訪I1(..~子")

③ 
c035 l<ie44 na55 l<i042 xu33 

{昔 借 .:g- u)ll 司11(..~子")

c035 l<ie44 na55 l<ia42 xu33 
④ 

借 借 音 認11 1lI11 ("{(f") 

xiol zail na3 zhuo3 ful 
⑤ 

借 借 調11 WII {昔

xio2 zhail no3 zhuo3 ful 
⑥ 

借 {昔 司11 WII 官?

〈大意〉

① 災いをはらい長く福をもたらす(就可以消火長補)
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② 災難をはらい福を増す(消火雄添福)

③ 災難をはらい福を増す(消宋漉添福)

④ 災難をはらい福を増す(消究推添福)

⑤ 災いをはらいまた福を増す(消宋又添福)

⑥ 災いをはらい長く福をもたらす(消宋宜長福)

〈語釈〉

② 「長福 (ts042xu33) Jの意味は「長く好い」である。(“長福〔飴042xu33)"，意思是“長好"0)

④ 「長福」は〔回21xu33) と読み，意味は「福を増やす」である。「長」を (ts042) と読まない

のは.長短の長ではないからである。〔回42) と読むということは，つまり増長の長ということ

である。(“長福"波 (tsa21xu33)，意先“添編"。故“長"不i実 (ts042)，即非長短之長;而i実

〔回42)，乃増長之長也。)

⑤ 「難Jはペ一語で.再び，またの意味。(瀧:自活，再，又之意。)

⑥ 「難」は，ペ一語で (no3) と読む語気詞で，漢語の「嚇jに相当する。全句の意味は.災い

をはらい幸福な生活を長く享受するということであるo ("_xi"，自活i実 (no3)，活句河，相当子

双括的“嚇"。全句意思是消火而長享宰福生活。)

第 15段第 1句

行 仁 義 種 上 不

cw35 zw35 ji44 li31 sa55 pw31 
② 

WII 借 借 借 借 語11

③ 
cw35 zw35 ji44 1i31 sa55 pw31 

語11 f昔 借 借 借 語11

山 35 Z山 35 ji44 li31 n055 P山 31
④ 

語11 借 f昔 借 罰l 語11

xin2 ren2 yl4 Leil nol boul 
⑤ 

WII 借 借 am 言11 語11

xiu2 rou2 yi4 lei4 nol bou3 
⑥ 

WII (U~多") 借※ 借 語11 語11 語11

※ 音声記号に誤りあり

〈大意〉

① 互いに仁義礼を多くもって対峠する(互相之問要多以仁義礼相持)

② 努めて仁義を行い礼儀を重んじる(力行仁文排礼文)

③ 努めて仁義を行い礼儀を重んじる(力行仁JU方礼文)

④ 仁義を行ない礼を重んじる(行仁文礼上不経)

⑤ 自ら仁義を行ない礼儀を重んじる(則行仁又沸礼文)
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⑥ 仁義を行い礼節を重んじる(行仁又礼哲不経)

〈語釈〉

④ 「礼上」は (li31n055) と読み.意味はj英語の「礼上Jと同じ。「上Jを (sa55) と読む説が

あるが.妥当ではなく. (n055)と読むべきである。この句は f3・4Jあるいは f3・2・2J式

に分かれる。 f4・3Jあるいは f2・2・3J式ではない。よって「礼上」で一節となる。(

波〔印li3引1n055幻)，其文与双i吾“礼上"同;有波“上"方 (sa55)，未妥，当i実-J-J (n055)。此句分

世均“三、四..或・2 、二、二..式句;井ヰド“問、三..或“二、二、三..式旬。故“礼上"均

一世。)

⑥ 「行」は，ベ一語で (xiu2)と読み.意味は漢詩と同じ。「仁義Jはj英語の借用語だが.ペ一語

はやや異なる。「礼上不軽」は，ペ一語で Oei4no1 bou3 che4)と読み.意味はI英語と同じ。

(“行..自活波 (xiu2)，){阿波i吾。“仁文..双活借河，白i百音梢昇。“礼上不経..白i若i実 Oei4

no1 bou3 che4) ，文阿波泊。)

第 15段第 2句

~J 悪 弊 逆 上 不 重

su33 yo35 pi55 
② 

o，e35 sa55 P山 31 tsv33 

借 借 {昔 借 {昔 市I[ 自I!

③ 
。u33 yo35 pi55 1)，E35 sa55 P山 31 tsv33 

借 借 借 借 借 部I[ WII 

Su33 yo35 pi55 1)，E35 no55 P山 31 tsv33 
④ 

借 借 借 借 WII illll wll 

xiu1 ngo2 b14 n11 no1 bo3 zhul 
⑤ 

借 借 借 借 百11 WII 割I[

xiu1 ngo2 bi4 ni1 no1 bou3 zhu1 
⑥ 

借 借 借 借 iill1 lUll 認11

〈大意〉

① 互いにわずかな弊害も加えあわない(互相之問一黙兇悪弊逆不要相加)

② 凶悪と弊逆をほしいままにしない(不退凶悪和弊逆)

③ 凶悪と弊逆をほしいままにしない(不退凶悪和弊逆)

④ 凶悪逆上をほしいままにすることは軽い(退凶悪逆上不重)

⑤ 凶悪と弊逆をほしいままにしない(不退凶悪和弊逆)

⑥ 悪弊を除き懲罰は軽い(除悪弊悠羽不重)

〈語釈〉

④ 「逆上」は(l)，e35n055) と読み，意味は漢語の「逆上」と同じ。よって「上Jも (sa55) とは

読まない。この句の構成は第 1句と同じ f3・4J式である。(・・逆上"渓(o，e35n055)，其文与双
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i吾“逆上"同:故“上"亦不i実 (sa55)。其句式結拘.亦同第一旬方“三、四..式旬。)

⑥ 「凶」は.ペ一語で (xiul)と読み， r処罰Jの意味。「凶悪弊Jは，違法者を懲罰すること。

「逆上Jは.ベ一語で (nilnol)と読み.語気詞。 漢語の「那也是(それもまた)Jに当たる。

「不重Jは，ペ一語で (bou3zhul)と読み，意味は漢語と同じ。全句の大意は.罪を犯した人

の懲罰もできるだけ寛大にする.ということ。(“凶"白活渓 (xiul)，“怒赴"的意思。“凶悪弊"

即怒羽述法的人。“逆上ぺ自活協 (nilnol)， i吾句珂.相当子双i吾的“耳目也是"。“不重"自活渓

(bu3 zhul)，文同双i吾。全句大意是:対待犯錯渓的人的悠伺，也la量M.寛。)

第 15段第3句

一 教 経 性 接

sa44 
② 

tcou55 tc山 33 sv33 匂山33

借 借 借 借 * 
sa44 

③ 
tcou55 tcw33 sv33 旬開33

借 借 借 借 * 
sa44 

④ 
tcou55 tc凹 33 sv33 tcw35 

借 借 借 借 * 
sa2 jiao4 jie4 shl4 jial 

⑤ 
借 借 iUll 語11 認11

sal jiao2 jie2 shi2 jial 
⑥ 

借 借 iilll il111 ヨ11

〈大意〉

① 三教の経舎を絶えず学ぶ(三教的経書要不断的侍習)

② 三教の経舎を代々伝える(三教45鐙代代特)

③ 三教の経書を代々伝える(三教有径代代伶)

④ 三教の経書を時には研鎖する(三教径二持肘研波)

⑤ 三教の経書を代々伝える(三教有径代代伶)

⑥ 三教の経書を常に学ぶ(三教径有常伶31)

〈語釈〉

推 習

tchue31 。i35

* 借

tchue31 。i35

* 借

tchue31 ci35 

* 借

tul2 xll 

借 借

tuil xi2 

借 {昔

② 「三教」は儒教・道教・仏教を指す。(三教，指儒教、道教、仰教。)

④ 「推習Jは「研鈴するJ. r究読(追究して読む)Jの意。(“推3]・¥“鈷研¥“究協"之意。)

⑤ 「接」は，絶えず続けること。(接:即接連不断。)

⑥ 「接」は.ペ一語で(jial)と読み， r絶えず続けるJという意味。「推習Jは「習う」こと。

(接.自活i実(jial)，“接迩不断"的意思。“推羽"即“伶3]"0)
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第 15段第4句

摺 浪 水 阿 I制

tsh055 tc"i44 。ue33 a31 v33 
② 

認11 WII 語11
Z日~. 

* 
tsh055 tchi44 。ue33 a31 v33 

③ 
WII 認11 認11 3日包

* 
tsh055 tchi44 。ue33 a31 v33 

④ 
司11 filll ヨ11 3日'r.. 

* 
cu04 ql4 xul a3 hul 

⑤ 
認I1 WII 百11

コ目当己 借

cu04 qi2 xul a3 wol 
⑥ 

認11 調I1 司I1 3日2己 iil!l 

〈大意〉

① 渓流のように長く途絶えない(像消渓水一様長流不断)

② 谷川を流れる水は休むことがない(漕渓水不息)

③ 谷川を流れる水は休むことがない(糟渓水不息)

③ 曹渓(慧能)の流れをくむ(曹渓水一勺)

⑤ 谷川を流れる水は休むことがない(漕渓水不息)

⑥ 山の洪水(鉄砲水)のようでは駄目だ(山洪般不好)

〈語釈〉

② 「阿糊」は，郭は (a31v33)と読み.第 1段第2句の「阿物Jと同じく. iたくさんJの意味

とする。我々は「阿鴫Uの「鴫Uを (ky35)と読み.河川の量詞である「条」の意味と考える。

『自国因由Jに.観音が羅利を捕らえるのに.張敬の助けを借りた時.事が終わってから張に感

謝して. i点若山の峰の桃渓水は. 7.耳海の東山から湧き出て賓居(1.耳海の東方の地名)との境界

となり.一方を濯概する」と言ったことが載っている。「漕渓水阿I糊」の「漕渓」は.広く(若

山)十八渓を指している。(・・阿鴫f'.字I~波 (a31 y33).和 (1)哲第二行的“阿物"波法一祥.是

“i午多"的意思。我1fJ.¥:人方“阿可制"的“l制"庇i実 (ky35). 是河流的iiJ:河“条"的意思。《自国凶

由〉一二~悦現音牧~剥.得弦敬部助.事成后謝張“点苔中峰桃渓水一派 白河河志山涌出実居地

界，瀧減一方二“漕渓水阿時~" “消渓"泥指十八渓。)

④ 「阿I制」は. r一滴Jrー勺Jの意味.つまり漕渓(曹渓)ー勺の流派のことをいう。(“阿鴫'"

意先“一滴..“一勺..即吉:分得消渓(曹渓)一勺之流也。)

⑤ i曹渓水のように長く流れてやまないこと。(意方象消渓水ー祥長流不息。)

⑤ ペ一語で (cuo4qi2 xu1 a3 wo1)と読む。「漕渓水」とは「山洪水(山の洪水)Jのこと. i阿

糊Jは「不好(よくない)Jの意である。この句の上の句とつなげた意味は. i三教の経書を途絶

えることなく習い伝え.山の洪水のようにひとたび湧き出ただけで止まってしまうことを好しと

部
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しないJoi阿鴫Uを「阿嚇Jと書く人もいるが.これは伝写の誤りである。「潜渓水Jを仏教の

ii曹渓一勺」の解釈する人もいるが，上の句で三教の経書をいい.ここではただ仏教教典をいう

というのは妥当ではない。(自活改作 (cu04qi2 xul a3 wol)。“漕渓水"即“山洪水"“阿鴫l"， 

“不好"之意。迭句連向上旬的意思是:三教的経有要不断地伶):j，像山洪水那祥一涌即停不好0

・・阿糊"有些人渓作“阿嚇".那是伶抄之渓0 ・・漕渓水"有人秤作{弗教的“潜渓一勺"但上文即吉

三教径二持， 1さ里単悦{弗教典故是不妥当的。)

⑦ 「餅Jは (huf) と読み， i杯」の意。(嚇:(zef) ，杯。)

第 16段第 1句

長 尋 細 月 白 風

15021 ji21 。i44 。ua44 peJ35 pi35 
② 

司11 語11 音 認11 lllll 部11

15021 ji21 ci44 。ua44 peJ42 pi35 
③ 

司11 語I1 音 語I1 WII 認I1

15042 ji42 ci44 。ua44 peJ42 pi35 
④ 

ョ臼ヨ己語I1 司11 部11 間11 日I1

zhu03 y13 jl3 wal bel bl2 
⑤ 

語I1 語11 * 司11 副11 WII 

zhu03 yi3 xi4 ngual be3 bil 
⑥ 

語11 ヨI1 Z日包 WII 司11 IDII 

〈大意〉

① 常に四月の清白な風を追い求める(時常追尋問月清白的風)

② 常に月明風清を求める(常尋技月明夙清)

③ 常に四月のすがすがしい風を求める(常尋四月和凡清)

④常に月白風滑を探し求める(常寺兎月白風消)

⑤常に月白風滑を探し求める(常尋求月白風消)

⑥ 若い時から月白風清を愛す(早己愛月白風消)

〈語釈〉

i背

匂heJ55 

WII 

tsheJ 55 

語11

tcheJ 55 

認11

qie4 

司I1

qie4 

語I1

④「長Jは (15042) と読み.意味は「常j。また「細」は (ci44)と読み.意味は「尋覚(探し

求める)Jの「覚」である。また「月Jは(lJua44)と読む。ペ一語では 1月2月の「月Jは

(lJua44) と読み， i月亮(天体の月のこと)Jは (mi35lJua44) と読む。但し略して(lJua44) と

読むことも可能である。(“長"協同042)，意先“常"。又“網"i実 (ci44)。意先尋克之“見"。

又“月"波(lJua44)，自活一月商月之“月"波(lJua44).“月亮"波 (mi35lJua44) ，但筒改

(lJua44)亦可。)

⑤ 「長尋細Jは「常に探し求める」という意味。「月白風清Jは高尚な情操を指す。(長尋銅:径
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常手投之意。)

⑥ 「長尋tJは.ペ一語で (zhuo3yi3) と読み.漢語の「早巳(早くから)Jの意。「細」は語気詞。

「月白風清Jは.意味はj英語と同じ。(“長尋..白i吾i実 (zhudyi)，双i活吾“早己"之意。..銅.. i出i丹tz句壬1t 

河o

※ 「月白風清」とは. 白い月とi消青風の意で静カか、で美しい夜の形容。宋.蘇戟「後赤壁壁.賦」を始め

として， r水論伝jや『三国演義jなどにも使われている成語。

第 16段第2句

不 食 摘 花 紅

pw31 tha33 tse44 xu035 tsheJ44 
② 

認11 借 司11 認11 司11

p凹 31 tha33 tse44 xu035 tsheJ44 
③ 

認11 借 iUll iil!l WII 

p田 31 tha33 tse44 xu035 tsheJ42 
④ 

語11 借 訪11 語11 司11

bou3 ta4 zheil hu02 chel 
⑤ 

語11 f日 語11 司11 司11

bou3 ta4 zheil hu02 chel 
⑥ 

司11 借 語11 司11 WII 

〈大意〉

① 紅花緑柳をむやみに摘み取らない(不要食摘紅花緑柳)

② 紅花緑柳をむやみに摘み取らない(不食摘花紅柳緑)

③ 紅花緑柳をむやみに摘み取らない(不食摘花釘.柳緑)

④ 紅花緑柳をむやみに摘み取らない(不食摘花紅柳緑)

⑤ 紅花緑柳をむやみに摘み取らない(不食摘花紅柳緑)

⑥ 紅花緑柳をむやみに摘み取らない(不食摘花紅柳録)

〈語釈〉

⑥ 意味は漢語と同じ。(文同双t1.to)

第 16段第3句

用 顔 回 道 誼

zv31 je35 xue35 t033 。ue33
② 

語11 借 借 音 コ日包

zv31 je35 xue35 t033 。ue33
③ 

認11 借 借 主日主. ョ目ヨ己

- 87-

柳 緑

yw33 lv44 

認11 司11

yw33 Iv44 

司11 司11

yw33 Iv44 

司11 IDII 

oul Lvl 

語11 語11

oul lv 

話11 WII 

i手 身

f033 sw35 

2日包 音

品33 S田 35

3日包 音
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zv31 je35 Xue35 t033 。ue33 向33 sw35 
④ 

自11 借 借 t日ι 昔 音 コ日包

yu3 yan2 huI2 du03 xuI bou3 chi2 
⑤ 

{昔 コ日ケ. ~ミrr.WII 借 部11 詩11

ri3 yan2 hui2 du03 xuI bou3 shou2 
@ 

2悶包却11 借 {昔 音 間11 語11

〈大意〉

① 顔困の己に克ちたる厳格な精神をもつことによって(要有顔回克己的厳格精神)

②顔回の高尚な徳行を用いる(用顔回高尚徳行)

③顔困の高尚な徳行を用いる(朋顔回高尚徳行)

④ 顔回の道をもって短い幻のような人生を捧げる(以飯田道坪浮生)

⑤ 顔回の高尚な品徳を学ぶ(学顔岡高尚品徳)

⑥ 顔回の道徳精神を学ぶ(学顔回道徳精神)

〈語釈〉

④ 「越」は. (cue33J と読み.r許(身を捧げる)Jのこと。(“櫨"波 (cue33J.即“i午"也。)

⑤ 「道越Jは徳行のこと。(遊櫨:徳行。)

⑤ 顔回の貧に安んじて道を楽しむ道徳思想をもって自らを鍛錬するという意味。(意思是用顔回

安食示道的道徳思想磨鉱 I~I 己。)

第 16段第4句

f年 発 天 法 度

② 
teJ35 jou31 xe55 ぬ35 tu33 
借- 借 語11 借 借

③ 
teJ35 jou31 xe55 ぬ35 tu33 
{昔 語11 借 借

@ teJ35 jou31 Xe55 向35 tu33 
{昔 語11 {昔 世f

⑤ 
doul ya04 tiaol fa4 du2 

* 借 f昔 {f¥' iiti 

@ doul yao2 hei4 fa2 du4 

* 借 司11 {背 借

〈大意〉

① 発舜時代の道徳基準を得ることができる(オ能得到尭舜時代的法度)

① 発の世のような道徳を得る(得先天法度)

③ 完の世のような道徳を得る(得発天法度)
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④ 嘉の世のような道徳を得る(得菟天法度)

⑤ 発の世のような道徳を得る(得苑天法度)

⑥ 亮の世のような道徳を得る(得先天法度)

〈語釈〉

⑥ 嘉舜時代のような道徳を得られるということ。(就可以得到莞天舜目的法度。)

第 17段第 1句

遊 翫 在 偽 怯 骨 石

jou35 kue33 tse55 ue35 phjw55 kua44 箇ou42
② 

借 割1(“観づ 借 コ日包 自 司11 WII 

jou35 kue33 tse55 ue35 phj凹55 kua44 tsou42 
③ 

借 部1(・観") 借 3臼'ro 自 語11 WII 

jou35 ueJ31 tse55 us35 kho55 kua44 tsou42 
④ 

借 認11 {昔 3日5巳 自 訪11 認11

you2 guel hen4 wei2 ku04 思lal zhuo3 
⑤ 

官? 割1(“観") * 
3日包 自 市11 語11

you2 guel zoul wei2 kou2 民lal zhuo3 
⑥ 

借 副1(“観") * 
3臼'r. 自 認11 部11

〈大意〉

① 界風に固まれたような険しい絶壁でも遊ぶ(不捻滋玩到悶扉似的峨岩山首壁)

② 険しい絶壁で遊ぶ(滋玩在蛸壁峨岩)

③ 深い谷や絶壁で遊ぶ(滋玩在深谷曲目壁)

④ 断崖絶壁で遊び休む(滋息子危崖絶城)

⑤ 放光石を鑑賞する(剛剛賞辻放光石)

⑥ 昨風のような絶壁で遊ぶ(激玩在扉山絶壁)

〈語釈〉

②第1句の「偽怯骨石 (ue35phi即日 kua44tsou42) Jと第2句の「威儀模草 (ue35ji44 mo35 

tshu33)Jは.断崖絶壁と生い茂るチガヤを指す。 f大理文化史稿jは泡義田 f雲南古代民族之史

的分析j中の『山花碑J小注をヲ|いて， r偽怯骨石」と「威儀模草jをともに地名とするが.確

かではない。(第一行“偽怯骨イ'=1
0

(ue35 phiw55 kua44包ou42)"和第二行的“成伏模草 (ue35

ji44 mo35 tshu33)"，指石壁峻崖和茂盛的茅草。〈大理文化史稿〉引抱文田〈云南古代民族之史的

分析》一文中《山花碑》的碑河小注云:“偽怯骨石"“威伏模草"均“地名"不備)。

④ 「翫Jは (uEl31)と読み.意味は「遊ぶ」。また「偽怯Jは (ue35kho55)と読み.その意味

は「危険.険しいJor骨石」は (kua44tsou42)と読み.その意味は「岩肌が見えているJこと。

「偽怯骨石」は断崖絶壁のことを言っているo(“翫"波 (uEJ31)，意先“滋玩"・・梯要"0 X ..仇
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怯..i:実 (ue35kho55). 其意先“危険.陵蛸...“骨石"法 (kua44包ou42). 其意均“石骨郷郵"。

“偽怯骨石"吉危崖絶城也。)

⑤ 「怯骨石Jは放光石のことを指す。『聖元西山記j碑は楊舗を讃えて. i鶏足(山)では夏が終

わると放光石が現れる」という。碑はまた「ある晴れた日に. 1耳海に石が湧き出た。祥雲がたな

びき.これが仏教でいう大日遍照のことだとわかった。……力を入れずとも軽々と持ち帰ること

が出来た。しばしば霊験を表し.ついに聖元寺西山の蘭若に安置されたJという。これが放光石

である。(怯骨石:指放光石。〈釜元西山氾〉碑称揚鮪:“入潟足結夏而放光石現..碑中又述:

・一日天附句朗.河面涌出一石.祥云練鋭.乃知是備中之大日埴照也。……惟迩不用力而経抱卵

家.屡毘呆昇，遂子蚤元寺西山竺若以英之"。所指放光石。)

⑥ 「偽怯」は.ペ一語で (wei2kou2) と読み.界風のこと。「骨石」は (gualzhuo3) と読み.

断崖絶壁のこと。(偽怯:自活協 (wei2kou2). 即困扉。骨石:白i吾協 (gualzhuo3). 即;忌崖

蛸壁。)

⑦「偽jは (weiz) と読み，ひき臼の台のこと。「怯」は (kaol)と読み，溝(水路)のこと。

「骨石」は絶壁のこと。

第 17段第2句

有 去 在 威 儀

② 
la31 pe44 tw44 ue35 ji44 

*(“又") 語11 *(・・得") 音 z臼包

③ 
la31 pe44 t山 44 ue35 ji44 
* ("又..) 司I1 *(“得..) 音 音

④ 
la31 Pe44 t凹44 ue35 jue31 

*(・・又") 語I1 *(“得") 借("議") 借(“義")

⑤ 
le3 nge3 pial wei2 凶l

*(“又") 訓(“行"“走") * ("到") 2臼包 z日包

⑥ 
li3 nge3 pial wei2 ni1 

*(“又") 訓(“行〈“走" *(“到づ 音 t日r. 

〈大意〉

① 生い茂ったチガヤの中にも行く(不治定到茂密的茅草A中)

② また生い茂ったチガヤの中にも行く(又到茂密茅草向)

③ また生い茂ったチガヤの中にも行く(又到茂密茅草向)

④ 生い茂ったチガヤの中を歩く(漫歩在蔵養茅草)

⑤ また草むらに行き祖堂を探す(又去草}A見祖堂)

⑥ またチガヤの草むらに行く(又去到茅草A阿)

〈語釈〉

模 草

mo35 tshu33 
Z日包 部11

mo35 tshu33 
'、日:'r.. W!I 

mo35 tshu33 
音 WII 

mo2 cuol 
音 司11

mo2 cuol 
1臼~ WII 

③ 「威儀Jは (ue35jue31) と読み，意味は「生い茂る.繁茂するJ。また「模草Jは (mo35
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tshu33) と読み.rチガヤJのこと。(・・戚伏"波 (ue35jue31). 意j..J“蔵爽.茂雄"。又“模草"

i実 (mo35tshu33). 即“茅草"0)

⑤ 「威儀Jは.草木が繁茂する意。「模草Jは.チガヤのこと。荒れた草むらの中で先祖の祖堂を

探すことを意味する。(威伏:草木茂雄之意。模草:日[J茅草。意同J:在荒草中寺技先世的祖堂。)

⑥ 「有去Jは，ペ一語で(Ii3nge3) と読み，行くこと。「威儀」は.r蔵葵(生い茂る)Jで，ペ

一語で (wei2nil) と読み.r草木が繁茂するJの意。「模草Jは，ペ一語で (mo2cuol)と読み.

チガヤのこと。(有去:自活改(Ii3nge3). 即又去。威伏:即“放雑..自活i実 (wei2nil). “草

木繁茂"之意。模草:白清涼 (mo2cuol). 即茅草。)

⑦ 「威儀jは (aweifin) と読み.繁栄の意。「模」は墓 「草Jは場所の意。

第 17段第3句

風 化 京都. 千 -IE二i 万 代

f033 xua44 白3山33 もchi55 ku33 va33 te31 
② 

{昔 借 借 IllII 語11 語11 認11

f033 xua44 tcw33 tchi55 ku33 va33 te31 
③ 

借 ftt- 借 WII WII WII 認11

f033 Xua44 白~w33 tchi55 ku33 Va33 te31 
④ 

借 {昔 借 WII WII 語11 語11

fou1 hua1 jin1 qian1 gu1 vang2 dei4 
⑤ 

借 {昔 借 借 HI 借 借

fou2 hual jinl qianl gu3 vang4 dei3 
⑥ 

f昔 f{¥' 借 {昔 {昔 借 借

〈大意〉

① 百年千年とはでやかな世界で過ごしても(但来任辺千百年的浮隼世界)

② 千年万代を経た風采(径千年万代凡隼)

③千年万代を経た風采(径千年万代凡隼)

④ 徳化は千古万代を経る(凡化経千古万代)

⑤ 風雨の中万代に伝わる(夙雨之1:11作万代)

⑥ 徳化は千古万代を経る(凡化経千古万代)

〈語釈〉

④ 「風化jは (f033xua44) と読み. i英語の借用語。音.意味はj英語と同じで.r風俗，教化Jを

いう。また「千Jは〔ぽi55J と読み.意味はj英語と同じ。(“夙化"波 (f033xua44J. 系訳出イlf

河.音・.5'-.与双i吾同;吉..~俗，教化"。父“千"波〔旬hi55). 意与双i吾同。)

⑥ この(第 3.4句の)二つの句は楊髄の感慨の言葉で.大理国の偉大な業績もすでに荒れ果て

蔓草に覆われてしまったが.その徳化は万代千秋にながく伝わるだろう.という意味。(法例句

nu 



1. 山花硝I!i主釈集成

是~勃蹴感概之i司.意思是:尽管大理悶的伶~半功己付与荒畑箆草，但官的凡化庇i亥是永垂万代千

秋的。)

第 17段第4句

侍 万 代 千 古

tshue55 va33 te31 tchi55 ku33 
② 

語11 詩11 司11 部11 調11

tshue55 va33 te31 旬hi55 ku33 
③ 

語11 司11 語11 語I1 却11

tshue55 Va33 te3t tchi55 ku33 
④ 

語11 語" 語11 認11 認"

chuI4 vang2 dei4 Qianl 郎13
⑤ 

認" 借 借- 借 告f

chuil vang4 dei3 Qianl 思13
⑥ 

司" 借 借 借 借

(也要犯逮些道理流伶到万古千秋)

〈大意〉

この道理を万古千秋にまで伝えよう

万古千年に伝える(侍万古千年)

万古千年に伝える(侍万古千年)

万古千年に伝える(侍万古千年)

万古千年に伝える(伶万古千年)

①

②

③

④

⑤

⑥

 
(侍万古千年)万古千年に伝える

第 18段第 1旬

阿 剖i 遇 時 宜 'L、 敵

a31 pu31 ye33 tw44 1)，i31 。i35 xua35 
② 

借 *<“得")音 コ日包 借 調11 語11

a31 pu31 yε33 t凹44 l)，i3t ci35 xua35 
③ 

コ日包 1日:r. 借 *<“得..) {昔 部11 自11

a31 pu31 ye33 tsi31 1)，i31 ci35 xua35 
④ 

音 z周包 借 却" {昔 i911 自11

a3 bu3 yul zhI3 nl4 xl3 hua2 
⑤ 

音 借音 語I1 借 調11 割11

a3 bu3 yal zhi3 nil xil hual 
⑥ 

3日~ 3回包 借 訪" 借 部11 却11
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〈大意〉

① ある時は喜ばしい出来事に遇う(有吋過到令人事攻的事)

② 一歩歩けば嬉しいことに出会う(一歩過上攻喜事)

③ 一歩歩けば嬉しいことに出会う(一歩過上攻喜事)

④ ある時は心喜ぶ(一旦逢吋心攻喜)

⑤ 一時の幸運に喜ぶ(一吋宰返心攻喜)

⑥ よいことがあったからとて喜ぶな(莫交好這就欣喜)

〈語釈〉

② 「阿部 (a31pu31J Jの意味は「一歩Jo(“阿部 (a31pu31J・¥意思是“一歩")

④ 「阿部」は (a31pu31 Jと読み，意味は「一歩J. iひとたびJ。また「遇時Jは (ye33ts31J と

読み. i英語の借用語。音と意味はともに漢語と同じで，幸運に出会うこと。(“阿部"武;(a31 

pu31J.意先“一歩"“一旦"。又“過吋"波 (ye331831). 双i吾{昔河，音r)(均阿波活.即逢好返也。)

⑤ 「阿部」はペ一語で.一歩，一時の意。(阿部:白活.一歩.一吋之意。)

⑥ 「阿部」は.ペ一語で (a3bu3J と読み. í~するなJ の意。「宜J は.漢語の言葉で. (ni1) 

と読み. iすぐにJの意。全句の大意は.幸運に出会ったからとてすぐに浮かれて喜ぶな，という

こと。(・・阿部ぺ自活協 (a3bu3J.“不要"之意;・宜・¥双協同.法 (nil].“就"之意。全旬大意

是:不要磁上好返就高栄得攻天喜地。)

第 18段第2句

阿 部: 逢 籾 {佳 j良

a31 pu31 yc33 
② 

t山44 旬EJ35 na55 

z臼包 Z日包 *(“過づ *<・・得") * 
三日台二

a31 pu31 ye33 t山44 旬EJ35 na55 
③ 

3日k 3日5巴 *<“過，，) *<・・得") * 
J日也

a31 
④ 

pu31 tco35 tcEJ35 1shue35 na55 

音 音 *<“交") fir 3日・ι ま臼た

a3 bu3 yu1 jie2 chu14 na4 
⑤ 

三EE1 2E54 r. 借 佑- -cg. x日ι 

a3 bu3 yu1 jie2 cui4 na4 
⑥ 

音 音 官f 作? 虫E色I 3tTt . 

〈大意〉

① ある時はまた苦難の道に出会う(有吋又過到現端的路途)

② 一歩歩けばでこぼこ道に当たる(一歩走上炊珂路)

③ 一歩歩けばでこぼこ道に当たる(一歩走上放珂路)

④ ある時は険しい道に阻まれる(一旦遭劫起濃路)
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1.山花碑注釈集成

⑤ ひとたび不運になれば道はでこぼこになる(一度背吋路炊珂)

⑥ 拒絶にあってもため息をつくな(莫碓釘子就嵯嘘)

〈語釈〉

② 「催浪禿〔伽J35na55 thu33) Jの意味は， i険しい道，でこぼこ道Jo(・・催浪禿〔匂ε135na55 

thu33)"，意思是・恨堆路，炊珂路")

④「逢効Jは〔匂035匂εJ35)と読み， i災難に遭うJの意。また「催浪禿jは〔鉛hue35na55 

thu33) と読み， i起難路(険しい道)Jの意がある。 (tshue35)は「起J.(na55 thu33)は「難

路」のこと。(“逢劫"渓〔匂035恥 135)，意先“遊逢劫ヌ住"。又“{佳浪禿"i実〔包hue35na55 thu33). 

有“超堆路"之意. (tshue35)起也. (na55 thu33)雄路也。)

⑤ 「逢劫Jは，不幸に遭う，拒絶に遭うこと。「催浪禿Jは.ペ一語で.でこぼこ道の意味。(逢

劫:即遭不宰.磁釘子。催浪禿:白i吾，放珂路的意思。)

⑥「逢劫Jは，ペ一語で (yuljie2) と読み.拒絶に遭うこと。「催浪禿Jは，ペ一語で [cui4

na4 tul)と読み.ペ一語で「あなたたちJの意味。「禿jは.ペ一語では「道Jのことを「途J

といい. i禿」は「途jの音仮名。全句の大意は.拒絶にあっても立ち止まるな.ということ。

(逢劫:自活渓作 (yuljie2). 即磁釘子。“催浪禿"自活協 (cui4nu4 tul)。浪.白i吾“体制"的

意思。“禿..白活-叫“路"弐1途，“禿"是“途"的般借。全句大意是別在磁釘子后就停歩不前。)

⑦ 「浪」は (naot) と読み.あなたの意。「禿Jは悲観失意の意。

第 18段第3句

天 堂 是 栄 華

xe55 tha55 S凹33 ju35 xua35 
② 

WII 司11 語11 借 {昔

xe55 tha55 S叩 33 ju35 xua35 
③ 

WII WII 言11 借 借

Xe55 tha55 Sw33 ju35 xua35 
④ 

借訪11 WII 司11 借

tianl ta4 zhl4 yong2 hua2 
⑤ 

{昔 借 ヨ11 借 借

tianl ta4 zhil yong2 hua2 
⑥ 

借 {昔 語11 借 借

〈大意〉

① 天国は栄華新鮮に見える(天堂看起来本事柴隼新鮮)

② 天国には栄華があるとしても(鍬然天堂有楽隼)

③ 天国には栄華があるとしても(凱然天堂有柴隼)

④ 天国は華麗で、あっても(天堂昆広岡堂隼)

- 94-

新

。山35

借

cw35 

借

G山35
借

x14 

司11

xil 

詩11

鮮

。EJ35
借

。EJ35
{昔

借

shei2 

WII 

shei2 

WII 
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⑤ 天国は富貴栄華であっても(天堂島柴隼富貴)

⑥ 天国は栄華新鮮であっても(天堂島柴隼新鮮)

〈語釈〉

⑥ 「是Jは.ペ一語で (zhil) と読むD 全句の意味はi英語と同じ。(“是"，自活改作 (zhil)。全旬

的意思阿波活。)

第 18段第4句

i票 f放 成 地 j訣

phio33 sa31 lseJ31 tci31 ju33 
② 

{昔 {昔 語11 司11 官f

phio33 sa31 lsel31 tci31 ju33 
③ 

信f 世? 司11 剖| 官f

phio33 tha55 匂eJ31 防i31 ju33 
@ 

{昔 * ヨ11 部11 fU' 

pian4 sha3 zhe3 jl3 ngu1 
⑤ 

借 {背 語11 司11 iUll 

pian1 sha3 zhe3 ji3 ngu1 
⑥ 

佑- 司11官iz 語11 部11

〈大意〉

① たちまち散って地獄に変わる(但侠忽阿有会朝散成地獄)

② 一瞬で地獄に変わる(特!砕成地獄)

③ 一瞬で地獄に変わる(特!砕成地獄)

④ 散って地獄に変わる(馴散成地獄)

⑤一瞬で地獄に変わる(特l隣成地獄)

⑥ 一瞬で地獄に変わる(片刻成地獄)

〈語釈〉

⑤ 「潔散Jは.r片刻(片時)J. r片i胸(短い時間)Jの音仮名で.ペ一語で (pianlsha3) と読む。

「地獄Jは.ペ一語で (ji3ngul) (官~m(. 乃“j十刻..づ守 H向.. (不多 n~. 向)的俄 il，\:. 自活 i案作

(pianl sha3)。“地獄"，自沼波作 (ji3ngul) 0) 

第 19段第 1句

随
一

ω
一
自
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fiu35 fv44 k田33 箇hv31 thu 33 15εJ21 tce35 
② 

*<・・扮")佑= (:1 *(・・処") 世f 認11 司11

Xu33 仇r44 Kw33 m山 33 tllu33 15EJ42 tce35 
③ 

借 * ("働") 自 * ("処") 借 語11 語11

fo2u shu4 geul mo2 tu2 zhe3 ji2 
④ 

自 自借 借 借 認11 認11

fou2 shul goul mo2 tul zhe3 ji2 
⑤ 

自滋 長l借 {昔 借 認11 語11

楽 音声記号に誤りあり

〈大意〉

① 人は福に恵まれている時は土さえも金に変わる(人在稲分厚吋泥土也可以変成金子)

②摘に恵まれた時は土も金となる(桶分厚吋土成金)

③福に恵まれた時は土も金となる(福分厚吋土成金)

④摘に恵まれれば土も金となる(稲紛厚安土成金)

⑤稿に恵まれた時は土も金となる(桶分厚肘土成金)

⑥福に恵まれれば土も金に変わる(福紛厚安土成受金)

〈語釈〉

② n駆伴」は.r厚い時J.r厚い所J.r (もし)厚みがこの程度ならJの意がある。(岐体:有“厚

H 

@ r分数Jは.r果報Jの窓窓(0r畷Jは「厚J. r1:件卒Jは r-なら」であるon岐駆則イ体牟判」の一語は， 福が

「厚ければJ土も金に変わることをいう。(分数:意先・稲分"0 I史:“厚"也。体:“方.オ"也。

“i蛇体"ー珂.吉福分“厚吋オ能"土交金。)

⑤ 「分数」は，果報を指す。「硬体Jは，ペ一語で，厚いことを指す。(分数:指福分。 I則牟:白

i吾，指厚案。)

⑥ 「分数Jは，ペー語で.r果報」の意味。 rr暖件Jは，ペー語で「厚いJの意味。全句の意味は.

福が厚ければ黄土も金に変わるということ。(分数:白i:1:f.“福分"的意思。 I現体:白i吾“厚実"

的意思。全句的意思是:稲分厚実質土変成金。)

⑦ 「畷Jは (gexJ と読み.阻むこと。「伴Jは (muxJ と読み.否定形となる「不Jon更伴Jは.

限まれないという意。

第 19段第2句
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ぉi44 ye33 tsheJ33 tsue31 tce35 tseJ21 thu33 
③ 

語1I fUII 3日'r. f昔 市11 司11 {背

tsi42 ye33 tsheJ33 kueJ33 匂e35 tseJ42 thu33 
④ 

司11 市11 2EEZ L *(・・壊") WII 語11 {昔

zhi3 yuan1 chuo4 chun3 ji2 zhe2 tu1 
⑤ 

司11 WII 1iI11 借 却11 認11 f昔

zhi3 yuan2 chu04 chun3 ji2 zhe3 tu1 
⑥ 

市11 部11 司11 借 [;111 司11 {昔
Lーーーーー E・--'--

〈大意〉

① しかし時速の悪い時は金も泥土に変わる(但吋這郎吋金子也会変成泥土)

② 悪い運が来た時は金も土となる(厄逗来吋金成土)

③ 悪い速が来た時は金も土となる(厄逗来吋金成二IJ

④ 時速が悪い時は金も土となる(1吋逗差舛金成土)

⑤ 悪い速が来た時は金も土となる(厄返来吋金成土)

⑥ 時速が悪い時は金も土となる(吋逗差舛金成土)

〈語釈〉

② 「車舛」の意味は.r車輪が逆に回ったら.運気が悪くなる」ということ。(卒舛:意思是“卒

給倒特.逗句不好"0) 

④ 「時運」は.漢語の借用語で，音，意味ともに同じ。「車舛Jは.r乗舛(誤りに乗る)Jの意。

(吋逗:系双活借尚.音文均向。卒舛:即“乗舛"之怠。)

⑥ 「車Jは.ペ一語音では「錯(間違い)Jに近い。「時速車舛Jは.r時運が誤る」ということ。

(・・卒・'. I~Jì吾音近“情"。“l吋逗卒舛.. 問l“吋這錯が1:"0) 

⑦ 「舛」は (zuiz) と読み.回るの意。

第 19段第 3句

来 i放 侶 i手 霊.

② 
tcue44 sa42 tsi55 tm21 tsi31 

借 f昔 自 WII 認11

tcue44 sa42 le31 P山 21 。v31
③ 

{昔 1W 自 市11 市11

④ 
tcue44 sa42 y31 P山42 。y31
借 借 *<“像") 市11 WII 

ju3 sha3 zi2 po2u vn3 
⑤ 

借 借 自 WII roll 
L-・
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1. 11.I=lt碑注釈集成

意

釈

伏

①

②

③

④

⑤

⑥

儲

③

⑥

離合集散はi手雲や空花のようなものだ(緊散有如浮云空花ー枠)

離合集散は浮雲や空花のようなものだ(東散如浮云空花)

離合集散は浮雲や空花のようなものだ(緊散如浮云空花)

離合集散は浮雲や空花のようなものだ(緊散似浮云空花)

離合集散は浮雲や空花のようなものだ(緊散如浮云空花)

離合集散は浮雲や空花のようなものだ(東散似浮云空花)

「侶」の意味は.r訪御とさせるJ.r似ているJo(伯:意先“妨{路ぺ“相似"0)

ペ一語の語気詞で. ~英語の p児J に当たる。(侶:白 i吾 i吾笥 i司，相当子双i吾的

「侶Jは (nel)と読み. r~にすぎないJ の意。

「空花Jは『般若経jなどの仏典に多く使われる仏教用語。

「侶」は.

“I児"0)

⑦ 

※ 

第 19段第4句

賀 |町 米 不 鉦

si35 a31 rc
h
E.l55 P山 31 mu33 

② 
~ 自1U' 罰11 訪日

si35 a31 rcheJ55 P山31 mu33 
③ 

自{昔 zEh1 巳 認11 認11

Si35 a31 rcheJ55 P山 31 mu33 
④ 

自佑- 3臼2巴 語11 司11

shil al nail bou3 mul 
⑤ 

自{昔 コEヨfi 語11 詩11

shoul a3 bei3 bou3 mul 
⑥ 

ゴtヨι i当ード 却11 部I1

〈大意〉

最後には全てなくなる(到決来都是一元所有)

実は全てみな無である(安一切皆元)

実は全てみな無である(安一切皆元)

実は全てみな無である(安一切皆元)

実は万事みな空である(突万事皆空)

①

②

③

④

⑤
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⑥ 実は全てみな無である(安一切皆元)

〈語釈〉

② 「阿米」の意味は.r一切.全てのJo(阿末:意思是“一切，所有的九)

④ 「阿末Jの意味は. r一切J.r全てのJo(附米意均“一切..“所有的..0) 

⑤ 「阿米不無Jは.ペ一語で.何一つないことを指す。(阿末不元: I~I i吾，指一元所有。)

⑥ 「阿末jは.ベ一語の感嘆詞。「不無jは.r何一つないJの意味。(阿末:白活感吹河。不元:

・一元所有"的意思。)

⑦ 「主J(pie3)は (fvf)と読み.夢のこと。

第20段第 1句

有 之 j龍 長t 上 頭

ts山 33 na55 zm33 ci35 tou33 tm21 
② 

語11 * *<“認") *<“心" 認11 司11

tsm na55 z山 33
⑤ 

ci35 tou33 tm21 

ヨ11 * *<“認") * ("，心") 語11 司11

tsm33 na55 Z山 33
④ 

tc山 31 tou33 t田 42

語11 * *(・・認") 儲- 語11 司11

zhen3 zhil shi2 gel den3 nuol 
⑤ 

認11 コ臼包 主lヨL 却11 部1(“頭") 訓(“上")

zhoul zhil shi3 gel gou3 nuol 
⑥ 

* 
3日3二 3H 包 filll * 訓(“上")

〈大意〉

① 風景を楽しむことができる人は多いが(能移賞玩景色人員多)

② 美しい景色を観賞する人は多い(賞玩欣賞良辰美景的人多)

③ 景色を観賞する人は多いが(賞玩景色人員多)

④ 風光長物を知る者は多い(有之訳景人余多)

⑤ 金と勢力のある時は友人が多い(有銭有勢朋友多)

⑥ 知識のある者が以前は多かった(有知以的以前多)

〈語釈〉

多

tce35 

* 
tce35 

* 
tce35 

* 
ji2 

* 
ji2 

* 

④ 「識景Jの意味は.r景色を観賞するJこと。「上頭Jは.意味はj英語の「上頭」と近く.風光

名物を鑑賞する「上頭Jな人は多いということ。(1兵力1:: :意先“2主張"。上決:怠与双i吾“上~.. 

相近，在賞玩凡光妓物“上失"的人多。)

⑤ 「上頭多.上頭少Jは.r頭上多.頭上少Jとするべきである。両句の意味は.金や勢力がある

時は，友はとても多いが，心を知るといえる友はとても少ない.ということ。(上失多.←|二夫

少:1主改均失上多.失上少，附句的意思~当一小人姫子有銭有勢吋.他的朋友就彼多.但能修称

- 99-



1.山花碑注釈集成

得上知心朋友的就彼少彼少。)

⑥ 「之識Jは.r知識」のこと。「景Jは.ペ一語で (gel)と読み，語気詞。「上頭Jの意味は.

「以前Jo(・之現"， 即知玖;“景" 白i話波 (gel).i署笥i司;“上京; 意即“A人前11110)

第 20段第2句

但 守二 知 ，心 上

ti35 飴ou42 ZUl33 ci35 tou33 
② 

*(・・認，，)* * 部11 却11

ti35 tsou42 ZUl33 。i35 tou33 
③ 

*<“認")* * 部11 部11

ti35 tsou42 
④ 

Z聞 33 。i35 tou33 

* * *(・・認" 部11 訪11

dan4 yu2 shil xinl den3 
⑤ 

1t¥' 官f * (..~龍，，) {背 部11

dan4 yu2 shil xinl d03u 
⑥ 

借 借 *(“i苦境" iir 部11

〈大意〉

① 風雲の変幻を知る者は少ない(而知道夙云変幻的人少)

②心を開ける人はいない(推心宜限人倒快)

③心を開ける人はいない(推心宜腹人倒挟)

④ しかし心を知る者はわずかである(但子知心能凡人)

⑤真に心を知る者は希少である(真正知心却稀少)

⑤ しかし心を知る者はとても少ない(但是知心却彼少)

〈語釈〉

顕

tω21 

iUll 

tw21 

WII 

t山 42

却11

nuol 

部11

nuol 

認11

④ 「但子Jは.r他是(しかし)Jの意。(但子:即“但是"之意。)

⑤ 意味は漢詩と同じ。(意阿波i吾。)

第 20段第3句

楊 髄 我 静 姉ニ乙ユ 賛

ja42 fv33 。031 tsi55 khv55 tεJ44 
② 

借- 借 語11 自 司11 * 
ja42 fv33 1]031 

③ 
tsi55 khv55 teJ44 

借 借 語11 自 認11 * 
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認11
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ja42 fy33 1]031 tsi55 khv55 tv44 khy55 
@ 

f!? 借 認11 [3 司11 * 認11

yang2 fu3 ngo3 zhi4 ku4 zal ku4 
⑤ 

借 fij 認11 I~[ 司11 1tr 訪11

yang2 白3 ngo3 zhi4 ki4 da4 ki4 
⑥ 

調11 13 詩11 {昔 司11

〈大意〉

① わたくし械翻はここでも虚幻の心で虚幻の世界を讃える(我柄欄在法盟也是周虚幻的心実質美

虚幻的宇宙)

② わたくし楊蹴は空によって空を鍛える(紡自ili我以空費空)

③ わたくし楊制は装によって益を讃える(蹴ili我以空費空)

④ わたくし楊献は空によって空に対す(級自iIi:JJl;乃空対空)

⑤ わたくし楊制iは差によって差を讃える(附ili我以空費空)

⑥ わたくし楊蹴は空によって空を讃える(締自ili我以空費空)

〈語釈〉

② 「緯Jは. r用(~を用いて).傘(~で)J の意味。舌と掌に従い，舌を使い話すことによって

「用」と「牟」の意味を表している。(総.表示“用.傘"的意思o JA舌JA掌.以用舌悦活表示

“周"和“傘"的意思。)

@ r緯Jの意味は. r掌(~で)J. rm (-をJflいて)Jo r賛Jの意味は. r~に対してJo (称:怠

均“君主" “m"。按:意均“対"o)

⑥ 「総Jは，白文の形声字で.語気調。音はあるが意味はない。「空賛空」の意味は，空明な心で

幻のような世界を賛美する.ということ。(総:是白文的形声字. i吾足元i司.有声元意。空償空:

其意思是以空明的心実費美空幻的宇宙。)

⑦ 「詳」は (nei)と読み. r~ と以てJ の意。「賛J は (aod) と読む。

第20段第4句

寄 天 j座 地 角

② 
旬i31 xe55 kv35 tci31 kv44 

自11 認11 * 部11 詩11

包i33 xe55 kv35 旬i31 kv44 
③ 

WII WII * WII 部11

tci31 xe55 kv35 旬i31 ky44 
④ 

WII 訪11 * WII 詩11
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pou3 hei4 bil ji3 gvl 
⑤ 

*<官")自11 部I1 却I1 認11

pou3 hei4 yal ji1 yul 
⑥ 

認I1 罰[1 借 部I1 * 

〈大意〉

① このようにこれを天のはて地のはてまで届けよう I(就迭梓把官寄到天涯地魚肥1)

② 天のはて地のはてに届ける(寄天極地魚)

③ 天のはて地のはてに届ける(寄天涯地魚)

④ 天のはて地のはてに届ける(寄天涯地魚)

⑤ 天のはて地のはてに届ける(寄天涯地舟)

⑥ 天のはて地のはてに届ける(寄天涯地魚)

〈語釈〉

⑥ 意味はこの山花詞を天のはて地のはてに届け，長く伝えよう.ということ(意思就是把迭篇山

花河寄往天涯地魚，使之侍久侍退。)

-102一
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n.ベー曲台本集成

1.研究の目的と方法

ペー曲 <1大本曲J.1本子曲J)は 漢民族の宝巻や戯曲がベ一族居住地域に流入し.ベ一族化し

た語り芸であるが.その成立は不明な点が多く，唐代.宋代，明代の各説が主張されている。現存

するもっとも古い台本は.1青・光緒年間(1875-1908年)に書写された『柳蔭記J(漢民族の梁祝

伝説を題材とした語り芸). 1陳世美不認前妻Jなどである。

「大本曲Jは. 1大きな台本 <1本子J)の曲」である。一本の台本は演唱に 2-3時間を要する長

大なもので.現在. 148話が確認されている。「大本曲」の演唱の仕方は.3つの流派-7.耳海西岸の

大理古城以北の「北腔J.古城南部の「南腔J.i耳海東岸の「海東腔Jーに分けられるが，なかでも

洞海西岸の「北腔jと「南腔Jが中心をなしている。演唱は漢民族伝来の語り芸のそれを踏襲し

「詩J.1白文(散文)J. 1唱詞Jの部分からなる。「詩J.1白文Jは全くの漢語で語られ. 1唱詞」の

みがベ一語によって歌われるが，これに対応して文字テキスト(台本)も.前者は漢文であるが.

後者は漢字を用いたペ一語表記一基本的には借字・認11字・音仮名を組み合わせた司11字主体表記ーに

よって記される。

一方.大理の周縁に位置する剣JIIの「本子曲Jは. 1大本曲Jに比べ演目数も少なく.一話の量

もあらすじのように短いものが多い。また.演唱の仕方も. 1詩J.1白文(散文)Jはなく.すべて

「唱詞Jからなり，そのほとんどが歌会(歌垣)などで用いられる曲調ーペ一族調ーで歌われる。

台本の表記は音仮名が極端に多い音仮名中心表記によって記される。また，石宝山の歌垣(歌会)

などで掛け合われる歌の一部にも組み込まれたり，問答形式で歌われる場合があるなど，文字を介

さずに流通している口調の歌との交流も大きい。

j耳海周辺のベ一族の語り芸「大本曲Jの文字テキスト(台本)は基本的に訓字主体表記で記され，

「本子曲Jのそれは音仮名主体表記で記されている。また. 1大本曲Jの中にあっても.その中心部

( i.耳海西岸の北腔，南腔)では訓字表記が多く.その周縁に位置する沼海東岸(海東腔)では訓字

主体表記とはいいながら音仮名使用率がかなり高い。さらに周縁に位置する剣川の「本子曲」は音

仮名主体表記である。

こうした表記のありょうは.すべて一字ー音の音仮名で表記された記紀歌謡の表記.またその編

纂資料となった古事記の原資料の表記.古事記の訓注をはじめとする音仮名による施注，あるいは

人麻呂歌集略体歌・非略体歌・作歌と一字一音表記に近い万葉集第三期以降の表記との関わり等の

日本文学の諸問題を考えるうえでも有効なモデルになると思われる。

ペー曲そのものの書記法を中心に資料を整理した研究は.張錫禄・甲斐勝二主編『中国白族白文

文献釈読j広西師範大学出版社. 2011年がその到達点を示している。同書には「梁山伯与祝英台

(中集)J(1柳蔭記」とも)が収められているが，これは湾海西岸の北腔の中心的歌い手越歪鼎氏の

所蔵する台本を底本として国際音声記号と中国語訳を施したものである。その価値は充分に認めら

れるが，ただ.述べてきたような研究目的からすると.未だ同書のレベルでは不十分である。つま

り.越杢鼎氏所蔵の台本と • j.耳海西岸の南腔の歌い手楊輿庭氏の台本，さらに楊興庭氏の父であり
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師匠であった楊漢氏の台本. 7.耳海東岸の楊正華氏の台本はそれぞれ，異なる部分があり.また.剣

川の台本曲はほとんど一字一音の音仮名で記されたり，台本を用いずに歌掛けの一部として歌われ

たりと.さまざまな差異があるのである。こうした差異に注目しながら.書記法と口頭で歌われる

歌の関係を考察する必要があるのである。

そこで本研究は. r中国白族白文文献釈読j所収「梁山伯与祝英台(中集)J(趨歪鼎氏所蔵「相1I

蔭記〔イ)J). i二，山伯染病思英台 英台閥単救山伯(山伯病となり英台を思い 英台処方婆を書:

き山伯を救う )Jの一部を選択しこれに対応する数種のテキストを採集した。その結果，既に刊

行されているテキストである楊漢氏旧蔵「柳蔭記J.越歪鼎氏所蔵「柳蔭記〔ウ)Jの他に. 2011 

年のフィールドワークによって.越歪mt氏所蔵「柳蔭記〔アJJ.楊興庭氏所蔵「柳蔭記J.楊正華

氏所蔵「柳蔭記J.剣川本子曲「月里桂花Jを採集することができた。(なお. 2012年フィールド

ワークにおいて.剣川本子曲「柳蔭記Jのテキストを採集できたが，本報告書には時間的余裕がな

く掲載できなかった。)次にこれらのテキストを集成した「ペー曲台本集成」を作成，その際，す

べての文字がどのように発音されるのか(訓なのか音仮名なのか等の読写方式)を付記した。

(遠藤)

2.ペー曲の起源一宝巻との関係について-

大本曲とは大理周辺のペ一族(白族)の口承文学で.歌と語りを含む。剣川地域では本子曲とも

いう。

大本曲には地域や歌い手ごとに「曲本」と呼ばれるテキストがあり.これは漢字を用いて記録し

た白語の歌と語りの台本である。大本Ilhは各種の祭事で披露される。主に一人が歌と語りを担当し.

もう一人が三線等の伴奏楽器を担当する。歌詞はペ一語とj英語とが混じり合い.故に漢字で記載さ

れてあっても，場合によっては 発音はべ一語の発音で読みあげたり歌ったりする。

大本曲の起源は.ペ一族土着の歌文化.例えば.現在石宝山歌会等で歌われるような男女の歌掛

けや，或いは.明代にまで遡る f山花碑jのような 7・7・7・5音のリズムをもっ韻文体と.漢民

族の文化.例えば，唐代・明代に遡る「変文Ji宝巻」などの仏教関係の説唱(語りと歌)文芸と

が出会い溶け合う中で発展してきたものである。

従って.大本曲の起源を考える場合には.漢族文化の影響をたどる道筋と.ペ一族土着の文化を

たどる道筋とがあることになる。前者は.特に仏教の影響を強く受けており，後者は.無文字文化

である日永文化の影響を受けていると言える。前者の場合.仏教だけでなく，そこから派生して発

展した漢民族の様々な説11品文芸.戯曲や地方の語り芸なども含まれる。ここでは前者の.特に宝巻

と大本曲との関わりについて述べてみたい。

宝巻とは.説唱文芸の一つで「善男信女の聴衆を前にしての f宣巻Jとよばれる実際の演唱を予

想して作られるものJ(滞田瑞穂『中国の庶民文義一歌謡・説唱・演劇-j東方書:脂. 1986年)で

あり.唐代の俗講に使用された変文.つまり.文字の読み書きができない民衆のために仏教の教え

をやさしく説く際に用いられた語りものの文体の流れをもっ。
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宝巻発生は明代初期と考えられる。この「宝巻Jという名称は，津田瑞穏によれば「これはほぼ

明代中期以後に漸次に固まってきた名称らしく.当初からすべてが宝巻と称して行われたものでは

ない」らしい(浮田瑞穂 f増補宝巻の研究j図書刊行会. 1975年)。

津田同書によれば，明代の宣講宝巻.いわゆる宣巻の形式は「はじめに焼香して十万諸仏の来臨
ひょうびゃく

を奉請し念仏唱和し俄主が出て表白し，五字句・七字句の{易(※引用者注…仏の教えをほめた

たえる韻文体の経文で 多くは読経の最後の唱える)を念ずる」というもので.これが「古い宝巻

の典型」であるという。このような宗教的な形式は大本曲にも見られ，例えば. i寅唱前に香炉壇を

設置したり線香を立てたり.また花を供えたりする(董秀団『白族大本曲研究j中国社会科学出版

社. 20日年)。

宝巻の内容は.仏教や道教の教義を説いたもの.主人公の修行と成仏の因縁を語るもの.各種民

間宗派の布教用のもの.小説や民間伝承などの物語を題材にしたものなどがある。津田前掲舎は様

式の面から五種，つまり〈科儀巻/説理巻/叙事巻/唱曲巻/雑巻〉にわけているが.例えば.叙

事巻と唱曲巻を見てみると.叙事巻は「神仏仙真の本生本録をはじめ.民間のー普男・ー善女人が，

現世の苦銀を克服して成仏昇仙するまでの経緯を叙した記伝的・小説的結構をもっ作品Jであり.

孟萎女や祝英台などの民間の説話を題材としたものはこの種に含まれる。そして. I唱曲巻は「宝巻

はその構成上.散文と韻文の交互使用を本格とするが.中には歌曲だけから成る和讃式のも見ら

れJている。

宝巻の歴史的変遷であるが.明代以降は盛行時代と沈静時代を経るが.清朝による民間の邪教一

掃と.それに伴う清朝の方針を説く教化主義に宝巻は影響を受け，次第に宝巻は宗教性が薄れ通俗

性と道徳性を増していく。これを境として.それよりも以前を古宝巻時代.以後を新宝巻時代とい

う。新宝巻時代からは，内容は宗教的なものから文学的なものへと移っていき 民間の伝説なども

宝巻へ取り込まれていく。それにより.宝巻を説く宣巻の職業化・芸能化が進むことになるが.こ

れは.大本曲の歌い手である歌師の専門性や芸能性と関わるところであろう。

f珠塔宝巻jは.弾詞から改作されたものであり.民国期に入り作られた宝巻の中には. r絵図姉

妹花宝巻jのように当時一世を風廓した映画を題材に作られたものもある。また.元.明代には宝

巻は神仙故事や民間故事.或いは歴史故事の類にも広がった。

ちなみに.弾詞とは，明.i青時代に流行した口承文芸の一つで.主に揚州.藤州.長沙，桂林な

どの南方で流行し. i南詞」ともいわれる。三弦，琵琶などで弾き語りされ.曲調や歌い方には地

方ごとに特徴があり 各地の方言で歌われる。

宝巻の形式は.主に三種の文体によって成り立っている。古宝巻を例にとれば.①講説の部分で

ある散文.②節をつけて吟じ.七言・十言で.1昂も含む韻文.そして.③曲調名をもっ曲子からな

る。例えば，古宝巻の場合.散文は多くは冒頭にあり.節は伴わずに講説する部分であり.これを

「白文」ともいう。「蓋聞 」などの言葉で始まるが，例えば崩採決乗宝巻』では「蓋聞大蔵教中。

参出一歩功案。百万行門白人所参Jとある。備を含む韻文は同じく同宝巻では「玄妙無生話 線事

全不室参透早明心撒手無牽掛Jとあるo
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このような宝巻の文体形式は.大本曲の文体形式と近い。張錫禄・甲斐勝二主編『中国白族白文

文献釈読j広西師範大学出版社.2011年所収「梁山伯与祝英台」から大本曲の形式を見てみよう。

「一.t乙旧誼山伯坊友 Itt真情英台食吉Jの冒頭の形式は下記の通りである。

山伯【i寺]:三年波有在学堂，

毎日間心倣文章。

若凡手折月中桂，

一挙成名天下拐。

[白]:小生梁山伯是也。祖鯖江南苑;州府I~ト北尚人氏。父来去世得早.多家母来抗非.供

姶試:工r~o 上元兄下元弟。在杭州t支持三年.与祝英台賢弟情投意合，我二人姑Jl J')

生死之交。如今高汗学堂不覚半裁有余。思想起来.好不収傍人11内。

[1I1~] : 1 自Mtl:学堂回如.

2 岨何本双心伺米。

3 英台双我活本戸i.

4 未知是突須。

ここには三種の文体があり，まず「詩」とされる七言詩の韻文，次に「白Jとされる語りの散文.

そして「唱Jとされる 7・7・7・5音の音数律で繰り返される歌の詞章がある。「詩」は演目の官頭

にあらわれるのが特徴である。 r中国白族白文文献釈読j所収の大本曲.例えば「火焼磨房」でも.

[i寺】:人到中年万事休.

七旬来人能凡秋。

氾得少年騎竹弓.

看看又是包失翁。

七言詩の形式が見られ この「詩Jのあとに「白Jとされる語りがはいるのが大本曲の形式であ

る。

また，表現方法の形式として.歌や諮り以外に. i調」というものもあり，例えば『中国白族白

文文献釈読j所収「火焼磨房Jの末尾には以下のような「諭Jが付く。

[i雨]:図困図凶真岡困，柴隼富貴丙双全。倣人今日囲図后.平安泣百年。

印刷とあるので.旋律にのせて歌うのではなく 声に出して唱えるというのに近いと思うが.

ω
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7・7・7.5音の音数律になっているので.r唱jの詞章に見られる音数律と同じように見える。

(飯島)

3. r梁山伯と祝英台Jとぺー曲

「梁山泊と祝英台J(以下「梁祝Jと略す)は.r孟萎女Jr牛郎織女Jr白蛇伝Jと並ぶ中国四大

民間説話の一つである。その伝承の淵源は古く，宋・張律 f乾道四明図経jに唐・梁載言 f十道四

蕃志jを引き「義婦祝英台.梁山伯と家を同じくす(義婦祝英台与梁山伯同家)Jとあるのが.現

在確認できる中では最も早い史料である。明・張時徹『嘉靖寧波府志jは.その伝説を次のように

語る。

普代 (4世紀)に梁山伯.字は処仁という人がおり.会稽に住んでいた。若い時に遊学しそ

の途中祝氏の子と会い，共に学んだ。三年して祝が先に帰り.その二年後に山伯が帰った。(祝

の故郷である)上虞を訪れて初めて.祝が「英台」という名前の女子であることを知った。山伯

は戻って父母に(英台に)求婚したいと告げたが.その時英台はすでに郎城の馬氏に嫁ぐことが

決まっており. (英台との結婚を)実現することができなかった。山伯はそれから鄭県の県令と

なったが.病気となり亡くなってしまった。彼の遺言により山伯は都城の西の清道源に葬られた。

翌年，祝は馬氏に嫁いだが.舟が墓所を通り過ぎようとすると.風で波だって前へ進むことがで

きなかった。英台はそこに山伯の墓があると聞き.家の前に行って哀しみ嘆くと.地面が裂け英

台はそこに飲み込まれた。馬は役所にこのことを届け.この話は朝廷にも伝わった。丞相の謝安

は奏上して(その墓を)r義婦家」とした。

梁祝説話の骨子は.①祝英台が女子であることを隠し梁山伯とともに学ぶ，②帰郷した英台を

山伯が訪ね，そこで英台が女子であることを知る.③相思相愛となるが.英台にはすでに親が決め

た許婚がおり.結婚できない，④山伯が死に.英台が山伯の墓に詣でると.地面が割れて英台は墓

の中に飛び込む. というものだが.戯曲や宝巻などの題材として多く用いられていく過程で.話の

内容も多種多様に展開していった。例えば『英台宝巻J(早稲田大学風陵文庫所蔵)では.山伯と

英台は冥府の閤王の裁きで還魂し，めでたく結婚.念仏修行につとめたので夫妻は百歳の寿を保ち.

子孫も高官となって繁栄したというように.二人の死後の話が新たに展開していくものも少なくな

しE。

梁祝を題材とした戯曲の題名は『英台記Jr還魂記Jr同窓記jなど様々あり. r柳蔭記jという

のもその一つである。『柳蔭記jは四川省一帯の地方劇である川劇の代表的な演目でもあり. 1953 

年にはその川劇の『柳蔭記jが馬彦祥によって京劇用に改編され演じられた。

四川の南に境を接する雲南地方の梁祝説話が『柳蔭記jと題されることが多いのは.この四J11の

川劇が影響している可能性も考えられる。本書で資料としてとりあげたペ一族大本曲台本の中でも.

楊正華本と楊興廷本は表紙に『柳蔭記jと書かれている他，雲南文山のチワン族などでも『柳蔭
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記jと称されている。

1952年の第一回全国戯曲観摩大会で上演された川劇『柳蔭記j全十場は.以下のような内容と

なっている。

第一場:英台別家(祝英台が男装して杭州、|に遊学する決意を固める)

第二場:柳蔭結拝(杭州への途上で梁(1-1{白と出会い.義兄弟の契りを交わす)

第三場:書館談心(杭州にて山伯と共に学ぶ)

第四場:山伯送行(帰郷する英台を山伯が送る)

第五場:説媒許親(帰郷した英台は，親に許婚を決められる)

第六場:英台思兄(英台が山伯を思う)

第七場:祝荘訪友(山伯が祝荘に訪れ.そこで英台が女子であったことを知る)

第八場:四九求方(英台を思い病となった山伯を救うため.山伯の従者の四九が英台に楽を求め

る)

第九場:馬家逼婚(馬家に嫁がされる途上.山伯の死を知る)

第十場:祭墳化烏(英台が:墓前で山伯を弔うと.墓が割れ.英台はその中に飛び込む。二人の魂

は烏となって飛ぶ)

ペー曲の梁祝も一様ではなく.大本曲の中でさえ.北腔の趨壬鼎本 南腔の楊興庭本.海東腔の

楊正華本でかなりの違いがあり.さらには楊興庭本と.楊興庭の父の楊漢本とでさえ違いがあるこ

とは，後掲の資料の通りである。そういう意味では梁祝は古典でありながら定型に縛られず.なお

変化し続けている説話であるといえる。

そうした大小の差違が存在するが.ベーI出梁祝の一例として.本書で底本としている『白族白文

文献釈読J(以下『釈読jと略す)所収の『梁山伯与祝英台j中集のあらすじを見てみたい。中集

は，遊学から帰郷した英台を山伯が訪ねるところから始まる。(ちなみに. r釈読J所収の梁祝は越

杢鼎本を元にしたとされているが.現在越壬鼎が所持している台本と若干の文字の異同が見られ

る。)

ー:憶旧誼山伯訪友，吐真情英台食言(英台の妹を委りに来てくれという英台の言葉を思い起こ

した山伯は英台を訪ねる。そこで英台こそが女子と知り.約束通り英台と結婚しようと山伯

は喜ぶが.英台はすでに親の決めた許婚がおり.山伯とは結婚できないと約束を違える。)

二:LLJ伯染病思英台.英台関単救山伯(家へと戻った山伯は.英台への思いを断ち切れず病とな

る。そのことを知った英台は山伯を救うための薬の処方婆を書く。)

三:抑欝傷情赴地府.梁母痛失独児子 (111伯は英台と結ぼれないという悲しみからあの世へと旅

立ち.山伯の母は一人息子を失い嘆き悲しむ。)



II.ペーIlll台本集成

四:英台奔喪尽忠貞，芦1目吊孝吟祭文 (:JJi:台は梁家に行き，祭文を読み上げi戻ながらに山伯を弔

う。)

五:魂腕夜訪心不"1:1"，深情日思意雄平(山伯の魂が英台の夢枕に立ち.その苦しみを訴える。)

六:操閥迎親成泡影，梁祝化蝶天上飛(馬家は盛大な花嫁行列で英台を迎えに来る。英台は嫁ぐ

前に山伯の墓参りを願い出るが，許されない。)

七:梁祝化蝶永相随，天地共倒留万世(梁祝は蝶となって永遠に笥:り添い，天地は彼らを憐れん

でこのことを万世に伝える0)

これを見ると， r釈自売j梁祝・中集の内容は.前述の川劇の第七場から第十場に相当する。

本書は資料として特に英台が処方筆を番・くシーンを取り上げた。川劇では第入場「四九求方」に

相当する。ただ， 1951年に華東戯曲研究院越劇実験劇団が北京で公演した梁祝は全十三場だが.

「四九求方Jに相当する場面はないなど.必ずしも全ての梁祝で語られるシーンではないようであ

る。英台の処方鐘は.東海竜王の角などの薬剤十種を要する。具体的な薬剤は台本により差異があ

るが，基本的にはとうてい入手不可能なものばかりが並ぶ。

梁祝は漢族から流伝してきた説話であることに間違いない。しかしところどころベ一族の伝統

に沿った内容に変化している個所がある。特に英台が111伯の墓前で祭文を歌うシーンは，そこだけ

曲調や歌い方が変化する。それは.実際のベ一族の葬式で歌われる祭文と同じ形式であるという。

最後に余談だが.英台の侍女の名は「銀心Jであったり「人心」であったりする。例えば， r釈
読jは「銀心Jだが，京劇『柳磁記』や四川遂寧蓮渓一帯に流伝している『柳磁記J(周静諮:主編

『梁祝文化大観・故事歌謡巻j中華書局， 1999年所収)，四川花鼓の f梁山伯祝英台新歌書全本j

(銭南楊 f梁祝戯劇輯存j中華告:局， 2009年所収)などでは「人心」となっている。支青「歌劇梁

山伯与祝英台一談越劇『梁山伯与祝英台l川劇『柳蔭記JJ(周静香主編 f梁祝文化大観・学術論

文巻j中華書局， 2000年所収)によると.川JJUr柳蔭記jの台本では「銀心jとなっていたよう

であるから， r銀心」というのがペー曲だけというわけでは決してない。しかしペー曲台本では，

「人Jの意味を表す音仮名として「艮J字がよく使われる。これは「銀Jの略字で， i銀Jはペー語

の「人Jの音に近いためにそうした置き換えが起ったらしい。つまりペ一語では「銀」と「人」が

非常に近い関係を持っているo 梁祝の「銀心Jr人心」問題と直接的な関係があるとは思えないが，

不思議な偶然ではある。

(富田)
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4. ペー曲台本集成

J1f9i1 

一，音声記号は国際音声記号によって示したロ声調の 33は中平調.42は商|峰調(緊11侯).31は中

l俸調.55は高平調.35は中声調.44は次高平調(緊喉)， 21は次低平調(緊喉)である。

二，読写方式は，以下の4種類を基本として分類した。(詳細lは本書 i1. 111花碑注釈集成J1-4 

(12ページ)を参照のこと。)

①音仮名…漢字の音によってペ一語の意味を表す。(万葉仮名のような用法)

②詩11字…漢字の意味に従ってペ一語の音で読む。(訓読み)

③借詞(借字)…漢字の意味・音を直接漢字から借りるo (音読み)

@新字・自造字…漢字の筆画を増減して新たなべ一文字を作る。(国字)

資料においては，音仮名を「昔J.訓字を「訓J，借調(借字)を「借J.新字・自造字を「自」

と略した。

また，漢字の意味・音に関係なく字形のみを借りてベ一語を表す特殊な読みを「特定意義字」

(i特Jと略す)とした。例えば i.正Jによって. í~のなかJ ([XUI31]) を表す例などがこれ

にあたる。

三 4-1趨歪鼎本「柳蔭記J.4-2揚興庭本「柳i註記J.4-3楊正華本「柳i箆記J及び4-6蘇貴本

「月旦桂花Jについては 相当箇所の台本の写真を付した。また.i寅唱者.調査者，担当につ

いては各資料ごとに示した。
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II. ベー1111台本集成

4-1. i柳蔭記J一越至鼎本〔ア〕

i ~qpl筑J己」を i山11:1する越壬\111氏 (1.己)

[現地訓査]

i寅 11日 • J也壬~In (1942年生.大型市科州鎖作邑付。1958年大理文芸斡校卒業)• 

調査 ・1;1.凹美村江 ・岡部隆志 ・遠藤緋太郎 ・張錫禄 -張正軍 (jillfilu.2011年 8月12日.於大翌Il

市将州釦作巴付組壬mi宅
[資料作成]

翻~ニ ・ 71・ Jif記号i伝写 ・ 漢語訳 ・ 読'庁方式: ニE鈴(中国社会科学院民族研究所).李g:j巧 ("1火Lりた

大学少数民族31f古文学系 2009級)

日本語訳:;江田美智江

注釈 ・11m注:王鋒 ・iZ由美智江 -述藤耕太郎
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Jj-: ~} Jj;( 文 - 音FUss己り・ ・ ，J~文 i上釈 ・{布i主

1.1 ペー文原文 占EfT 提起屯 [i:;'I1I]山 2，3の 「 仰 はjUI15t山

?"{.)tiJe号 jlll、5thc'5thi42tchi31pi .'5 9.4と 12.1は j1ll44 thc・ロと"先み 目 本~IJ と l ;J: jlf凋が巡うの

~Jfri!Ïぷ #i: iιT 従起宅 みだが桝とされるちなみに札げは川thc42I 

2先写方式 ，JlI ，:111 HI' f'J' HI' 
と読む

i免dE128沢 ;災fi提起*s_
日本;苦g沢 火:iι?はii:をJ[足り上げた目

1.2 ぺ一文Jff.文 |列 IU! m注 iE [述必]nU! illJをfI¥''j-:で読んでいるが.槻Allt..ji:
3u FrサJas?寺n七じ宝 ロりー Iia "jc'lluc55ua44ua44 ( 1.2)では訓乍で [mi42ci42]と読んでいる この差は.

i失~J1t直次 同 IU! i自在任
この一旬がflI'ドを"1.(.、とする漢文脈か， ，JlI宇:ゃ1I仮名

"先方:方式 flr 111' f昔{首fI¥'
を'11.(.、とする1'，，，詩文脈かによっているだろう。fl1，ljJ
はここではiif'ドであり.持正E宮本は，~II [k033]になっ

i失;EZE，沢 ，J，ljlUhI羽i迂. ている その，llll を決定していくのは.偽ïE穆本のほ~;IIJ
日本認訳 Ilf，jlU!にi反をためながら， 「江J[kV35] (i泌がふた筋といったときの「筋J)であ

るように思われる ここは自認文脈にJうムl:JitJがない
ために i英文脈， fln:となった。

し3 ベ一文原文 J下 ヒ梁兄央:位!ニ [ヱ1・ニ"庇λJ・1γ (fニJは ff坊Jとすべき )

九ufV二J ・uマr"'コ巳 rう，.ー pc55sa$5lia42cOll 叫 mO日pc制 sa [WII] JJ;¥文 f:Q!...:Jは釈読では f:QH~j (saJJc lll3J) J 

i英J否直訳 n 1:梁兄 'lf: 辺! iお [i卓藤]f三JだけIT仮名を使ったのは.インタビュー

読写方式 Ht- m倫借1a' Ht- 1"i'・
にあったように， Ilüj欽の少ない宇を使うというfi:~1;\!に

よるか
i~~ã!ま沢 J下上梁兄!Jf:悲紡.

日本語ぷ n:伴祭兄悲しまないでください.

1.4 ペー文原文 l好 灯阿;年，ffJ {~ m， [J:] !"im一些 l:i/ty-;'i干n-，Iレ栴lil1i'i' 1-泌i丸閃此此

7干J~7a己分 tchcJ日1ω44a3 1b441~i日tw44pCJJ1 史上引j・・表示 l~i550 ( (1 ，1ftのある ーI~.lf ，;[tは ç.~.f~' の n・.
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漢語直訳 t!1f 得阿 i!f 危i得病 恥と側音の1・とが混同するため.ここの内IJJは|

読写方式 市11 音訓 認11 音音語11
n.jSSと表す。)

漢詩意訳 I肝到者帯怒生~M. [1川11)原文「灯Jは釈読では「到」。

日本語訳 児さんが病気になったと聞き.
[遠藤)[加料]は r-できるjというくらいの付属語。

5.3では借字で「得Jと表記している。こちらが白語
文脈.5.3がj英文脈である。漢文脈においては付属語

も1tr字で読まれるが.付-属請を音仮名でii己すことがこ

の一旬を白語文脈であることを指示し.その結果.直
前の p肝Jが訓読みされるということになる。楊興庭

本 (7.3)にも「登Jは見られ.それが直前の動詞|
(r生J)が音仮名であることを指示している。

[t山相]は.この一旬のなかで「灯J. r登Ji珂械に音
仮名として記される。変え字法の意識もあるだろう。

変え字が白語文脈を指示しているともいえる。

「利Jが二人称の尊称(悠)の音仮名として使われる

の は醐問肱川…m り吋
地域の楊正華本 (2.1)は. r脳J[n;:，3IJで二人称を表

し.略称は用いない。地域の方言差ということだが.
これは i英語の概念が I~I 語(二人称尊称に[n，jSS])を

作り(鋳直し).その白語を表す音仮名として「利J

はmいられるということ。これを音仮名として読ませ

るのは.地域的な統一感覚であろう。「利jが尊敬と
いう付属語的な働きを示すものであることにも注意す

べきだ。
i英語として表記しようのない付属語が背仮名で記され.1

それがこの一旬を白語文脈と指示することによって.

どちらでも読める漢字の読みが決定される。

1.5 ベ一文原文 l叫我心不安 {遠藤)i英語文脈であるから「心」は借字 [c山33]で

音声記号 tc;:，SSI);:，3Ic山33pu3Sa44 ~l~. される。

1英語直訳 叫我 心不安

読写方式 借訓 借{昔 m
漢語意訳 叫我心不安。

日本語訳 私の心は落ち着きません。

2.1 ペー文原文 想 要去看利 [1江田)r要」は本旬・ 3.4・ 7.2ではI)，OU判. 7.1では
t日EFτ~ヨ日コじ£てLF ca3II)，OU441)eJ21 a33n，j ・SS ω判と読み訓1.5.1ではj;:，SSと読み借字とされる。釈

1英語直訳 想要 去看悠
読は本句・ 7.1・ 7.2では1)，044. 3.4・ 5.1ではj;:，SSと読

読写方式 部11 W!I WII 認!I音
む。

[遠藤]r要」の読みを決定するのも.この句が漢文脈
1英語意訳 想要去看恕. なのか白語文脈なのかの差だろう。同IJJは地域の統
日本語訳 あなたの看病に行きたいのですが. 一感覚として音仮名である。人称代名詞も音仮名にな

りやすい。したがって「要J. r看jが訪11となる。「要J

はi英語に近い訓.r肴」は漢語と速い訓である。 I

2.2 ペ一文原文 弟格闘人双 [遠藤]r阿人Jをここでは訓字としているが.音仮名|

音声記号 tjSSkeJ3ScaSSn，j ・2lsua44泊 で「暇尼Jと表記する場合(釈読 12.3.2)もある。こ

漢語直訳 又伯附人 i見 の述いについて.インタビューでは.r附人Jと表記

読写方式 音音訓訓音
すると，慣れていない人は借字か訓字かどちらで読め

ばいいのか分からなくなってしまい.歌の発声に時間
l英語意訳 又伯外人悦. がかかるから.昔仮名で表記するのだと答えてくれた。
日本語訳 余人に何と言われるかが心配です， 訓読みには一定の慣れが必要だということだ。その慣

れはこの一句を白語文脈と読みとることなのだろうが'1

釈読(12.3.2)に「弟格暇尼双」とあるように.この
言い方(人に噂されるのが心配です)は.決まり文句
のようになっていたものと思われる。決まり文句は白
語文脈で発音するという意識も働いていよう。

2.3 ベ一文原文 英 台我白打古庄 【王]唱河中“自"哨作 tj21，有“只.只是"之意.与

音声記号 j山3Sthessl);:，31町内a32tcj3Stsua44 “自"元音文栄系.不痢.庇波ts"tSS0 (歌詞の「自」は
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1英語I直訳 英台我{故打市特 ti21と歌うと.rただ，しかし」の意味となるが.

読写方式 訓訓 訓音 借借 音 「自Jと音義関係はなく，不確かなので.t司SSと読む

1英語意訳 英台急得聞閉特.
べきだろう。)

日本語訳 英台私はいてもたってもいられず.
[遠藤]歌い手がここで「自Jを [ti21]と発音したの
は.前の句 (2.2)とのつながりとして. r人に噂され
るのが心配だから，ただ思い欺くのみ」という内容的
辿なりが;意識されたためであろう。歌い手の解釈が笑
際に記されている音仮名文字を乗り越えていくことが
あることを示している。

2.4 ベー文原文 汗 錯 帯 吐 弱 単 来 【富田]本句の「裂jJはjou44と読み訓.5.3 は j~SS

音声記号 khwSSkw31 ko44n~4~ou44taJSlc21 6.1・ 6.2 ・ 7.3 ・ 8.1・ 13.3 は j~3S. 7.1は j~44 と読み惜字

i英語直訳 汗 鈴 召F助i司弱 1'(1 ↑ とされる。「単Jは本句では ta3Sと読み訓.6.1・8.2

読写方式 訓訓語11 自 訓 訓 音
では ta44と読み借字とされる。

[遠藤]r~JJ r単Jはld'回注にあるように.訓.借字
I英語意訳 汗↑笥単姶帯喜子. 両様の読みが可能である。この一旬ではともに訓とな
日本語訳 兄さんに処方鐘を書きました. っているが，それはこのー句が白語文脈であることに

よろう。それを示すものとして. I~I 造字「吐J ゃjii:詞
[lc21]を表記する昔仮名「来」がある。音仮名だけで
なく.自造字も一旬の白語文脈を示し.結果.訓読み
が指示される。

2.5 ペー文原文 ~在生瀧香 [遮藤)r生」はi英語から泣い訓. r雄Jは漢詩から近

音声記号 町SStseSsXCJSSna21ca44 い訓。釈説 (2.5)は「生雄香Jを「銀難極」と逐語

1英語[在訳 実在活 jf~ 恭 訳している。白語で「とてもJという副調的な接尾訪

読写方式 借借却11 詩11 音
は. [ca44]と発音し [00伺，44]で「とてもOOJ
という形を取るのだろう。副詞的な接尾語が音仮名

謀語意訳 ~在瀧死人。 「香Jで記されることで. r生難香Jは白詩文脈である
日本語訳 本当に命冥加なお人です。 ことが指示されるが.それは同時に [X白SSna2Ica4'1]

「とても生きにくいJという決まり文句でもあっただ
ろう。

3.1 ベ一文原文 第 一 志 i毎 1t王 角 [遠藤]第二首以下. 7775形式。抑制は [a]。この処

音声記号 tiSS ji3S t04・IXC31 lu42 ua42 koJS 方婆の部分は.英台宝巻にも記されている。付

漢詩直訳 第一京海北王角 台宝巻J参J!K。

読写方式 借借 1fi:1昔借借借

漢詩意訳 第一京海北王角.

日本語訳 第一に東海竜王の角.

3.2 ペ一文原文 第二鍋・桃 iJL 一 千 [王]“干"庇均“紅"0 (r干Jは「佃:Jとすべき。)

音声記号 tiSS
国SSpha42tho42tcou3lji3Sku'l4 [官旺1]原文・ rtJLJは釈読では fi酉 (tc031)J. fi:JLJは

1英語直訳 第二 輪桃 酒ー 紅 「酒Jの俗学。原文「千jは釈読では「紅白a勾)J。

読写方式 借借借借借借借
【遠藤]rihJ. r干」は音仮名ではなく.借字として朋
いた漢字を簡略化したものであり.自語文脈を作る昔

:英語意訳 第二崎桃i酉ー紅. 仮名ではなく.漢話文脈を作る借学とすべきである。

日本語訳 第二に蛾桃i臨ひと謹 借字の簡略化。

3.3 ベー文原文 第二千年瓦上双 [富田]版文「双jは釈読 (3.3)では「霜 (sua44)Jo 

音声記号 tiSS sa33tchc33nc42ua31saSSsua44 

1英語直訳 第二千年瓦上箱

読写方式 借借 {ii2 借{昔借音

漢語意訳 第二千年瓦上箱

日本語訳 第三に千年瓦に積った霜，

3.4 ペー文原文 四要其林胆 【王1 ・・其林"庄J~ “麟麟"0 cr其林」は「麟麟Jとすべ

音声記号 司SSI).，(lU44tci211iw3Sta3J き。)

i英語直訳 四要麟麟胆
[官III]r要Jは釈読ではtSSと借字風に読む。版文

読写方式 借訓訓訓訓
「其林Jは釈読では「麟麟 (tchi42lim42)J。
【遠藤]この部分は浪認文脈で読むのが正しいだろう。

1英語意訳 四要戯麟胆。 したがって王注の指摘するように. r麟麟Jと表記す
日本語訳 l四つ自に戯麟の肝がいります。 べきであった。が，この字の画数が多いために. r麟JI
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を簡略化して「其jと記したのではないか。それに伴

い. r麟Jは「林Jで代用された結果，この一旬は白

語文脈かという認識が働き. r要」が訓で発音される

ことになったのではないか。 i英語文脈のなかにある借

字の附略化が音仮名を惣起きせ.結果.一句会体を白

語文脈で発音させてしまうことがある。

4.1 ベ一文原文 第五整金尾上毛

音声記号 tiSS U31 :)3S jy42 UC31 saSS m:>42 

漢詩直訳 第五整色尾上毛

読写方式 H¥' {-昔借借n¥' {-{~'借

i英語意訳 第五技生尾上毛.

日本語訳 第五に大i(!.の尾の毛.

4.2 ベー文原文 第六文子 m! 克 技 [1:r旺1]原文「文Jは釈読では「蚊J.版文「寛」は釈

音声記号 ti55 lu3Sv山142t司i'"'jc31khua331a33 説では n匡 (kua33)J。漢語直訳「挺挺(閤み)Jは

漢詩直訳 第六蚊 子 IIJ! 挺桓
「眠11医(まぶた)Jの誤りか。

読写方式 11¥' 借借借 {iT 背 音
[遠藤]r文Jは{昔字「蚊」の簡略化。「賞投Jの漢詩

ì!ÏíU~は「恒桓(阻み)J でよいのではないか。つまり，
漢語意訳 第六蚊子双眼目It ベ一語として. I恨むC31)の聞み (khua33Ia33)が脆な

日本語訳 第六に蚊の眼のまぶた. のである。身体諾棋は音仮名で書・くという書記法があ

るようだ。蚊の験を処方遣に入れるのはすでに英台宝

巻に見られるところであるから.本*はj英語であった

はずだ。が.それが身体語瀧であるために白話化し

釈読の n恨眠 (kuaJJ)挫J(借借昔)を続て.この越

主nn本 n恨寛技J(僻昔音). さらに揚興隆本で「為4・日
揃IJ(音音音)と表記されるというように背仮名表記

を求めることになったか。

4.3 ベー文原文 第七現 音 千 路 水 [.:El 
2日5EJ'dドヨa寸r;ロ勺 tiSStchi42kueJ33j山""ka.14111SSsue3J き。)

漢詩直訳 第七羽音"1:1'館水
[1川1I1原文「干路」は釈読では r-I:t鉱 (ka33IuSS)J。

続写方式 11¥' f昔借惜{!?借借
r7kJは釈読では cy3J，県l廷版5.1では cy33と説む。

[ill藤]r干路Jは「甘露Jの簡略表記。 i英語文脈であ
i英語意訳 第七現音甘露水. る。

日本語訳 第七に観音の甘館水.

4.4 ベ一文原文 八用白紙香 [.:E]“自糖香"不可解，・・香"或庇均

音声記号 pa3うousspeJ3Stha42ca44 而造成的別字。其他i勾↑本子也同此。 <r白梢香Jの意

I英語直訳 八用白 ;nlf 香 は不'!JJ. r香Jはあるいは「霜」とすべきで，誤読の

読写方式 {if 借借 自 {昔
ため造られた別字かもしれない。他の二つの台本もこ

こと同じ。)
漢語意fLR 八用白糖香。 ['I:r旧】原文「転]Jは釈読では「檀J。
日本語訳 八つ目に白糖の香。 [遠藤]釈読が「槌Jとするように，本*は「白檀香j

であろう。「檀J字の附略表記，あるいは誤写か。楊

jE革本 (4.5) は rl~l/ili: 香J. r唐」は「腕jの簡略表

ii己か。
5.1 ペ一文原文 第九 要 mw北 須 [遠藤]r要用J[j:>5SjouSSJは借字。漢詩文脈である。

音声記号 ti円。ou31joSうouSStch即日lu42cy44 7.1は白語文脈であり.訓読み[1)，:)44zyJI]される。

;英語直訳 第九要用背 l-e;須

読写方式 11¥' f昔 借借 11r 借借

漢詩意訳 第九嬰用背北須.

日本語訳 第九に背龍のひげが入り JlJで.

5.2 ベー文原文 第十直 付 光 失 架 ['/;r III] J.京文 r~J は釈読では「等 (tw31 )J。

音声記号 ti55司35t司35fy内lIa
44tw21tca44 [遠藤]釈読は「直付光等架J。楊正革本 (4.2)は

漢語直訳 第十真蜂骨~・架 iD立父l止光頭J(音音自音訓)。楊興底本 (6.1)は「父

読写方式 借借訓音背部11 訓
光頭J(音音訓)。蜜蜂をペー語「直で父tsJI35とfy表55といい.動
物名ゆえに音仮名で「直付J 記している。

漢詩意iU~ 第十蜜蜂骨~架. 「什Jはペ一語で kua4句山21 三本ともに音仮名(光)
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日本語訳 第十に蜜蜂の骨格. +訓(頭)と表記している。「骨Jという身体呼称で

あるから，音仮名表記になるか。統一された表記であ
る。

5.3 ペー文原文 十梓如鈎拾得金 [王]“如"字意文待考。 (f如J字の意味は後考に待

音声記号 S'}3SjaSS zy3Sj:>55tS:>~ltCJ35tshue42 つ。)"

1英諒I直訳 十枠 ? ~~技得全 [富田]原文「到Jは釈読では「能 (mw42)J。

読写方式 借借? {昔借借借
[遠藤]釈読は「能Jとするが.この越歪鼎本〔ア〕
では f~J で l間違いない。楊正務本 (5.1)は「薬単

i英語意訳 只要技芥十持事j. 十様薬斉全J。英台宝巻は「若有十棟真妙薬J。
日本語訳 十種の楽を全て集めれば. 「得Jはここでは音仮名「灯J(1.4)ではなく，借字

になっている。漢詩文脈だからだろう。

5.4 ベー文原文 起 死 回生 揚

音声記号 tchi31司32XUC42S山33tha33

漢語直訳 起 死回生湯

読写方式 借 借{昔借{昔

漢詩意訳 (就是)起死回生湯。

日本諸訳 起死回生のスープ(となります)。

6.1 ペ一文原文 奔好訪単*到引 [遠藤}副薬の部分.楊正華・本にはない。

音声記号 khe33x:>3Ij:>叫a44khe33j:>3う凹31

1英語直訳 汗好訪単*弱引

読写方式 借借借借借借借

i英語意訳 汗好・笥方Tf・釣引.

日本語訳 処方築の次は悶j薬を書きます.

6.2 ペー文原文 三梓~I.j引配魯他 [王]“魯"庇1~ “抗九 (f魯J は「拠J とすべき。)

音声記号 sa33jaSS t3S jw31 pheS51031 tha33 [官回]原文「魯Jは釈読では「披J. 原文「他Jは釈

1英語直訳 ニ 梓 到 引 配 挽 他 読では f~J。

読写方式 借借借惜借借借

1英語意訳 ニ梓翠i引再配上.

日本語訳 三種の副薬をそれに合わせます.

6_3 ベー文原文 公 湾 蛋 利 老 母 乳 [玉]大理海西-{W称“公消"均 tKuGss3p5P山33335.枝先特殊.

音声記号 tuSSpw33se32刷・55b21 m:>33pa42 来源待考。其他各地白族都称1>JkC35p:>35 (直母方

1英語直訳 公 渇 蛋 和 虎 母 乳
公")0 (大型のi耳海西岸一帯では「公鶏Jを佃SSp即 33

読写方式 訓訓訓背音訓罰11
と読む，やや特殊であり.来i原については後考を待つ。
その他各地の白族はみな ke3Sp:>35と読む(直訳すると

漢詩意訳 公消蛋和老虎妨， 「鵡公J)。
日本語訳 おんどりの卵と虎の乳， [富田]原文「老母Jは釈読では「老虎J(b3Im:>33)J。

[遠藤]f利Jは2.1で[o，iSS]と発音し.ご人称尊敬
認の音仮名として用いられていた。ここでは. f-とJ
という助詞の音・仮名として用いられている。

「老」は.白語文脈であり.虎を指すペー語 [b21]

の音仮名表記である。なお.南詔国l時代の応詔詩で

「虎Jは「波縦Jと表記されている。

6.4 ペ一文原文 相主 鎖心干肺 【王]“干"庇1-1"}}f"o (f干Jは「肝Jとすべき。)

音声記号 thb44SU033ci3Ska3Sphia44 【富田】原文「挑鎖Jは釈読では「跳畳 (khua33ci44)J. 

1英語直訳 跳 蚤心肝肺 原文「干」は釈読では「肝J。

説写方式 音 音訓訓訓
[遠藤]釈読 (6.4)は「跳蚤 (khua33ci44)Jとして訓

読みしている。ここは音仮名「挑切りを用いて. 1英語
漢語意訳 挑蚤心肝!日I。 音で読むことを指示している。音仮名でt英語音を指示

日本務訳 ノミの心臓・ JJ干・肺。 する(例えば「身体Jという漢字に. しんたいとルピ
を振るような感覚か)ことがある。

7.1 ベー文原文 塘裂j 要用真朱君 {王]“真朱"庇均"珍珠"0 Cf真朱」は「珍珠Jとすべ

音声記号 ta21j:)制加制zy31tsw判同町。，/5 き。)

1英語[在訳 然歩j 要用珍珠尊 [富田】原文「塘Jは釈読では「打 (ta31)J. 原文「真
朱Jは釈読では「真珠〔白山33tsy33)J。
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読写方式 訓訓訓訓借{昔音 [遠藤)r要用」について.ここは訓字[∞判zy31]。

漢詩意訳 熟到要}日珍珠餓. 5.1では1{~字[j:l55jou55] 0 5.1は漢活文脈であるのに対

日本語訳 薬を煎ずるのに真珠のつぼが嬰り.
しここは白語文脈である。原文「塘Jを釈説は「打
(ta31) Jと表記するが. [ta21]はさまざまな動詞を表

す「する」という動詞であるために.一句は白語文脈

となったか。

7.2 ペ一文原文 ~保要汝 lb 1.摘干 【王]..弓11白干"庇均“珂瑠紅"0 (r馬脳干Jは「璃瑞

音声記号 yw33p:l31即 U44zy31ma31 n:)31 ka44 紅jとすべき。)

I英語直訳 喝 包要用珂瑠虹 [富田]1JR文「弓脳干」は釈読では「珂璃干」。

読写方式 訓音訓音借{昔借
[遠藤]r弓脳干jは借字の簡略表記。

ここで [noとu音叫Z仮y31]は.前句「要用Jではなく.r要
i英語意識t喝吃要I日珂磁紅. 汝jとWII 名で表記している。なぜ「用」を

日本語訳 薬を飲むのに璃瑞の誕が要り. 「汝Jと変えるのか。「弓腕干」が借字であるため「要
用Jをi英語文脈で読んでしまうというミスを防ぐため

か。あるいは変え字法によって. 目移りを防止したか。

7.3 ベ一文原文 金 1it 王女米 j品夢j [富田]版文「女Jは釈読では自造字の「瓦〔息子I)J。

音声記号 tcw44thu42jy55mj31 le42uc44 j:)3S 興廷版4.4でも「玉女(jOU3Sn，y31) Jと読んでおり.

I英語直訳 金量玉女来 j昆到
「女Jをmj31と読むのは訓読か?

読写方式 借 {if 借借1l~借{昔
[遠藤]ここは借字で読むべきところだろう。

j英語意訳 金童~E女来j昆#J.

日本語訳 金輩玉女が薬をj品め.

7.4 ベ一文原文 倣一日而干 同 I羽 町 倣 " 按 借 同 協 法 山u日制按 l

2臼包オJnマ弓fle-口勺. 町55j e5khou31 CJ42ka 44 訓 i実.波メ~ t司55 メ~jìì司。(歌詞の「倣J は借字と見

漢語直訳 倣一口而干
なせば. tsuo55と読む。ここは訓読と見なし.町"と

読写方式 W!I 11¥' f昔借 {if
読み.接続詞とする。)

[富田]r倣Jは釈読では俗U:l55と読む。
i英語意訳 一日就l喝干。 [遠藤]r倣Jについて王は訓読町"として「就Jの|
日本語訳 一口で飲み干します。 意で解釈しているが. ?英語文脈であることからすれば.

釈読のように借字と解するのがよい。

8.1 ベー文原文 若凡此 到 不 見 校 {王}“放¥曲本原文i英作“校..0 (r効Jは.原文では

音声記号 却 o55fa42tsIr)3Ij:l35pu35tcc55c::l55 誤って「較Jに作る。)

j英語直訳 若 凡此到不見放 [富岡]版文「校」は釈読では「放J。

読写方式 借 fit: f昔借 11t- 1昔借

漢語意訳 万一此釣不見放.

日本語訳 もしこの薬に効果がなかったら.

8.2 ペー文版文 在有一計好単方 [王]“再"混作“在.. ・・剤.. ì英作 "~i" ・o (r再jは誤っ

コ日主二P吐 3ずヲ"コじ.仁'JL tseSSj・ou31j・・j3Stc:j・SSX:l31ta44fa44 て「在Jに.f剤Jは誤って「言f'Jに作る。)

1英語直訳 再有一剤好単方 【富田]版文「在Jは釈読では「再J. 原文 ri十」は釈

読写方式 借 Ht- 1背借1ft-借借
読も同じく「叶J。
【遠藤]r誤って」というより， f1t-字の簡略表記という

i英語意訳 迩有一剤好単方. ことだろう。「計」のように.その表記が一定の普遍

日本語訳 もう一つよい処方があります. 性をもっている。

8.3 ベ一文原文 活 j切寿坊ヲ;保格 {王] M坊"庇JOJ“房九 (r坊Jは「房」とすべき。)

音声記号 XU035tchi33sou55fa42mCJ32p:l31 kCJ35 [富田]原文「坊」は釈読も同じく「坊J。

漢語直訳 釘ー i奈寿屍ヲ;他似j 【遠藤]r坊」は借字の簡略表記。

読写方式 3日包 音借 11¥'訓音音
「保格Jについて.釈説は f't:口Jと直訳し. r一口」
と意訳している。楊興廃 (8.1)では「秀香花板賀盤

漢詩意訳 紅i奈梓{材英一口， 盆」で.直訳 r-買主副J(-訓音訓)，意訳「好好買
日本語訳 紅i奈の棺材を一つ ï~ い. 量II棺材板」とする。栂正華 (6.3)では「好舟板買堕

盆Jで.直訳「買主遡J(訓自音).意訳 r-二盟l好寿
材」となっている。「格J[kCJ3S]は棺を数える量詞

だろう。「保」は「それJというくらいの代名詞だろ
うか。この語順はペ一語に対応しているか。

8.4 ベー文原文 料旦 求日本当 [王]“里"庇方“理"0 <r里」は「理Jとすべき。)

[富田]r里Jは釈読も同じく「盟J。
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音声記号 li:JSSli3ItchouSSpwSSta44 [遠藤]r旦Jは借字の簡略表記。

漢詩直訳 料理好到IS 里 [pwSSta44]は「那旦(そこ)Jという意の指示語。指

読写方式 借借音音音 示語も音仮名になる。[旬houSS]は動調に後置する接

漢詩意訳 事先J佐各好。
尾語だろう。接尾語も音仮名となる。

日本翻訳 事前に準備をします。

9.1 ペー文原文 消 ↑ 地 向i把技看 [逮牒]第 9-14首は.ほほ借字であり. 1.英語文脈。

音声記号 tQhw3 1 bsstisSS'}SSpa3 1 fw42khass 梁山伯死後の伏線となる部分。もとになる戯曲や宝巻

漢詩直訳 消↑地卵把技者 の表現か。楊興庭本.楊正華本ともに，この部分は短

読写方式 借借借部11 借借借
く，この漢詩文脈の6首をもつことが趣丞鼎本の特徴

の一つになっている。
1英語意訳 消位地卵把技看.

日本語訳 風水町iに墓を見てもらいましょう.

9.2 ペー文原文 南山脚下好凡光

音声記号 na21 sa44tc:>3SQaSSx:>32fw33kua44 

漢詩直訳 南山脚下好夙光

読写方式 訓借 借借 借惜 借

i英語意訳 南山脚下好肌光.

日本語訳 南山のふもとがよい景色.

9.3 ペー文原文 都在 南山 大路 穿

音声記号 tsaSStseSSna42sa44taSSluSSpha42 

漢詩直訳 非在 南山 大路 穿

読写方式 借借借 1tl:借借借

漢詩意訳 葬在南山大路穿.

日本語訳 南山の大通りのそばに非られれば，

9.4 ベー文原文 英台好焼香

音声記号 j山144the42x:>31S::>44 ca44 

t英語誼訳 英台好焼香

説写方式 {背借借 11¥:借
漢詩意訳 英台好焼香。

日本語訳 英台が線香をあげます。

10.1 ベー文原文 梁兄死!舌我吊孝

音声記号 lia42cou44司31XOllSSIJ::>31 tbSSc:>SS 

1英語直訳 梁兄 死后 我吊 孝

読写方式 借借借 1:r借借借

誕語意訳 梁兄死后我吊孝.

日本語訳 梁兄の死後私はお悔やみに行き，

10.2 ベー文原文 実前祭鍵 i日記託

音声記号 liw42匂he42tciSSticSSlesslIa44Ua44 

漢語直訳 実前祭鍵 i自 在 任

読写方式 借{昔借 1W 借{背借

i英語意訳 実iiiJ祭実i目i王任。
日本語訳 霊前でi戻しつつ弔いましょう。

l乱3 ベ一文原文 回友部部凡件事

音声記号 xuc42fy3Sk::>44b44tcel旬CSSS'}SS

1英語直訳 団主喜子部凡件事

説写方式 借借訓訪11 借借借

1英語意訳 間支帯喜子凡件事.

日本語訳 兄さんにいくつかお返事します.

10.4 ペー文原文 前 i青 l珂 明 双 [遠藤】「双Jは3.3では「霜」の官・仮名として用いら
れている。
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音声記号 tcheJ55旬heJ
55meJ21mCJ21 sua44 

i英語直訳 消 i青 明 11)1 悦

読写方式 ヨ11 市11 ヨ11 認11 ヨ日包

i英語意訳 明明白白悦。

日本語訳 はっきりきっぱり百いましょう。

11.1 ペー文原文 早来三二日我是主

音声記号 tS:>311c42sa33司3SIp31町SStsy31，

i英語直訳 早来三日我是主

読写方式 借{昔借借訓借借

i英語~:訳 早来二日我是主.

日本語訳 二日早ければ私が主となり.

11.2 ベ一文原文 返来三日我丸l 実

音声記号 tslr)421c42sa33司351):>31ue42piw判

i英語直訳 退来二日我メJ 実

統写方式 借 11¥'借借lUll fW 借

i英語意訳 退来三日我均実，

日本語訳 二日遅ければ私が客となりましょう.

11.3 ベ一文原文 司 ~~f 本是我心愛 I仙 4で川町)Jは…ここは

音声記号 k;)44k;)44pw31 S'}551):l31 c山 33eS5， i英語文脈なので借字 [cW33J。

漢詩直訳 寄 司本是我心愛

説写方式 借借借借訓借借

i英語意訳 ミ芽帯本是我.c.、愛，

日本語訳 兄さんこそ私が心から愛する人で.

11.4 ペー文原文 弓 Ifl 眼 中 n {沼田]f馬甲」は「馬家Jの誤りか。

音声記号 ma3ltca3Sje3ltsou44ti山判

j英語直訳 弓 Ifl 眼中灯

読写方式 借借借借借

i英語意訳 弓甲眼中'H。

日本語訳 馬甲がかたきです。

12.1 ベー文原文 英 台就是勾回鬼 [王】“回"底え1・・魂二 (f回」は「魂jとすべき。)

音声記号 j山“the42tcouSSS'}5Skou44xue42kue31 (1:f田】原文「回jは釈読では「魂 (XUi42)J。

i英話直訳 英台就是勾問鬼 [遠藤】「回Jは借字の簡略表記。借字の簡略表記と音

読写方式 {哲・{昔借借・{昔借借
仮名表記は.漢字の仮借用法という点では同じだが.

それがペ一語発音を表すのが背仮名， 1英語発音・を表す
i英語意訳 英台就是勾魂鬼. のが借字の簡略表記ということである。

日本語訳 英台はもはや魂さまよう幽霊で.

12.2 ベー文原文 多灼就是寄人精

音声記号 ti 咋4ma44tcouSSS1SsxeSSzw42tcw44

i英語直訳 参妨就是寄人精

読写方式 借借借借借借借

l英語意訳 多鈍就是害人精.

日本語訳 父母は人を害する物の怪です.

12.3 ペ一文原文 秀 坊是我真地育 [玉]“秀坊"Jw，共1・・携厨"0 <f秀坊Jは「締局Jとすべ

音声記号 。ouSSfa42S'}SSI):l3Its山44ti44ju3S き。)

i英語直訳 焼防是我 tt地育
(1:r田】原文「秀坊」は釈読では「秀房 (COSS白42)J，

読写方式 借{ 昔借訓借借借
原文「地育Jは釈読では「地獄 (liSSjo3S)J。

[遠藤]f育Jも借字における簡略表記。釈説が「地
i英語意訳 携房是我真地獄， 獄jとしているように， f地育」は漢語を表している

日本語訳 部屋が私の本当の地獄で. のであり，ペ一語を表しているわけではない。

12.4 ベー文原文 我是血河坑 {王】按働教〈血河径)，閉司奈何緋下有血河.有罪輩

之人被打入血河内.終日受苦刑。又名“血河坑・¥“血
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音声記号 1)03 I S'}SSSU回3SX042khw33 河池"0 (仏教の rlflLi可経jによると.地獄の奈何楠の

漢語直訳 我是 Jfn 河坑 下にllILの河があり. VJ!のある人はJfiLの河に入れられ.

読写方式 借借{昔借借 一日中質め苦を受ける。「血河坑J• r血河池Jともい

;英語意訳 我是血河坑。
う。)

[遠藤)r我jはこれまで(1.3.2.3日・12.3など)訓と
日本語訳 私はJIIlの池地獄(いるようなもの されてきたが，ここでは借字とされており，疑問。な

です)。 お，釈読はここのみ [U031](借字)としている。

13.1 ベ一文原文 ニ 更 歩 盟 問 国 会 {王1・・国"陸方“闘"0 (r困Jは「聞Jとすべき。)

音声記号 sa33k回44mUlsSli31thua42juc42xucss [1吉田]原文「閉国会Jは釈読では「閉間合

漢詩直訳 三更歩・盟国闘会 (t遠hu藤e4]2ju142XU355〕J。

読写方式 借 i昔 11¥: 1昔{昔借借
[~iJM) n事IJは「聞Jの簡略表記。

漢詩意訳 問問只可在捗旦.

日本語訳 会えるのはただ夢の中でだけ.

13.2 ベー文原文 除非一世得成 来 [遠藤)i英語文脈のなかでは. r得Jも音仮名ではなく

音声記号 tshy42fc33CJS5S'}SStCl3StshUl42tchul33 借字となる。 5.3と同じ。

漢語直訳 除非二世得成 来

読写方式 借借借借借借 借

1英語意訳 来世才能成夫妻，

日本語訳 来世でしか結ばれない.

13.3 ベー文原文 妙到仙丹・利光益 [遠藤]釈読では「利」を音仮名として「也Jと直訳

音声記号 mioSSj03Scc33ta44Ji5S vy42 WS している。ここでは借字としているから.r効き目J

i英語直訳 妙到仙丹利元議
というくらいで「利Jを解釈していると思われる。こ

読写方式 借借借借{昔{昔{昔
の一句が1英語文脈であるからだろう。ただ，意訳で

「也Jとしているところからすれば.音仮名かとも思
漢詩意訳 妙諦仙丹也元月l われる。なお. 15.3は白語文脈であり，音仮名として

日本語訳 妙薬仙丹も無用です. いる。

13.4 ベー文原文 我是真人生 [王1・・人生"庄作“人参"0 (r人生Jは「人参jとすべ

音声記号 1)03 I S'}SSts山44Z山42SW33 き。)

漢詩直訳 我是真人参 [官111)原文「人生Jは釈読では「人参」。

読写方式 借借{背惜借
[述勝)r人生Jは.世i守二における簡略表記。

漢語意訳 我是真人参。

日本語訳 私が本当の人参です。

14.1 ベー文原文 取 出I¥央代ー付 [王1・・去央代"庇均“甥脅袋二 (rm9，と代Jは「鴛婿

音声記号 匂hy31tshy35juc44ja44tc5Sji3S fy5S 袋Jとすべき。)

1英語直訳 l~ 出脅脅袋一付 [笛凹】原文「云央代Jは 釈 読 で は 「 惣 党 1W

読写方式 借 借借借借 iif 借
。ui33ja33tcSS)J. 原文「付Jは釈読では「副J。

漢語直訳「講鶏」は「鴛講Jの誤りか。
i英語意訳 l~出一対甥脅袋. 漢詩直訳「付」は「剛jとし，昔仮名とすべき?

日本語訳 鴛講の袋一対と. [遠藤)r云央Jは「鴛鵡Jの借字における簡略表記。

「代Jは「袋Jの簡略表記ということになるが.稗読

では「鴛鵡帯Jとしている。 14.3の靴の材料であり.

PiWJが正しいか。「付」は量詞で音仮名か。 8.3参照。

14.2 ベ一文原文 七尺林 ~I 柏ー根 [王1・・林野粕"w_均“銭安舶二男按意文..舶"或庇

音声記号 ωhi3Stsh1421iul421uo42pha5Sji3SklU4'1 10J・・.m;"o(r林繰rt(:JJは「綾羅柏Jとすべき。意味か

漢語直訳 七尺綾2v舶ー棋
ら考えれば. r舶Jは「惜」とすべきかもしれない。)

読写方式 借借借{昔借借借
[11r悶]原文「林lyl 柏jは釈読では「銭安柏

漢語意訳 七尺銭安柏ー根.
(li山421u::l42phaSS)J。

日本語訳 七尺の綾紺一枚を取り出し，

14.3 ベー文原文 送寄 誘花 腔阿 双 [富悶]原文「腔Jは釈読では「鞍J。

音声記号 sou33k:J44tchCJ44XU03SI)C21 a31 tci33 t英語i!2訳「阿Jは r-Jとし.昔仮名とすべき。

漢語直訳 送寄鏡花 鞍 阿双 [遠藤]r双Jは「説Jの音仮名 (2.2.10.4). r霜Jの

説写方式 語11 司II[ 詰11 司I[ 自 音 訓
音仮名 (3.3) としても用いられる。ここは.設澗と

して.訓読みされている。量詞が自語文脈を指示し.
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j英語意i沢 送冴一双誘花革t 結果.背仮名「阿」が用いられた。

日本話訳 兄さんに刺繍靴一足と.

14.4 ベ一文原文 携 花手巾奔 [遠藤)r奔Jは母詞で音仮名。一旬を白語文脈と指示

音声記号 tch白判XU03Ssw31tce3Sp山44 している。

i英語直訳 続 花手巾幅

読写方式 認11 訓訓訓音

漢語意訳 一条誘花柏。

日本語訳 刺繍の手巾一枚を送りましょう。

15.1 ベー文原文 ~友滴下二三根 I王1・1商"庇i実均 tiw3S，更方准摘。 (r滴jはti叩 3Sと

音声記号 tw2lma3Ste44th山SSkou33sa.5.5ts山 3 読めば.より正確。)

漢詩直訳 ~友祉下問三根 I富田)r滴Jは釈読では ti3S，r根Jは釈読では kW35

読写方式 訓訓音 訓訓 訓訓
と読む。

[遠藤}白語で「引く Jr引き抜く」を [te44][tiw3S] 
漢詩意訳 失友祉下丙ニ根. [tjlS]と発音し.それを音仮名「滴Jで表記している。

日本語訳 髪を二三本抜き. 「二Jr三Jをここでは訓読みしている。 3.2，3.3は漢

語文脈であり.借字で発音された。
「根Jを釈読は [k叩35J と発音するが.これは借字と

しての発音かもしれない。 [tsw3]は訓読みだろう。

最詞であるから訓読みがよく.その結果一句は白詩文

脈となった。

152 ペー文原文 委 眉滴下保阿敏 [王}向上。 <r滴Jについては向上。)

-frTj←tf ・J寸t.:-口勺. ue33me3Ste44thwSSo:>31 a33mi・w3!司 [遠藤)4.2 r眼Jの借字はむe31]，とすれば [ue33]

漢語直訳 眼眉:t1l:下乞ー撮
はペ一語発音だろう。仮借によりペ-j活発音を表すの

説写.方式 音借 音借昔 1T 音
で音仮名。「保jは8.3で動詞+ [p:>31] +量詞があっ

た。動詞+背仮名+音仮名となる。 -M示lのまえに数詞
j英語意訳 眉毛抜下一小搬 がくる例は 14.3にあり， r阿Jは訓。 rp:>3la33mi山33J 
日本語訳 眉を一つまみ抜きましょう。 が一旬を I~I語文脈と指示。

15.3 ベ一文原文 心 科利恕}別姶耳 [1吉田]版文「心科」は釈読では「斗科 (ci3Sk;)33)J。

ごEぜ1ιJ!{a~-~J ci3Skhu033liSSca31tchi判 k山 31k;)44 [遠藤)-1ま仮名のjil:詞「科Jが「心」の訓読みを指示

漢illfi在訳 心願也想拘鈴司
している。 11.3参照。轄読が「羽科 (ci3Sk;)33)Jと音

読写方式 訓音音訓古・ W!I WII 
仮名表記するのは.より確実にペ一語音で読むことを

指示したもの。
i英a昔意訳 心JL也想絢悠看. 「利Jは13.3では漢詩文脈で借字と捉えられたが.こ
日本語訳 心臓も取り出してあなたに見せた こは白i詩文脈であるために「也Jの昔仮名として用い

いくらいなのを. られている。 r-でさえもjという副助詞的な語も音

仮名表記される。「期Jは「拘J(取りlHす)の音仮名
表記。

15.4 ベ一文版文 梁兄可抗灯 [詰回)r梁兄」は1.3・10.1では lia42cou44と読み.こ
λì~イ~.}1i・干ì1コじす lia3Szv3Skh:>31 z山 331m44 こと異なる。釈読では1.3・10.1・本旬ともn，a42c033

i英請[rIj沢 梁兄可 L人 l~~
と読む。

説写方式 借訓借訓音
{遠藤) 1.3， 10.1ともにi英語文脈であり.r兄Jは借
字 [çou・~]として発音されるのに対し.ここは白話

i英語意訳 梁兄可知道? 文脈であるために訓読み [ZV35]される。
日本語訳 梁兄はご存知ですか? 「灯J は1.4 参m~。補助動詞的な r- できる J という

立の [lm44]はj英語文脈では「得Jと記されるが.白

語文脈では「灯」と音仮名表記される。ここはこの補
助動詞の73-仮名表記が一句が白語文脈であることを示
し直前の「認Jを訓読みすることを指示している。
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4-2. r柳蔭記J-楊興庭本

「柳l活必Jをi自問する似卵I.IJ必氏 ({i)

[現地J品作]

ioill/¥ :似興!定(1937年生.大型!市七里僑郷大庄村).

，JI.j1f. : ~':'，Î I I失利江 ・ |前!部隆志 ・ 主主雌桃太íHS . 張鈎J，f， . 悦 Ii~ i[T. (通訳).2011年 8HlJII. 於大型

d J"七 'I!.柿郷大J.t~;;J 楊!JiI11卓宅

[ >ttヂ|作)J，l(:]

甜字 ・行JIJHd号車王写 .i先諸訳 ・3先ち:方式 :王鈴(rl'l民l社会科学院民族研究所).紛MtJlt(rj'央民族

大学少は民族議言文学系 2010級)

11 .-1正，~It.J( 山田美智江.遠藤耕太郎

it:釈 .f'iiiit :王鈴 ・富田美桔1江 ・遠藤耕太郎
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共立女子大学総合文化研究所紀嬰 第19号 (3-2) (2013) 

!芋号 訳釈項 版文・音声記号・訳文 注釈・備注

1.1 ベー文原文 提起宅来把ニI~ J日 EE]“用..1主先制修"0 l~riU 中元鼻音.且声母j- 与・ 0・

音声記号 thi42tchi31pi3S IC42 pa31 5U33 jou44 有究i丸故“修"現方“JlJ"o(r用Jは「修Jとすべき。

総括直訳 提起篭来把ニI~ 修
自訴には鼻音が無く，また声母(音節初めの子背)の

説写方式 借 f昔借 {if 借借{昔
j-とやは読みが変わることがあるため. r修JがiZLっ
て「用Jとなった。)

i英語立訳 提起第来把ょ15修，

日本語訳 m:を取り上げ手紙を書きます.

1.2 ベー文原文 四九 M !)ミ 所 原故 tE] ..原故・・庇均“接放"0 (r原故Jは「縁故jとすべ

音声記号 町55匂O1l3ltshou42thou42thiw33jllC42kusS き。)・

i英語直訳 l国九 M !k r好原故
['l:i 111]中国訟で「縁故Jは「原故Jともいうので，

読写方式 借借 借 {i? 借 {昔借
日;Uは{昔字のままで問題ないと思われる。

[逃j撰]楊模本では「四九l好我t見原般Jとなっている。
i英語意訳 !国九ん人!kl好町、凶. 字句は写本1111で変化する。

日本語訳 四九は最初からわけをIHJきなさい.

1.3 ベー文原文 到 単子来汗姶略 tE]白i吾某些i司有 n-，1-i.昆i実現象。多数地方 "11J¥"
，扇民ド主吉勺fEg寸Uロザ jou44ta35町441c21khw55k凹31b31 法~ n~31，此赴i実 b31 0 (I~r認ではいくつかの詩で n・・ 1-

i英illtu立訳 担~ i下子↑汗始的:
をj見読する現象が見られる。多くの地域では「体jは

読写方式 認11 訪11 詩11 背司11 司11 自
n~31 と読むが，ここでは 1~31 と読む。)

['/;HEI] r暗 (b31)Jと rf1J¥(l)，el)J (1.4)を使い分け
l英語意訳 法↑部単ff姶{仇 るのは何故か?

日本語訳 この処方鐘をあ合たに書きます. r~JJ は本句・ 2.4・ 3.4 ・ 4.3 ・ 6.3 ・ 6.4では jou44 と読
み訓.4.4ではj「3単3Sと読み借字とされる。越本も問じ
(組2.4参照)0 r!)'!Jは組本では ta35と読むときは訓

読.ta44と読むときは借字とされており.ひとまずそ

れに従う(組2.4参J!日)0 r子Jは本句， 6.1ともに

町14と読み訓とされるが. 1国本4.2は同じく町44と読

み借字とする。

[遠藤]量詞[le21]の昔仮名「来Jが白語文脈を指示

するため.仮に「的，Jと表記しでもここは(l)，j3lJ と

11同二で発音するのではなく.訓で (b31)と発音すベ

ところ。ここで自造字が111いられるのは，より般常に

自語文脈を意識し (b31Jと発音させるための配慮だ

ろう。楊漢本には「到単子来汗与伯;Jとあり， r体J
で表記されている。テクストの音声化に慣れない場合

に.音仮名が用いられる例と思われる。

1.4 ペ一文版文 体小心 8・2 用 [jgI盤]音仮名がなく I英語文脈なので， r体(l)，i31)J

音声記号 l)，i3lç~3lç山33xuS5jouSS と発音する。楊漢本は「体小心服用J である。 r:p~1J 

漢語直訳 的:小心事~I 用 は rJJAJの借字の簡略表記として. r気をつけて服用

読写方式 借借{昔{昔借
しなさいJとすべきか。

漢a苦意訳 体小心伊用。

日本語訳 気をつけて守りなさい。

2.1 ベー文原文 第一北王吐単方 [官凹]r!)'!方」とは単一薬剤で処方された薬のこと。

音声記号 tiSうj351u42uo42n~44ta32ぬ32 組本8.2では ta44品44と読み借字とされる。

斑;i苦直訳 第一北王.助i司 ? ? j臨本では「第一家海北王I{JJ。

統写方式 借{昔{昔借自 ? ? 
[ill藤]組歪lIU本2.4では「築単Jor.tli方」は処方と

いうほどの立か。
i英語意訳 第一北王的. 英台宝巻では「東海苛飽Ifr-Jであったものが.趨亙鼎『
日本語訳 第一に竜王の薬. 本では「東海の竜王の角J. ここでは「竜王の薬Jと

テクスト問での変更が起きている。

2.2 ペ一文原文 第一王 i手前面香 [1;r凹]越本では「第二蛾桃仇(酒)ー干(紅)J(興

音声記号 tiS5 CJS5U042 mu31 tci32mi32cou35 廷本では第六)。幡挑とは西王母の庭になる桃のこと

I英語直訳 第二王母前而脊 で.本句の王母も西王母(王母娘々)のこと。

読写方式 借借借 1W 訓訓却11
[遠藤]楊i英本は「第二王母次吐方J. i.英語訳は「第二

::E母身上香」。楊漢本に比べて， r前聞香Jという表記
漢詩意訳 第二王母面前香. は.訓読みこそしているが漢語文脈的である。英台宝
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II.ペー曲台本集成

日本語訳 第一に王母の前(で焚かれる)香， 巻には「王母殿上香Jとあり.漢語表現がテキストレ|
ベルで白語化されていく様子がうかがえる。

2.3 ベー文原文 第二千双吐投灰 [富田}越本では「第二千年瓦上双(霜)J(興廷本で

音声記号 tiSSsa33tchiSSsua44no44la44suSS は第四)。

i英語直訳 第二千g; 自句 ?灰 「千Jは組本では tche33と読み借字とする。「柱灰Jの

読写方式 借借訓訓 国 ?訓l
意味は不明。

[遠藤1(SU
SS

) は「灰」の認11だろう。「控J[Ia44Jは
1英語意訳 第二千年??灰. 音仮名だろうが.不明。楊謀本は「第三用千双吐灰J
日本語訳 第二に千年(積もった)灰を. と表記する。千年の灰を用いるということ。

2.4 ペー文原文 当諸白壇香 [王1I白河中“香"均世11i主人不抑的。庇共1借i司法法

音声記号 ta2ljou44p白3Stha42couSS 。a44• 才能与第二句事11泊。(歌詞の「香J は音読で，

i英語直訳 焔笥白壇香
韻を踏まない。借字風に cn44と読めば，第二句と判l

続写方式 音訓{昔{昔訓
韻する。)

[富田1r白壇(櫨)香jは超本では「八用白紙](檀)
i英語意訳 焔?弱白壇香。 香J。
日本語訳 i晶めて白概香の薬とします。 2.2の「香JもCOU

SSと読むので，このままで押韻す
(白檀香の薬とします。) ると思われる。越本では ca44と借字風に読む。

「当Jは「蝿Jの意ではないかとされるが.r当Jを
r-に当たる(-とする)Jの意にとれば.伯=字となる。

[遠藤]楊謀本では「再用白檀香」。英台宝巻で「王母
殿上香J一句であったものが それが千年の灰や白檀
香などと具体的に諮られている。声の文化の諮りの方
法であろう。

3.1 ベー文原文 凹要万年瓦上霜 [富田]越本では「凹要其(農民)林(麟)胆Jor瓦上

音声記号 司44j・:>S5uaSSn，i・42ua31saSSsua44 霜Jは組本では「第三千年瓦上双(霜)J。

漢語直訳 凶要万年瓦上霜 [迷j臨]越五mJ本3.3は「双Jを音仮名として「箱J

説写方式 借借借借借借借
[sua44]を表記するが ここはi英語文脈であるために
「霜Jを借字として用いる。

t英語意訳 問要万年瓦上霜.

日本語訳 四番目に万年瓦の上に(績もっ
た)霜がいり.

32 ペー文原文 天 掲 蛋 快 白 引 吾 【富田1r引吾(iw3IxOUSS)Jの発音は漢語由来の発音

音声記号 XCSSOU21 se32khucsSpe.t42j山31XOUSS とは思えず意味が通じない。

漢語直訳 天鵡蛋願白 ? ? [遠藤]量調 [khueSS]の音仮名「快Jによって一句

統写方式 訓訓語11 音 ? ? ? 
は白語文脈となる。

隣組意訳 天鮪蛋?? ? ? 

日本語訳 白鳥の卵を?? ? ? 

3.3 ベー文原文 第五套悶麦角ー氏 [富田]r套阿支Jニ語で「毛砂(背の低いロパ)Jの

音声記号 tiSSu31 thoSSnoSSmCj21 k v44tsa21 音仮名か?

漢詩直訳 第 五 毛砂 角 対 [遠藤1r套附去Jは音仮名。動物名.量詞「対」は.

読写方式 借借音昔音訓音
音仮名になる。ここまで楊漢本と基本的には同一句で

あったが.ここから順番が入れ替わる。楊灘本ではJI 
i英語意訳 第五毛事'角一対， 3.3に麟麟の角がきて，その後7.1に「套悶明角長J
日本語訳 第五にロパの角一対を. と記される。「角Jが同一であるために.テクスト問|

での改変があったことも考えられる。
英台宝巻に「向Jは登場しないが. j世主鼎本では「束
海竜王角J.楊謀本では「麟麟角J(3.3) rロパの角J
(7.1) .楊興底本では「ロパの角J(3.3)が薬剤とされ
る。

3.4 ペー文原文 JIJ{ 己 釣 溺 決 [王1I白河中“現"哨作 touSS• 愚然意え相悶.但

音声記号 tchy33tci3 Jjou“tso21tou55 和tou55之向元音文美系.不符白文法写規則，庇唱共1

漢詩直訳 焼?捷-釣.渇些 U55或 OU55，方角"現"字音波。(歌詞の f誤JはtouSS

読写方式 背 音却11 訓昔
と読み.意味は同じでも.r誤」と touSSの聞に昔のつ
ながりは無く.白文読写規則に合わないou5Sもしく

漢詩意訳 和荷揚向指。 はOU55と読めば.r誤J字を音仮名とすることができ l

日本語訳 薬湯と一緒に煮ます。 る。)
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[富田]組本6.2では ri1-(1031) Jを「挽」の昔仮名

とする。「踊J は越本 5.4では tha33 と読みfU~字とされ
る。

【遠藤】梯誕本 (3.4)は「妨巴鈎溺情J，i英語訳は

「与・訪渇問Jf)J。ここの「誤」は栂i英本の「悟Jと同じ

く音仮名だろう。ということは.歌い手は「誤」を

[touSS]と発音しているのである。なぜこういうこと

が起ったのか。王鋳氏に確認したところ， [touSS]に

は「液体少し(液体一些)Jの意味があるので.その

意味で読み間違えたのだとのことであった。

4.1 ベー文原文 我;佳他的救命丹 [富田]r救命丹Jに近い表現として.釈読9ー'2-2r賢

音声記号 U031 S'}SStha33ti44tcouSSmituSSta44 妹是我救命 (tcoSSmi叩55)昆J，釈読 11-}-3r救 命

i英語直訳 我;是他的救命丹
(tcoSSmilllSSJ仙丹 (ta33)乎宏、手IJ(好有位、)Jがある。

説写方式 {!?借借借借 fi? 借
[遠藤]掛i英本 (4.1)では「我娃他的蜘命丹J。

漢諦意訳 我是他的救命丹.

日本語訳 私は彼の救命丹です.

4.2 ペー文原文 蛾桃 j商 千用第六 [1若田]組本では「第六文(蚊)子限寛位。i匡!涯)J。

音声記号 pha42th;，42tcou31 ka3Sjous5tisslu3s 「錨桃i酉Jは組本では「第二蛾桃仇(i酉)一千(紅)J。

i英語直訳 嬬桃 i酉紅 m 第 六 [遠藤]r干Jは借字 reil&Jの附略表記でflti字だろう。

説写方式 1U' 1昔 借 音 借 1 U ' f昔
i英語文脈である。暢i英本 (4.2)は「嫡桃i酉汁用第六J。
「錨桃Jは仙人の食べる桃。 l目玉母の育てているモモ

漢語意訳 第六要用車市桃j聞. で数千年に一度結実。不老不死になれる。

日本語訳 第六に嬬挑j闘がいり. 「第六Jを句末にi世くのは抑制によるだろう。英台主:

巻のr::I:1正殿上香Jが.王母|則係の「蛾桃J，r金蛍j
(4.3)， r王女J(4.4)へと拡大している。 f主母jをキ

ーワードとして連想されるものが歌いこまれていくの

は声の文化のあり方だろう。テクストはそれを反映し

ている。

4.3 ベー文原文 金童 商 i止 問 到 堂 [富岡]r金輩Jは組本7.3では「金童玉女来i昆到J。

音声記号 tctu制 thu42micJ44n:>44ka44jou44ta21 [遠藤][micJ44nJ44] (而吐])は結構助詞である。漢

漢詩直訳 金宣告lj拘助i司把到;牧 語訳の「他l把Jにあたる。 rrmJは漢語「把J(~を)

読写方式 {昔借昔自特認11 音
に相当するが，ここでは自造字が用いられ.次句では

借字「把Jが用いられる。この差は.こちらは音仮名.
漢詩意訳 金童他I肥来~.li弱. 自造字の白諾結構助詞があることによって白語文脈が

日本語訳 金童彼が薬を揃じ， 指示され，一方，次句にはこれがないためにi英語文脈

が指示されるからだろう。ここには同じ助問を繰り返

すのではなく，変えていこうという意識が働いている

が，それは一首の変化をつけるための工夫(変え字

法)といっていいかもしれない。

4.4 ペー文原文 玉女把弱送 [王] I白河1:1・い送"按{ifi司法法11M作 SOUSS• J封切;bkij玉11.

音声記号 jou3SI)，y3lpa3Ij;，3SsouSS 調。或庇按訓i実唱作 SOU33，1~ 中平i周.吏符合大本山

漢詩直訳 王女把 裂j送 抑前規則。(歌調の「送」は{if字風に読むと souSSと

続写方式 fU' 借 1tl: 1昔借
なり， J111湖が高平IYldとなる。訓読風に読めばsou:nと

なり ，rl:'3I1.調となるので.大本山の胡1凱規則により合
:英語意訳 玉女把到送。 致する。)

日本語訳 玉女が薬を厄iけます。 [常田]r玉女Jは組本 7.3ではjySSmi31と読み，釈説

では女y SSn.y31と読む。釈読 1・2・2r広(n.y31)伴(扮)J

は rkJの読みが本旬と同じ。

[遠藤]r送Jは. .:E7.主に言われるように.事I1韻の規則

に準じれば訓読 [SOU33]が望ましいのだが，実際に

は借字 [SOUSS]で発音されている。これは一句が拠

詩文脈であることによるだろう。事11韻の規則は発昔を

指示するが.絶対的ではない。
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5.1 ベー文原文 現!音吐花瓶砥水 [1~f 回]超版は「第七羽音千路(甘露)水Jo r水Jは

音声記号 kua44j・w44n:l44xuo3Sp・iC21X山 31c)"η 組版では SlIC31と読み.借字とされる。

漢語直訳 理~音助i司花瓶里水 [遠藤]r水Jは.組主nn本は1英語文脈であり借字.こ

読写方式 借借自訓訓自認11
こは助詞を表す自造字によって白語文脈が指示され.
訓読みされている。楊謀本 (5.1)は「現音水瓶l匠吐

漢語意訳 羽音瓶中甘館水， 水Jであり， r水瓶Jr水Jが訓読みされている。
日本語訳 観音の花瓶のなかの水.

5.2 ベー文原文 梁兄病体才有救

音声記号 I ia'12cou44pimS5thi31 tShC42j OU31 tcou5S 

漢語直訳 梁兄病体才有救

読写方式 佑ri昔借借借{昔借

I英語rJf:訳 梁兄病体才有救.

日本語訳 梁兄の病体はきっと救われる.

5.3 ベー文原文 想要阿川洋恨保 [王11自i司中叫恨"11日作 tcel42，意先・・見・・.音又者1;不合。

音声記号 ca31 nou44a3Itshua33ja21 tcCJ"2p:>31 或庇均音波字.協 X山 55 意先

I英語直訳 想要一把弧見他
i;lJ作的完成。(歌詞中の「恨jを [tCCl42]と歌ってい

説写方式 {背訪11 訓音背音音
る。意味は「見るJだが.音義ともに合わない。或い
は， r恨Jは昔仮名で [XW

SS
] と発音し， r-し終わ

1英語意訳 想要・ー把都弧全， るJという意で， r弧J(うまくいく)という動作の完

日本語訳 一つまみですべてうまくいくでし 了を表しているか。)

ょっ。 [逃j麗】楊i英本 (5.3)はすべて昔仮名で「忍保阿川弧

恨保Jと記されており.n叫他服完法剤弱jと誕語訳
されている。

5.4 ベー文版文 要等 I砲次~[] [王]此句意文不太好理解。(この句の窓味はよくわか

音声記号 制 U44加♂31)山55tslr}SSkhouSS らない。)

漢詩直訳 要等我的身体
[遠藤]楊誕本 (5.4)は.r袈等我次}rU.漢語訳は

説写方式 訓訓背音・音
「我身将他救Jor等Jは音仮名で「救うJを表してい
る。

I英語意訳 要等我的人。

日本務訳 この私が必要なのです。

6.1 ベー文原文 父光来蚊子方:to漏 [1ir回】組本では， r第十直付(蜂)光(骨)失架J
音声記号 fy55kua'制加2lmw44同制uc33khouSSlou5S 「第六文(蚊)子限寛投(庭畦)Jo r付(蜂)光(骨)

漢詩直訳 飾骨法蚊子限程 ~J の読みは f寛，，55ku技a44t山 21で本句と同じだが， r文

読写方式 音音訓認11 訓音音音
(蚊)子眼 (眠 i涯)Jの読みは.

vw42t司勺e31khua331a33で多少異なる。
1英語意訳 蜜蜂骨~.蚊子眼眠. ちな制こ附典J(附
日本語訳 蜜飾の骨.蚊の険， みで蜜蜂の意。

【遠藤1r父光~J は蜜蜂の骨だが.組主鼎本 (5.2)
は「直付光来架J(音音音訓訓)，釈説 (5.2)は「直
付光等架J(背音音音訓)。楊正事本 (4.2)は ru立父
吐光頭J(音音自音訓)。蜜蜂をベ一語でlS}3Sという

が，表[fy記55]。のみでも蜜蜂を表すか。動物名ゆえの音
仮名 「骨J はペー語で kua44tw21 • 三本ともに音
仮名(光) +司11 (頭)と表記している。「骨Jという
身体呼称であるから.音仮名表記になるか。音仮名表

記が統一された例である。

「均f日漏j はまぶた。英台宝巻で「眼押H~J と記され
る i英語が，白語化する過程については.越ヨ~~m本 4.2
参J!<<。

6.2 ベ一文原文 =双瓦号吐 i背寿 【富田)3.1 r問要万年瓦上霜Jと内容がかぶっている。

音声記号 saSSsua44u白 32X:>31n:>44tchclSSSou5S {遠藤】越壬鼎 (3.3)は「瓦上双J.釈読 (3.3)は

漢語直訳 三年瓦居上 ii守 霜
「瓦上霜J。ここは仁tJを「吐Jと自造字で表記した

読写方式 訓訓語11 音自 訓音
ため.白語文脈となり.r霜Jが音仮名表記された。

越歪自11(3.3)参照。
;英語意訳 瓦関上面三年霜. 楊i英本 (6.2) は「三年瓦房吐~JI:受J と記 L. r三年瓦

日本語訳 瓦陸の上の三年の箱. 房上霜涼j と漢語訳する。 r~JI:J は「凍るJ を去す音
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仮名か。

j也2Gnn (3.3)は「千年瓦上双Jを [tche33n，e42ua31

sa55slIu44Jと発音ーする。ここでは「三年」になって

いるのは，この「千J[tchc33Jが rii1t 寿J
[tchCJ5SsouSSJに移ってしまったためだと思われる。

ここには，文字を介さない記憶によって伝承される歌

のあり方が.テクストを書き変えていくさまが伺える。

6.3 ベー文原文 ~it 鈎要汝住住居 [遠藤]楊謀本 (6.3)は「弾訪要汝柱枚君Jと記され.

音声記号 tu21jou44即日zy31tsySStsySStcy3S 「然到要用珍珠餓J と i英;語訳される。組ヨ~lm本 (7.1)

漢諒iill:訳 j特到要用珍珠締
は「端部要用真朱~I'J と記される。 [ta21 ] は代動詞の

続写方式 音 WII 訓音 '1~' 音音
ため背仮名表記されるが.さまざまな文字が用いられ
ている。

t英語意訳 j肱到要用珍珠締.

日本語訳 ;集を煮るには珍珠の51tを使います。

6.4 ベー文原文 句部破Jf}J六 [~El ・・六"字意文不i則的.待考。 (r六」字の意味がよ

音声記号 tchiSSjou44p:l44)i3S1u35 くわからない。)

i英語直訳 倒到破硝 ? 【迷路]杯(コップ)のペー請が [lu3SJであり. f六」

読写方式 背部11 借借背
はその音仮名ということだろう。槻拠本 (6.4)は
「倒!'J均硝県Jと記し. f珂1商鹿服用jとi英a語訳してい

漢語意訳 政璃杯?倒到 る。「邸Jは「杯」であり訓読みされている。
日本語訳 ガラスの杯で薬をi1:ぎます。

7.1 ベー文原文 Jlt 本蛋快本心乃 tEl“公渦..各地自前者1)称 ke3Sp:l3S(臨時均“消公"). 

音声記号 tuSSp山羽田32khucSSpUlS5ci35ne21 11m大理海西-1W称 tUSSpUl33 • 来i原不明。 (r雄鶏J を各

i英語直前 公消蛋版記的心↑
地のベー請ではみな [kc3Sp:l3SJ(直訳すると「鶏雄J

読写方式 借{昔訓音音訓音
である)というが.大型i耳海西側では [tllSSpW33]と

いう。所以は不明。)
漢詩意訳 公渦蛋的黄.(.、，心 ['/:r m]本句の原文「本JはpW33とp山55の二通りの

日本語訳 雄鶏の卵の黄身 読み方をしている。後者は本来三人称所有格を表す自

造字のfI咋Jだったものを略したのではないか。趨

本・IJ(f.本は pW31と読む。

[:逃jJ:長]楊模本では 7.1.7.2にロパの角.母此の乳が

入る。当該句に相当するのは.7.3 r再汝消博蛋水豆J
であり. r再用公殉下的蛋Jと1英語訳される。[加55]
は鶏の訓読み. [pW33Jは雄の音仮名だろう。ここで

は fJl:I:本Jと音仮名で記されている(借借ではなく音

音だろう)。自詩文脈を指示するのが「本Jや r'19とJ.
「本Jf乃Jによって表される性別や量:詞，指示語であ

る。

7.2 ベー文原文 再汝苗皆岸十旦 [illi臨]楊謀本 (7.3)r再汝渦博蛋水旦」の「水旦J

音声記号 Ise44zl1 mi:l32kc3Sa3SS')3110Uss がここの「十豆Jに当たるのだろう。「水Jが[司31J

l英語直訳 再用輔渦尿些
(尿)の訓読み.量調 [tOUSS]が音仮名「豆Jによっ

読写方式 自11 音 音音昔音音
て示されている。雄錨の卵と尿は.楊i英本のようにー

句でも言えるし当訟の 7.1.7.2のように二句でも言え
1英語意訳 再用凡i商翰渦尿. る。 ~III閣も [touSSJ で踏んでいる。ここも口承の記憶
日本語訳 さらに数i商の駒鶏(去勢された の方法がテクストを変更する例である。

鵠)の尿， 楊i英本は.この後.蚤の骨.蚊の骨.五六月の霜.竜

宮で薬を煎じることが7.4.7五 8.1.8.2に述べられ
る。楊興庭本はその部分をカットしている。

7.3 ペー文原文 英台生壁 {1f 吐病 lill i:態]越壬 ~III 本(1.4) に「助詞 [t山“]は「灯j で

音声記号 j山35thc5Ss凹33tUl44k:l.14n:l44peJ31 表記されていた。

i英語直訳 英 台主人得羽的病 肋ii司が「登J(昔仮名)とl止(自遊詩)で示されるこ

読写方式 訓司I[ 音 音 問11 自訓
とで.一句は白詩文脈となり. r笠Jの直前の動調
[s山33J(知る)は.官・仮名「生Jで表記される。

漢語意訳 英台知道寄的病. 栂i英本は「英台主人登司吐病」と記す。助詞「登Jの直
日本語訳 英台は兄の病を知っています， JiIfは訓読されている。
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7.4 ベー文si{文 相会不能砂 [遠藤]楊漢本 (8.4)はここと同じ。第7首の具体的

音声記号 ca44xue55pu35mu42kou55 な処方では異同があるが，楊成本第8首末尾の二句.

i英語直訳 相会不能移 楊興隆本第7首末尾のこ首がほとんとe同一で終わって

読写方式 借借{昔借借
いる。句の最終部をきちんと記憶しておけば.それ以

前はい?いろに:JXえるという.日本の記憶法がテクス
漢詩意訳 不能再相会 トを作っている例。

日本語訳 再び会うことはないでしょう。

8.1 ベ一文原文 秀香花板質保付 [王1・・秀"字意文不明前.待考。 (r秀」字の意義は不

音声記号 cOU55cOU35xuo35peJ33mω事2p:>31fy32 明確。)

i英語直訳 秀?香花板果包副 [遮j態]楊誕本では.棺栢iを貰うモティーフのiiijに，

読写:方式 音? 却11 日11 訓却11 音司11
これらの薬を全て探し出しさえすれば.死ななくて済
む。探し出せなければ死ななくてはならないJという

1英語意訳 好好男副棺材板. 歎きのことばが一首四句 (9.1-9.4)で記される。こ
日本語訳 準備よく棺材を買っておいてくだ の部分は楊漠本の一つの聞かせどころだろうが.他の

さい， 諸本はあっさりと.もし薬がきかなかったら，として
相桶モティーフに続いている。錫興底本は，再び会う
ことはないから.棺桶を用意するという流れになって
おり.ここでの盛り上がりをカットしている。芸の間
かせどころをどう作るかによって.テクストは自在に
編集される。

8.2 ベー文版文 恐J't梁兄身亡故 {述藤】楊漢本(10.2)は「皆其梁兄身亡故」と記し，

音声記号 khu31 tch j421 ja42cou44s山33ua42kuS5 「若凡梁兄身亡故Jとi英語訳する。「背其」を「もしJ

漢詩直訳 恐其梁兄身亡故
を表す音仮名とみているのだろう。十分なペー請とし

読写方式 借借借{昔借借借
て「もしJは [khu31tchi42]と発音されているのだが.

もともとこの諾はi英語 <f恐其J)由来のベー認であっ
漢詩意訳 万一梁兄身亡故. たか。であれば.ここは訓訓.あるいは昔背とすべき
日本滞訳 もし梁兄が亡くなってしまったら. ではないか。

8.3 ペー文原文 理在南山大路口 [遠藤]楊漠本(10.3)では「迎在南口五台山J.趨壬

音声記号 mc42tseS5na42sa33ta5SIu55khoU31 llll (9.3).釈読 (9.3)では「非在南山大路努J.揚正

i英語直訳 理 在 南 山 大 路 口
革本 (8.2)では「安葬在南山Jとなっている。京劇

読写方式 借借{昔{昔{昔借{昔
の「柳i箆記Jでは t ~英台が f(昭Ui{板)若是病疲元有
望.ill早相見南山砦。生不同{介死同葬. <央顕)不在

l英語意訳 埋在南山大路口. 持邦一炉香Jと歌っている。
日本語訳 南山の分かれ道に埋めてください。

8.4 ベー文原文 来往一条路

主日主EFZME害ヨHコG.~ヨ. Ic42ua31j j 35th b421 uSs 

漢詩直訳 来往一条路

読写方式 借借借{昔借

漢詩意訳 来往一条路。

日本務訳 行き来するのは一本道の。

9.1 ペー文原文 ! b甲 来艮 冊武 尼 [王1・・艮"字白文文献一般表示“人..境共ln.j21. 此赴

音声記号 ma31 tca35IJCJ21jw3Ska“vy33n.j・t4 唱 i司中 i案作jw35 • 表示“来..校少見。 <r艮j 字は白

1英語直訳 弓甲 走来 把如 入
文文献では一般に「人」を表し. [n.j21] と発音する。

読写方式 {昔借訓特自昔音
ここで歌い手が白Ul35]と発音して「来るJを表すの
は異例である。)

漢語意訳 弓申結婚来迎恭.

日本語訳 馬家の人が私を迎えに着たら，

9.2 ベ一文原文 我 去 本 前 面 宋 香 間本原酬P山55 意先包的..(指鳩)。唱

音声記号 1J::l31IJCJ31n.I・55tci・3 今・ml ・32SUS5cOU3S 問中I間作n.jSS. 意均“勉r.。意文都通.但按1111本版文

I英語[在訳 我 去 恕 前 面 焼 香 庇均前者。 <f本Jは本来 [pUl55]と発音し.r彼の

読写:方式 司11 訓却11 訓訓背訓
(墳墓)Jの意である。歌い手はここで二人称尊称
[l)，j55] と発音している。意味は通るが原文に則れば

t英語意訳 我去悠墓前焼香. [[p遠d藤S] と発音すべきである。)
日本語訳 私はあなたの墓前で焼香します。 ]音仮名表記の意味が理解されたところで.そ

れを「お墓の前でJと言わずに「あなたの前でJと読
み換えている。ここに歌い手の表現力がある。前唱の
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場における高揚のなかで.音仮名が乗り越えられてい
く。

なお.楊i英本 (11.2)は「我帆体而lliI送香」と記し，

「我到攻前来逃香jとi英語訳している。「あなたの前
で」という表記が，お墓の前でと理解されている。

9.3 ベ一文原文 四九央 去 問 上 付 [遠藤]越歪鼎本.釈読は馬家に嫁がされる自らを歎

音声記号 司SStcou31ja32g白 21ka44sa32fy・s・4 く場面が12-14句にわたって綿々と歌われるのに対

漢詩直訳 四九回去助~，J 上付 して楊漢本.楊興隆本はあっさりとしている。

読写方式 11¥'借音訓 l当音音

;英語意訳 四九回去多祈稿.

日本語訳 四九，帰って荷iを祈りなさい。

9.4 ベ一文原文 伯姓命瀧救 [王]曲本原文"性"混作“姓"0 (原文は「性Jを誤っ

音声記号 phassc山 sSmiwSSna42tcouSS て「姓Jに作る。)

漢詩直訳 伯性命 ){í~ 救

説写方式 借借 借僻{昔

1英語意訳 ヌ住救山伯命。

日本語訳 梁山伯の命を救うのは難しい。
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[現地訓11~1

iiiil1l¥ :尚IEii~ (195611ミlt.大町!日毎京J)'!li，!I:l，jiJ: 1'.付初"，丈化)

調査 ?;[川 f::.刊行阿部陀，ι - 述j悠耕太f!lí ・ 似鈎M ・ 1J~ Iト:W(j乱沢).2011 {ド 8JJlllI.於大J11l

diJl長!と;文化研究所(大型式脳会内)

[1ft料(1:1反]

胡'j.:. (~. )!r ，i~ ~}II廷乃: . i先;1ft;J{ .読写方式 E詐 ("'1主l社会-f+i下院民族研究所).組彦姥 ("，央民政

大学少はl~lJ九;!?日・文学系 2010 級)

11 ~，;{t.J{ :法政桃太郎

注釈 .miii:: E鋒 -7;(山長守Vi[・遠藤耕太郎
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!芋号 訳釈項 Jjit文・音声記号・訳文 注釈・{椅j主

1.1 ベー文原文 英台者坑夫阿光 [-';¥111]組本1.1，梯興隆本はともに輩の立を表すのに

音声記号 jUl35the55包白31khUl44fy44a31 kua44 「宅Jと借字を用い， pj35と読むが.正事・本は筆を

漢詩直訳 英台掌起第一支
「夫 (fy44)Jと読み.発音がかなり異なる。

読写方式 {if 借 音昔音昔音
ちなみに『白i英詞典J(剣川方言)では鍛の意の語と

して biairx，fvrxの二種類が挙げられている。 fvrx
t英語窓訳 英台宰起一文宅. g[遮ua藤nr}tで一本の箪の意。
日本語訳 英台は筆を取り上げた. 官回注の指摘の通り.ここは準の窓のベ一語

[fy44]を音仮名表記している。この句にも端的に現

れるように，楊正事本は全体的にペー詩文脈が多い。

1.2 ベー文原文 限 j目荷江流 Jtx i王 ['(.1"111]原文「荷幻:〔k033kV「35託)Jは， (plij日から)ふた

音声記号 mj42cj42ko33kv3Sk叩21tchj44ua44 筋の窓の白語。組本 1.2は (ua44) Jを伯=字とする。

漢語直訳 i眠 j目丙江流出外 [遠藤]r英台宝巻jには処方鐘の直後.梁老夫人が

読写方式 認I1 訓音訓 WJI 音音
「接了英台小姐ー封詩倍。 i田i自在住。Jと白文で語られ

る場而がある。趨本のように涙があふれる様子として
i英語意訳 阿行|即日往外流. の「在住Jがまずあり 声による伝承のあり方によっ
日本語訳 ~J拐のi戻があふれu\し. て「外」の音仮名と理解されることになったのだろう。

nUHI~J は訓読み。組本1.2 参照。

1.3 ベー文原文 l恨 mmE I!H! I!n 格 l匠 [3:]“l盟..i実I)，j44。ー些訳字在白i吾中 n-，1・不分，原

音声記号 mj42cj42kUI211)，j44rcy33kCJ3SX山 31 出1・的訳字在自活中協均鼻音声母 n-。有些1111本中用

漢詩直訳 l現 i目 流入鴨巴里
“利・・表示“金人也悶此理。 <r哩Jは[l)，j44] と発音

読写方式 訓語I1 訓音音昔自
する。ペ一語には [n・]と [1・]の区別がないため.

i英語においてもともと [1・]と発音する漢字はペ一語
漢詩意訳 I眠j目流逃明巴思. において鼻音化し [n・]と発音される。多くの出l本の
日本語訳 i民は流れて口に入った。 '1:1で，r利Jによって「勉uを表記するのもこの原理

による。)

[遠藤]n即日Jは1911読み， r岨格Jは昔仮名によって.

身体諦裁を表している。

1.4 ペー文原文 i!J: 11保 点 夫 光 [::1ミ]点宅:又称“染翰"即以宅隣説。 <r点篭」は

エ悶己jff雪nコC~悶7 zy3 1 p~31 tse31 fy44kua・14 「染翰Jともいう。掛水に鍛をつけること。)

i英語直訳 Jf:J -e: 擁篭支

読写方式 音自 訓背昔

i英語意訳 用包来熊筆。

日本語訳 そのi民を筆につけます。

2.1 ベー文原文 ~想杯時間 IMi 祝 [::1:] 1111本“時"字脱出 tSUl3S，意均吋定)来"。唱段

音声記号 町3Scja31pe44ts山 35ka44n;，31 xass 1:1: 1 1目メ~x山5S 立共1 “(定)持t，了..庇均出!唱。(曲本

t英語直訳 実想定来把体看
の pゆJ字は [t5Ul3S]と発音すべきで.方向指示語

読写方式 {昔借音自 自音音
r- に・~へJ の~.:。歌い手は [XUlSS] と発音してい
るが.それでは r-してしまうJr-したJを意味し

t英語意訳 多想、去把f~，看望. てしまう。おそらく誤って歌ったのであろう。)

日本語訳 あなたのお見舞いに行きたいけれ [1;¥ 111]見る(肴)の窓を表すのに.組本は「看
ど (a33) J (2.1)， r肴 (kha55)J (9.1)と訓読ないしは借

字を用いる。

[ill藤]王注によれば， Iゅはベ一語の方向指示語であ

る。歌い手は方向指示語のようなベ一語の付属語をか

なり自由に他の語に入れ替えて歌っているということ

だ。意味はおかしくなるだろうが.そこに観客を納得

させるような韻律的な言い切りの形が用いられたとい

うことかもしれない。

2.2 ベー文原文 父母本有15 我主張 [ill雌]r不Jr 11:Jのような付属諾が音仮名表記され

音声記号 tou3Sm:l33p叩31jou3SIJ;，31匂II也a44 る。

漢語直訳 父母不吐我主張

読写方式 訓訓音音却JI 借借

;英語意訳 父母不准我主5~ ，

日本語訳 父母は私の思いをn午してくれない。
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2.3 ベー文原文 升眼寄到 ly! 冷 l庇

音声記号 kh山SSk山31b44jou44ta3S(山31鉛ou3S

i英語直訳 汗-拾吾子訪 ly! 培張

読写方式 借昔借借借昔話I1

1英語意訳 汗十訪I手始寄帯.

日本語訳 処方謹を書いて兄さんに渡します。

2.4 ベー文原文 オ主 命周到 ly!

音声記号 tc:ouSSmi叩 SSjouSSt3Sta44

漢語直訳 救 命 用鈎 単

読写方式 借借借借借

i英語意訳 救命要用官。

日本語訳 命を救うにはこれが必要です。

3.1 ベー文原文 一 用金 両脚 鉱水 [71fllI]以下.r用Jと「汝Jの使い分けについて，王

音声記号 ji3SjouSS旬山，44旬i44tc:>3S1usssui31. 鈴氏は歌い手の自由であり，厳密な使い分けがあるわ

漢語直訳 一 用金 均脚 露水
けではないという。

説写方式 {昔借借借借{昔借

i英語意訳 一用金消脚露水.

日本語訳 第一に金鶏の脚の露水，

3.2 ベー文原文 二汝民凪羽!汗: Iy¥ [1古田}越本6.4は「心干肺 (cj3Ska3Sphia44)Jとする。

音声記号 CJSSzy31 rwsSxua42c:i3Ska3Sphia44 「羽Jを心臓の意の音仮名で用いる例は釈読 (5.3.3.

漢語直訳 二 用夙 風心 肝肺
13.15.3)にも見られる。ただし釈読はここでは「心肝

読写方式 {i12 音借借背 {if 自
JJiliJ (13.6.6)と書き1U'字。

漢詩意訳 二Tf:JJ乳凪心肝JnIi.
日本語訳 第二に鳳風の心臓と胆と肺，

3.3 ベー文原文 ニ汝悪玉毛旺領 [玉]原文“悪玉"指載企.或系別字.但也可作音波

音声記号 sa33zy31 :)3Sj・y4ラ2ma21uaSSl)，i・山32 解。(原文「悪玉jは「随魚Jをさす。あるいは別字

i英語直訳 ェ用盤色毛凡根
かもしれないが.いずれにせよ音仮名である。)

説写方式 {背音音音却11 昔音
“領..J主協同U132 • 文r.ll 瑛鴨方 ts叩31 民都~“i恨"的

意文.但 tsw31与1111本原文不符。 (r領Jは[l)，iW32]
I英語意訳 三用JL根盤金毛， と発音すべきだが.歌い手は [t5W3'] と発音してい

日本語訳 第二に数本の大屯の毛. る。両者ともに「根Jの意であるが. [ISW31]は曲本

原本とは異なっている。

[官回]組本4.1は「毛」を m:)42と読み.借字とする。

組本 15.1に「二三根 (kou33saSStsw3)Jとあり，そこ

は却11字とされる。

[遠藤]ペ一語数量詞を音仮名で「領Jと表記しなが

ら.それを [ISW31]と発音している。音仮名表記が

口頭での表現の厳掛さを求めて用いられるのではない

ことを表す例。

3.4 ペー文原文 四 JTJ 麟麟 n!1 [1苦闘]組本 3.4は r~t林肝 (tç: i2I Jj山35ta33)Jとする。

音声記号 司SSjouSStsh142li叩[
42ta33 [越藤]越本3.4参照。

漢語i[訳 四用麟麟胆

読写方式 借借借借訓

漢詩意訳 四用麟麟j担。

日本語訳 第四に牒麟の胆，

4.1 ベー文原文 五割IS 留 汝虎母乳 [1il凹1r留Jを「いる(要)Jの意の音仮名として用

音声記号 u31nCJSSl)，i・OU44ZV31b21m:>33pa42 いる例は，越本・楊興庭本には見当たらない。そもそ

1英語直訳 五 I泥要 用虎母乳
も楊正華本では原文に「要j字を用いる例がない。

読写方式 借昔音 音訓訓訓
{遠藤]富田注の指摘は. 1.3に見られるようなベ一語

における n音と l音の区別のなさによるが.地域的に
漢語意訳 五l施要用老虎乳. 音仮名に使用する文字の使い分けがあることを示して

日本語訳 第五には.虎の乳が入り用で. いる。
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4.2 ベー文原文 六用蚊子眼光枚 [宮EEllJjj{文「光jは，他(1.1. 1.2. 4.2. 7.2. 11.2. 
1~・rE下-ートt・ょErEL，-ザ1:. lu35jou55VUl42町31je31khua331a44 越本，楊興鹿本)は全て kua'I4と読むが.ここのみ

i英滞在日沢 六用蚊子 i眠根
khua33と読む。

読写方式 借借 11¥' 1昔借音昔

漢語fi:訳 六用蚊子双l民権.

日本jilt訳 第六に蚊の一つの脆，

4.3 ベ一文民{文 七汝直父吐光~ [遠藤]鋤興!定本6.1参!!H。

音声記号 旬hi44zy31 ts')3SfySSn~44kua44tuI21

漢話直訳 七用資蜂的手i・~

読写方式 借音・音昔自音羽11

誕認泣訳 七朋蜜蜂'I~l'架子.

日本語訳 第七に翫腕の骨格.

4.4 ベー文原文 八用孔雀胆

音声記号 pa3S jouSSkhu31綜hb3Sta33

漢語直訳 入用孔雀胆

読写方式 {昔{背借借訓

i英語窓訳 八用孔棺JI!l。

日本語訳 第八に孔雀のj但.

5.1 ペー文原文 第九倒汝黒北須 [官問]組本5.1は fW北甥!(tch山 331u42cy44)Jと，

音声記号 ti55tciu31l)，iou44zy31 xUl44ny21 cy"4 fftJを併字で読む。

誕語直訳 第九 1民間黒北須

読'.lq:方式 1'M' 1'}:11' 背 音 器11 訓1U'

隣諸意訳 第九嬰JlJ諜lt須.
日本諸訳 第九に黒龍の髭.

5.2 ベー文原文 第十 留 汝 白 唐 香 [王1 ・'Ji~f" 庇均“糖.. ・・香"庇均"霜.. 后者~~音t英字。|

音声記号 tiSS司3SI)，ioU44zy31pCJ35tha42cia44 (f唐Jは「梢J.r香Jは「符Jとあるべきところ。後|

漢詩直訳 第十要用白:tJ.!t 稲
者は発官ーを誤った文字逃いである。

読11:方式 借{昔昔音借 1it: 1H' 
[官111]版文「唐香Jの読写方式は音仮名か。

[遠藤1f!i!f Jは「檀jの簡略表記であり.白椴の香だ
漢語意訳 第十要用自樹霜。 ろう。この点につき王鈴氏は.r白糖」は「石比箱」

日本語訳 第十に白糖の霜。 (ill!ヒ敵)という甘い毒薬であるとした。

5.3 ベー文原文 安rr 11! 十枠到芥全 [富岡]組本5.3は「十枠Jを司35ja5Sと統み.借字と

音声記号 jo35ta44t町il2jou32jo35帥 i42帥 UC42 する。

i英語直訳 鈎羊十枠訪子F金

続写方式 借借 Wfl 訓借借 {iT

i英語意訳 話単十梓歩j芥全.

日本語訳 もし処方通りの十種の薬が揃ったら，

5.4 ベー文民{文 梁兄続安康 [富田]組本・楊興底本は「梁兄」を lia42cou""と読み.

音声記号 lia42ciou44tci35a44kha33 釈読は1)，a42c033と読む。

漢詩直訳 梁兄疾安康
[遠藤)7:rai主の指摘は.ベー語の n音 l音の区別の

読写方式 借借借借借
なさに起因する。

越本.楊興底本ともに.削薬の記述が続くのだが.楊
漢詩意訳 梁兄得安:1lJt。 正華本は削薬を記さない。これは「英台宝巻Jと同様

日本語訳 梁兄さんの病気は治るでしょう。 である。口承されていくなかで，突飛もない諜の記述

が膨らんでいったのが組本.楊興庭本であろう。

6.1 ベー文原文 若 不周到単医疾 [王11111本均“疾..但嶋i司中方“病..(1111本中の「疾J
音声記号 ZUOSSpu35j・ouSSj・~3Sta44j・E・44p ・山55 を歌い手は「病Jと発音している。)

1英語i!I訳 若不 m 鈎単|室病
[宮田1r病」字は借字では piUlS5(楊興隆本5.2). ~Ufl 

続写方式 借 111' 11¥' 1昔 借 借 僻
読では pCJ31(組本1.4，楊OOI廷本7.3) と読む。

{遠藤]歌い手にとって. f疾」字は「摘」字と.意味
漢詩1]:訳 要是不m此歩~!y!. 発音ともに同じということである。

日本語訳 もし処方通りの薬が揃わなかったら.
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6.2 ベー文原文 梁兄一定把命寝

音声記号 1i1l42ciou44ji3Sti山 SSpll31miwS5saSS 

i英語直訳 梁兄一定把命世

読写方式 借借借借{昔 1it 借

1英語意訳 梁兄一定把命T包

日本語訳 梁兄さんはきっと命を落とします。

6.3 ベー文原文 梁兄Il白敵前坑染 [遠藤]補助動詞 r-できない」は背仮名表記。

音声記号 lia42c iou44n~31 ti21 XCJ55khw44tuo33 

漢詩直訳 梁兄体若括起不得

読写方式 佑-借音音訓昔音

1英語意訳 梁兄的:若不能活.

日本語訳 梁兄さんがもし生きられないのなら，

6.4 ペ一文原文 玉有妙到芳 [王]此佐“玉"字瀧解，或1;;“元"。“芳"先1“方"瑛

音声記号 jyS5j・ou31mi・~SSj・~3Sfa44 字。按越歪nn本子.此処方“再有一剤好訪方"。此1111

漢詩直訳 ? 有妙 弱方 本意文似与越歪日n不合。(ここの「玉j字は難解であ

続写方式 ? Hr 借借 {if
る。あるいは「元Jか「芳Jの誤字か。超亙sPr本では
「再有一剤好裂j方jとなっている。この句は意味は越

i英語意訳 没(? )有好訪方。 本とは異なるようだ。)

日本語訳 よい処方はありません。 [遠藤]王注は「玉Jを「元Jの誤字として解釈して
いる。楊興底本は「英台は兄の摘を知っています。再

び会うことはないでしょうJ(7.3-4)とあった後に.

棺材の話題に入るが.これと近い発想である。ただし

「元Jとは読めない字であり.歌い手も白ySS]と発音

している。「又Jの音仮名などと解せば.越壬鼎本の

「再Jと近い解釈になる。

7.1 ベ一文原文 好 1止寿板来日開付 [王]寿板:問l棺材板。原文"英・・，庇試;m回32 唱i司

音声記号 xu33n~44souSSpa31 m白 3・2p::>31fy32 中 l目先ts}55. 意~.J・1位"0 (r寿板Jとは棺材板である。

漢詩直訳 好的寿板~~ 1?: 国l 原文「某Jは [mCJ32]と発音すべきであるが.歌い

読写:方式 訪11 自借借却11 自 音
手は [t司55] と発音している。これは代動詞「倣Jで

ある。)
漢詩意訳 架上一副好寿材， ['flf回]越本8.3は「活期寿坊英保格 (xuo3S帥i3Jsou5Sfa
日本語訳 一幅のよい棺材を買ってください。 42mei2p;，Jlkω35)Jで.l英語意訳は棺材の量詞を「口J

としているが.楊興庭本8.1は「秀香花板質保付J
( çou5Sçou3Sxuo35pCJ33m刷ωJ32とp~す31fy32)Jでi英語意訳は量

調を本句と同じく「 る。楊正恭本では棺摘を

作る職人も二人である (6.4)こと，量調の「閥Jは

一対の意であることからすると.梁山伯の棺だけでな

く.英台の棺も一緒に用意させた意となるか。

7.2 ベ一文原文 高手木匠 ii'i一双

音声記号 b44sou31mu35tcaS5tchiw31ji3Ssua44 

I英語直訳 高手木匠消一双

読写方式 借 {if 借借借 1fT 借

1英語意訳 再ii'i同位好木匠，

日本語訳 一人の優れた木庇を呼んで，

7.3 ベ一文原文 寿板自 E保花冠梓 [王] 11保字庄班~p:>31. ~白河中日目先町55 意均“(倣)

音声記号 sou55pa31町SSp~31xua44kua4"jaSS 成九“冠¥座法;kua44. I眉i司中鴨方 khou.可能瑛均

i英語直訳 舟板倣 t 花冠梓
“泡"字。 (11保字は [p::>31] と発音すべきだが，歌い手

読写方式 借 借 音 自 {昔借借
は [tSlSS]と発音している。 r(造り)あげる」という

意。「冠Jは [kua44]と発音すべきだが.歌い手は
漢語意訳 寿層倣成花冠祥. [khou]と発音している。おそらく「冠J字と語読し
日本語訳 棺桶を花の冠のように造ってもらい. ているか。)
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7.4 ベー文原文 j肱自訂:苑光

音声記号 旬hi33町55XU035lie"kuaM

漢語直訳 i奈成紅亮光

読'.0:方式 昔音訓訓借

i英語意訳 i奈得虹又亮。

日本語訳 赤く明るく漆をかけてください。

8.1 ベー文原文 梁兄 j摘者死別恨 [王]原文 "J蹄・'. I目i司唱作凶31(“11)，") ;・・者・・. I唱i司i自

音声記号 lia42ciou44n::l31 tseJ21 ci33pi回35X叩55 作却055(“若")0・・死別恨"， I目i司昭作S'}3IXOUSS(“死

i英語I直訳 梁兄伯:若死搾了 后").都直接用{昔i司日目.与Illl本版文不符。(版文「脳J

続写方式 借{背音音訓音音
を歌い手は[o，elJ<r的，J) と発音している。「者Jを
[ZUOSSJ (r若J) と発音している。「死別恨Jを歌い手

i英語意訳 梁兄的:岩間人世. は[司3IXOU5S] (f死后J) と発音している。これらは

日本語訳 梁兄さんがこの世を去ってしまう 歌い手が直接借調として歌ったためであり. 1111本原本

なら. とは異なっている。)
[遠藤]r死別恨Jをi英語 [η31XOU55]で発音するとい

うことは.音仮名表記は絶対ではないということを示

している。聞き手を~i.龍して自 rJI に変えることができ
るのだろう。リズムは3音節が2音節になるが，この

点につき王鋒氏は問組ないという。

8.2 ベー文原文 一身洗浄内面接

音声記号 j j3SSUI33cj 31 tcuIS51 ucSSmiS5tsua44 

i英締I庄司t一身洗冷内而装

話i写:jJ式 借 {昔借借借借借

波踊意訳 洗浄身子好装棺，

日本語訳 体をきれいにして棺に安置してく

ださい。

8.3 ベー文原文 本 学守恨別的委

音声記号 P山31coJSSOU31 xwSSpj3Sti“ue33 
漢語直訳 不消葬在別的位置

統写方式 音音音音借借音

漢詩意訳 墓地不用他赴技，

日本語訳 墓地はよそで探してはいけません。

8.4 ベー文原文 安葬在南山

音声;記号 aMtsaSS包c55na42sa44

i英3lfD直訳 安葬在南山

続写方式 {昔{皆{廿{昔借

路語窓訳 就非在商1110

日本諦訳 必ず南山に葬ってください。

9.1 ベー文原文 梁兄牧恨南J.LI 口

よ'1悶‘\~Jヤミ辺[.，炉;;î!lい4 勺 lia42ciou44sou32xUlssna42sa44khou31 

i英iiif位tU~ 梁兄葬在 南山 口

読写方式 借借 音 音 借 { 昔 借

i英語XJ.訳 梁兄葬在南山口.

日本2!?訳 梁兄さんは南山の峠道に葬られます。

9.2 ベ一文版文 大路朱吐決 fb 家 [富田]組本・楊興隆本・釈説は.馬家を「馬甲」と

音声記号 to31thu44旬y44no44tUl21ma31 tcia44 表記する。

漢語f江訳 大路条上 ~弓家

続写:方式 部I[ 訓音自訓借借

漢語意訳 大路頂~是耳家.

日本語訳 通りの正面に馬家があります。
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9.3 ベー文原文 以!舌我省弓格封:

音声記号 ji3IXOUSSlJ::>3IS凹 31ma3注目3SX::>31

i英語直訳 以 1舌我姶弓家家

読写方式 借 借訓 音借 音音

漢語意訳 以后我嫁弓家r'l.
日本語訳 私が馬家に嫁ぐことになったら.

9.4 ベー文原文 来往好焼香 (1吉田1r好Jの読みは.6.3では XU33。組本9.4は

音声記号 lcol2ua3' X::>32S::>44c
・ia44 「好焼香 (X::>31s::>44ca44) J。越本の「好」の読み方は.

漢語直訳 来往好焼香
X::>3'とX::>32の二種類ある。

読写方式 借借借借借

l英語意訳 来往好焼香。

日本語訳 往き帰りに線香をあげます。

10.1 ペー文原文 若 与 寄 寄 成 婚 配 [遠藤]以下 10.4までは.英台が来世での二人の結婚

音声記号 zuoSSjy31 k;)44k;)44tsh凹 42XUC44phciSS を夢想する場面であり.楊正華本特有の部分である。

漢語直訳 若与部寄成婚配
英台の死後，二人は再会して馬家に復習するというべ

読写方式 借借訓話11 借借借
一族の柳蔭記下巻を先取りする内容である。

1英語意訳 若与部寄成婚配，

日本語訳 もし兄さんと結婚できるなら.

10.2 ベ一文原文 皇 王降 旨再 商量

音声記号 xua42ua42匂iass町31匂eSSsa441拘44

漢語直訳 皐主降旨再商量

読写方式 借借{昔借借借借

漢語意訳 皇王|捺旨再商量.

日本語訳 皇王が車I)諭を下し再び相談し.

10.3 ベー文原文 王 母 娘 娘 庇 加 我 [王]原文“庇加我..庇渓:JJjwSS匂ia牛tlJ::>3l，I唱珂直接

音声記号 ua42mu311)，i・a421)，i・a44j・田SS旬l・a44lJ::>31 I百方訳語借河“来接我..与曲本原文不符。(原文「虚

1英語直訳 王 母娘 娘来 接我
加我Jは(jWS匂ia

44
lJ::>31J と発音すべきであるが.歌

説写方式 借借借借音音訓11
い手は1英語を借りて「来接我J[le42恥 35u031J と発音

している。)
i英語意訳 王母娘娘来接我，

日本語訳 西王母が私を迎えに来るでしょう。

10.4 ベー文原文 金殿配成双
. 

音声記号 tcj山，44tj5SpheSStshw42sua44

:英語直訳 金殿配成双

読写方式 借借佑: f昔借

t英語意訳 金殿配成双。

日本語訳 金殿で私たちは結婚します。

11.1 ベー文原文 阿母訳灯到単恨

音声記号 a3lm::>33xaSStw吋3叫a羽 X叩 S5

漢語直訳 阿鍋看得訪単了

読写方式 訓訓 音音 借惜 音

i英語意訳 阿鍋肴到到1'(!后，

日本語訳 お母梯が処方護を見たら.

11.2 ペー文原文 型U j下問唯疾医 IY¥ 【王】原文“疾"， 1I白河l間作“病"peJ310 (師、文「疾J を

音声記号 j::>3Sta44ka44nwS5p回 3'jj44phia44 歌い手は「病J [pCJ31] と発音している。)

i英語直訳 部 ly! 把体的摘医到

読写方式 借{昔特自習11 借自

1英語意訳 要傘鈎単治体病.

日本語訳 処方通りの楽を集めて摘を治すか

もしれません.
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11.3 ペ一文原文 杯開訴~ J下交答母 {王]原文“答"ta32，唱珂唱作“姶..kW320 (原文

音声記号 pe44ka44j;:，3Sta44tci::l44ta32m::l33 「答J[ta32]を.歌い手は [kw32]r姶Jと発音してい

i英語直訳 走把到単交錯母
る。)

読写方式 昔特 {廿借{昔音訓

漢語意訳 去把訴ITJ手始母来.

日本語訳 行ってこの処方鐘をお母様に渡し
なさい。

11.4 ベー文原文 英借地吋光

音声記号 mo3Stshuo55kuoS5司，42kua44

漢語直訳 莫惜辻 lI;j 光

読写方式 借借{昔借借

1英語意訳 英錯辻11す光。

日本語訳 時間を無駄にしてはいけません。
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4-4. r柳蔭記jー緯読本(趨歪鼎本〔イ))

音声記号・中国語訳…段伶(張錫禄・甲斐勝二主編 f中国白族白文文献釈読j広西師範大学出版社，

2011年)

日本語訳…富田美智江

凡例 べ一語原文(白文)中， Cコは音仮名及び自造字を表す。

原文/音声記号/i英語直訳 i英語意訳 日本語訳

1-1 英台提起宅. 英台提起筆. 英台は*を取り上げた.

j英w33the42thi42tchi3

宅

1 pj35 

台提起

1-2 丙限j自在任。 同i恨j日記託。 両|恨にj目をためながら。
1)，a31je31 le55ua33ua33 

丙眼 if:l iI i.王
1-3 拝上梁兄英悲{弘 拝上梁兄英悲紡. 持啓梁兄悲しまないでください.

peSSsaSS恥a42・c033m:>3S sa33cw33 

拝 上梁児奨悲街

1-4 
所tch到e5

阿
.5tu導X判因9習a3・HKH3.32 aiss t旧制病pε33 

i好到司帯得了病. 兄さんが病気になったと聞き.

l好到阿 ~If 位得

1-5 IUI.我，心不安。 IUI我，心不安。 夜、の心は落ち着きません。
tc:>S5

手
9
主
031 c叩33pU3S?a33 

i叫 心 不安

2-1 想要去看困， 想嬰去看体. あなたの看病に行きたいのですが.

ca311)，()牛'1)去e
31 ?a33 1)，・iSS

想要 肴旭i

2-2 匿璽閑人図。 只伯閑人説。 余人に何と百われるかが心配です。
tj31ke35 ca3SI)，j31 sua44 

只 伯閑人悦

2-3 英台我|自打由E1::1- 英台我急得聞閉特， 英台私はいてもたってもいられず.

j
英凹

33the42我1)031則tslSS te44匂i35匂uj42

台 急得閉困特

2-4 
k

汗

h
捨聞5
寄
Sk回山3

訪
EKI
下
03来3n. 333 j044ta35ne31 

子F姶1~f寄-~1.j単. 兄さんに処方菱を書きましたが.

子F 拾帯上一訪単

2-5 実在国雄園。 実在太)(I~了。 それは本当に大変でした。

町gE3tぉe
SSxεSSna31 ca

SS 

在 XE! ){I~ 級

3-1 第一家海北王角. 第一家海7.r;王角. 第一に東海竜王の角，
ti勺j3Sto33xe31 1042ua42 ku03S 

第一家海 j.t王 角

3-2 第一播挑j酉ー紅. 第二婚桃酒ー紅， 第二に嬬桃酒ひと謹

tiSSeS

二

5pa4蛾2th342tG03i酉1 ji3Ska33 

第 桃ー 紅

3-3 第二千年瓦Jニ~It. 第二千年瓦上霜. 都ニに千年瓦に翻った箱.

tiSSsa33 tchie331;tc42 ua31saSS sua33 

第三千 il~ 瓦上:tw

3-4 四要農民麟11旦。 i国嬰麟麟JJ!!。 四つ目に麟麟の肝がいります。
司SSjoSS匂hi42liw42ta33 

凹要牒麟 JI旦

4-1 第五紫色尾上毛. 第五整色尾上毛. 第五に大他の尾の毛.
tiSSu31 y麓05Sy

血

42 vy31saSS m:>42 

第五 尾上毛
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4-2 
第六蚊子vm|阻42|l匡15園ff: 第六蚊子|恨i眼目Ili. 第六に蚊の|恨のまぶた，
ti551u35 VW42ts131 je31kua331a44 

第六蚊子!眠 11医i底

4-3 第七現音甘露水， 第七現l;ttl・露7l<. 第七に観音のtf・鉱水.
ti55tchi35 kua33

音

Ijw33ka331u55c水y31 
第七現 甘露

4-4 八用白檀香。 八用白植番。 八つ日に白搬の香。

pa35j055 p白e;35tha42ca33 

八用 組香

5-1 第九要用背北須. 第九嬰用背北alii. 第九に背他のひげが入り用で.
ti55tc031 j:>要55j055tch山 S51021cy領33 

第九 用 背允

5-2 第十l直付光等|架。 十嬰用蜜蹄骨架。 第十に聾蜂の骨格。

ti55
司十
35町蜜3Sfy5蜂S kua44tw31旬a44

第点nr泊:>1'目= 

5-3 十梓如能技得全. 十枠如能抗告}全. 十種全部集めることができたなら.
s135ja55 zu42nw42 ts:>3lt山 35tchui42 

枠如能技得金

5-4 起死回生湯。 起死回生揚。 起死回生のスープ(となるでしょう)。
旬i31司31XUi42SW33 tha33 

起死回生揚

6-1 汗好訪草子f弱引， 汗好訪1(!汗前引. 処方議を性き終わったので服薬をlU:きま

khe33x:>31 到j:>3StaS5khe33

笥

j:>3Sj引山 31 しょう.

汗好 単汗

6-2 三梓訪引配披包: 三枠~'J引配挽'e:: 三徳の!日1~をそれに合わせます:
sa33

梓
1a55j到:>35jw31 phe551031 tha33 

三 引配挽 r~

6-3 公渦蛋困老虎乳. 公純益和母虎妨. おんどりの卵と虎の乳.

t公US5p渇山31SC32 li55 b31m:>33妨pa42 

蛋和母虎

6-4 跳蚤心肝肺。 挑掻心肝肺。 ノミの心臓・肝・附i。

khua33ci44 ci35ka肝35p
臨ihI

ia44 

挑蚤心

7-1 固~J要用園珠圏. 主!{部要用珍珠舗L 薬を煎じるのに真珠のつぼが要り.

t
煎

a31jo
鈎

44
1)，要
044zy

用

31tsw3

珍

3
包y3

珠

3
句Y

餓

5 

7-2 
医加軍31

要

p:l図官31珂制要
踏“固

zy31 ma31no31ka44 
吃到:要用珂瑞杯. 薬を飲むのに璃瑞の杯が嬰り.

吃 要用時瑞杯

7-3 金童玉女来j昆弱. 金量玉女来i晶鈎. 金量玉女(美少年美少女)が薬を温め.

tcW33th042 ySS1)，y
女

31le42uPi
昆

Ij:>3S 

金童玉来書j

7-4 倣一口而干。 倣一口而干。 一口で飲み干します。

包uo5Sji3Skh031 e;42 ka33 

倣 一口而干

8-1 若凡此型J不見放. 若娃此裂j不見放. もしこの薬に効果がなかったら.

ZU42白4215
此
h13EjB3j35PU35旬ieS5coS5

若是 不見放

8-2 

再再lSe

有
55j一有o

訓回
j

一

i

好
35

剤

aiRpls
方
sX. 33' ta33fa33 

再有一剤好単方， もう一つよい処方があります.

好1'1'!方

8-3 |活期寿坊|英医圏. 虹i奈棺材・男一口， 紅i奈の干ii材を一つ買い.
XU:>35tchi44 s055fa42 me;32 p031 ke;3S 

紅 i楽 棺材・ ~ t 口
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8-4 |料恩求I咋当|。 J佳品好!吉事。 葬儀の準備をします。

li:>55li31旬h055pUl55ta44 

(f主各 到I~盟

9-1 情↑地附把攻肴. iì'i1'地~iIi把攻肴， 風水師に墓を見てもらってください.

匂h凶 31b55t地iS51司11133把pa31 ti山 42khaS5 
十 技者

9-2 南山脚下好凡光。 南山脚下好}xl光。 南山のふもとが紫色がよいでしょう。
na42sa33 tc03Sca5S X031 fUl33kua33 

南山脚下好 夙光

9-3 葬在南山大路穿. 葬在南山大路穿， 南山の大通りのそばに葬られれば.

tsa55 tse55 na42sc33 ta55 lu55pha42 

~~ 在南山大路穿

9-4 英台好焼香。 英台好焼香。 英台が親香をあげます。
j英山 55thc42X031 S:>33ca33 

台好焼香

10-1 梁兄死后我吊孝， 梁兄死1舌我吊孝， 梁兄の死後私はお悔やみに行き.
n，a・.12c033町31X055IJ手3え31 tio55c:>55 

梁兄死 I舌 吊 孝

10ー2 実前祭鍵j自主E託。 実前祭奨j目庄在。 霊前で弔いj目をためましょう。
)i山42旬hic42tci55tie55 le55ua33ua33 

実 iitr 祭実 i自 在 任

10ー3 回夏帯帯凡1!1:事。 回夏司寄りL件事. 兄さんにいくつかお返事します.

XUi42

夏

ff5b刊 033tci31tcie55

事
司55

間 帯主F凡件

10-4 情i育園璽1&1。 前i背娃遊説。 はっきりきっぱり百いましょう。

tche55匂he55me21me21 sua44 

7i!i ?i1f 楚娃 現

11-1 早来二日我是主. 早来ニ日我是主. ニ日早ければ私が主で.

箇0311e42sa33司351J:>31 S)S是Stsy主31 

早来三日我

11-2 退来二日我先I~宅. 退来二日我均実. 二日遅ければ私が容となるでしょう.
tsh1421c42 sa33司351J031 Ui42 P方iUl33 

氾来三日我 実

11-3 寄部本是我心愛. 若干高本是我心愛. 兄さんは私が心から愛する人だったので，
k033k033 pUl31町

5

是

S 1J031 cUl33e55 

寄帯本 我心愛

11-4 玉吉甲眼中灯。 弓甲限rl:J釘。 馬甲は目のかたきとしました。

ma31句a3Sje31 ts033 tiUl33 

づ
u ff:J I眠中 灯

12-1 1Ji:台就是勾魂鬼， 英台就是勾魂鬼， 34台はもはや魂さまよう隣接で.

j英叩33the42匂055S15是5 k033xui42 kui31 

台就勾魂鬼

12-2 参嫡就是寄人柑. 参嫡就赴答入手IJ. (我が)父母は人を;与する物の怪です.

ti33ma33bB055bt 町55j主xc5Sz山 42tc山 33
参伺就 筈人精

12-3 圏c05房5向是42我S真地獄.
誘厨赴我真地獄. (我が)部屋は私の本当の地獄で.

司j忌S5 1J031 ts凶 33ti ・55j・035

誘房 我真地獄

12-4 我是JUl河坑。 我是JUl河坑。 私はI血河の穴です。

U332 j司主5S cue3Sxu042kh凹 33

我血 i可坑

13-1 =更歩里閉間合， ニ吏製品恩閉間合. 真夜中に夢で再会し.

sa33k叩33mU1551131thudi羽2jui42xu03S 

三更 ~~盟 岡合
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13-2 除~þ二世得成業， 除非二1J.t得成来. 来世・で結ぼれない限り.
tshy42烏33e55司55tε35包h回42tchw33

除 非 二 世得成 来

13-3 妙針仙丹利元益， 妙弱仙丹也元議. 妙薬仙丹も無益です，

mioS5joJS cie33ta33 li55 vy4元2jiSS 

妙到仙丹也 提

13-4 我娃真人参。 波地良人参。 私は本当の人参です。

0我~31 S是155白 山33Z山 42sm33

真人参

14-1 l~出m霊~;1I1一副， l悦山地常;111ー刷. 鴛識の1W-対と.

t1p脱hui
31
tch1出35jui33，鴛Ja脅33te

5

惜
5je5一fy5副5 

14-2 七尺綾2Y1拍ー根， 七尺段2!-11~自一般. 七尺の綾絹一枚を取り出し.

旬he5箇h
尺

135 liw421u!)4IJha55 ji刊叩33
七 綾 w舶ー根

14-3 送部携花鮭圃双， 誘花鞍一双送始時. 兄さんに刺繍靴一足と.

5035 k=>33 tche44xu=>花35IJe31 ?a3ltce3 

送寄誘 鮭一双

14-4 
誘tch花ε“宇X田U3E35置S。田31tr;im3Sp舶旧床制

誘花師!一時ミ。 刺繍の手巾一枚を送りましょう。

誘花手

15-1 
t3U141友21

n
園
la3
下
5
回ニ根， !).主役抜下i吋ニ椛， 髪を二ニ本抜き.
ti35th田55k031sa55 kW35 

~投 抜下 両三根

15-2 
圏ue眉3m

園
e3S
下

t
匝
i35t璽hw司55。P3319dlmiuI3t 

周毛抜起了一搬。 周を一つまみ抜きましょう。

1白毛抜下 官 一撮

15-3 
国ci3

亙
Sk週=>33想1i図S5c拾a3

帯
11. Qhi44k凹

31kn33 
心JL者|池l拘姶司， 心臓も取り出して兄さんに差し上げたい

のを.

心JL 也想 掬拾 帯

15-4 梁兄可区亙? 梁兄ITJ羽|道? 梁兄はお分かりですか?

n，a42c033 kW31 zw44tw44 

摂兄可 知道
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4-5. r柳蔭記j一楊漢本・趨歪鼎本〔ウ〕

採集・中国語訳:楊政業(楊政業『大本曲簡志j雲南民族出版社.2003年)

日本語訳:遠藤耕太郎

凡例 ペ一語原文(白文)中，仁コは音仮名， は語11字を表す。

4-5-1.楊漢本

(白)四九再拝姑娘.可有妙萄，要与相公弱単一小.他人尚付来了。如此提宅汗単，四九体所一一

(語り)四九は再び彼女のもとに伺った。よい薬がありますわ。あのお方に処方の仕方をお教えし

ましょう。あの人に飲ませてくださいね。このように処方議を掛・きますから，四九，よく聞いて

(唱): 

(唱): 

1-1 (自活)提起篭来把有用， 3-3 (自活)第五要因態麟1!1..

(訳文)提起筆来把有用， (訳文)第五要用麟麟角

(日語)離を執って書きましょう. (日)第五に麟麟の角を入れて.

1-2 (自活)四九肝我説原故. 3-4 (白悟)|妨日薮掻園。

(訳文)四丸町我説原故. (訳文)与弱溺同用。

(日)四九.私の話をよく聞きなさい， (日)薬湯と一緒に飲んでください。

1-3 (自活)裂豊子閑汗与体. 4-1 (自活)我是他的帰命丹，

(訳文)遮↑弱羊弄捨{仇 (訳文)我是他的姻命丹.

(日)処方襲をあなたに書きますわ， (日)私はあの方の帰命丹，

1-4 (自習)体小心服用。 4-2 (自活)錨桃酒汁恩袋ZE.
(訳文)要小心服用。 (訳30錨桃酒汁用第六.

(日)注意してお飲みくださいね。 (日)蝿桃酒を第六には入れて.

2-1 (自活)第一允王囲， 4-3 (自活)金量|密l止問UI遊i昆.
(訳30第一要北王単方， (訳文)金重来手来煮弱.

(日)第ーには竜王の処方を. (日)金重が手ずから薬を煮て，

2-2 (白悟)第二王母医E亙1. 4-4 (自活)玉女把街送。

(訳文)第一王母身上香， (訳文)玉女把到端。

(日)第こには王母のつける香料を， (日)玉女が築を捧げます。

2-3 (自活)第ー恩ま忍旺l尽 5-1 (自活)現音~舷匝匪肱，
(訳文)第二千年老灰企， (訳文)要用現音瓶中水.

(日)第=には千年の古いほこりを入れ， (日)観音の水瓶の水を入れたなら.

2-4 (自活)再用白檀香。 5-2 (自活)梁兄病体才有数，

(訳文)再用白檀香。 (訳文)梁兄病体才有救，

(日)それから白檀香を入れます。 (日)梁兄さまの病にきっと効きますわ.

3-1 (白罷)四用万年瓦上霜， 5-3 (自活)I忍璽阿JII菰璽側.

(訳文)四用万年瓦上霜. (訳文)叫他服完培剤釘.

(日)第四に瓦の上の万年霜を入れ. (日)彼にこの薬を飲ませ終わったら.

3-2 (自活)天欝蛋映乳酉引l 5-4 (白活)翠開劉次日|。

(訳文)到引要用天掲蛋. (訳文)我身将他救。

(日)一緒に白鳥のたまごを飲んで. (日)わが身が彼を救うのです。
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6-1 (白酒)|富光到~ま脳相漏|， 9-1 (白雨)医亙図男虹金圏.

(訳文)蜜蜂骨!k蚊眼眠， (訳文)只要技全法剤蔚.

(日)蜜蜂の骨と蚊の目の縁を， (日)これらの薬を全て探し出しさえすれば.

6-2 (白悟):=$瓦屡|吐祉受1. 9-2 (自活)方才商別黄泉路，

(訳文)二年瓦傍上箱鴻~. (訳文)方才商別黄泉路，

(日)三年の瓦屋根の上の凍った霜を. (日)きっと黄泉路から離れられます。

6-2 (白悟)岡事翠|汝柱柱君l 9-3 (白活)|只作|技不全l阿梓l，

(訳文)熟読要用珍珠鱒. (訳文)如若ー枠技不全.

(日)被じるには真珠の査で. (日)もし全てを探せなければ，

6-4 (白雨)卸到珂瑠血。 9-4 (白雨)要遊間司路。

(訳文)珂瑞血服用。 (訳文)要走問伺路。

(日)服用するには璃瑠の湯のみで。 (日)陰路を行かねばなりません。

7-1 (自活)|套岡明lg閑. 10-1 (自活)|宋香|花麓去|保府l
(訳文)用毛伊子角. (訳文)檀香棺木英一副.

(日)ロパの角を入れ， (日)檀香の棺材をー幅買ってください。

7-2 (自活)底畏去明岡， 10-2 (白i吾)匿亙梁兄身亡故.

(況又)母虎的乳汁. (訳文)若凡梁兄身亡故.

(日)母虎の乳汁を入れ， (日)もし梁兄さまが亡くなってしまったら，

7-3 (白i若)聾閥均開蛋遊園， 10-3 (白i吾)埋在南口五台山，

(訳文)再用公渦下的蛋， (訳文)埋在南口五台1.1.1.

(日)それから雄鶏の生んだたまごを入れ. (日)南口五台山に埋めなさい，

7-4 (白i吾)挑蚤光夫要阿半， 10-4 (白悟)来往一条路。

(以文)跳蚤骨失用ー撮 (訳文)来往一条路。

(日)蚤の骨をひとつまみ， (日)行き来するのは一本道の。

7-5 (白i吾)囲薮困産宣。 11-1 (白i吾)弓家{也来圃技迎.

(訳文)到北宮熟読。 (訳文)司家他来把妹要，

(日)竜宮に行って則じてください。 (日)馬家の人が妹の私を安りにきたら，

8-1 (白i許)蚊|之光l込用四国. 11-2 (自活)我阿佐両前悶査.

Wt)(.)蚊子骨失用四丙， (訳文)我到攻前来遊香，

(日)蚊の骨を四両と. (日)私はお墓の前で香を焚きます。

8-2 (白i吾)五|夫在位膜下関， 11-3 (白i吾)四九関去同リ上付|，

(訳文)五六月霜要用移， (訳文)四九回去多上供，

(日)五六月の霜はたくさん. (日)四九.帰ってお伝えしなさい。

8-3 (自活)装倉lL人登|萱旺随. 11-4 (白活)性命回避園。

(訳文)英台知道帯的病， (訳文)性命硝濃願。

(日)英台は兄さまの病を知っても. (日)命はまったく気にかけられないわ。

8-4 (白i吾)相会不能線。

(訳文)相会不能移。

(日)充分に逢えないのでございます。
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4-5-2.趨歪鼎本〔ウ〕

(白)人心傘上宅思来.待我汗上一副到単.寄与梁兄，岐明.好街心!

(諮り)心をこめて筆に墨をつけます。わたしが処方案を書きますから，梁兄さまに渡してちょう

だい。アイヤ.ほんとうに悲しいことですわ。

1-1 (白i吾)英台提起筆. 4-1 (白i吾)第五鰐金尾上毛.

(訳文)英台提起筆. (訳文)第五鰐金尾上毛

(日)英台はfiEを執り. (日)第五に鰐の尾の毛を.

1-2 (白i荘)肉眼i目担任. 4-2 (白i吾)第六蚊子限隠位.

(訳文)丙|関目正証. (訳文)第六蚊子的限11M.
(日)その日には涙が溢れています。 (日)第六に蚊の目の縁を.

1-3 (白iU)拝上梁兄英心筋， 4-3 (白i吾)第七羽音甘露水.

(訳文)拝上梁兄莫心紡. (訳文)第七現音甘露水，

(日)梁兄さまにお迷いしても悲しみは癒えません。 (日)第七に観音の甘露水を.

1-4 (白iU)突l好帯帯有疾荊， 4-4 (自活)八用自栂香。

(訳文)突I肝司~1f有疾病. (祝え)八用白檀香。

(日)突然，兄さまの病をお聞きして. (日)第八に白檀香を入れて，

1-5 (自前)我心也不安。 5-1 (白i吾)第九翠思背北須，

(訳文)我心也不安。 (訳文)第九要用背1.t須.
(日)私は不安でたまりません。 (日)第九に背龍のあご毅を入れて.

2-1 (自前)翠恕阿陥岡. 5-2 (白活)第十|直父光~長閑.
(訳文)要想去肴体. (訳文)第十蜜蜂骨肋巴.

(日)あなたにお迩いしたいのですが. (日)第十に蜜崎の肋骨を.

2-2 (白itf)|弟格l阻|艮別， 5-3 (白活)十梓如若主主芥全，

(i又又)就伯有問活， (訳文)十枠如来技芥全，

(日)人のうわさが恐ろしく， (日)十通りがもし全て揃ったら.

2-3 (白沼)準会我岡打象蛙. 5-4 (白i吾)起死回生湯。

(i又又)英台急得聞図特， (訳文)起死回生泌。

(日)英台は気をもみ続けています。 (日)まさに起死回生のスープ。

2-4 (白i吾)迂鈴虫酪i単図. 6-1 (白i吾)汗好到単升到引.

(訳文)汗姶阿部法剤到， (訳文)汗好裂j単7l・到引.

(日)あなたに薬の処方菱を書きますが. (日)主薬の次には副薬の処方護を性きましょう.

2-5 (白i1:f)実在生遮園。 6-2 (白i吾)ニ梓到引配挽-e.

(訳文)実在;庭先端。 (双又)ニ梓訪引配挽-e.

(日)お作りになるのは難しいのです。 (日)二種の副薬を調合します

3-1 (自活)第一家海免玉角. 6-3 (白活)公渦蛋院1底畏鈍.
(訳文)第一家海允王角. (双又)公消的蛋虎母妨.

(日)第一に東海に住む竜王の角を， (日)雄鶏のたまごと母虎の乳汁.

3-2 (自前)第二描桃i酉ー飢 6-4 (白i吾)盤国~旺闘。
(訳文)第二嬬桃j酉ー紅， (訳文)跳蚤心血li肝。

(日)第二に蝦桃酒をひと紅を (日)飛ぴ挑ねる蚤の心臓， ItJliにJI日。

3-3 ([~Im.) 第二千年瓦上霜. 7-1 (自活)阿葱翠閥珍珠園，

(訳文)第二千年瓦上霜. (訳文)黙到要用珍珠縦，

(日)第三に瓦の上の千年の将を， (日)煎じるには真珠の斑で.

3-4 (自前)j国翠勝越l胆。 7-2 (白i吾)悶笥翠閥均硝紅，

(rX50凹要麟麟II!!。 (i又又)喝訟i要m珂硝品ir，

(日)第凹に麟麟の胞を. (日)服用するには璃哨の誕で.
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7-3 (白活)金童玉女来燦訪. 11-3 (白i吾)帯封本是我心愛.

(訳文)金童玉女来燦街， (波文)寄寄本是我心愛.

(日)金童玉女が薬を煮込み. (日)兄さまが心から私を愛して下さるのなら.

7-4 (白i吾)吃得l噴鼻香。 11-4 (自前)弓家眼中灯。

(訳文)吃得噴鼻香。 (訳文)弓家眼中灯。

(日)鼻を突くよな香りをたてる。 (日)馬家なんぞは，かたき同然。

8-1 (白i持)若凡此到不見放， 12-1 (白i吾)英台就是勾魂鬼，

WC>O若凡此到不見放. (訳文)英台就是勾魂鬼.

(日)もしこの薬の効果がなければ. (日)英台はもう亡霊と同じです.

8-2 (白i吾)再有一剤好訪方. 12-2 (白i百)参姑就是害人精，

(況文)足有一剤好訪方. (訳文)参鈎就是害人精.

(日)もう一つの処方があります. (日)父も母も人情を解しませんでした.

8-3 (白i吾)国遼寿房去医函. 12-3 (白出)誘房是我的地獄，

(1.又又)紅漆棺材英一口. (l又又)誘田是我的地獄.

(日)紅漆の棺材を一口お買いなさい. (日)悶隠は私にとっては地獄，

8-4 (白i吾)料理匿豆lIDo 12-4 (白i吾)我是血火坑。

(訳文)后事料理下。 (訳文)我是i血火坑。

(日)死後の始末をいたしましょう。 (日)私は血の生き地獄なのです。

9-1 (白i吾)消↑地姉把攻看. 13-1 (白i吾)ニ更歩里悶岡圃.

(訳文)消↑地師看攻地. (訳文)ニ更歩里得-岡凶.

(日)風水師を呼ぴ墓地を選ばせなさい， (日)三更の夢の内にあなたに再会しましたが.

9-2 (自前)南山脚下好凡光， 13-2 (白i吾)除非二世得成来.

(訳文)南山脚下好凧光， (訳文)除非二世得成来.

(日)南山の麓の風光のよい地を. (日)あの世でなければ夫婦にはなれません。

9-3 (白i吾)埋在南山大路口， 13-3 (自活)妙到仙丹也元益，

(1.又又)埋在南山大路口. (訳文)妙到仙丹也元益.

(日)南山の大きな辻に， (日)妙薬仙丹は何の役にも立ちません，

9-4 (自活)来往好上香。 13-4 (自活)我是真人生。

(況又)来往好上香。 (訳文)我是真人生。

(日)行き来に線香を立てましょう， (日)私はこの世の人なのです。

10-1 (白泊)梁兄2EJ9奴吊孝. 14-1 (白i吾)取出甥卦袋一付.

(訳文)梁兄死后奴吊孝， (以文)取出費卦袋一副，

(日)梁兄さまの死後は，私めが弔いましょう， (日)鴛驚の袋を一対取り出すと，

10ー2 (自活)実前祭実70i王i王， 14-2 (白i吾)七尺玲斑柏ー根.

(祝え)実前祭奨泊i王i王， (波文)七尺玲斑粕ー根，

(日)霊前でご供養するにも目に涙をためて， (日)七尺の精綴なハンカチ一枚，

10-3 (白i吾)回友寄寄凡件事. 14ー3 (白 i持)議萱笥~襲|阿凡|.
(波文)国友寄寄凡件事， (以文)送寄一双携花鮭，

(日)兄さまを回復させられたら， (日)兄さまにあげるーそろいの刺繍鞍.

10ー4 (白i詩)i創立坦坦闘。 14-4 (白i吾)透韮手rll闘。
(訳文)悦明心才安。 (訳文)携花柏手巾。

(日)心を述べたら安心する。 (日)刺繍はそのハンカチにも。

11-1 (白i吾)早来三日我倣主. 15-1 (白i吾)志家閑下|勾上争l
(訳文)早来二日我倣主. (訳文)采下三根金盤投.

(日)二日早く来たら私が主人に. (日)二本の金の糸を抜きとるや，

11-2 (白i吾)出来三日我均実. 15-2 (白i吾)眼底閑下|保阿呆l
(訳文)退来ニ日我先兵， (訳文)眉毛手巾ー把弧.

(日)二日遅く来たら私はお客に. (日)眉毛をハンカチで強く孤んで?? 
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(自活)匡霊週想図鑑査.

(訳文)想把心肝摘姶寄，

(日)心も胞も取り出して兄さまに差し上げたい.

-154一

(自活)梁兄匠豆盟。

(訳文)梁兄可知腕。

(日)梁兄さまは分かつてくれるかしら。
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4-6. r月里桂花J-蘇貴本・剣川県芸文志本

「刀lli.徒花J をi~i附する i"il ll:(\: Ut:l. 9Ht各氏

[}JLJ血~Ioj炎]

i~( JJI\ : !AHt (1939年7J-J Lj三.おIJ川 !日j少渓U!J.!~lh付 Itil"J i'I然村)

，JM1f. :山ITI美利江 ・附古1¥隆志 ・遠藤緋太f!I¥.ijJHMM.張正.ilL(通司().2011年 8月1511.於街IJ川

り，Lj少iJW!

[ ~t;f:1作成]

(トー段)蘇n本 f)J m.筏イヒ」

側主JJ:山田美智江.Z32手ii.:i.!ii藤耕太郎

※なお.未判別等:は口で示した。

('1'.下段)剣川県芸文士、本 fn里佳花J(剣)11県!とぶ排公室編『剣)11県芸文志j雲南民族11¥版社

2010所収)

士号FI!翻訳・ 5長文 ・隙瑞i鳴

i~iJJ，'\ :張IlfJ徳

日本;!?訳 .7江凹美千11汀.
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81手奴仰 利岩。

司努肱利岩。

Sex nox mai lil ngaid 

2)女

l 赴吋赴附赴使沖

春展春波容比拙

Cvnl zaind cvnl gainx cvnl bil co 

2 真.父口党失花土

泊 蜂来后現后途

Zainl fvnl cait hol guainx hol tux 

3 小細企 之 須 其 赴

泊 蜂来后温酎干

Zainl fvnl cait hol weinx hanl ganl 

4 尽岩深赴 ~o

后努も人並余。

Hol nox sen yaf dux 

5 其.父 p 花口汗干

合背各 曽 須 浅 娃

Seit qiainl ngvl zex xuix qinx cvt 

6 口弟花奴什圧堵

恩 勾尽岩深娃孟

Ngel gox jienl ngaid sainl cvt mo 

7 ロ見容 大 冷 登 各

貝 JL 貝担俺得各

Bei jil bei danp ngal ded ngvl 

8 卦愛阿口奴。

挫 牢阿閃努.

Gua qinl al saint nox 

酔情満心制1:0

胸いっぱいでうまく言えない。

春風吹来l醍融融

春風が吹いてユウユウと暖かくなり

蜜蜂来花火予ItNt
蜜蜂が花摘みでチュウチュウと騒ぐ

来花人朝商赴望

花摘む人は高所を仰ぎ見るが

瀧見花真容。

花の姿は見えにくい。

鱗盈戒水水洩浅

魚は浅瀬で水遊びをしているのに

膏入深水自技煩

兄さんはわざわざ深いところに行き

摸来拘去我而前

私の目のiiirを手探りでかきInlす

苦f制:施不施。

兄さんあなたに罪はない?

業蘇賞3句目「小細企之煩孔:赴Jは剣川 5旬日「合背各曽須決処Jに，酵貴5句目「真父戸花ロ汗
干」は剣川 3 句目 rrl~i飾来后温酎干J に対応すると思われる。

3)男

背須之河大大姶

千須子弓担担革 江*消mtl:回流
Qiainl xuix zix gvnl danp danp ged 澄んだ川の水はぐるぐる回る

2 尽悦金金之河根

管 刷金卦岡崎赫 必想金色村正中i時

Guaind sua jinl ngvl zex god het 金魚は海で泳ぎたいといつも思っている

3 制1 乃根之小細企

弓 乃赫曽合背発 if協l金色i:E水拘

Gvnl neid het zex seit qiainl ngvl 金魚は捌にいると誰が知っているだろう

4 全|・軌宜ffI n~ 。

投票股己赫。 焼到回盟悠.

Mod pia zaind jit het 田んぼに悠々と隠れている。

5 衣衣 光光冷使

衣衣 光 光 干 制 使 高巻衣桝不M珠

Yil yil guangl guanl ganl lex bil ズボンを向く捲りあげて踏路:せず
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6 代側斗下介口得

待 抑埼特益某得 A正-禁下回四赴捜

Oai yonx dvttel gai mot ded 素早く回のいたるところを捜し

7 小銅色奴介圧付

合青各努益亜苦 小小負JL捉回去

Seit qiainl ngvl nox gai ya kvt 小さい魚を捉まえて戻り

8 非彦花園恨。

非彦花岡赫。 花岡里而牧。

Yant yin hual yuinl het 花園の中で飼いましょう。

4)女

1 小網 努得附 i令附

合背努得 i亥軌波 負JL椋得四赴i昨

Seit qiainl ngvl ded gainl lex gainl 魚は驚いてあちこち泳ぐ

2 布l使乃也告又現

口辿口主話相頑! 前者向辿齢不休

Kot binl kot zv ga xianl guainx 水際に沿って休まず泳ぐ

3 冷南来得瑚色口

見得額得偶努観 撒同人JA那辿来

Geinp de hhef de hhod ngvl yind 網打つ人が向こうから来ると

4 心空是得是。

心 t日饗得襲。 市心又伯着。

Xinl kox sai de sai 気がかりだし恥ずかしい。

5 口之京自 我 之 西

依曽冬之我杯山 体JAtF-来我西避

Not zex dvnl zil ngot bia seinl あなたが東から来れば私は西へ避ける

6 口口京自 我座 也

依曽冬之我杯忽 制:砲:上辿我下姐

Not zex donx zil ngot bia hhaix あなたが上にいれば私は下を見る

7 悦死調iJ. I月之奴

刷使対日偶努鍛 悦姶対面撤同人

Sua sit duip meid hhod ngvl yind 向かいの網打つ人に首いましょう

8 吐安努口法。

妥俺阿内法。 瀧把我心留。

Tul ngal al saint fai 私の心をつかむのは難しいと。

5) 

l 小 細企仰附冷附

2 見安土来二|二土也

3 安 之慮仲安之口

俺曽芳兇俺曽梼 可:11:射狼非虎豹

Ngal zex lod zop ngal zex banp 兄さんは狼でも虎でもありません

4 安 I庖奴乃治。

俺{え依乃沌。 又没吃伯:肉。

Ngal ye not nail yainx あなたの肉を食べたりしません。
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5 平来平来.須服恨

千 究妥務阿阿法 i見晴ヌ肘巴伯:心留

Qiainl zop tul nel al saint fai あなたの心をつかむのは難しいと言うのなら

6 伯心 破 大 共 彦 先

核心破胆荷彦下 剖出心来漏一手

Gainl xinl pot danx gop yin xiai 心臓を割いてお見せしましょう

7 ノト心小当須 JUA 恨

8 持染初取也.

9 介先I'!I 用口圧付

吏下地恩肉 }]E 苦 今天与時四家失

Geil xiai da ngel saint ya kvt 今日は兄さんと帰りましょう

10 安口京之須之阿

思肌冬曽須子井 我家水:JI:好消幽

Ngel hat dvnl zex xuix zix jiainx 私の家の井戸水はとても清らかです

11 口奴 克居糸彦ロ

山依拾須京 751¥ I乳 吐制:吟*換温水

Sainx not gel xuix jient weinl hot あなたの冷水を耐えに取り換えましょう

12 近好奴彦先。

政月ミ荷彦下。 吃穿不用愁。

Huainllul gop yin xiai 衣食の心配はいりません。

※剣1111-2句は辞賞5-6句に.剣J113-4句は蘇貴3-4句に.剣J115-8句は蘇貴9-12句に対応させ
た。

6)女

l貯 口口口奴彦先

依兇政 示荷 彦下 悦喰I庖穿不用愁

Not zop huainllul gop yin xiai 衣食の心配はいらないと言うけれど

2 口安心 空是 得是

千克利党得史法 体現此活差不遊

Qiainl kex lil julde sot fai そんなことを言って恥、ずかしくはないの

3 l喝 之奴之附爾后

l時子依曽阿略努 小子体家住男IS旦?

Mal zix not zex al ma nox あんたの家はどこにあるの?

4 少共安静点。

制賀商E学皆。 剖ii吾欠楓柔。

Sua dond kuanp xux jiai 言諜に優しさがない。

5 安之阿口奴ロ介

我曽阿閃努恨波 堂堂正正妹子身

Ngot zex al saint nox yind gainl わたしは正々堂々とした身の上です

6 千奴多告安斗辿

千依逗亙{奄輩使 体去閉館向原由

Qiainx not dol ga ngal dond biai 近所の人に尋ねてみてごらんなさい

7 白之我笥冷奴自

揺子我咽幌努之 悲我没火把体!&

Baid zix ngot e nel nox zil 私が怒ってあなたを罵ると
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8 I奴米悦我口。

依制刷我怪。

Not lait 5Ua ngot guai 

7)男

女弟之

英梯子

Yvnx tix zix 

2 阿市批判z 奴自笥

阿妙刷究依之 IV[

A t mia 5ua zop not zil e 

3 奴初 打我告改利

依初枝我 f!? 拳利

Not cux zv ngot gaf quinl lil 

4 冷用我白目。

拐側我之克。

Nel yonl ngot zil kex 

5 仲 到11 米到 ニl二割1央

兇部f岩票.ニi二{持央

20 xinl ngaid pia ganl 5vnp jinl 

6 不初己恨口口之

饗初岩票俺 l札鋼

Sai cux ngaid pia ngal hot hhex 

7 奴 I~I 耳自我 I~I 手
努之 IV[ 之我之史

Not zil e zil ngot zil 50t 

8 思愛染是 恨。

思文札似 根。

Ngel ngai zaf 5il genx 

8)女

1 阿自11 1& 

阿心受

Jiainl xinl 50 

2 (争目日空之矧~ n空

拐 JI!l抗l 曽 i企 nt日
Nel danx kox zex tux med kox 

3 白之ロ介附符自

提子俺 l乳児仰之

Baid zix ngal hot geinp de zil 

4 千真代派 否。

刺}足代派兵10

Qiai zaind deip pail wux 

5 rr.花自仰山花名

来后之 1111 升 后 名

Cait hol zil yonx seinx hol miail 

6 制;当自側叫 1111 秋

iW 月-之捌配守悦

Bop danl zil yonx pei 50p yo 

.t自体心内抗。

あなたはやましく思うでしょう

小情妹

妹よ

.'f&我利:党媒不謀

私を思って疲れないかい

就是)1.:挙打i:1:米

何発か殴られたとしても

司倍感欣慰。

兄さんはその倍喜びを感じるよ。

liX柴己到i向山田

芝を刈って向い山の頂に着いた

割草村后祭随妹

草を刈り村を後に妹にぴったり着いていく

越耳越事.心越失

罵ればfdるほど好きになり美しくなる

再也不会氾。

絶対引き下がらない。

牽心索

心をつなぐ純よ

胆掬l土偶好快活

土鍋のような度胸できぞ柴しいでしょう

如被我家入者見

もし私の家の人に見つかったら

把伯:皮子剥.

あなたの皮を剥ぐでしょう。

来花袈力11花月例1:
花を摘むには花の性質を考えねばなりません

牡丹オ能配巧到

牡丹にふさわしいのは有薬です
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7 就尽冷名叫阿ロ

究覚拐名唱阿肉 究克称、是何村人

Jio jien nel miail el al saint 結局あなたはどこの村の人

8 奴之附南后。

努曽阿聴.侯。 是慢話是体?

Not zex al ma hox 銅鍛なの.それとも鉢なの?

g)男

小女弟

合英梯 小情妹

Seit yunx tix 妹よ

2 拐附奴梅介底地

工梯益 弄 tlll鑑端 我倒寺s村正好配

Gonx tix gail nol yaf gai duinx 私たちは隣村でぴったりの組み合わせ

3 拐体介得ロ斗乃

議弄・ i説得己輩乃 丙村布I隔半把皐

Gail nol gai de jit dond neid 二つの村は半里しか離れていない

4 三阿利方使。

商安頂方使。 相i盤句不費。

Sanl anx dient fanl bin 行き来するにも都合がいし、。

5 安火南之自父双

俺可L南曽之夫双 村南椋柑把国岡

Ngal hot nad zex zil fvl suanl 村の南はシュロの木で聞まれ

6 安北流 口奇 拾須

俺 l乳 北曽宇11 革須 村北水消金J[.脆

Ngal hot be zex zond ged xuix 村の北の水はii!jく魚は美味しい

7 政月者初玲用説

臨月市初勝。IJ 我 召f名月斎雅家子

Zanx yuif zaix cux nel yonl ngot 兄さんの名は月斎.張家の者だ

8 対不起女弟。

対不起英梯。 対不起情妹。

Duib buf qit yvnx tix すみません.妹よ。

10)女

説利乃告冷卦悦

我利制告務先刷 不好意思重汗!控

Ngot Iillait ga nel ngvl sua ごめんなさい.また歌い始めて

2 思 名之叫李貴口

思名捗 I~思李校香 阿妹名114李桂香

Ngel miail cainl ellit guib xianx 妹の名は李桂香

3 介 得口斗自阿訓

益得己 葺之 阿尋 相令官不i立田半披

Gai de jit dond zil at xuinp 回の半分より近い隣村

4 介 符.巴子巴.

並得:lJj!子唄. .lJj!、子那一方。

Gai de ba zix ba 土手の向い側。

5 安 火南之秀口口

俺 I乳南曽兄桜l登 家市有片松柏柑

Ngal hot nad zex xionl bai denl 家の甫には松在lの木があり
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6 安后柱得口之把

l乳捌宇11 得雄子邦 腐后緑樹l決髄光

Hot hhex zvnp de zet zix bax 部屋の後ろは緑が硬いl場の光を反射させる

7 安 n各 之石千乃

俺円発曽兇歯E 乃 n前石紅如栃i只

Ngal meid ngvl zex zop ganl neid 門の前の石誕が目印

8 安京初孟大。

耽冬初阿 i主. 桑竹把家臓.

Hat dvnl cux mel da 桑や竹は家の中。
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ll.ベー曲台本集成

5.歌い手へのインタビ、ユー集

5-1. 2011年インタビ‘ュー集

聞き手:遠藤耕太郎(無印).阿部隆志(岡).富田美智江(富)/通訳:張正軍

8/11午前楊正華:1956年生，大理市海東鎮向陽江上村，海東腔の歌い手

Q. r梁祝Jはどのような時に歌われるか?

A. 結婚式以外のあらゆる場面で歌われる。葬式の時に歌われることもあるが.葬式では祭文調

という別のものを歌うことのほうが多い。

Q. どうやって歌えるようになったか?

A. 特に誰かに習ったということはない。子供のころ.牛の放牧時などに老人たちの歌をまねて

歌うようになった。本は見ていない(放牧時に本は持っていかない)。

Q. 大本曲の台本はどこから写したのか?

A. 百冊ほとe持っているが.四十冊は自分が創ったもの。その他は.覚えていたものを写したり.

他の本から写した。

Q. 大本曲を習うときは.本から? それとも口承?

A. 最初は口頭で習う。まずメロデイーを学び.それから本を見る。本によってメロデイーが異

なるため。歌えるようになったら本を写す。本は忘れないようにするためのものD

Q. 歌うと一冊でどのくらいの長さか?

A. だいたい 3-4時間。

Q. 大本曲で使われている白文は.白族なら誰もが見て理解できるか?

A. 大本曲が歌える人にしか読めない。

Q. 大本曲の歌詞が他の歌に流用されているということはあるか?

A. 白族調や打歌にも取り入れられている。

8/11午後楊興庭:1938年 1月生，大理市七里橋鎮大庄，南腔の歌い手

Q. r梁祝Jを全部歌うとどのくらいの長さか?

A. 4時間くらい。

Q. r梁祝Jはどのような時に歌われるか?

A. 今は結婚式でも歌われるが.文革前は家の中では歌われなかった。「梁祝」は悲劇なので，家

では不吉だからだ。逆に「陳世美」は外では歌わない。

Q. 葬式では歌われるか?

A. 葬式では大本曲を歌う暇がない。葬式では死者の一生を芸人が歌う。「梁祝」中に出てくる祭

文と基本的に同じ。祭文調には大央板.小突板.陰陽板の三種類があり.今回歌ったのは大笑

板。
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Q. 大本曲は誰から教わったのか?

A. 父の楊漢から習った。 1953年に北京民族学院が調査のため楊漢を訪ねてきたことがあり.そ

の時中学生だ、った自分も夏休みに北京から来た人と一緒に習った。文革後.また調査に来る人

がいて思い出した。

Q. どのように習ったか?

A. 台本は見ずに.口承で習った。父は三線も上手だった。父は 9歳で母を亡くし貧しかった

ので学校に行っておらず.秀才だった父方のオジについて学んだ。歌は年配の芸人たちから習

い. 14歳から道師についた。昔は誰でも大本曲が歌えた。台本は.全部を暗諭するのは大変

なので.その助けとして利用した。

Q. 台本を写すとき改変することはあるか?

A. 楊漢は台本を見ずに歌うときがあり 即興を混ぜるときもあった。台本を自分なりに理解し

て.付け加えることもあった。楊漢は 1958年に.ペ一族劇団の俳優をやっていた。

Q. メロデイーは何種類あるのか?

A. 南腔は 18種類.北腔は 13種類。

Q. なぜ音仮名を使用するのか?

A. 書き手の中国語のレベルによるかもしれない。また 音仮名の方が見てすぐに発音が思いi手

かぶからかもしれない。

Q. 対歌は歌うか?

A. 対歌を歌ったことはない。

Q. 大本曲はどこで歌うか?

A. 大本曲は上品なので 家の中で歌う。外で歌うのは俗なもの。

8/12午前趨歪鼎:1942年生，大理市喜州鎮作邑村，北腔の歌い手

Q. 盆に大本曲は歌うか? (この日の午後.越氏が近隣の初盆に招かれていたため質問)

A. 盆に大本曲は歌わない。葬式の出棺の日に.死者の一生を大本曲のメロデイーで歌う。ソー

シンパオ(初盆)は.前年の農暦7月14日以降に亡くなった人がいる場合に行われる。朝に

豚の生肉を供え，夜に客に食事をふるまう。客が帰った後，祭文を唱えながら紙銭を焼く。

Q. 家族も大本曲が歌えるか?

A. 一家みな歌える。

Q. 大本曲はどのように学んだか?

A. 父から台本を見ながら学んだ。その後 兄から「上開花」を学んだ。

Q. 台本がなくても歌えるか?

A. 物語が多いので覚えきれない。

Q. 小さいときは漢字が読めないのでは?

A. 小学校卒業後学び始めたので.漢字は読めた。父は漢字が読めず.台本を二冊暗諦していた。
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祖父は漢字が読めたが.何故かは不明。祖父が残した台本は文革の時に燃やされた。

Q. r梁祝」はどのような時に歌うか?

A. 葬式では喜ばれない。家でも喜ばれないので歌わない。葬式では祭文を大本曲のメロデイー

で歌う。芸人以外で歌える人はほとんどいなし」

Q. この「梁祝」の台本はいつ写したのか?

A. 1993年。 3回目か4回目の写本。その前に写した台本は没収された。

Q. 中国語表記と音仮名表記は.どのように区別して書いているのか?

A. その時の気分。書きやすさも影響しているかもしれない。読むときはどちらでも同じ反応速

度で読める。

Q. 対歌は歌うか?

A. 録音のため.白族調の対歌に参加したことはある。昔は三月街などで大本曲を上演していた

が，今はない。歌で結婚はしていなし ¥0

Q. 台本は中国語表記が混じっているが，全て白文(音仮名)で書くことはできるか?

A. それはできない。

8/12午後趨敏(大理学院教授)

大理学院が保管している，民国期の白曲台本(短曲残本)を見せてもらう。

伝統的な白族の民間情歌を民国期のある専門家(施廷富? 白族)が記録したもので.手で写さ

れており，裏に筆写した本人のものと思われる名前が書かれている(ただしその部分の画像は今回

入手できなかった)。

施氏の白文にはルールがあり.民間で使われていた白文の規則で書かれていると思われるが.施

氏独自の白文である可能性もある。

8/13 座談会(出席者:張錫禄(大理学院教授)I 賢明挙(前天理市文化局長)I 王錆(中国社会

科学院研究員)，阿部，遠藤，富田)

Q. r金Jの意味で使われる「利Jは発音が rnUで.r悠Jと発音がさほど違わないように思える

が.なぜわざわざ音仮名である「利Jを使用するのか?

予:r悠Jの字を知らないから「利J字で書いた。漢字の習得レベルが低いので.白語の発音に近

い漢字を当てる。

王:r金Jの白語発音は rnieJで. r l)，iJに近く間違えやすい口

. r保J= r他(彼)J. r昧尼J(beni) = r那位(あの方，三人称の尊敬語)J. r走J(0). r杯J

(be) = r体来了(来る)J. r吐J(za) = r悠来了(来るの尊敬語)J

Q. 白語の漢字表記方法の種別は?

①中国語と意味・発音ともに同じ
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②中国語の発音を借りて.別の意味を表す(音読)

③中国語の意味を借りて.白語の発音で読む(訓読)

例)r太陽J(nipi) 

漢字の下に丸がついていれば訓読.点なら音読

※予氏はこのルールで筆写しているが，今回取材した台本の多くはそのような記号を用いていない。

ただ.大理学院所蔵の民国期の台本には.そういった特徴が見られるものもある。

④漢字の偏ゃっくりを借りて作る創作字

例)r吐J(no) 

創作字にルールはないが.みな見て分かる。

助詞は主格・所有格・目的格によって発音が異なる。

Q. 音仮名にルールはあるか?

予:白語が統一されないのは.音読・訓読が統ーされておらず 各々勝手に読んでいるから。

どの音仮名を使うかは.村によって.また写し手によってくせがあり 一定ではない。そのた

め.別人の書いた白文は読みにくい。

王:まだ論文化していないが.それなりの基準はある。

① なるべく白語の発音に近いもの

② 白語の基本語義にないもの

③ 函数が少ないもの

Q. 訓読にルールはあるか?

予:二字以上の熟語が訓読になりやすい。

例)r眼泊J.r夫妻J

「限泊J(miyi)だが.r限J宇 mi.r泊Jネ yi

山の上や湾海の東の人には尊敬語がない。尊敬語のある喜洲の言葉はみやびに聞こえる。

Q. r人」の発音が二種類あるため.r閑人」と書くととっさに読み方を迷うから「暇尼」という

音仮名表記を使うと説明した芸人がいるが，どう思うか?

予:中国語は単音節だが.白語は複音節が多い。「人J=nigao 

文脈の中なら「シャニJだけで「閑人」の意と分かるが.通常は「シャニシャカ」で「閑人」

の意味となる。

張:漢字習得レベルの高い人なら 「閑人jと書いて下に丸印をつける。

王:大本曲は 7音 or5音で構成されており.rシャニシャヵ」では字が余るので.rシャニjだけと

し音読ではなく訓読する。
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Q. 白文に地域差はあるか?

予:大理地域は歌い手の交流があるためだいたい同じだが.剣川など他の地域の白文は異なる。

Q. なぜ音仮名や訓読を混用するのか?

手:地域によって白語の発音も異なるので.全部音仮名では意味が通じない。

漢字を借りることで，他地域との交流が可能になった。例えば周辺のチベットや葬族との交流

に漢字を使用してきた。

玉:全て音読(音仮名)表記にしてしまうと.発音が同じで意味が違う語の区別がつかない。

白語は現在7割が中国語だが.r水Jを発音どおりに書くと「需Jになるが.r需jは画数が多

く.書くのが面倒なので「水」と書く。

「我J(1)0)の発音は中国語にはないので.訓読するしかない。

予:私(予氏)が記録する場合.民間芸人の記録法・中国語・アルファベットを使用する。自分で

は読める。

中国語にない発音も多いが，ビンイン表記より.漢字を借りて書く方が便利。

Q. なぜ白文は統一されなかったのか?

予:白族はおよそ 200万人おり.南・中・北の方言がある。村によっても方言が異なるので，全部

音仮名表記では交流ができない。

日本は大和民族で統ーされているが，南詔時代は葬族が多く.白族が中心になったのは大理国

時代から。白語が標準語にならなかったという歴史的要因のため，白族文学が生まれなかった。

張:南詔・チベット・中国(唐)の三つの勢力があり，南詔時代は 100以上の民族がいた。南詔時

代は河蛮の言語が標準語となっていた。

Q. 白文はどういうときに使われるのか?

予:散文に白文を使うことはほとんどない。墓誌も韻文。南詔・大理国時代は全て漢文表記だった。

統一された文字交流のために漢文が必要だった。

予・張:発音の違う村々で大本曲を共有するために 白文で記録されるようになった。

予:全唐詩の中に白文混じりの詩がある。

f自国因由jは文法が白語。

Q. 大本曲の意義は?

張:昔は仏教・儒教の布教に 今は政府の宣伝として大本曲が使われている。

王:対歌や祭文は個人的なものだが，大本曲は公共性があり.白語統一に貢献している。

Q. 白文で脅かれた大本曲の台本をどうやって学ぶのか?
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予・張:漢字を知らなくても，大本1111の台本から学ぶ。

手:字というよりは図案のような認識なのではないだろうか。

念仏会の老女たちも字は読めないが.経を見ながら唱えているのもそれと同様。

Q. 大本曲の歌い手の社会的地位は?

予:大本曲の歌い手は先生と呼ばれ社会的地位は高い。昔はかごにかつがれ または馬に乗って

招待された。

もともとシャーマン的存在だった可能性がある。

大本曲そのものにふ鬼払いなど呪術的効果がある。

例)新築儀礼のときに「梁祝Jを歌う。

いつシャーマンが大本曲の歌い手になったのかは不明。

Q. 仏教と大本曲との関連は?

手:大本曲の中には仏教故事もある。仏教文学と関連がある。

Q. rllJ花碑Jと大本曲との関連は?

予:r山花碑」は白族文化の 775を利用して書かれた文人作品。

張:r山花碑Jは短いが，大本曲は長い。

Q. 視覚障害者が大本曲を歌うことはあるか?

? :視覚障害者は三線引きや他の歌を歌うことはあるが.大本曲は歌わない。

8/14 黄世代:1949年生，沙渓鎮沙坪村黄花坪自然村，本子曲の歌い手

蘇寅:1939年7月生，沙渓銀東南村南門自然村，本子曲の歌い手・三弦弾き

※剣川では「梁祝Jは対歌の形式で歌い 登場人物の名前以外は白語だという。本子曲と対歌のメ

ロデイーは同じであった。歌ってもらったものは，登場人物の設定だけを梁祝とした対歌であった。

〈黄世代〉

Q. 本子曲と対歌の違いは?

A. 本子曲は決まった歌詞だが，対歌は即興なので難しい。

Q. 本子曲の歌詞を対歌に使うことはあるか?

A. 引用できれば.本子曲の歌詞を使うこともある。

Q. 本子曲はどのように学んだか?

A. 子どものころから好きだったので 本子曲をそばで聞き歌えるようになった。
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専門的に学んだことはないロ

字は読めない(学校は小学校2年まで)が.歌を一回聞いて本子曲の台本を見ればわかる。

ただ普段台本を見ることはしない。

蘇貴は字が読める(中学卒業)ので.台本を見る。剣川県文化館から台本を写した(今もある

かは不明)。

子どものころ本子曲を歌っていた人たちも台本を見ていなかった。

Q. 歌で結婚したか?

A. 対歌で知り合い結婚した。 1959年?に入り婿。出身はフール-0

Q. 本子曲はどのよっな時に歌われるか?

A. 大理の三月街，めでたいとき。葬式では歌わない。

葬式では祭文を主催者が読む(歌うのではなく，読む)。

(字が書けないのだから，祭文も即興?) 

Q. 今の子どもたちは本子曲が歌えるか?

A. 子どもたちは本子曲も対歌もできない。好きではない。

Q. 好きな本子曲は?

A. r月里桂花Jo(対歌にも出てきたことあり。)

Q. 覚え方にコツはあるのか?

A. 本子曲は後ろの部分だけ覚えればよい。

Q. 本子曲と対歌の韻は同じか?

A. どちらも同じ「三七一五J。

Q. 三線も弾けるか?

A. 対歌も本子曲も自分で三線を弾きながら歌ってもよい。

Q. 歌会で本子曲を歌うことはあるか?

A. ない。聞き手がいなし、

Q. 大理の三月街で本子曲を歌っても.聞き手たちは理解できるのか?

A. 大理の人も聞いてわかる。だが.剣川に大本曲の歌い手が来ることはない。

Q. 大本曲と本子曲の違いは?

A. 内容は同じだが.メロデイーが違う。

Q. 結婚式に対歌も歌うか?

A. 歌う。新郎代表.新娘代表で歌うこともある。

葬式では歌わない。

Q. 神話は歌えるか?

A. 神話は歌えない。

Q. 剣川に打歌はあるか?

A. 西山の人が竣工式に呼ばれて打歌をすることがあるロ
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Q. 初めて女性に出会ったときに歌う歌詞は決まっているか?

A. 決まっていない。

相手が好きでないときに歌う無情調というものがあるが 普通は歌わない。歌うとすぐに別れ

る。

Q. 最長でどのくらい歌えるか?

A. 石宝山(石勝寺)の歌会で三日三晩歌ったことがある。 17.8歳のときで.当時すでに結婚し

ていた。相手も既婚。寝ず食わずで歌った。

Q. 昔は本子曲の歌い手は多かったか?

A. 子どものころも本子曲の歌い手は多くなかった。好きな人が本子曲を学んだ。

〈欝貴〉

Q. 本子曲はどのように学んだか?

A. 台本を先に見て，分からないところは人に聞いた。

Q. どのような時に本子曲を歌うか?

A. 人に誘われたときに歌う。歌会では伝統的には歌わない。一部を引用することはある。

Q. r月里桂花jの台本はどこから写したか?

A. 張明徳(故人)の手書きの台本から写した。

〈張笑〉

.本子曲について

寺院では本子曲を歌ってはいけないことになっている。

(この日は，如来がまだ開眼していないので可とのこと。)

昔はテレビがないので.庭や広場で本子曲を歌った。

-石宝山朝山歌会(石宝山歌会の前身)について

元々は石勝寺で歌の掛け合いをしていたが，寺が国家文化財に指定されたので今の場所に移った。

ここから 35km離れた麗江の白族は.お参りのために 27日に麗江から布団を背負ってやって来

ていた。寺の周辺に泊まったので 寺の周辺で歌われた。

白族調もi莫調も歌われるが 向こうの白族調はメロデイーが異なる。

雨がよく降るので 屋根のあるところや木の下で歌う。

28日に麗江の人が帰り 河源の人が来て一泊する。鍋を持参し.山で食事をする。

今は交通の便が良くなったので，日帰りが多く.山に泊まる人はほとんどいない。

今は政府が30万元(交通整理費用として)かけて歌会を開いている。
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.i英調について

剣川にも漢調はあるが.多くはない。

鶴慶・喜洲・寓i原のサンユエンに多い。

もともと四川・貴ナNtJ"ら移ってきた人から始まったのではないだろうか。

-172一



共立女子大学総合文化研究所紀要 第19号 (3-2) (2013) 

5-2. 2012年インタビ‘ュー集

聞き手:遠藤耕太郎(無印)，阿部隆志(岡)/通訳:張正軍

-蘇貴氏 (1939年7月生，沙渓鎮東南村南門自然村)・張文氏 (1945年4月生，剣川県文化館)

2012 . 8・14 於剣川県沙渓銭老馬客桟

1.蘇貸氏の文化程度について教えてもらいたい。

(蘇) (張)普段ベ一語で生活している。 i英語の新聞も読める。小学校を卒業している。本人は 500

字と言ったが.張文氏は 2000字程度のi英語を知っているのではないかと言っている。蘇氏の年代

だと.男性の 70--80パーセントは小学校に行っているが.女性はあまり行っていなし、

2，蘇氏が台本に書かれた音仮名を読めることはわかるが 訓読みはできるのか。たとえば. i眼泊

yan21ei4Jを訓読み [mi42ci42] とペ一語で発音することはできるのか。

(張)その文が全部漢文であれば， iU艮泊 yan21ei4Jと漢語読みするが，i英語が読めない人には

[mi42ci42] とペ一語で説明する。

3，本子曲をなぜ一字ー音の音仮名で書-くのか。

こうした方法は唐代から行っていたものである。本子曲は清代まで遡れる。音仮名で書く理由の一

点目は.ペ一語には方言差があるので 他の地域の人と交流するために記録した。記録したものは

紙で伝えられるからだ。もう一点は.記録したものはそれを歌うことによって理解できるから.た

とえ漢字が書けない人がいても伝わっていくことになる。

4， (今回「月里桂里」をいったん声に出して読む練習をしてから歌っていたが)音仮名だけでは読

みにくい漢字が出てくるのではないか。

だいたいの記録の方法は決まっているので通じるが すべてが統ーされているわけではない。その

ため書き手によって方法が違う場合があり，読めない場合もある。この台本は.張文が自分で手を

入れたものなので，蘇貴が読みにくいところがあったのだ。

5.張氏はなぜ読めるのか。

書き方は人によって異なる場合があるが.たくさんの台本を見ておくと理解できるようになる。そ

の前提としては.読み手.書き手がある適度の漢語の知識を身につけておく必要がある。音仮名は

統ーされているわけではないが.ある程度の数に絞り込んでいる。たとえば. iあなたJ[no]を

表す漢字は. i農Ji俄Ji努」などである。もう一つは前後の文脈を見ると読める。こういう工夫

によって 90パーセントは読めるようになる。またもう一つの前提として 書き手はペ一語がわか

る必要がある。例えば「天Jを.剣川では [hin](鼻音).大理では [he]と発音しているため，

これを書くときに「天Jと訓読みで書くことがある。方言が異なると書いたものを読むのは.それ
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だけ難しくなる。また.新しい語の意味を書く時には漢語を用いてペ一語読みするo

6.音仮名を 3--4字に絞り込んで.前後の文脈を見ることによって 90パーセントが通じるという

のはよくわかった。本子曲の台本のほかにこうした工夫をして読むものはあるのか。

祭文.仏教経典(阿舎利経)などがある。

7.音仮名で書くことによって他の地域の人と交流できるというお話だったが.なぜ他の地域の人

と交流しようと思うのか。

自分の作った詩を人に知ってもらいたいしまた同じ民族の中で伝え合うことによってペ一族の文

化を発展させていくことができるからだ。

8.他の地域の人と.具体的にどのように交流するのか。

手書きで書写して他人に見せる。山花碑のように石に刻んで伝える場合もある。「鴻雁帯番Jは手

書きのものが残っているからこそ.それを見ることによって他の人と交流することができるのだ。

蘇さんは覚えているから歌えるといったが，それでも年をとって忘れてしまわないように書くのだ。

9.黄世代(小学校3年までo 漢字はほぼ読めない)が歌ったものと.蘇さんが文字を見て歌った

ものとは. どのように違うのか。

文字が読めない人は.文字の読める人に聞いてー句ー句覚えていく。その音声を聞いて暗唱するの

だから.同じである。老婦人が念仏の経典を覚えるのと同じことだ。

10.剣川の本子曲の歌い手が.大理の大本曲の歌い手と交流することはあるか。

本子曲と大本曲は書き方も内容も異なるから.台本を交換しでも歌えない。ただ歌い手が相手に説

明すれば理解はできるだろう。そういうわけで.あまり交流が多いとはいえない。むしろ.恋の歌，

歌掛けの歌の方が交流は多い。聞いていておもしろいところがあれば取り入れることがある。

文革以前には.本子曲を演唱して国の政策を宣伝することもあった。それは歌舞団や文化局の人が

行った。 60年代には，剣川のそういう関係の人が大理に行ってそれを聞き その表現をもとに自

らの本子曲を作りかえるということもあった。大理との交流ということでいえば，文革以前のほう

が多かった。

11.大本曲は訓字や借字が多く.本子曲には音仮名が多いようだが.この書写方法の違いはどこか

ら出てくるのだろうか。

方言が異なるので書き方も違う。剣川を中心とした中部方言と大理を中心とした南部方言は異なる

ので，記録の仕方も異なる。中部方言には古いペ一語が残っているが.大理では漢語の影響が強い。

{古語を表記する音仮名】大理の言葉は訓読みというよりは漢語そのものといってもよい。大理の
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ベ一族は 40パーセントであるのに対して.剣川葉80パーセント以上がベ一族であるo たとえば

「阿小妹」を，大理では漢語で呼び掛けるのに対して，剣川では [seyou ti] とペ一語で呼び掛け

ている。

12. なぜ「阿小妹Jと書いて [seyou tiJと訓読みしないのか。

日常使っているので [seyou ti]と発音しそれを音仮名で表記する。訓読にしないのは roo
OJと書くのが習慣になっているからだ。

13.本子曲はどういう時に歌われるのか。

人が集まればどこで歌ってもかまわない。

14.お金をもらって演唱することもあるのか。

ある。頼んだ人がお金を払えばよい。

15.葬式の場合にも歌えるのか。

歌えるが.喜ぶべき時と悲しむべき時とでは雰囲気やリズムが違う。メロデイーは一つであり，そ

れは山歌から変化してきたものである。[実演あり]

16.歌掛けと本子曲はどうかかわっているのか。

本子曲は一つの物語を歌って人に聞かせるものだ。歌掛けは即興で恋の歌を歌う。昔の有名な歌集

はいろいろなリズムで歌えた。

17. (岡)剣川では本子曲を掛け合いで歌えると聞いているが.どうか。

「月里桂花」は二人で歌う場合がある。

18. (岡)r月旦桂花」以外も問答で歌えるのか。

二人で問答式でうたう場合には，主人公は二人である。梁祝は主人公がたくさんいるので，二人の

問答で歌うのは無理だ、。「鴻雁帯番jは登場人物が二人なので可能だ。

また.r鴻雁帯番」のような本子曲は主人公の一人称で歌っていく。これに対して大本曲には主人

公を三人称で叙述する部分がある。これも本子曲と大本曲との違いである。ただ.梁祝の場合は.

本子曲でも三人称で歌う。

19. (岡)登場人物が二人の場合には.男女の掛け合いで歌っていくということでよいか。

そうだ。それは現代的な歌い方である。昔は一人で全てを歌っていた。
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※8月15日昼食時，益事貴氏の話

蘇賀氏は文革時.文工団(文芸交錯者団体)に所属して.本子曲によって共産党の宣伝をしていた。

宣伝の映画を上演する際に本子曲を歌った。本子曲の一部に兵隊になることがよいイメージになる

ように入れたりした。政治スローガンそのものを歌うわけではなく.例えば「月旦桂花」の男主人

公が兵隊になっているなどと歌うわけである。なお.歌舞団は県レベル.文工団は州レベルである。

藤貴氏は 1964年に.張明徳に本子曲を習い始めた。酵さんは自分で一曲創り張明徳氏に認められ

て弟子入りした。張さんは剣川の人だが.各地を宣伝のために廻っており，剣川にやってきた時に

習った。

.段昆雲氏 (1959年 5月生，剣川県弥沙郷文奥村，本子曲の歌い手・三弦弾き)

1.段氏はどのようにして本子曲を覚えたのか。

蘇貴氏と張文氏に習った。蘇さんは張明徳氏に習っている。

2.段さんの台本は誰のものを写したのか。

張文氏のものを写した。

3.益事さんの台本は。

張明徳氏のものを写した。

2012・8・15 於剣川県沙渓鎮老馬客桟

4.習うときには.やはり音で聞いて覚えてから文字にしているのか。

そうだ。聞いて覚える。その後.写して覚えていく。

5.段さんの文化程度は。

小学校卒業だが.その後.文工団に入っているので中学卒程度だろう。文工団とは県の歌舞団のよ

うなものだ。

6.段氏は本子曲を.人びとに頼まれてその家に行って歌うということもあるのか。

ある。常にそうだ。結婚式にも葬式にもある。

7. ある程度の文字を知っていて，歌掛けのできる人であれば本子曲を歌えるのか。

それは無理だ。大卒でも無理だろう。先生について教わらないと本子曲は歌えない。

8. 自分が歌掛けで歌った歌を文字にすることはあるのか。
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普通はしない。だが，特にすばらしい歌詞があればメモにすることもある。

-張文氏 (1945年4月生，剣川県文化館)

2012・8.15 於剣川県沙渓鎮老馬客桟

1. i梁祝」は全てが音仮名ではなく.借字や訓字がけっこう入っている。「月里桂花J.i鴻雁帯番j

は音仮名中心であった。その違いはどこにあるのか。

もともと漢民族のものが伝わってきたものなので.漢語でないと表せない部分があるからだ。

2. i月里桂里Ji鴻服帯番Jは土地の歌なのか。

そうだ。

3.梁祝は葬式で歌えるのか。

歌わない。正月休み.農閑期など.人びとが集まるときや楽しみたい時に歌う。

4.結婚式では歌えないでしょうね。

歌いません。楽しい時ですから。

5.段昆雲氏は，張文氏のものに赤を入れ，歌いやすいように赤を入れ，歌いやすい自分の台本を

作成した。どういうところに赤を入れているのか。

段さんが読みにくいところに赤を入れている。具体的には以下の通り。

①1ページ:1言」→「言J(読みにくい字を丁寧に書いた。)

② 1ページ:1安(ア)ミド」→「堂(タ)ミドJ(アミドもタミドも同じ意味だが，歌い手の癖と

して.張文氏はアミドが歌いやすく.段昆雲氏はタミドが歌いやすいということだ。口に載せやす

い。「ア」も「タjも互いに交流するという意味。「アミド. 1タミドJはその否定形である。ニュ

アンスとして. 1アミドJは互いに交流するチャンスがない。「タミドJは互いに隔てられたという

意。)

③2ページ4行目:1可有J→「可以J<1可」は読みにくい字の書きなおし。「有」は書き間違えを

訂正。)

④「巨」→「巨のような字J(段氏の学力が低いため. i巨」を誤字と思い「巨のような字」に杏き

なおしてしまった。)

⑤段さんは一字一字このとおりに歌ったのではなく.ある程度.自分の癖に直して歌っていった。

歌い手の自由がかなりある。むろん聞いてもわかるし意味も同じである。

⑥ 168ページ:1牛J→ IwoJ(訓読みを音仮名にした。ある程度のj英語の知識のある人は訓読み

の方が都合がいいが， レベルが低い場合には音仮名にする。)
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⑦「療把者J(r療Jは同字の書きなおし。「把者」を「者把jとしているが.文法的にはどちらも

可能。「把」が動詞。「療者Jが「これらJの意で目的語になっている。目的語の聞に動調がくる場

合も. 目的語の前に動詞がくる場合もあるということだろう。ともに音仮名。)

③「阿嘗J(音仮名を別の漢字で表記。多少発音は異なるが.歌い手の慣れによる。)

⑨ 175ページ:r看J→「漢J(語11字の音仮名への書き換え。)

⑩ (r聴」を同じ音仮名で簡単に書いている。

⑪ 179ページ:同字の書きなおし。

⑫「這J(音が同じ字への書き換え)

⑬180ページ:r買Jを旧漢字で表記。自分の学力に応じて。

⑬182ページ:r坐J→「古J(詩11字を音仮名に)0r突J→「冗J(誤って直した。)

⑮「安」草書体が読みにくいので直した。

6.大理の大本曲の梁祝はとても長いが.本子曲のそれが短いのはなぜか。

大理の方が漢文化の影響を受けており，本子曲で漢民族から移植されたものは「梁祝Jしかない。

剣川にはペ一族自身のものが多い。

7.梁祝は.漢民族から大理に入り，剣川に伝わったものか。

大本曲は.劇の台本に基づいて制作したものであるが.こちらの梁祝は台本に基づかず，物語のス

トーリー.あらすじによって作ったものだろう。

8. (岡)剣川の歌い手が.そのあらすじをもとに台本にして長くするということはあるか。

それはない。大本曲は 18里の見送りなど.漢族の劇に等しい。こちらはただあらすじだけである

が，生活に使われていることぼやペ一族独特の比織がとても豊富である。「鴻雁帯書」と「月里桂

花」は一人称で歌っていたが，梁祝は三人称と一人称が混ざっているという特徴がある。

9. (岡)剣川の人は.r鴻雁帯書Jと「月里桂花Jが好きなようだが.梁祝も好んで歌っているの

か。

「鴻雁帯書」と「月里桂花Jの方が好きだ。

10. r鴻雁帯番」ゃ「月里桂花」が地元の歌であるならば.それを台本に書くというのは，大本曲

の影響ということなのか。

歌掛けが本子曲に影響を与え，本子曲がまた歌掛けに影響を与えている。

11. r月里桂花Jの素材となるような歌を「書く Jというきっかけが.本子曲という形式にあった

のか。
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先に歌掛けがあり，本子曲はその歌掛けの一部を取り入れたのではないか。本子曲は物語的である

から。

12.歌掛けがなぜ記録されるのか。そこに本子曲という形式があるということなのか。

歌掛け歌を記録する人は普通はいないが.優れた歌を記録するということはある。歌掛けは即興的

であり.歌掛けは歌いっぱなしである。本子曲は文字化してから手をいれていくことがある。

13. (山)口承の歌をみんなに歌わせるために「書くJということはあるか。

それはある。記録する目的は人に伝えたいからだ。歌い手はこれを見て，また見ながら私がする説

明を聞いてわかるようになる。記録によって伝えているわけだ。そうしなければ忘れてしまうから

である。これをもとにすれば あとあとまで交流できるのだ。

14.ある時に，剣川で本子曲を作ろうとした時に.地元の歌掛けの歌が集められたということはあ

るか。

優れた歌を集めるということはある。今の文化館もそういうものを集めて.テープにしたりして普

及させている。

15.大理で大本曲が流行っているのを剣川の人が見て.自分たちもこういう曲を作ろうと考えたと

きに.地元の歌掛けを取り込んで創ったものが「月旦桂花」であるということはできるか。

それは不可能だ。昔の歌い手は山で歌って帰ってしまう。識かがそれを記録するということはでき

ない。

16. (岡)今，ある人が本子曲を創作するということはあるか。

国の政策を宣伝するために.特に 60年代には新しい本子曲が創られた。

17. (岡)r月旦桂花Jのような汗情的な歌も創作するのか。

する。施珍華がまさにそうだ。「石宝山・. . Jは本子曲になっている。

18. (岡)そういう本子曲がまた歌い手(芸人)によって伝えられていくことがあるか。

政治的な歌は.その時代が終われば終わってしまう。またそういう歌は漢語で書く。

19. (問)施氏が創った本子曲は漢語なのか。

漢語もペ一語もある。

20. (岡)人びとに愛唱されている本子曲で.作者名がわかっているものはあるか。
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基本的にはわからない。文化人は「月里桂花Jを誰が整理したかは知っているが.農民にそれはわ

からない。蘇貴氏も政治的な，計画出産の本子曲を創ったことがある。

21， r月里桂花Jはいかにも棺民族葬的な題目だが.なぜそういう題目になるのか。

整理した人が.魅力があると思ってつけたのだろう。ペ一族の人も.月の中に桂があるということ

は知っている。恋の歌には.r白い月，白い妹Jという歌詞もある。

22.張月斉斎.李桂香は漢民族の名前か。

そうだ。

23.漢族の山歌(恋の歌)が入ってきたという状況はないか。

それはあるかもしれない。剣川調のメロデイーは弥波のメロデイーによく似ている。弥波は漢族居

住地である。昔. 1000年以上も前にここには漢族が移ってきているo ペ一族のメロデイーは地域

によって異なっている。【i莫・ペー交流地区で恋歌が歌われている?】

24.西山の打歌は有名だが.恋歌もあるのか。

ある。~アイヨという。大理は~アイヤアヘヘだ。

0インタビューを踏まえてのまとめ(遠藤)

1.ヨ11字・借字+音仮名という伝統的な台本の表記の仕方は.大理中心部(湾海西岸)で確立し.

血縁関係.師弟関係によって継承されてきた。[張錫禄 14.張錫禄 15]こうした伝統的な表記方法

は一定のリテラシーを身に付けることによって可能となるが.それが十分でない場合には.訓字と

すべきところを音仮名で表記することが行われる。湾海東岸地域の音仮名の多さ.また剣川地域の

本子曲の音仮名の多さの原因の一つである。{張文5ベ⑤.⑨.⑮】

2. しかし音仮名表記への傾斜の理由を，リテラシーの低さにのみ求めることはできない。まず.

ことばの違いや作品の性質がそれを決定する場合もある。剣川県は大理に比べ古語.あるいはペ一

族独自のことばがまだ方言として残っているため.それを表記する場合には音仮名を用いる必要が

出てくる。{若手責張文 11.張文1]また.漢字の音(つまり中国語音)にないペ一語の音を表すた

めにも音仮名は用いられることになる。【王8]

さらに.剣川県にあって.梁祝は比較的借字や訓字が多く用いられ.r月里桂花Jr鴻雁帯番Jには

音仮名が多用される点から.作品の長色作品の質が関係していると考えられる。【王3.張錫禄

5] 
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3.次に，伝承や継承のされ方の相違が.音仮名表記のあり方を決定することが考えられる。河海

東岸地域の大本曲や剣川の本子曲は.その継承のあり方が大本曲とは異なる。 1耳海東岸地域の大本

曲は血縁や師弟関係による継承ではなく. 1，耳海西岸地域の大本曲を聞きとって歌い手が整理したも

のである。そこに音仮名表記の現代性を見ることもできる。[張錫禄 141今の心がかなり自由に表

現されるということで.これは実際に楊正華本がその表記をかなり自由に歌っていることからも理

解できる。こうしたあり方は.剣JlIでも確認されるのであって.自民族語の音声だけを表す表記だ

からこそ.微妙なニュアンスを表現するために自由に言いかえられ書き換えられていくということ

も指摘できるo [張文5一②・⑤・⑦.張錫禄 151

一方.剣川の本子曲は.口承によって継承されたと考えられており(施珍華『白族本子曲j解説)• 

口承で継承されていく場合のメモとして.音声を伝える必要性から音仮名が多用されるということ

も言える。【蘇貴張文3.張文7・13.張錫禄1.王2・6]なお.本子曲が地域の歌掛けや大本曲と

どうかかわっているかはまだよくわからないが，民国 17年の「鴻雁帯書Jは大本曲と同じように

訓字・借字+音仮名というスタイルを取っており.こうしたあり方が口承で継承されるということ

もあった。【張錫禄41

4.次に.地域間交流，地域を越えた交流.交流するためのリテラシーといった側面から.音仮名

表記を捉えることも必要だ。音仮名表記は地域の音声を表記するために，基本的には地域に閉じら

れている。しかしそれは書くことによって現場性(例えば石宝山歌垣といった)を越えるという

性質をもっており.そこに一定(剣JlIであれば中部方言地域)の地域意識が生じてくるしそれは

文芸性とも繋がっている。【蘇貴張文3・71

音仮名という文字を介して 現場を越えて交流するためには.音仮名表記のルールが確立されてい

なければならない。【蘇貿張文4.5.段7.張錫禄7・121さらに地域を越えての交流には音仮名

表記は対応できず.そこで訓字が再び求められることになる。 l蘇貴張文5. 張錫禄81

地域間交流のレベルは.地域の文化館のような行政機関によってなされることもある。が.これと

て歌うための音仮名という意識があることが重要である。[王21そしてこうした表記の仕方は知

識人を介して地域を越えて広がることになる。[張文 14.張錫禄 121

さらに，こうした地域の文化館レベルを越えたところで享受される本子曲は.音仮名中心表記をや

め.漢語や訓字を用いた普通性を獲得していくのである。[張文 17・19.玉2. 71 

5.最後に音仮名表記と口承の歌掛けについて。口承の歌掛けと大本曲は.r月里桂花jが歌掛けで

歌われた例などから交流しあっていると考えられるが{張文 10・111.口承の歌掛けを記録する場

合にも.本子曲で確立された音仮名表記のルールは用いられる。【張91また.音仮名表記のでき

る芸人が歌掛けを記録することもある。{段81結局，台本は耳で覚えるという口承性が音仮名表

記の原点にあり，それを基にして交流が可能になっているのである。
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※ペ一族社会の中心部で伝承される語り芸の台本は，自立語は音読み.司11読みで発音し.付属語

は音仮名で表記されている。こうした表記法は血縁・師弟関係によって継承されており，その台本

に忠実に語るスタイルが確立されている。台本に忠実なスタティックな語りである。

一方，中心部から距離を置いた周縁地域で伝承される語り芸の台本は.多くが一宇一音の音仮名

で表記されている。こちらは伝承に文字を介さない口承性がかなり入り込んでおり.その口承の音

声を書きとめるメモ的なものとして台本が利用されている。メモであるから.音仮名はかなり自由

に.山場をどう作るか，聞き手がどの程度i英語がわかるか，同じ意味を表す語でもどう言ったら言

いやすいか.など，臨場的にかなり自由な改変が加えられ，さらにそれが新たなテキストとなって

いく。台本を臨場的に自由に変えていくダイナミックな語りということだ。

彼らの語り芸は，中心部でも周縁部でも.一字一字文字を追って覚えるものではない。いったん.

耳で覚えて語れるようになってから.それを文字にするのである。相当に長い物語(長いものは3

時間くらいかかる)をどうやって耳で覚えられるのかと聞いてみた。一首の終わりの決まり文句の

部分を覚えていけばいいらしい。つまりスタティックな決まり文句に向けて.リズムに従って臨場

的に語っていくことによって，物語は完成していくというのである。観客はストーリーを知ってい

るから.ストーリーそのものが変わってしまってはならないが.要所要所の決まり文句に到るダイ

ナミックな盛り上がりをその都度工夫しているということだろう D

こうした口承性を基底に持った伝承をメモにした場合に，伝統的な音訓音仮名交じり文が比較的

変更しにくいのに対して.音仮名中心の表記はそれが音声を写すものであるからこそ変更しやすい

ということなのだ。そのどちらを選ぶかは.地域や個人のあり方，その関係性による。
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付録 2. ペー曲台本の音仮名率

ペー曲台本における音仮名使用率を大本ItlJ.本子曲からそれぞれ一例を挙げて出した。表 1. 11 

及びグラフ 1. 11は大本曲「梁山伯与祝英台J中集・二「山伯染病恩英台.英台閥単救山伯Ja中

国白族白文文献釈読J所収)全 16段落.表E及びグラフ皿は本子曲「月旦桂花・相会」全 10段落

<r剣川県芸文志』所収)の音仮名率である。基本的に 4句l首として計算した。

表 1: i梁山伯与祝英台J(首ごと) 表II: i梁山伯与祝英台J(段落ごと)

段落 首 字数 音仮名数 音仮名率 11 29 2 7% 段洛 唱者 字数 音仮名数 昔仮名率

11 26 13 50% 

21 25 10 40% 
13 

21 29 10 34% 

31 26 。 0% 

英台 51 23 45% 

2 山伯 104 44 42% 

11 26 13 50% 41 26 4% 3 四九 130 23 18% 

2 
21 26 3 12% 

31 26 12 46% 

51 26 15% 

61 26 4% 

4 山伯 52 21 40% 

5 山伯 78 42 54% 

41 26 16 62% 71 26 8 31% 6 梁母 104 44 42% 

11 26 4 15% 81 26 13 50% 7 山伯 78 26 339も

21 26 8 31% 91 26 。 0% 8 梁母 26 17 65% 

3 31 26 。 0% 10 26 3 12% 9 山伯手紙 208 16 8% 

41 26 。 0% 111 26 4% 10 四九 78 34 44% 

51 26 11 42% 12 26 4% 11 四九 78 21 27% 

4 
11 26 14 54% 

21 26 7 27% 

131 26 。 0% 

14 26 3 12% 

12 英台 104 46 44% 

13 英台手紙 391 59 1596 

11 26 12 46% 15 26 12 46% 14 山伯 598 146 24% 

5 21 26 8 31% 11 26 4 15% 15 梁母 78 39 50% 

31 26 22 85% 21 26 4 15% 16 山伯 78 5 6% 

11 26 7 27% 31 26 6 お% 員十 2236 606 27% 

6 
21 26 10 38% 

31 26 18 69% 

41 26 2 8% 

51 26 9 35% 表m: i月旦桂花J(首ごと)

41 26 9 35% 

11 26 10 38% 

7 21 26 8 31% 

61 26 8 31% 

71 26 D 19% 

81 26 7 27% 

段落 明者 1'1 ・ *数 音仮名数 TT仮名守1

男
26 22 85% 

2 26 24 92% 
31 26 8 31% 

8 11 26 17 65% 

91 26 3 12% 

10 26 8 31% 2 女
26 18 69% 

2 26 23 889il 

11 26 2 8% 

21 26 4% 

11 26 6 23% 

14 12 26 10 38% 3 男
26 26 100% 

2 26 20 77% 
31 26 2 8% 

9 
41 26 5 19% 

51 26 。 0% 

61 26 。 0% 

13 26 11 42% 

14 26 10 38% 

15 26 6 23% 

16 26 8 31% 

4 女
26 20 77% 

2 26 22 8.=)% 

5 男
26 24 92% 

2 26 24 92% 
71 26 3 12% 

81 26 3 12% 

17 26 5 19% 

18 26 13 50% 6 女
26 26 100% 

2 26 23 88% 
11 26 13 50% 

10 21 26 12 46% 

19 26 4 15% 

20 26 2 8% 7 男
22 18 82% 

2 26 25 96% 
31 26 9 35% 

11 26 11 42% 

21 26 6 23% 

22 26 7 27% 8 女
22 18 82% 

2 26 15 58% 
11 21 26 8 31% 

31 26 2 8% 

お 26 2 8% 

11 26 15 58% 9 男
l 22 20 91% 

2 26 18 69% 
11 26 11 42% 

12 
21 26 12 46% 

31 26 14 54% 

41 26 9 35% 

15 21 26 15 58% 

31 26 9 35% 

11 26 。 0% 

16 21 26 4% 

10 !な
26 17 65(.J(J 

2 26 24 92% 

高十 印8 427 84% 

31 26 4 15% 
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グラフ 1: r梁山伯与祝英台J(首ごと)
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1.南詔徳化碑概説(飯島奨・遠藤耕太郎)....・H ・...・H ・.....・H ・...(188) 

2. 南詔徳化碑訳注(古代の会編)...・H ・...・H ・H ・H ・-…H ・H ・...・M ・..(193) 



ill.南詔徳化碑訳注

1.南詔徳化碑概説

南詔徳化碑は. r蛮書jによれば，第5代南詔王閤羅鳳が. 766年太和城門に建立したものであ

る。碑の高さは 390cm.幅240cmoもとは 38∞字ほどあったとされるが.現在は大部分が欠損

している。書体は梢書体。碑陽の行数は不明であるが，毎行約 90字で.現在は 211字が残存して
13うむよう

いるのみであるo~青・王潤『金石翠編』編纂時点では. 800字ほどが残存しており.現在の南詔徳

化碑研究はこれを基礎としている。碑陰は職官名簿で. 41行.毎行の時数は不明. 619字が残存し

ている。

ところで「南詔徳化碑」とはいわば通称のようなものである。立石謙次はこれについて.次のよ

うに述べている。従来この碑文は閑羅鳳が仕方なく唐から離反する理由を述べ.南詔が唐の徳を慕

うという意味で「南詔徳化碑Jと呼ばれてきた。しかしこの碑文にそのようなことは舎かれてお

らず，唐の不徳をなじり.唐のライバルである吐蕃の王(ツェンポ)を讃え.さらに唐に背いて吐

蕃に帰順するという悶羅鳳の功績を讃えるために建てられたとして.これを「蒙国の大詔(南詔)

の徳化が頒(たたえられている)碑Jという意味を込めて「蒙国大詔徳化頒碑Jという名称を用い

ている (r雲南大理白族の歴史ものがたりj雄山間. 2010年)。

たしかに碑文は，唐の不徳を批判し.唐と敵対関係にある吐蕃王(ツェンポ)を讃え吐蕃に与し

たいきさつが述べられ.その後は閑羅鳳によって南詔圏内の統治が安定へと向かう様子が述べられ

ていく。そこで本章は.南詔王の「徳Jによって富に満ちて強盛な南詔があるという意でこれを解

して「南詔徳化碑」と称した。

* 
ぺ一語は元来.独自の文字を持たなかった。南詔時代 766年に建立された南詔徳化碑は.すべて

正式な漢文で表記されている。しかしその一方で. 808年の南詔王尋問勧と宰相越叔遠の贈答詩

「星回節唱和詩J<r全唐詩j巻 732)には.君主号や地名、動物名.動詞に音仮名表記が用いられ.

また近年.漢字の仮借用法によってペ一語を記した南詔・大理国時代の書写仏典が大量に発見され

ている。さらに元代には『白古通1. r玄峰年連志Jという.ペ一族先民の歴史を，漢字を利用して

ペ一語を表記するぺ一文によって記した歴史舎が存在したことが，明・楊慎 n奨載記j序には記さ

れる。ぺ一文は.明代にはかなり洗練された山花碑(本書 1)の表記となり 清代以後にはぺ一曲

の台本(本書II) として.訓字主体表記とー漢字一音の音仮名名表記となって現代にまで続く。こ

のように.南詔以後.現代にいたるまで.大理地方では正式な漢文だけではない. さまざまな表記

のありょうが.歴史書，韻文、仏典などのジャンルで用いられているのである。

工藤隆はぺ一族の文字表記には二つの流れ.一一一つは歴史の表記の際にみられる漢文体の流れ.

一つは韻文表記.例えば山花碑に見られるぺ一文体の流れーーがあるとしさらにこのように歴史

的なものは漢文で書くという特徴は.沖縄や古代日本にも通じる特徴であると述べる。 (f中国少数

民族の掛け歌ーペ一族-Jr歌の起源を探る 歌垣j三弥井書庖. 2011年)。

南詔は，現在の雲南省大理地方において，唐との関係性のなかで建国された。 7世紀中ごろより
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鹿:朝に入貢，第 4代皮羅問(在位728?-48年)が大型周辺の諸国を統一し， 738年.唐!lVJより雲

南王に封ぜられた。その後，腐:と吐蕃との緩術材の役割を負って国家経営を行い.特に第6代異牟

尋(在位779-808年)は王族や武将の師弟を成者ISに留学させ唐文化を大いに摂取した。続いて大

長和国 (902-28年)などの短命王調，さらに大理国 (937-1254年)が建国されるが，元のフピ

ライに滅ぼされる。こうした中国中原王朝との関係のなかで.ぺ一族はまざまな表記を創出してい

くのであるが，こうしたありょうは，同時期に 附.唐との関係のなかで古代国家を形成し.その

なかで漢字を受容し 漢文変形i英文 一漢字一昔の音仮名などを用いて.さまざまな文体を創出

した古代日本の表記のありようや朝鮮半島のありようとパラレルな関係にある o (次頁年表参照)

したがって，商詔徳化碑が正式な漢文で表記されていることの意味は.東アジア規模での中国1:1:1

原王朝と辺境(国家)との関係性のなかで捉えられるべき問題であると思われる。本章はその作業

の前提として，とりあえず南認徳化碑の内容を理解しておくところにある。

(飯島奨・遠藤耕太郎)
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m.南詔徳化碑訳注

付録 1.南詔・大理国，中原，日本列島関係史年表(遠藤)

大理地方(西南夷) 中原 日本列島(東夷)

前lω i英武帝がi民王に riul王之印」を下賜，冊封される。

57 後漢.奴国に「漢委奴国王」印を下賜し奴国を冊
封。

239 卑弥呼.貌より親説倭王に冊封される。

3・4世紀 i耳海に白子園(張氏政

権・後に西i耳河蛮と呼ば

れる)が存在。

413-印2 倭の五王による朝貢.冊封

589 陪による中国統一

600 遣時使多利思北狐派遣

607 遣時使小野妹子派遣

7世紀前半 白子園張子から蒙氏に主
権が譲位。

618 唐建国

629 針明天皇即位(実質的な

万葉歌の始発)

6初 遣唐使犬上御回鍬派遣

7世紀半ば 家舎詔の細奴羅が唐に朝貢。

6臼 白村江で唐・新羅の連合軍に破れる

672 壬申の乱

681 山名村碑文

701 遣唐使再開。留学生・留学僧らも渡唐。

712 f古事記j

720 『日本書紀j

738 四代皮羅閤，北部五詔を倒しi耳海地区制圧。唐玄宗

皇帝より蒙帰義の名を授けられ.r雲南王Jに冊封

される。 742年までに 伎楽二部(胡部・亀蕗部)
の楽人を下賜される。

剣南節度使・章仇兼現の失策を機に. idl池周辺地域
(浜国)を制圧。

739 太和城に遷都する

748 皮羅悶卒し.子の問羅鳳が雲南王となる。

750 五代閉経鳳.挑州都督・張度陀の横暴を機に.唐に
反旗を翻す。

751 唐は南詔討伐軍(剣南節度使・鮮子仲通)八万を送

り.太和城を囲むが.閤羅鳳が多いにこれを破る。

752 五代間羅鳳.吐蕃に臣従

し.r賛普錘(賛普=君
主.錘=弟)Jの称号を
受ける。

755 安氏の乱

759 年代のわかる最後の万葉
歌

774 間羅鳳卒し.孫の異牟尋が継ぐ。

779 南詔・吐蕃の連合軍.成都占領に失敗。

794 六代異牟尋.吐蕃を離れ唐に帰附し.r南詔王Jに
冊封される。これより 50年間.南詔は毎年のよう

に朝貢。成都の剣南西川節度使は南認の高官の子弟
を留学生として多数受け入れる。
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800 六代異牟尋"剣南節度使牟皐を介して「真中歌IIIIJ
(商詔奉聖楽)を徳宗に献上する。

801 南詔・唐の迎合ifLが吐帯を大敗させる。

804 第18回遣唐使派遣に最澄.空海.橘逸勢らi度唐。
809 尋問問~.越叔達が白文を

用いた「昼間節I鳴和詩」
を贈答する。

829 歓虫祐，唐との同盟を破り.成都占領

838 第四回追随使派遣に円仁i度Jm~。円仁は遣唐使の席次が.商認が一位. 1:1本が
二位であった。([入唐求法巡礼行記J)

875 賞巣の乱

894 遣唐使廃止

902 i英人の権回鄭貿嗣のクー
デターで南詔滅亡。

907 唐滅亡.五代十回へ

927 大長和国(郎受)が「転
韻詩一章(有類撃築潤)J
を後唐荘宗に献上。

937 段思平が大理聞を建医i。

960 宋(北宋)建国。

1127 南米建国 平11守盛が南宋との私的貿
易を行う。

1094 権臣商昇泰が段氏政権か
ら王位を奪い，大中国建
図。

1096 段氏一族が復帰して，後
型国建因。

1117 二代段和脊，北宋の椴王から「大型国王Jに冊封さ
れる。

1253 後理国.フピライ率いる蒙古JJLに滅ぼされる。

1271 冗・明の一地域としての 蒙古が医l号を7じとする。

1274 大理地方 文永の役。日本軍は太宰府まで後退したが.暴風雨
で元軍は大損害を受け退却。

1279 元の政策として南宗椅iが 7じ(フピライ)による
広められる。変文に由来 中国統一。

1281 する宝.巻が白文によって 弘安の役。克ifLは台風で退却。防塁を榔築。
表記され.白幽として歌 幕府はif.J宋の僧を招来。 i甜渓道隆は建長寺を.無学
われる。 祖元は円覚寺を開く。

1325 幕府は建長寺の再建費用を得るための建長寺船(私

的貿易船)を元に派遣。

1368 光武帝(朱元部)が明を

建国。

1402 明は倭港対策として足利義光に「日本国王Jの称号
を与え，再びilll'封関係が始まる。

1450 楊髄『詞記山花J(山花
碑)。その他.現存しな

いが.楊髄には「竹枝詞
数十首Jがあった。
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ill.南詔徳化碑訳i主

付録2.南詔王系譜

細奴遁 1謹盛 炎l剖(? ) 

(在位?-?) I (在位?-?) 

L盛運皮 皮謹閤 閉経鳳 鳳伽異

(在位?-?) (在位?-748) (在位向8-779) (即位前死去)

異牟尋 尋問勧 1勧龍晶

(在位η9-曲目 (在位脱~抑) I (在位制-816)

勧利

(在位816-回3)

(勧)豊祐一一一一世隆(酋龍)一一隆舜(法)一一一舜化貞

(在位位3-部19} (在位邸9-877) (在位877-?) (在位?-叩12)
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2.南詔徳化碑訳注(古代の会編)

凡例

1.本文は周iii古『大理古碑研究j雲南民族出版社.2002年を底本とした。

2.注釈にあたり次の文献を参照した。

-万暦版『雲南通志J.1576年

・〔清〕王頑『金石草編J.1805年

・向達 f蛮書校注j中華書局. 1962年

・徐嘉瑞『大理古代文化史稿j中華書局. 1978年

・孫太初「南詔徳化碑婆証Jr雲南古代石刻殻考』文物出版社. 1983年

・周結『大理古碑研究J雲南民族出版社.2002年

3.本文を適宜 12段に分け. タイトル.訳文.注釈を施した。担当は以下の通りである。富田美智

江(第 l段~第4段.第 12段).遠藤耕太郎(第5段.第9段).草山洋平(第6段.第 11

段).飯島奨(第7段，第 10段).李事j(第8段)。

【1]南詔の起源

医ヨ
恭間消濁初分，迎陰陽而生荷物。川獄ret~~. 樹元首而定八方。故知懸象著明 英大於日月。崇尚

耕位.英大於君臣。道治則r:1:1外事.政jJi必風雅饗。宣世情而致.抑天理之常。我n普鍾蒙岡大詔.

性業合迫.智親未明。随世迎機.観宜撫衆.退不負徳.進不!也容者也。

医ヨ
かしこみ聞くところによると.清濁が初めて分かれた時.陰陽が動いて万物が生じ.山川が整っ

た後.君主が起ち八方が定まったという。だから天空の明るいものに，日月より大きなものはなく.

崇高さによって位を分けるものに.君臣より大きなものはない。道が治まれば内外は安定し政治

が(道を)外れれば必ず(詩の)風・雅が変化する。どうして世|宵が極まって，天理の常道を抑圧

することがあろうか。我が吐蕃の弟分である蒙国大詔は.性質と行いが道に合い，その智慧はまだ

起こっていない先のことも見通し世の流に従い機に乗じ時節を見て民衆をいたわり.退くとき

にも徳にもとるようなことはせず.進むときにも礼に差じることはなかった。

区ヨ因
. 1青濁~万物 :ri佐南子j天文訓に「静|場者簿牒而矯天，重濁者凝滞而潟地。……陰陽合和而高物

生Jとある。

-懸象:天の現象。天象.天文0

・排位:尊卑の位を別つこと。
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・賛普:吐蕃の言葉で王のこと。『新唐書j吐蕃伝に「其俗謂彊雄日賛.丈夫日普.故競君長日賛

普Jとある。

・鍾:吐蕃の言葉で弟のこと。『旧唐書j南詔蛮伝に「吐蕃令閣羅鳳潟賛普鍾，披日東帝.給以金

印。質調弟矯「鍾j。時天質十一年 (752)也」とある。

-智観未萌:r漢書j司馬相如伝に「明者遠見於未萌」とある。

[2]閤羅鳳の非凡さ

医ヨ
王姓蒙，字閤羅鳳.大唐特進雲南王越岡公開府儀岡三司之長子也o ~蜜傑秀.合章挺生。日魚標

奇.龍文表質。始乎王之在儲府.道隆三普，位~p重離。不調#型之脅.嘗華字人之術。撫軍属閣成

績，監園毎著家聾。唐朝授右領軍術大将軍兼陽瓜州刺史。

医ヨ
王の姓は蒙.字は閉経鳳.大唐特進雲南王越国公開府儀同三司(皮羅閤)の長子である。盆に感

応して生まれた内に徳を持つ傑出した人物で，額の角は非凡さを表し，龍の紋様は貸さを表してい

る。はじめ王(閤羅鳳)がまだ太子の宮殿にいた頃，父子君臣長幼の道をしっかりと行い.国境防

備の任に当たっていた。聖人の書以外は読まず，かつては民を養う方法を学んでいた。軍を率いれ

ばしばしば功績をあげ，国事を監督させればつねに王室の名声を世に知らしめた。唐は(閑羅鳳

に)右領軍衛大将軍兼陽瓜州刺史の官を授けた。

匡亙
・雲南王:r旧唐啓j南詔蛮伝に「盛運皮死.子皮選閤立。(開元)二十六年 (738).詔授特進，封

越国公.賜名目蹄義。其後破淘河蟹，以功策授雲南王Jとある。

-含章:美を内に含む.内に徳を蔵すること。

-挺生:傑出した人のこと。

-日角:額の中央の骨が日の形に隆起していることで，貴人の相。また相術家の語で左額のことを

指す。

-儲府:r儲Jは世継ぎ世子のこと。

-三善:三つの善事。臣下が君主に事え.子が父に事え，幼者が長者に事えること 0

・重離:i離Jは「篠Jに通じ.かきねのことか。

-撫寧:太子が君主に従って軍に赴くこと。

-成績:てがら0

・監国:国事を監督すること。

・陽瓜州:今の鋭山勢族回族自治県(大理白族自治州の南部)の北部一帯。 r蛮番j六詔に「長男

閤羅鳳授特進兼楊瓜州刺史」とある。
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[3] i耳河蛮・五詔の平定

医ヨ
泊先制輿御史厳正詩的逃走.先王統市打石橋城.差訂i輿厳正諒攻石和子。父子分師，雨珍兇醜。

加左領軍備大賂軍。無{iiJ. y...興中使王承君同破剣川.忠鋭戦揚.賞延子嗣.選左金吾術大将軍。而

官以材進，功由幹立。朝廷照襲.委任兵J能。尋秤特進、都知兵馬大将。二河師宅.五訂{己平。南閥

JI::丸北朝分政。而越析詔除草子u骨.特鐸梢.騎減江，結彼兇渠，援我遺跡。飛:iH遣将，皆純拒述。

詔弱冠之年，己負英断.恨滋残醜.敢逆大隊。悶請自征.志在夷揃D lLS子贈之頭.傾伏成之穴。鐸

精斑獲.質物並師。解君父之憂.静i違隅之校。制使奏聞.酬上柱闘。

匡ヨ
先王(皮羅閤)と唐の御史厳正務とが辺境の賊を征討しようと計画するに至り，先王は寧を率い

て石橋城を攻め，王(閑羅鳳)と厳正誇とを遣わして石和子を攻墜させたD 父子は軍を分け，両方

で凶悪な賊を破滅した。(閤羅鳳は唐から)左領軍衛大将軍の官職を加増された。ほどなくして.

また中使王承訓と一緒に剣川を破った。その忠勇なる功績は記録され称揚され.恩賞はその子にま

で及び;官職も左金吾術大将軍へと選った。このように彼の官職は才能によって授けられ.功績は

才幹によって立てられた。朝廷はそれを照らし見て，兵権を委任した。(閉経鳳は)特進・都知兵

馬大将を重ねて拝受した。河河蛮を平定し，また五詔も平定した。南方は戦が収まり.北方では

(吐蕃と)統治を二分した。越析詔の余華子贈が.武器を頼みにj慮江を願し取り.彼の地の兇悪な

賊と結んで，我が国の辺境を荒らした。舎を飛ばして将を遣わしたが.いずれも防がれてしまった。

この時王は弱冠二十歳だったが，すでに英明果断で.これらの悪党が大国に逆らうのを憎み.自ら

出兵することを固く請い.賊を掃討平定することを誓った。子贈の頭をさらし，彼らが潜んで、いた

場所を潰した。鐸捕をことごとく獲り，宝物も一緒に持ち帰った。君主たる父の悩みを解消し辺

境の妖気を静めた。制使が唐の皇帝に上奏し(閉経鳳を)上柱国に任じてその功績に報いた。

匡E
-石橋城:龍尾城のことで，今の下関。『蛮在日六詔に「開元元年 (713) 中.蒙蹄義攻石橋城.閉

経鳳攻石和Jとある。

-石和子:今の鳳儀。

-中使:宮中からの使者のことで.多くは宣官0

・二河 :i耳河のこと。「二河銃宅」とは.南河蛮を平定したことをいう。あるいはその後大和城に

都をおいたことも指すか。『新唐書J南詔伝「開元末.皮i盤閤逐河蟹，取大和城J.r蛮書j六験

第五に大和城、大麓城、陽査時城.本皆河蟹所居之地也。開元二十五年 (737)蒙蹄義逐河蟹.

奪掠大和城Jとある。

・鐸精:r鐸Jは戦闘で鳴らすどち.r輸Jは馬上で使う矛の一種だが.ここは『新唐番jや『蛮
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書jに子贈が所持していたと書かれている「鐸鞘Jのことと思われる。後に異牟尋が唐に献上し

ている。

-拒違:ふせぎたがう。

-残醜:伐ちもらされた悪者.悪者ののこり 0

・制使:天子が遣わす使者.勅使。

【4]変のきざし

医ヨ
天資七載.先王印世.皇上念功雄孝.悼往撫存。遊中使梨敬義持節朋襲雲南王。長男鳳迦異時年

十歳.以天宵入朝.授鴻胞少卿.因}蹄襲次，又加授上卿.兼陽瓜州刺史、都知兵馬大将。既御厚脊，

J忍渇忠誠。子弟朝不紹書.進献府無除月。絡調君臣一徳.内外無欺。宣期好伝請し常.撫虐生饗。

医ヨ
天宝七年 (748).先王(皮羅閤)が逝去した。唐の皇帝はその功績を思い孝を表彰し，亡くなっ

た者を悼み残された者を慰め，中使の察敬義を追わし天子の使者として(閣羅鳳を)雲南王に冊封

した。(閑羅鳳の)長男鳳迦異は十歳の時，天宝に元号が改まった (742年に)入朝し鴻瞳少卿

の位を授かっていたが.今回世子に冊命されたことで.加えて上卿の位を授かり，陽瓜州刺史と都

知兵馬大将をも兼ねることになった。(唐から)厚い恩寵を受け. (こちらも)忠誠の限りを尽くし

子弟は朝廷に絶えず書を送り 毎月進物を献上した。君臣が徳を一つにして.内外にいつわりがな

い状態だと思っていたのに どうして好俵の輩が正常な状態を乱し 暴虐によって乱が起こること

を予期できただろうか。

匡亙
・持節:天子から授けられた旗(節)を持つ.天子の使者のこと 0

・天賓入朝:r新唐番j南詔伝に「天質初 (742年).遺関経鳳子鳳迦異入宿御I. 拝鴻臆卿，思賜良

異。七載 (748年).蹄義死.閤羅鳳立，襲王.以其子鳳迦異為陽瓜州刺史Jとある。

[5]諸嚢の乱

医ヨ
初.節度章仇兼現不量成敗.妄奏是非。追越崩都督竹霊情宜府東饗.通路安南。賦重役繁.政苛

人弊。被南事州都督饗錫王，昆州刺史饗日進.梨州刺史饗棋.求州饗守慾.螺山大鬼主饗彦昌.南

寧州大鬼主袈崇道等陥熱竹盤情.兼破安事。天思降中使孫希斑，御史韓治，都督李~等，委先詔招

討.諸饗畏戚懐徳，再貿安寧。

其李aB忘闘家大計 蹴章仇諭縦.務求進官築。 aB阻崩東饗.遂激崇道.令熱闘王。議者紛伝.人

各有志。王務過請し萌.思紹先級。乃命大軍将段忠岡等輿中使禁敬義.都督李~.又赴安寧.再和諸
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饗。

而李'必矯偽居心，尚行反問。史令崇道謀終日進.東饗諸酋，並皆驚恐。日.師王.崇道叔也.日

進，弟也.信彼議構，然毅至親。骨肉既臼相屠.天地之所不祐。乃各興師.召我同討。李~外形中

正.伴依我郡兵.肉強好欺.妄陳我述背。

頼節度郭虚己仁壁.方表我無事。李;志尋被庇流.崇道凶而亡消。

医二羽
初め，剣南節度使章仇兼現は成否を考慮せず. (Ji!fの玄宗皇帝に)その是非を妄りに奏上した。

そして越偶都督竹霊備を遣わして東嚢に安寧城を置き.安南への道路を修築しようとした。賦役は

重く繁多で.人民は苛政に疲弊していった。こうした状況のなか.南寧州都督嚢蹄王.昆州刺史嚢

日進，惣州刺史鍵棋，求州饗守登5.螺山大鬼主裳彦昌.南寧州大鬼主嚢崇道らは.安寧城の竹霊情

を陥れて殺しまた安寧城を攻め破った。天恩(唐の玄宗皇帝)は中使孫希荘.御史韓沿.者1)督李
ひっ

盆:等を降し先詔(皮羅閤)に委託して討伐を行った結果.諸饗の王たちはその天威を畏れ.また

恩徳に際色再び安寧城を置くことになった。

その李窓は国家の大計を忘れ.章仇にいつわりに従い 出世や栄華を求めるのに熱心であった。

李窓はひそかに東嚢を煽動して安寧城の敷設を妨害させ.ついには崇道を刺激して蹄王を殺させて

しまった。その後.東嚢では議論が紛糾.それぞれが思いを持つことになった。王(閤羅鳳)は努

めて大乱が生じるのを押さえ，先人の業績を継承することを決意していた。そこで.大軍将段忠閤

等に命じて.中使禦敬義，都督李江主とともに安寧城に赴かせ.再び諸饗との和解を進めさせた。

ところが李窓は偽りを心に持っており，なお双方へのけしかけを行った。遂には崇道をけしかけ

て日進を殺させてしまった。東饗の諸酋は皆な驚き恐れて言った。「蹄王は崇道の叔父である。日

進は崇道の弟である。それなのに李容の識構を信じ.親族をも殺してしまった。親族同士がおたが

いに殺し合うのを.天地がたすけてくれるはずはない。Jそこでそれぞれが軍隊を興し.私に呼び

掛けて共に戦おうと申し出た。李芯は外面では公正を装い.私の軍勢(南詔軍)を借り(乱を収め

るふりをしながら) その内面は好まを宿しており.私が和約に違反して出兵したことを妄りに奏

上した。

そこで仁に厚い節度使郭虚色を頼り.私に罪がないことを上表してもらった。また李悠は調べら

れ.官位を下げられて流罪.崇道は逃亡してしまった。

匿二週
・節度章仇兼現:i章仇」が姓. r兼現」が名。剣南節度使だ、った。剣南節度使は玄宗の開元5年

(717)に10節度使のーっとして吐蕃や南方諸族に対時するために益什I(四川省成都)に司令部

が置かれた。

-越街:地名。唐代の重要な辺防拠点で.越鵡都督府が設けられた。現在の四川省西昌市。 Ci古碑

研究J)
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・畳府東饗:r置府通嚢Jとも作る。「東嚢」は烏蛮種族で，今の曲靖.尋旬，師宗.弥勅から建水

一帯にあたる。この地方は唐代には東鍵烏蛮の居住地であった。碑文の「置府東嚢Jとは.現在

の安寧にあたり，唐代は西裳白蛮の居住地であった。「置府通嚢Jとする方が正しいだろう。

([古碑研究])章仇兼現が剣南節度使を務めたのは. r旧唐番j及び『資治通鑑jによれば開元

27年 (739)--天宝5年 (746)のことであるから.章仇兼現が竹霊情を遣わし安寧城を建てた

のもその聞であろう。([護証])

・通路安南:r安南」への道路を修築した。「安南」は今のヴェトナム.唐代には安南都護府が置か

れた。[(古碑研究)]

・南事州:今の曲靖。唐の閑元年間初めには「南寧州Jと呼ばれた。[(古碑研究)]

・昆州:r見JIIJであろう。今の昆明のこと。([古碑研究])

-梨州:今の江川県一帯。([古碑研究])

・求州:今の玉渓。([古碑研究])

・螺山大鬼主:r蝶山Jは.今の昆明城内の螺山。「大鬼主」とは大頭目(リーダー).すなわち大

部落の宗教的領袖であり政治的指導者である。([古碑研究])

-然:r然」は「殺」と同じ窓口

-韓治:r韓治」とも作る。([古碑研究])

・~: r~J は「密」であろう。([古碑研究])呉音ではミツ 0

・先鋭:r先横Jとも作る。「先鋭Jであろう。([古碑研究])

-大軍将:南詔図の高級官位。地位は消平官(宰相)と同列。([古碑研究])

.庇流:官位を下げて流罪とすること。

-亡潰:敗れ去る.逃亡すること。

* r蛮書j名類第四に「無何.崇道殺日進.又陰害蹄王。蹄王妻阿姥.烏蛍女也.走投父母，稿兵

相持，諸嚢豪乱ロ阿姥私逃使詣蒙舎川(議山盆地・蒙舎詔=南詔の勃興の地，かつての都)求投，

野義(蒙蹄義=皮羅悶)即日抗疏奏問。阿姥男守偶.遂代蹄王矯南南州都督，蹄義仰以女妻之。

又以一女妻崇道男輔朝。崇道内懐念椀.外示和平.猶輿守偶母子日相攻伐。阿姥又訴於蹄義.興

師問罪。行次昆川信宿而l1b椀川潰散.崇道南走梨州。蹄義謹{字其家族羽黛.井殺輔朝而取其女。

崇道俄亦被殺。諸嚢由是離弱Jとあり，これと碑文を合わせ考えると，諸嚢の乱はむろん章仇兼

現や李怒らのけしかけ(挑抜高阿)により引き起こされたものではあるが，蒙氏と唐王朝が諸饗

を奪いあったことによることは明らかである。碑文はことの顕末を叙するのに偏りがないわけで

はない。([築証])

[6]張慶陀事件

医3
又越商都督張度陀.嘗任雲南別綿，以其萄識風宜.表奏請潟都督。而反旗惑中禁，職起乱階。 I吐

蕃是漢積響.遂興陰謀.擬共滅我。一也。誠節王之庶弟.以其不忠不孝.flf在長沙。而彼奏蹄.擬
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令問我。二也。崇道蔑盟構逆，罪合抹夷，而却牧録興宿.欲令轡我。三也。L1!輿我悪者.蛇授官築.

興我好者，成道抑屈，務在下我。四也。築城牧質.締甲練兵，密欲襲我。五也。重科白宜. f青税軍

制.徴求無皮.務欲蔽我。六也。

医ヨ
また越協都督の張度陀は，以前雲南別駕の任についていたので，王(閤羅鳳)は彼が雲南の風土

人情をよく分かっているものと思い，上奏して挑州都督へ推薦した。ところが彼が識言でもって宮

廷を迷わし.乱のもととなるとは誰が知るだろう。吐蕃は唐朝を代々の敵としていたのだが.張は

その吐蕃とひそかに謀り.一緒に私を滅ぼそうとした。これがーである。誠節は王の異母弟で.不

忠不孝のため長沙に追いやられていたのだが.張度陀は彼を戻すよう奏上し 私から離反させよう

と企んだ。これが二である。崇道は盟約を蔑視し争いの発端をつくり.その大逆不道は諒滅され

るべき罪であったにも関わらず，張度陀は彼を収容して彼とともに住み，私に復讐させようとした。

これが三である。張度陀は私と不和の者たち皆に官職を与え厚過し私と仲の良い者たちを圧迫し

た。私を陥れることが目的である。これが四である。張度陀は城を築き，逆らう者どもを取り込み，

武具を修繕し.軍馬を訓練し密かに私を襲そうとした。これが五である。張度陀は各種貨物の徴

税を増やし軍粗の徴収を倍にした。これは際限のない税で.私の領内を貧しくさせようとしたも

のである。これが六である。

匡亙
・醤識風宜.表奏請都督:r奮識風宜jは「蕗職夙官Ji奮識風宣」とも作る。大意に基づけば「奮

識風宜Jが正しいだろう。「都督Jは挑州都督を指す。([古碑研究])

-誠節王之庶弟:(蛮書・巻三》に i(皮羅閣)次男誠節，蒙舎州刺使」とある。悶羅鳳が即位した

後，左遷された。([古碑研究])

-舵在長沙:この「長沙Jは 実在の地名ではなく 漢の呉丙が長沙王に移封された故事を借用し

たものである。([古碑研究])

医ヨ
子時馳表上陳. )量申宛柾.皇上!照察.降中使買奇俊詳覆。踊竪l豆無政.事以賄成。一信虚陀，共

掩天聴.思奏我賂叛。王乃仰天嘆EI. I控我無事，上蒼可襲。九重天子.雛承R!!尺之顔。蔦里忠臣.

立受好邪之害。卸差軍将楊繰顛等述表位告。宣剥天商聴遠，蝿貼成椴.雄布腹心.不蒙衿察。

管内酋渠等皆目.主辱臣死.我貨・常之。自可費心毅力.致命全人。安得知雛不防.坐招傾敗。於此

差大軍;博王町比隻・雑時・牟宜等揚兵送倣.問罪府城。 I~I 秋M~冬.故延11寺序.尚作王命.糞雪事由。

宣意節度使鮮子仲通己統大!H.取市郊路下，大将軍李II!ft従合同路1ft安南都督王知進白歩iftl路入。

既敏道合勢，不可守株。乃宣披令.誠師徒，四面攻問，三軍費奮。先輩冥祐.神矩助威。天人協心.

軍華全抜。皮陀飲猷.寮庶出走。王以為悪止度陀.罪蛍加衆，皐城移賀，猶矯後園。卸便就安寧再
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申衷懇。城使王克昭執惑昧構.纏違拒請。遣大軍絡李克鐸等帥師伐之。我宜彼曲，城破賂亡。

医ヨ
当時我ら上表し事の不当さを仔細に説明した。皇帝はこれを知った後，中使の買奇俊を遣わし

て詳しく調べさせ元に戻そうとした。しかし官官とは法規など眼中になく，賄賂によって事実を捻

じ曲げるものである。買奇俊は張度陀の議言ばかりを聞き.一緒になって皇帝の耳を塞ぎ.我々が

反逆を企てると悪錬極まりない報告をした。この時.王は天を仰いで長歎して言った。「ああ.私

はそのようなことをしていないと.天の神は見て知っている。高みにおわす天子に.我は面と向か

つて弁明する術がない。(私は)万里離れた地にいる忠臣だが.どうして非道な陥穿に我慢できょ

うか!Jそこで軍将楊羅顕らを遣わし訴えを上奏させた。「天は高くても遠くを聞く jというが.

蝿の糞が清らかな碧玉についただけでも，それは汚点となる。私は胸のうちを皇帝に進言してきた

が，ついに察していただけなかった。領内の酋長や頭目たちは皆こう言っている。「主君が屈辱を

受ければ，家臣は主君の為に死ぬべきだし，実際に我々はその責任を請け負うべきである。心を一

つにあわせて協力し.自分の能力を尽くせば.領内の人民は守れよう。危険で防ぎょうがないから

といって，どうして座して滅亡を待てょうか。」そこで大軍将王毘双・羅時・牟茸らを遣わして.

兵を挙げ，撤を送り.府城に向かつて罪を問いただした。秋から冬が終わるころにかけてわざと出

兵の時を稼ぎ皇帝の命令を待ち.菟罪がすすがれることを期待した。そのころ鮮子仲通がすでに

大軍を率いて南渓路を下り 大将軍李陣が会同路から進入し，安南都督王知が歩頭路から入ってき

ていると誰が知り得ただろうか。すでに兵馬は集まっている状況で.守りに入ることはもうできず.

攻撃の時を待っていた。そこで命令を下し 人馬に告げ.四面を囲んで攻め 三軍が一緒になって

奮戦した。祖先も除ながら我々を守り，松明は私の威風を助け.神と人とが力を合わせて心を一つ

にしたので.軍営郡城の全てを突破した。張度陀は服毒自殺し.部下は四散した。王は悪いのは張

度陀のみと考えていたので.どうして民衆にまで罪を問うだろうか。域内の民衆を全て移動させ.

後のことについてはまた改めて考えることにした。すぐさま安寧に行って再び心中の苦衷を訴えた

が.城使の王克昭は深くだまされており.また権力を盲信していたので，度重なる請求を拒絶した。

そこで，大軍将李克鐸等を追わし兵を率いて討伐させた。我々の理は真直ぐで，彼らの理が曲がっ

ていたので.城は破られ 将軍は身を滅ぼした。

匡亙
・堅臣:官宣の蔑称。ここでは中使買奇俊を指す。([古碑研究])

[7]吐蕃と同盟を結ぶ

医ヨ
而仲粗大軍己至曲靖。又差首領楊子芥輿雲南録事参軍差如之繭獄披雪，往因張卿議構，遂令蕃，

漢生猪口賛普今見観保浪~。或以衆相威，或以利相導。俄若俳鶴交守.恐為漁父所檎。伏乞居存見
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亡.在得忠、失。二城復賀.宰容自新。千l'通殊不招承， !OJ至江1]0我又切陳丹歎，至-=r'N三。仲通挑

諌，棄親阻兵，安忍吐設.唯吉!吾毅。行使皆被誠町。仰前差将軍王天迎帥領駿雄. 白鮎蒼山西.欲

腹背交襲。於是具牲牢.設壇均1，JlIJ首流血目。我臼古及今，為漠不侵不叛之gi。今節度背好食功.

欲致無上無君之討。敢昭告於皇天后土。史祝品詞.東北稽首。皐l剥痛切， tJl )11賠然。至誠感榊，風

雨露言語;。遂宣吉目。彼若納我，猶召-君也。今不我納， f!11吾智也。断，軍之機.疑.事之賊。乃J日卒

伍.捌然登陣。調左右目。夫至忠不可以無主.至孝不可以無家。印l差首領楊利等於浪守参IIJ:蕃御史

論若賛。御史通型警察↑!?.分師入救。 n寺中丞大軍出陳江仁10王審孤虚.観向背.縦兵親撃.大敗彼師。

図命長男胤迦異，大軍格段全葛等.於丘退和拒山後賛軍。王天運懸首輪門， '11丞逃師夜遁。軍支欲

追之。詔目。止。君子不欲多上人，況敢凌天子乎。荷自救也.社穏無煩多失。

医ヨ
この時.鮮子仲通の大軍は既に曲靖に至り.我が方は.再び首領の楊子芥と雲南録事参軍の萎如

之を追わし書状で菟罪をすすごうと(次のように言った)0r以前から張太守(張度陀)がデマを

で‘っちあげ.我々を陥れ.蕃(南詔)と漢(唐)との聞で摘疑を発生させた。吐蕃王は今， ?良寄で.

我々(南詔と唐)の争いを眺めており ある時は兵を用いて威嚇し またある時は利を用いておび

き寄せようとしている。もし(南認と唐が)ハマグリとシギのように相争うなら.おそらく漁夫

(の吐蕃王)に捕えられることになる。我々(南詔)は真撃に希望する。それがある時にないこと

を思え。それを持っている時に失った時を思え。唐は改めて安寧と銚州の二つの府城を設置しでも

かまわないので.我々が自ら悔い改めて生まれかわることを許して下さることを希望するJo(しか

し)鮮子仲通はまったく相手にせず.まっすぐ江口に進軍した。我が方は再び痛切に心の内を陳述

し.再三再四それを繰り返したが.仲通は(我々の)忠告を聞かず，親しい間柄である我々南詔を

捨て，万兵をもって我々をはぱみ，残忍に何度も言ったのは，破滅するぞということだけだ‘った。

派遣した(我々の)使者は全て大声でののしられ，また(仲通は)将軍の王天運を派遣して精鋭の

騎兵を率いて，点蒼山の西側から我(南詔)をはさみ打ちにしようとした。そこで我々は牛.羊.

豚などのいけにえを準備し.天と地を祭る祭坦を設け.王が叩頭流血して言うには， r我々はいに

しえより今に至るまで.漢を侵すことなく.反逆をしない臣下でした。今.節度使はよき関係に背

色戦功をむさぼり.我(南詔)に対して君主の命なき討伐をしようとしています。我々はこの状

況をあえて天地に報告しますJと言った。史官・祝官が上奏文を読み終えた後.みな東北に向かつ

て叩頭した。国中が働突し.山河も暗然として色を失った。最大の誠意が神霊を感動させたので.

風雨がすぐに吹き荒れた。そこで，王は宣言して， r彼ら(唐)がもし我を受け入れるならば.や

はり(唐は)我が君主である。今(彼らが)我を受け入れなければ.まさに我が仇敵である。果断

は戦争の勝利のかなめであり.跨路は事の失敗の禍根である」と言った。そこで.軍隊を召集し.

奮然として(城壁の上の)胸壁に登り.左右の者に対して， r最も忠なるは.君主をなくさないこ

とで.最も孝なるは.家をなくさないことであるJと言った。すぐに首領の楊利らを浪常に派遣し

て，吐蕃の御史論語録;こ謁見させたo 御史は当時の情勢を理解し我々の苦衷を察し兵力を分け
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て助けに来た。当時.中丞の大軍は江口に並び.王は彼ら(唐の軍)が単独で深入りしているのを

見てとり.人心の奥深くまで観察し，自ら兵を率いて出撃し彼ら(唐軍)をおおいに破った。そ
だんぜんかっ

して，長子の鳳迦異と大軍将段全葛に命じて.正遷和で蒼山の背後にいる唐の兵に抵抗させた。

(唐寧の)王天運の首を役所の表門にぶら下げると，中丞(鮮子仲通)は(自分の)部下を捨てて

その夜すぐに逃亡した。寧吏たちは追撃しようとしたが.王は. iやめよ。君子は他者の優位に立

つことを望まない。天子を侮るなどもってのほかである。もしわが身を振り返って自分の過ちを責

めとがめ.国家が滅びさえしなければそれで十分ではないかjと言った。

匡亙
・商状披雪:書状を持って菟罪を雪ぐこと。([古碑研究])

・浪寄:六詔の一つ。今のj耳源一帯。([古碑研究]) 

・丘選和蒼山の後方にある。南詔語で「坂」を「和Jという。([古碑研究])

医ヨ
蹴而合謀日，小能勝大禍之胎.親仁善都圏之賞。遂遺男鐸博、宮大酋望趨栓部.楊博磨体及子弟

六十人，蔚重舟珍費等物.西朝献凱。厨質普仁明，重酬我勅効。遂命宰相筒鮮葉集持金冠，錦抱.

金貨帯.金帳淋.安紅傘.鞍銀献及器皿.珂貝.珠盤，衣JUt騎馬.牛媛等.賜篤兄弟之図。天寅

十一載正月一日.於部川}蹄詔矯質普鍾南園大~U. 授長男鳳迦異大悲悲告身.都知兵J馬大勝。凡在官

僚.寵宰戚被。山河約哲.永岡維城。改年矯賛普鍾元年。

医ヨ
その後.皆と相談して. i小国が大国に戦勝するのは禍のもとだが.仁徳のある人に親しみ，隣

国とよい関係を築くことは国家の宝であるJと言った。そこで.王子の鐸伝と旧大曾望越栓部、楊

伝麿件、及びその子弟60人を派遣して金，銀.締子と鍛子.宝物などを持って.西向して吐蕃に

謁見させ.吐蕃に戦勝を知らせた。ちょうど賛普(吐蕃王)は仁徳があり，聡明で.我々の功労を

重ねて賞し，宰相傍祥葉楽に命じて金の冠.綿の抱，金の宝帯.金幕のベッド.安在傘，鞍銀獣及

び器皿. くつわ貝，玉毛~.衣服，よく馳せる馬.牛皮の靴などを持たせ，それらを下賜し兄弟の国

となった。吐蕃王は天宝 11年正月 1日.部川で王を賛普鍾南国大詔として冊封し王の長子鳳迦異

に大悲恋告身.都知兵馬大特の位を授けた。およそ各級の官吏たちはみな寵愛を得た。永遠の懇い

を立て.長く続く垣を固めた。(南詔は)改元して賛普鍾元年とした。

【8]南詔再び唐を破る

医ヨ
二年，漠帝又命漠中郡太守司空襲槽.内使頁奇俊帥師再賀挑府，以将軍頁1麓矯都督。愈目。漢不

務徳.而以力事，若不速除，恐鴬後息。遂差軍将王丘各組其糧道.又差大軍将洪光乗等，紳州都知
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兵馬使論締里徐同困府城.イ吉宿未i盆.破如投朽。 iYf麓而縛.士卒全駆。

医ヨ
賛普鐙2年.唐朝はまた漢中太守司空襲礼.内使買奇俊に命令し.兵隊を率いて再び挑州府城を

設置し将軍買瑠を銚州都督にした。皆.r唐朝は道理に背き.武力によって争う。迅速に徹底的

に取り除かなければ，恐らく将来の災いになるJと言った。すぐに軍将王丘各に命じて唐兵の糧道

を遮断しまた大軍将洪光乗らを差し遣わし.神州都知兵馬使論街里徐と一緒に挑安城府城を包囲

させ攻撃した。その日のうちに.枯れ枝をへし折り.朽ち木をひしぐようにたやすく府城を攻め落

とし.買瑳は縛られ押し出され，兵士はすべて追い出された。

匡亙
・軍将王:南詔武官。地位は大軍将に次ぐ。([古碑研究]) 

医ヨ
三年.漢又命前雲南都督兼侍御史李座、成府節度何履光、中使磁道懸遜.惣秦、臨英豪.兼安南

子弟.頓替問t坪，成布市成。乃舟揖備修，擬水陸供進。遂令市賂王策寛等潜軍襲造船之師，伏屍地

毘合之野。李~猶不量カ，進逼追川。時神川都知兵馬使論締里徐*救，己至巴踊Il.J。我命大軍特段

附克等内外相臆，競魚競街。彼弓不暇張.刃不及殺。白日晦景.紅塵騎天。流血成川，積屍聖水。

三軍潰朗.元帥況江。朔日。生雄禍之始 死乃怨之終。蛍頗前#而亡大砲。遂牧亡賂等屍，祭而葬

之.以存恩督。

医三E
賛普錘三年.唐朝はまた前雲南郡都督兼侍御史李窓、広府節度使何履光、中使薩道懸遜に命令し

秦臨両地の英傑を集め.安南の子弟を加え.湾海東岸の山の斜面に部隊を駐屯させ.唐兵の名声と

権威を幅広く宣揚し.さらに船を建造し水陸を同時に推し進めるようにした。そこで.軍将王楽

寛などに命令し造船の軍隊を奇襲し.死体は野原に放棄させた。李~:はそれでも己の力量を知ら

ず，兵を率いて部川の近くに迫った。この時.神州都知兵馬使論締里徐は兵を率いて援護し.巴踊

山に着いた。私は大軍将段附克等に命令し彼らと相応じて.互いに争って勇ましく戦い，唐兵は

弓を張る間もなく.万を抜く間もなく. (白昼にもかかわらず)白昼の色が失せ.紅塵が太陽をさ

えぎり.流れた血が河になり.積んだ死体が水をふさぎ.三軍は壊滅し.元帥は大きな川に沈んだ。

王はこの情景を見て. r生は災いの始まり，死は怨みの終わりだ。ただ過去の非だけを見て.大礼

を忘れてはいけないJと言った。そして 戦没した軍人の死体を集め.弔いをして埋葬し，かつて

唐朝が南詔に示した恩情に報いた。
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区3困
・頓替隠坪:軍隊が山間の平地に駐留すること。「頓」は駐留の窓口([古碑研究])

・耽舎:湾海東岸.具体的な地は未詳。([古碑研究])

-都JII:現湾海県の部川。([古碑研究])

・巴蹄山:現湾海と部川の間にあり.神州都督の援軍の行路にあたる。([古碑研究])

・祭而葬之.以存思奮:現下関大唐天宝戦士塚(俗称:万人塚)は当時の遺跡。([古碑研究])

【9]越路・尋伝の統治

医二週
五年. Wf.陽節度使安禄山織機河.治. 1m元帝出居江.剣。賛普・差御史賛郎経子芯結蔚柑J吉田。樹

徳務滋長，去慈務除本。越街.合同謀多在我，岡之此矯美也。詔恭承上命.卸遣大軍;侍洪光乗.社

媛盛，段附克.趨附子宝1.羅選，王選.羅奉，消平官越佳部等，統細子藩従昆明路.及宰相筒鮮葉

集.節度尚検賛同伐越溺。詔親帥太子藩困逼合同。越溺固拒被{袈.曾同諸降無害。子女玉南.百里

塞途.牛羊税儲.一月館穀。

医ヨ
賛普鍾5年.沼陽節度使安禄山が河南を盗据し.閲元帝は四川に出走した。賛普差御史賛朗羅が

詔書を粛して言うことには.r徳務を立てれば必ず長久し悪務を去れば必ず除根す。越儲と会同

の二地は漢族が常に我々を謀計する地である。思うにこの地を奪取するのに.今はもっともよい時

である。」玉は恭しく命を奉じて即座に大軍将洪光乗.杜羅盛.段附克.越附子望.羅避.王選，

緩奉.清平官越{全部らを差遣し細子j番を統率して昆明路より出兵させ.宰相椅祥葉楽.節度尚検

賛に共同して越鰯を討伐させた。王は自ら大子j番を率い会同を包囲した。越協は頑なに抵抗し屠城

(域内のものを皆殺しにする)され.会同は降伏を請い害を受けなかった。こうして得た子女玉吊

百里の道を埋め尽くし.牛羊，倉庫に貯蔵しである物資は.軍隊の一カ月の食糧を賄うのに充分で

あった。

区亙
・沼陽節度使安禄山窃据河洛・:r安禄山」は胡人。唐玄宗の時.活陽節度使となり.平麓.氾陽.

河東三鎖(現在の河北，山西一帯)の節度使を兼ねる。後に反乱を起こして長安を陥とし.自ら

雄武皇帝を称する。玄宗は四川に逃げてこれを避けた。その後.安禄山は子の安慶緒に殺された。

「河Jr洛Jは.黄河以南.洛水流域にあたり.古く「河洛Jと称した。唐代には河南道.役所は

洛陽にあった。([古碑研究])

-開元帝出居江剣:開元帝は玄宗のこと。安禄山の反乱のために玄宗は四川に避難したのである。

「江剣」は四川にある。唐代の剣南道であり.そのため「江剣」と称した。([古碑研究])

-細子j番:r細子j番」とも作る。 fi番」は「幡」であろう。南詔は旗幡の色によってその軍隊を区別
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していた。「細子鴻jの「細Jと「大子鴻」の「大」はまさに対応している。おそらく「紺l子潜」

は地方軍の名称であり.従って大軍将や消平官が統率するのに対して.r大子j番Jは南詔王が直

接管轄する国王軍であり，従って南詔王が自らこれを領導するのであろう。([古碑研究])

-大子j番:南詔軍の名称。上記「細子鴻Jの注参照。([古碑研究])

・一月館谷:r左伝j億公28年に「晋師三日館谷」とある。「館谷Jとは敵陣の軍営に住み.敵の

軍根を食べること。ここの「一月館谷Jは.南詔がlj苦の軍営を占領した.そこで唐兵が残した軍

根を一ヵ月間食べたことを表す。([古碑研究])

医ヨ
六年.淡復賀越街，以楊庭~潟都静.兼岡盛登。賛普使来日。漠今更置越街.作援昆明。若不再

除.恐成滋蔓。既皐奉明白.乃遺長男鳳迦異駐軍縮水.機事制宜。令大軍将楊仰磨体等興軍将:j政急

j恒如敏道費入。鑓崩再掃.肇笠糠除。都督見J禽，兵士市揚。於是揚兵工I~部，而漢賂大奔.坦腕昆明.

傾城稽頼。可謂紹家繕業，世不乏賢。昔卜高横行.七檎縦略.未足多也D

医三E
賛普錘6年，唐朝は再び越鰯郡を設立し楊廷縫を都督とし.台登を固く守らせた。賛普の使臣

が来朝して言うには.n英族は今日.また新たに越鰯郡を設立し昆明を援助しようとしている。

もしこれを取り除かなければ.きっと蔓延して禍忠となるだろう。JJ:.~こ趣旨を奏上したところ，

長子鳳迦異を派遣し溢水に駐兵させ.総督軍務権を授けた。大軍将楊伝磨件らと軍将欺急歴如に命

じて.数本の道から一斉に侵攻させた。越街は再び掃平され，台登はきれいに洗浄された。都督は

生け捕りにされ，兵士は尽く捕虜となった。こうして耶部に揚威し漢族は大敗逃走し(南認軍

は)昆明に戻り全ての城は皆脆拝した。このように言えるだろう。王室の勲功を継承するための賢

材は.代々十分にそろっている。昔.十万の甲兵を率いて天下に横行し七檎七縦の謀略を展開し

た人も.今以上であるとは言えない。

匡E
-台登:現在の四川省菟寧県一帯。([古碑研究])

・溢水:現在の金沙江。([古碑研究])

-楊停磨件:欺急歴如:r楊侍磨{牟Jはペ一族.姓楊.名伝磨{牟。「欺急歴如J.この四字の名はイ

族か。([古碑研究])

-耶部:現在の四川省越西。([古碑研究])

・見明:現在の四川省塩源。([古碑研究])

-稽頼:額を地に触れる拝礼を稽額という。「穎Jは額。([古碑研究])

-七檎縦略:諸葛亮の「七檎七縦」の故事を用いる。([古碑研究])r横行Jとともに諸葛亮への悪

口となっている。
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医ヨ
麦有尋博，鴫壌沃鏡，人物殿湊。南通湖海.西近大秦。開閥以来.聾教所不及.義皇之后.兵甲

所不加。詔欲革之以衣冠.化之以義祖。十一年冬，親輿寮佐兼縄師徒.列木通道.造舟矯梁。耀以

威武. 11命以文齢。歎降者撫慰安居.抵拝者繋類盈賞。持愚解縛.探勝宜城。裸形不討自来.祁鮮望

風而至。

医ヨ
尋伝という地域は.土地肥沃にして物産豊富であり.人びとは感激である。南は渇海に通じ.西

は大秦婆羅門国に接近している。天地開閥以来，内地の声威教化は届かず.伏義が民に漁労を教え

て以来.いまだ戦争に遭ったことはない。王は衣冠をもってその地の状況を改革し.礼儀をもって

その地の人びとを開化させようと考えた。賛普鍾 11年冬.王は自ら近臣の僚佐と.兵馬を領導し.

木を伐り道を聞き.船を造り橋を梨け，武力をもって威力を輝かせて侵攻し文辞をもって諭し教

えた。誠心にして投降したものは慰撫し安居楽業させた。頑なに抗するものは.首を縄で縛りそれ

を貫いて地に繋いだ。王は彼らの無知蒙昧を憐れみ，彼らを繋いだ純を解き，よき地を選んで城池

を建築させ彼らをそこに住まわせた。ここに裸形蛮は討伐を加えずとも自ら降伏し祁鮮人もまた

威風を望んで帰順した。

匿二週
・尋伝:阿昌人或は峨昌人。唐代には現在の雲龍，勝沖一帯に居住していた。碑文中の「西開尋伝

(西は尋伝を開く )Jは，地望は現在のi閑治江以西.イワラジ河以東，北緯24度から 28度の聞を

さす。([古碑研究])r蛮書校注・六詔第三j蒙舎詔:r西開尋伝.南通謀因。」 又『名類第四J: 

「尋伝蛮.閤羅鳳所討定也。J又『山川江源第二J: r高禦貢山在永昌，下臨怒江。…河朕買客在

尋伝親離未還者.為之謡日『冬時欲蹄来.高察共上雪。jJ 又『雲南城鎮第六J: r越檀城在水昌

北.……」按ずるに.尋伝大川城と呼ばれる所は水東，即ち麗水の東にある。麗水は即ちイラワ

ジ河である。尋伝蛮の居住する所は 現在の徳宏僚族景頗族自治州西部及びミャンマー東境であ

ろう。伯希和『交庚印度両道考jが尋伝蛮はイラワジ河上流にありとしたが.信ずるべきである。

正徳『雲南志jに記載されたところによると.尋伝蛮は又の名を峨昌蛮或は阿昌蛮といい.北勝.

雲龍.騰街諸州に居すという。即ち.現在の阿昌族である。([築証])

・南通北海:r北海Jは「溺海Jにも作る。広く南方海域を指すものであり 実際の地名ではない。

([古碑研究])

-溺海・大秦:i勃海は現在の退羅湾.大秦は現在の印度を指す。([築証])

・西近大秦:ここの「大秦」は大秦婆羅門国の省称。大秦婆羅門国は天竺にあった。「西近大秦」

とは西はインドに接近するの意。(参照『新唐書j地理志) ([古碑研究])

-裸形:r蛮書j巻四に「裸形蛮在尋伝西三百里矯黛穴.謂之野蛮。多女少男.無農田，無衣服.
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唯取木皮以蔽形。閑羅鳳既定尋伝.而令野蛮散居山谷Jとあるo ([古碑研究])

・祁鮮:祁鮮は裸形と同じく尋伝付近の少数民族部落。『蛮書』巻七に「白銀生城.拓南城.尋伝.

祁鮮以西.蕃蛮種井不養蚕…」とあり，市15鮮と尋伝居住地が隣接していたことが知られる。([古

碑研究])

医亙
且安寧雄鎖.諸饗要街。山封碧難，波環磁石。盟池執掌.利及鮮.歓.城邑綿延.勢辿戎，焚。

乃宜城監.用輯揃離。遠近因依. IW悶櫛比。

医ヨ
また偉大な城鎮である安寧は.かつては諸鍵の要衝であった。山は碧鶏に対し.水は碕石を回線

している。盛んな塩井があり，その利は遠く鮮歓に達し城邑は連綿と連なりその勢いは戎，嘆に

達する。そこで.この地に城監を設置し離心離徳の民衆を招撫した。遠近の人びとは帰附し民

の家は整然と密集することになった。

匡亙
・碧鶏:山名。現在の昆明碧鶏開。([古碑研究])

-鞍掌:r詩経・小雅jに「或王事鞍掌Jとある。馬瑞辰『伝造通釈Jに「人之事多目軟掌Jとあ

る。ここでは「繁栄Jの意。([古碑研究])

・鮮歓:地名。現在の貴州省遵義一帯。([古碑研究])

-戎興:古く戎州が娘道を治めた。現在の四川省宜賓。([古碑研究])

-用輯携離:親附していないような人びとを集める。「輯」は「集Jと同じ。「携離」は離心離徳の

人。([古碑研究])

[10]閑羅鳳の内政

医ヨ
十二年冬，詔候隙省方 観俗他隠。次昆川.審形勢 吉山河以作藩肝，川陸可以養人民。十四年

春.命長男胤迦異於昆川宜柘東城. )舌二詔佐鎮撫。於是威儲歩頭.恩牧曲摘。頒詰所及.翁然倒従。

医ヨ
賛普鍾十二年 (763)冬.王は時あらば各地を巡察して回り，民の生産状況や風俗習慣を見て，

生活の苦しい者たちを慰め救済した。(玉が)昆川に至った時 この地の地勢を詳しく観察して言

うには. iこの地は山河が天然の要塞のように藩府.をなし土地は民を養うことができる」と。

そこで.賛普鍾十四年 (765)春.王の長子鳳迦異に命じて昆川に拓東城を造り，彼を副国王の

身分とし.国王を助けてかの地を鎮撫させた。ここにおいて王の声威は歩頭を震え上がらせ. (王
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は)思を施し. 1111靖を手に入れた。(王の)告示の届くところは全て.喜んで服従した。

匡亙
・十二年冬:賛普錘 12年は，唐代宗広徳元年.763年0

・十四年春:賛普鍾 14年は，唐代宗永泰元年.765年0

.拓東城:今の昆明城の東部。

-居二詔.佐鎖掘:r二詔」とは副国王。

医亙
我王筑受中和，徳合覆育。オ:1¥人右，熊楠世雄。高視則卓爾高尋，迎簿則決勝千里。観費而動.

図利興功。事u-I'紳衷.有如天敵。故能抜城挫敵.取勝如紳。以危易安，特禍矯稲。

医ヨ
我が王は中和の霊気を受け 徳は天地を一つに合わせ，才は常人よりはるかに超えていて.方策

は当代にはっきりと表れた。頭を挙げると，万丈の高さまで望み見ることができ.兵を用いれば.

千里の外まで勝敗を決めることができる。敵の弱点が目に入ればすぐに動き.有利な形勢で成果を

あげる。事を成すことは.ネ111の心に符合し.まるで天の導きがあるかのようである。それ故，械を

攻め，敵をくじくことができ，勝利を得るのは，神のようである。危機的局面を安全(な局面)に

変え.禍を転じて福と成す。

匡三国
・気受中和:r中和Jとは山峰名で，天蒼山の主峰である。

・縛称世雄:r鯨Jは一つには「排Jに作り.意は同じ。判別の意。ここでは判断.決策。

医ヨ
紹問視業，宏車王航。坐南而以稲孤，統束倫而作主。然後修文iEi武，官設i3"司，列尊叙卑，位分

九等。附三数，賓四門。陰陽序而日月不徳，賞罰明而好邪扉跡。週三オ而制祖.用六府以経~:I~。イ言

及j底魚，思露草木。庖塞流涼.向原矯稲黍之問。疏決隙池.下限樹園林之業。易貧成富，徒有之無.

家餓五畝之桑，闘貯九年之康。部誠之恩， }量消掻動。珍吊之巡.地及嘗年。設険防::II!，思|溢起堅城

之問。霊沖縄疾，霊般i掲揚休之泉。 j也!暁天馬生女I~，大利流波濯錦。西開尋体 様車i~出鹿水之金。北

接陽山，曾川牧彦君ま之賞。南荒m湊，覆詔願篤外臣。東袈悉蹄，歩頭己成内境。建都銀塞.銀生子

墨妨之郷。候i球省方.駕憩子澗庭之野。

匪ヨ
祖先の大業と輝かしい王室の勲功を絶えることなく広げる。南面して「孤家寡人Jと称し東部
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を統一してその主人となる。そして.文治を重んじ軍備を強化し，百官を設け.序列の高低を定

め.官位を分けて.九等とした。三教を説き広め.四門にて異国の客をもてなす。陰陽は正しく.

故に日月も秩序正しくなったので，賞罰ははっきりし邪悪な者は後を絶たれた。三才に通じて礼

楽を制定し，六府を用いて国を治める。誠心は豚や魚でさえ感じさせ.恩恵は草木にまであまねく

及んだ。山津波をふさぎ.高原を穀物を栽培する棚田に変える。沼沢の水はけをよくし湿地を美

しい岡林に変えた。貧を詰・に変え. (物を)有るところから無いところに移し. 家々の周りには五

畝の桑園があり.国には九年分もの食糧が備蓄されている。禍乱を掃討し恩恵は民に何度も利益

をもたらし宝玉，布吊の下賜品は.あまねく全ての老人たちに及んだ。難所を設け.非を防ぎ.

要害によって堅固な城郭を造る。霊水は病を去け.巨岩から病を治せる温泉が湧き出す。郊外に於

いて越般の駿馬が成長し大利の清流は錦綱を洗うことができる。

西面は笠伝が聞き.禄輔の麗水は砂金を産出する。北面は陽111に接し会川はこのような宝を収

める。
とうさん

南方の沿岸部諸国は.南詔の臣属となることを望んだ。束嚢は全て(我が方へ)帰順し歩頭は

既に内地となった。都を造り，辺境の要衝を守り.白銀が黒鳴の地面から出た。時間があれば各地

を巡り. (民の)風俗を考察して.洞庭の原野で休息した。

区コ因
-三才:r古事記j序には「伏して惟ふに.皇帝陛下(元明天皇).ーを得て光宅し，三に通じて亭

育したまふJとある。「三」について.小学館新編全集 f古事記jの頭注は「天・地・人の三才J.

岩波思想大系『古事記jは「全宇宙」とする。

-イ言及豚魚:r周易J中学の条に if言及豚魚也」と載る。そこでの意は「誠心有らぱ豚や魚のよう

な微賎なものや幽|患なものも，汝を相心すとJということである。([古碑研究])

-疏決阪池.下限樹岡林之業:r万葉集j巻 19・4260番歌に.r大君は神にしませば赤駒の腹這ふ

回居を都と成しつ.右一首大将軍贈右大臣大伴卿作Jそして，巻 19・4261番歌に. r大君は神に

しませば水鳥のすだく水沼を都と成しつ[作者未詳J.壬申年之乱平定以後歌二首.右件二首天

平勝質問年二月二日間之即載於弦也jと見える。
ヒ申うぞう

・五畝:r詩経j国風，幽風七月の条に「袋に柔桑を求むjと見え.その注に「五畝之宅樹之以桑」

とある。

-盤津:霊泉.すなわち温泉0

・越朕天馬生郊:越l肢は怒江の西側を指す。今の雲南省騰中。天馬は駿馬0

・大利流波濯錦:定かでないが「大利Jは地名とすべきで.おそらく今の大理であろう。
ろくぴ

・椋郭出鹿水之金:r禄郭Jは怒江の西側で.麗水の東岸。麗水はイラワジ川。南詔時代.男女が

罪を犯すと麗水一帯に送られ砂金さらいをさせられた。([古碑研究])

-北按陽山.曾川収琴窓之費:r陽山」は|場蓬峰。「会JlIJは今の四川省の会川。「陽蓬峰Jについ

ては『新唐書J地理志剣南道剣南採訪使樹州越崩郡の条にfI場蓬峰.北は鰯州との境なり。其の
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南は南詔との境なり」とあるD

-墨費之郷:r黒鳴」は未詳。或いは，今の景谷と西双版納一帯か。

・洞庭之野:r蛮番』巻2碧鶏山条に「水中有碧鶏山.石山有洞庭樹」とある。ここでの洞庭とは

今の浪池地区を指す。([古碑研究])碧鶏は [9]にも有り，そこでは現在の昆明碧鶏関を指す。

医ヨ
蓋由人傑地霊、物華匁秀者也。於是犀象珍奇.貢献畢至.東西南北.煙鹿不飛。 j毘週無劉掠之虞.

斡首有鼓撃之泰。乃能駿首工rs南.平昨海表。宣惟我鍾王之自致.質頼我紳聖天帝賛普徳被無根.威

加有識。春雲布而高物普潤，箱風下而四海損秋。故能取乱攻昧.定京邑以息民，兼弱侮亡，加漢帝

而鑑好。

医ヨ
すべて，優れた人物と地霊の気によるのだろう。それ故.サイや白い象.真珠などの珍しい物産

は.全て(我が国に)貢献される。東西南北(の地)は再び戦争が起こることはなく. (国の)遠

近で略奪の憂慮がなく，百姓は鼓楽の歓楽があり， (王の)才は健頭して遠く耶南を望み，目を水

平に圏外に向ける。このようなことは，我が錘王(吐蕃王の弟である南詔王)の能力だけであろう

か。我が神聖なる天地.賛普(吐蕃玉)の恩恵の広がりは， (我が国の)戚厳際限なく国外に広が

るなかで得られたのである。春の雲はすきまなく広がって万物を潤し 秋の風は吹いたとたんに全

世界が清涼を感じるに至る。だから，禍乱を平らげることができ.愚頑を攻め破ることができる。
へいどん

都や村をつくり.民を休息させる。弱小で侮蔑される無知(な者ら)を併呑し唐の皇帝に知らせ

て(彼らと)関係改善を継続した。

匡亙
-耶南:J~峠の南.今の四川省西部一帯の地方。([古碑研究])【9] に「耶部」と有り。

・戚加有識:詩経に「海外有裁Jとある。ここでは「威加海外J(威を国外に加える)の意。([古

碑研究])

[11]録して後世へ知らす

医ヨ
時消平官段忠園、段尋鈴等戚目。有園而致理，君主之美也。有美而無揚.臣子之過也。夫徳以立

功，功以建業，業成不紀，後嗣何観。可以列石勅碑.志功頃徳.用停不朽. 1車逮将来。鑓盛家世漢

臣.八王稲乎督業，鍾銘代襲，百世定子常朝。生過不天.再確衰敗。鰍先君之遺徳.体求哲之鴻恩、。

改委消平，用兼耳目。心懐古甫.悦無賛於周詩.志効薬斯.願舟聾於魯頒。紀功述綴，窪田鴻徴。

白顧不オ.敢題風烈。其詞EJ。
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医ヨ
この時清平官段忠図・段尋鐙等は皆こう言った。「国が大いに治まるのは.君主の美徳である。

美があるのに称揚しないというのは.臣下の過失である。徳があることによって功績を立て.功績

があることによって業が建つ。業が成ったのに記載しなければ，後世の人はどうやってそのことを

知るのか。石に刻んで碑を立て.功績を記して徳をたたえ，これを永久に伝えて朽ちさせないよう

にし後の世まで明らかにしよう。」蛮盛は代々中原王朝の臣下で，王を姓とする八人の祖先は晋

の時代に名が聞こえ.錘に銘文を刻み 百代にわたって封爵を受けて.当代にまで至った。生きて

いれば不測の風雲に遭い.また衰え敗れることもあるが.幸いにも先人の遺徳によって.我が王の

厚恩を受け.改めて清平官に任じられ， (王の)耳目を兼ねることとなった。(周代の賢臣)予古甫

を思い， (手吉甫の功績が歌われている)周詩のようにはとてもいかないことを恥じ， (春秋時代に

魯の新廟を建てた)笑斯の志に倣い， (その廟の建立が謡われている)魯頒を歌い(我が王の功績

と徳を称え)たいと願う。功績を記述して.それを大いなる標とする。不才ではあるが.敢えて我

が王の赫々たる名声を題す。その詞に言う。

匡三国
・5費盛:石碑に「蛮」の字はない。 r蛮書j巻五(太和)には「城の中に大きな碑あり。閉経鳳j青

平官玉蛮利の文」とある。向達注は王蛮利.鄭蛮利とも言い.碑文の作者は鄭回である。ただ.

二つの作者の序文には作者の姓が王とある。([古碑研究]) 

-八王柄乎菅業:i八王jこれ王の八つの姓を指す。 R[lち 祥王術，王綬王澄.王敦.王導.

玉戎，王玄。彼らは規晋時代の有名な人物である。([古碑研究J)

[12]詞

医ヨ
降祉自天.稲流後!乱。瑞隠匪虚.禎鮮必信。盟主分憂.遮夷聾振。襲久停封.受符兼印。

兼喰乗節.食築構乱。開路安南 攻残東裳。竹情見屠.官師潰散。頼我先王，懐柔伏叛。

砕不乏賢.先猷是繕。郡守詑随， H芝身題商。禍速度陀.乱深竪襲。峡谷匪他.途家白夜。

仲通制節.不絢長久。徴兵海隅.頓管江口。矢心不納.白刃相守。謀用不滅.逃師夜走。

j莫不務徳.而以力争。興師命将.置府層城。三軍往討.一皐而平。面縛寧吏.馳献天庭。

李~線、戎，猶尋覆轍。水戦陸攻，援孤糧絶。勢屈謀窮，軍残身滅。祭而葬之，情由故設。

賛普仁明.審知機饗。漢徳方衰.挫城絶援。栂我兵戎.攻彼郡勝。越樹有征，曾同無戦。

雄雄嫡嗣.高名英烈。惟孝惟忠.乃明乃哲。性惟温良 才稿人傑。 1[5櫨一掃.軍郡嬰滅。

観兵尋侍.奉園来賓。巡幸東鍵.懐徳蹄仁。碧海放祉.金穴薦珍。人無常主.惟賢是親。

土寧克開.煙塵載寝。鍛撃ftl坑.輯照翠品。出入連城.光揚衣錦。業留高代之基，倉貯九年之鹿。

明明賛普.揚干之光。赫赫我王，賓頼之昌。化及有土，業著無担。河帯山繭，地久天長。

静稀世雄，才出人右。信及豚魚，i問j菜種玖。徳以建功.是謂不朽。石以チIJ銘.可長可久。
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ill. 南翻徳化碑訳注

医ヨ
福徳は天から降り.子孫にまで及ぶ。祥瑞は偽りではなく，めでたいしるしは必ず信ずるに値す

るものである。聖主は憂いを分かち合い，遠方の異民族は勢力を振るう。代々爵を襲い封を受け.

兵符の大印を合わせて賜ってきた。

兼現は節度使となり.栄達を求めて乱の元を作った。安南への道を開き 東饗を攻め疲弊させた。

竹情(越儲都督竹霊情)は殺され.官軍は散り散りに逃げた。我が先王を頼り.懐柔することによ

って叛乱を収めた。

幸いなことに賢才に不足せず.先王の業績を継承した。郡守は普を行わず.その身を辺境に置く

ことになった。禍は度陀(越商都督張度陀)にも及び，乱は嬰臣が原因だ、った。災難は他でもない.

泥にまみれた家自身が招いたものだ。

仲通(節度使鮮子仲通)は軍を率いたが，長久の計を謀ることができなかった。海の近くで徴兵

し江口に駐屯した。戦意を納めることをせず.白刃で相対した。計略が悪く.軍は夜を継いで敗

走した。

漢(唐)は徳をもってせず.武力で相対してきた。軍を動かし将軍に命じ.府を置き城を造らせ

た。(王は)三軍を率いて(漢を)討ち.一挙に平定した。官吏を捕らえ，天庭(吐蕃)に馳せ献

じた。

李芯は軍を率いたが.前者の轍を踏むがごとく(同じ失敗を繰り返した)。水上で戦い陸地で攻

撃し孤立した者を援助して食糧が無くなった。形勢は不利になり.計略も行き詰まり.軍は破ら

れ自分の身も滅ぼした。祭杷を行い(敵兵を)埋葬したのは，先人の，恩恵に報いるためである。

(吐蕃の王である)賛普は仁智にすぐれ.状況の変化を詳細に察知した。漢(唐)の徳はちょう

ど衰えはじめ.辺境には救援がなかった。我が軍を指揮し漢の郡県を攻撃した。越街は征伐し.

会同では戦がなかった。

雄々しい嫡子は.名声が高い。忠孝の徳を備え.明哲である。性格は温良で.その才能は人傑と

称えられている。耶部櫨江を一掃し軍営・郡城を二っともに滅ぼした。

尋伝で閲兵を行うと.諸国がこぞってやって来た。束嚢を巡行すると. (人々が)仁徳を慕って

帰順してきた。沿海からは宝物が献上され.金穴からは珍宝が献上された。人には決められた君主

というものはなく，ただ賢徳ある人に親しむのである。

土地は安寧しよく開墾され.戦火は止んだ。車が打ち合うほど人が集まり.土地は惣で深く耕さ

れ.万物が和らぎ楽しんだ。都市に出入りする人々は列をなし錦を着ていっそう輝きを増す。国

は万世の基となる業を留め 倉庫には九年分の食紐が備蓄されている。

英明なる賛普は.干文の光(ともいうべきすぐれた武功がある)。赫赫たる我が王は，その賛普

の威光に頼っている。教化は保有する国土に及び業は限りないほどすぐれている。河を帯とし.

山を砥石とし天地はどこまでも長く久しく続いている。

当世の英雄と称えられ.才能は人より抜きんでている。その誠実さは豚や魚にまで通じ，その思
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沢は現や玖といった美玉にまで深く及んでいる。徳によって功績を建てる.これを不朽という。石

に銘を刻み， (このことを)永久に伝えるo

匡ヨ園
・稲流後Jnl: iJ白U字は『蛮骨校注jは「苧」字に作る。

-郡守龍随:r詩』大雅民労に「無縦説随 以謎古t~良(龍随を縦すこと無く，以て無良を謹む)J と

あるo i論随Jとは善を誹誇し惑に従うこと。

・途家自麗:i途J字は『蛮番-校注jは「塗J字に作る。句義は未詳。 f周易JI殴「見家負塗， il役鬼

一車(家の塗を負うを見.鬼をー車に載す)Jからきている可能性もある白 l暁は反目の意で.目

をそらせば見るものも異なる。一方では家を見.一方では鬼を見る。張j長陀らが欲に自がくらみ，

自ら滅亡の道を歩んだことを喰えているのかもしれない。([古碑研究])

-土寧克開:i寧」字は『蛮啓校注jは「宇J字に作る。

-揚干之光:i千J字を「子」字に作るものもあるが， r干J字が正しいであろう。『詩j大税公劉

に「弓矢!Ur張.干支戚揚(弓矢野Iに張り.千文成揚)Jとあり， r干jは盾のこと， r揚」は鍛の

ことである。ここは賛普の武功を称揚している。([古碑研究])

- 213一



N. 論考編

1.ペー曲から古事記を考える I-歌謡の表記一(遠藤耕太郎)…(216)

2.ぺー曲から古事記を考える H-訓注の表記一(遠藤耕太郎)…(226)

3. r山花碑jから万葉集を考える(遠藤耕太郎) …...・ H ・..……(233) 

4.白族の表記文字「ペ一文jにおける声(音)あるいは歌

(阿部隆志ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(244)

5.中国古代の文字と『詩』

一一ぺ一文表記法の事例を通じて(富由美智江)…… H ・H ・...(255) 



N. 論考編

1. ペー曲から古事記を考える 1-歌謡の表記-

遠藤耕太郎

はじめに

古事記歌謡はすべて一字一音の音仮名で表記され.その文字遣いは原則としてー音節ー漢字に統

ーされている。そこには全体として編纂者太安万侶の意図が働いているとしてよい。しかし古事記

歌謡は古事記編纂の時点で初めて文字に記されたわけではない。古事記の編纂にあたっては，帝

紀・先紀・帝皇日継.本辞・旧辞・先代旧辞と称された種々の記録が参照されており.歌謡につい

ても.雄略紀「小武羅の岳」歌謡 (75)がその歌詞中に「一本jとして異文を載せていることから

は.それ以前に歌謡が文字によって伝承されていたことが推測される 1) し.古事記歌謡と日本書

紀歌謡の聞に.本文を異にする類歌が五十首あまりも存在することからは両舎に共通する原資料が

あったことが推定されている 2)。

本稿では古事記編纂の材料となった資料のうち，特に歌謡に関する資料を「古事記歌謡の原資

料」と呼んで論述を進めようと思う。むろんある特定の資料における表記を具体的に指摘すること

は不可能であるが，自民族語の韻文を漢字を用いて表記することの意義やその具体的方法などを明

らかにすることによって.多様な表記のあり方についてのおおよその推察を得ることは可能だろう

と考えている。

1.古事記歌謡の原資料の表記

古事記歌謡の原資料の表記のありようについて.従来.音仮名主体表記説.訓字主体(音訓交

用)表記説が主張されてきた。

まず音仮名主体表記説を概観する。つとに太田普麿 3)は.古事記歌謡の使用字母に旧字種と新

字種の違いを認め.それが天皇段ごとに異なっているところから，それぞれの天皇段ごとにまとめ

られていた古事記歌謡の原資料の表記が現行の古事記に残されていることを指摘した。徳田浄 4)

は.歌謡表記は原資料の姿を保存し.地の文は安万侶が撰録したと述べる。これらは最終的に安万

侶による字母の統ーがとeの程度加わっているかについての見解を異にしつつも.一字ー音表記その

ものが古事記歌謡の原資料を踏襲しているとする点で共通する。

また近年は.陸続と出土する韻文を記した木簡の表記のありょうを踏まえたところで.特に国語

学からの発言が有力になっている。犬飼|登 5)は.韻文は本来語形を表示するために簡便なー字一

音の音仮名中心表記(裂の表記)で記されていたが，古事記編纂に当たって安万侶はそれらを統一

された音仮名表記(晴の表記)に「精錬」したのだと述べる。木簡に見られる簡便な一字一音の音

仮名中心表記が「難波津」歌謡の記載を主としていることから.i中森卓也 6) は.語形を明示する

ロU9
u
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ことが「伝承歌謡」の表記の特色であったとする。逆に乾普彦 7)は古事記歌謡の原資料は韻文の

記された木簡の表記と多く重なるものであり.それは当時かなり広い範囲で流通していた「基層の

仮名体系」に基づいたものであり，古事記はそれを前提にしているとした。

木簡に見られる簡便な一字一音表記と古事記歌謡の表記との差をどの程度認めるかについての差

はあるものの，木簡の表記(裂の表記， r伝統歌謡Jの表記.基盤の仮名体系)が古事記以前の歌

誌の表記としてかなり広く行われていたとする点でこれらの説は共通し その主張は韻文の書:かれ

た木簡の出土という確かな証拠をもっ。ただし このことは「古事記歌謡の原資料Jが一字一音の

音仮名主体表記で記されていたことを直接示すものではない。

* 
次に.古事記歌謡の原資料の訓字主体表記説を概観する。春日政治 8)は，記紀歌謡の音仮名に

よる一字ー音表記は， r純国語Jとして地の文(漢文・変体漢文)と区別されるべく学者が用いた

方法であり，それはj英訳仏典の陀羅尼の文体を学んだものであるとしたうえで， r記・紀の如き散

文の中に入つては一音一字式歌謡が成立ってゐても，歌謡を単独に写す人々の為には.尚音WII交用

体が常用されたものではなかろうかと思ふjと述べている。

亀井孝 9)は.八千矛歌謡「曾遁奴棄宇豆J(記)の「棄」が一般的な「伎」ではなく「棄Jであ

るところに注目し 古事記歌謡の原資料においては「曾週脱棄而Jと訓字主体表記されていたと推

定し.認11字主体で音仮名を交えるような平俗な表記や借訓による高度な訓字表記がさまざまに用い

られていた状況を推定している。亀井論を承けて工藤力男 10)は， r歌謡は形式の固定には到らな

かったが，五七音を基本としたので.句の切れ目を利用して語形が捉えやすかった。そこで.定;

字・訓仮名・音仮名も含む表記がなされていたJと推定した。

同じく亀井論を承けて瀬間正之 11)は，記紀歌謡の，本文を異にする類歌を分析し例えば「八

雲立つ」歌謡(記1.紀1)における「妻ごみにJ(記)と「妻ごめにJ(紀)の表記の違いは.そ

れが本来「妻能Jという訓字で表記されていたからだと想定し， r歌詞の一部に異同のある歌の考

察から.助詞・助動詞・活用語尾を表記しない訓字表記主体の記紀共通の原表記が見えてきたこと

も確かである」と述べる

以上，古事記歌謡の原資料の表記に関しての.音仮名主体表記説及び訓仮名主体表記説を概観し

てきたわけだが，古事記歌謡の原資料には，両者を中心としたさまざまな表記法が並存していたと

考えざるを得ない状況にある。結局のところ古事記歌謡の原資料についても.乾善彦 12)が当時多

様にありえた書記法はそれぞれの内容や用途によって使い分けられており.その位相差に注目すべ

きだと述べるところに落ち若くのである。

* 
ここで関われなくてはならないのは.歌謡が一字一音の音仮名主体で表記されること.あるいは

訓字主体で表記されることの意義である。しかし従来説がこうした点を充分に解明してきたとは思

えない。音仮名中心表記説を強力に主張している犬飼隆 13)は， r口頭でうたわれたのなら.まず

は発音に忠実に書いたと考えるのが自然である。それには万葉仮名による一字一音式表記がふさわ

円

i
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しいjと述べ，沖森卓也 14) も民間から採取した歌謡の歌詞. i特に犠し言葉や意味の取りにくい

ものを音仮名で表記するなかでJ語形を明示する「伝承歌謡」の表記法としての一字一音音仮名表

記が形成されたと述べる。ここには.一字一音で語形を表すことが歌調を正確に伝承することにな

るという認識があるo これは訪11字主体表記説を採る工藤力男が「おりおりの思いを吐露した歌」を

「ことばの形で忠実に伝えるJためには.仮名にたよらざるをえなかったと述べるところと重なっ

ているo こうした認識は.本居宣長(古事記伝一之巻.文体の事)が.

但し歌と祝詞と宣命詞と.これらのみは.いと古へより，古語のまもに書キ伝へたり.これら
コト アヤ

は言に文をなして.麗くつずりて.唱え挙て，神にも人にも聞感しめ，歌は詠めもする物にて.

一字も違ひては悪かる故に.i英文には舎がたければぞかし故レ歌は.此記と書紀とに載れる
カナ

知くに，字の音のみ仮てかける.これを仮字といへり. (傍線筆者)

として，音仮名表記の向こうに漢文以前の幻想的古代を見ょうとしたところを，さほど抜け出して

いるわけではない。こうした認識のもとには訓字主体表記は文字の文化であり.一字一音の音仮名

表記は声の文化を写すものであるという.かなり素朴な認識がある。

ここで注目しておきたいのは，亀井前掲書が古事記歌謡の原資料が訓字主体表記で記されていた

ことを推定した際. iたず.当時においては文章のうへで難訓のすがたを呈してゐたものも，記憶

の伝承によって，それをよみとくことは.いまだ，たやすかったであらう」と述べるところである。

亀井は「記憶の伝承」があれば.認11字主体表記であってもその発音を伝承できると述べているので

ある。

以下.声の伝承(亀井の言う「記憶の伝承J)と文字の伝承が交差する地点で.音仮名中心表記

と訓字主体表記によって韻文が表記されることの意義を考察することによって.古事記歌謡の原資

料の表記の意義.さらに現行古事記歌謡の表記の意義を考えたいと思う。

2. 中国少数民族ぺ一族の語り芸

声の伝承と文字の伝承とが交差する地点において，音仮名中心表記と訓字主体表記によって韻文

が表記されることの意義を考察するにあたって，筆者がここ数年フィールドワーク 16)を行ってい

る中国少数民族ペ一族の「大本曲J.i本子曲」という文字テキスト(台本)によって伝承される語

り芸を取り上げたいと思う。

ペ一族は雲南省大理を中心に暮らすチベット系少数民族で.人口は 160万人弱。言語(ペ一語)

はチベット・ピルマ語系と言われるが.語順は漢語に近く，また漢語からの借用語(借詞)も多い。

大理は 8世紀から 13世紀にかけて.南詔・大理国の首都であり，ペ一族の祖先はこの国家の構成

員であった。ペ一語は独自の文字を持たず.すでに南詔時代にはj英語の仮借用法によって自民族語

を記す方法(音仮名表記)を持っており.南詔王と宰相の贈答詩には.音仮名表記が地名や動物名

などに用いられている 17)。明代には.音仮名.訓字.借詞(音読み).新字(国字)を交えた調が

在地知識人によって創られ碑文に刻された 18)。

こうした漢字による自民族語表記は現在でもさまざまに行われており.その一つが本稿で取り上
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げる語り芸「大本曲J.1本子曲」の台本である。これらの語り芸には.訓字主体表記の台本と一字

一音の音仮名中心表記の台本があり.両者が地域性をもって並存している。また.それを伝承する

人への直接の取材も可能であり.それぞれの表記の意義やその具体的な方法や効果を現場で調査す

ることが可能である。

なお.漢字を用いたペ一語表記システムについて.本稿では，現在のところペ一語研究者に広く

支持されている 4分類法に則って.以下の術語を用いることとする 19)。

①音仮名〔音〕…漢字の音によってペ一語の意味を表す。(万葉仮名のような用法)

②訓字〔訓〕…漢字の意味に従ってペー請の音で読む。(訓読み)

③借詞〔借〕…漢字の意味.音を直接漢字から借りる。(音読み)

④新字〔新〕…漢字の筆画を増減して新たなべ一文字を作る。(国字)

「大本曲J.1本子曲J20)は.漢民族の宝巻や戯曲がペ一族居住地域に流入し.ペ一族化した語り

芸であるが.その成立は不明な点が多く.唐代.宋代.明代の各説が主張されている。現存するも

っとも古い台本は. i青・光緒年間(l875~1908)に書写された f柳蔭記J(漢民族の梁祝伝説を題

材とした語り芸). 1陳世美不認前妻Jなどである。

「大本曲Jは. 1大きな台本 (1本子J) の曲J である。一本の台本は演唱に 2~3 時間を要する長

大なもので.現在. 148話が確認されている。「大本rlhJの演唱の仕方は.三つの流派一一河海西

岸の大理古城以北の「北腔J.古城南部の「南腔J.河海東岸の「海東腔J一一に分けられるが.な

かでもj耳海西岸「北腔J.1南腔」が中心をなしている。演11日は漢民族伝来の語り芸のそれを踏襲し

「詩J.1白文(散文)J. 1唱詞Jの部分からなる。「詩J.1白文」は全くのi英語で語られ. 1唱詞」の

みがペ一語によって歌われるが.これに対応して文字テキスト(台本)も.前者は漢文であるが.

後者は漢字を用いたペ一語表記一一基本的には借字・訓字・音仮名を組み合わせた訓字主体表記

ーーによって記される。

一方.大理の周縁に位置する剣川の「本子曲」は. 1大本曲」に比べ演目数も少なく.一話の量

もあらすじのように短いものが多い。また • i寅唱の仕方も. 1詩J.1白文(散文)Jはなく.すべて

「唱詞」からなり.そのほとんどが歌会(歌垣)などで用いられる曲調一一ベ一族調一一で歌われ

る。台本の表記は音仮名が極端に多い音仮名中心表記によって記される。また.石宝山の歌垣(歌

会)などで掛け合われる歌の一部にも組み込まれたり.問答形式で歌われる場合があるなど.文字

を介さずに流通している口調の歌との交流も大きい。

3. 罰11字主体表記と口調性

j耳海周辺のペ一族の語り芸「大本曲」の文字テキスト(台本)は基本的に訓字主体表記で記され.

その中心部(海海西岸の北腔，南腔)ではWII字表記が多く.周縁の河海東岸(海東j控)では訓字主

体表記とはいいながら音仮名使用率がかなり高い。さらに周縁に位置する剣川の「本子曲」は音仮

名主体表記である。

このような台本の表記の差はあるが.語り芸の継承はまず先達の語りを耳で聞いて覚えたうえで.
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文字テキスト(台本)を書写するという形で行われることは共通している。筆者の質問に対して.

訓字主体表記の台本を用いる楊輿庭氏(南腔)は「大本曲は父(楊漢)に習った。まず本を見ずに

どう歌うかを覚える。文字にするのは正確に歌うためのメモである。J(2011年8月 11日聴き取

り)と述べ.訓字主体表記ではあるが音仮名率のかなり高い台本を用いる楊正華氏(海東腔)も

「大本曲はまず口頭で習う。言葉を身に付けた上で.台本を見て歌う。台本は歌う際のメモだ。J

(2011年8月 11日聴き取り)と述べた。また音仮名主体表記の台本を用いる剣川「本子曲Jの歌

い手.段見雲氏も「まず聞いて覚える。その後.写して覚えていく J(1012年8月15日聴き取り)

と述べている。訓主体表記も音仮名主体表記も.ともに音声による記憶が前提となっているわけで

ある。

前述したように.亀井は.古事記歌謡の原資料が訓字主体表記で記されていたことを推定したう

えで.それは「記憶の伝承」によって読み解かれていたとしたが.ベ一族語り芸のあり方は，訓字

主体表記だけでなく.音仮名主体表記も「記憶の伝承J(声の伝承)によって継承されることを示

している。音仮名主体表記について.我々はー字一字を見てそれを音声として再現しその音によ

って未知の内容が出現するとイメージしがちだが そしてそうイメージするから音仮名表記が語形

として歌の細部や嚇し言葉や意味のとりにくいものを正確に伝え得ると考えるのであるが.ペ一族

のー字一音の音仮名表記のありょうは.そういう声の伝承のあり方を度外視した音仮名表記の見方

への再考を迫るものである。

* 
声による伝承を前提として訓字主体表記で記したものを，再音声化するにあたって困難なことは.

ある漢字を借詞と見てi英語音で発音するか 訓字と見て訓読みで発音するかの判断にあるという。

その判断にはi英語によってペ一語を表記するための一定のルールへの慣れが必要で、ある 21)のだが.

それを身につけるには師匠についての相応の訓練が必要であるという。楊興庭氏は有名な歌い手で

あった父，楊j莫から「大本曲」を習ったが.それを「歌は年配の芸人たちから習い. 14歳から導

師についた。全部を暗諭するのは大変なので.台本は.その助けとして利用した。J(2011年8月

11日聴き取り)と述べている。その訓練の実際色現地で大本曲を実際に学んでいる立石謙次加

は. iテキストをインフォーマントに読んでもらう際.白語で読むべき箇所を漢語で読んだり.ま

たはその逆に読んだりしてしまうことがある。彼らは「間違えたJと認識し読み直す。私がテキ

ストを読み上げ.i英語と白語の発音を取り違えた場合も確実に指摘される。彼らにとってこの読み

替えはきわめて重要な違いと認識されているJ(白語はペ一語のこと)と述べている。意味として

はi英語音で読んでも訓字としてペ一語音で読んでも理解可能であるにもかかわらず.彼らがその読

みにこだわるのは そこに声によって立ち上るような情調があるからだろう。

稗田阿礼の「諭習」の現場がここにはある。記憶された声の伝承を再音声化するための技術とし

て「諦習」はあり.その再音声化は師弟関係における厳密な「声の教授jによって支えられている

ということだ。そういう意味で.訓主体表記は口調性に支えられた表記なのである。

こうした「声の教授」がテキストに記される場合もある。大本曲『柳蔭記j趨歪鼎本 (2.2)幻)
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「弟格閑人双J[ti55keJ35ca55恥i2Isua44]

とある。「弟Jは音仮名で「またJの窓口「格」も音仮名で「心配するJの意。「閑人」は借詞で

「関係ない人jの意。「双」は音仮名で「噂する」の意。一旬は「また.関係ない人に喝されるのが

心配です」という怠で、ある。この「閑人J はここでは訓読み [ça5弘j21] しているが.同じく越~

鼎氏の別テキスト 24) (12. 3. 2)ではこの部分が「暇尼」と音仮名で表記されている。この違いに

ついて.楊興庭氏は「閑人」と記すと.r人」を [ren] (1'昔詞)と発音するのか， [o，i21] (訓字)

と発音するのかで迷い.歌の発声に時間がかかる。それで.うまくない人は[暇尼]と音仮名で記

すと答えてくれた。

訓字は厳密な音声による再現を求めているが.そうした声の文化に基づいたリテラシーが充分で

ない場合には.それを音仮名によって示すことがある。音仮名表記は.一面でこうした機能をもっ

て訓字主体表記を支えているのである。

* 
別稿お)ではこうした「声の教授」が音仮名によって表記されるあり方をモデルとして太安万

侶が，声の伝承によってこの文字列をWIIむ稗田阿礼の音声を聞きつつ.それを文字の側で再現しよ

うとするにあたって.阿礼の「声による教授Jを.字書や音義木簡の文体を借りて訓注として表記

することにしたということを考えた。

歌謡の表記に関しても同様のことが言えそうだ。すなわち 古事記歌謡の原資料が訓字主体表記

で記されていた場合.声の伝承を持たない太安万侶はその漢字の文字列を即座に音声化することは

できなかったろう。それを担っていたのは「諭習Jによって声の伝承を前提としてそれを音声化す

る技術を身につけていた稗田阿礼であった。安万侶は文字の伝承の側にいたからだ。そこで安万侶

は.韻文を音仮名で記す陀羅尼の文体を借りて.訓字主体表記の歌謡を一字一音の音仮名で表記し

たのだと。そういう機能を認めつつ. しかしこれは音仮名表記のー側面であか音仮名表記にはよ

り積極的な機能があった。

4. 音仮名主体表記と口調性

河海西岸が「大本曲」演唱の中心地であるが.その周縁に位置する湾海東岸にも「大本曲Jの流

派「海東腔Jが存在する。その台本は.西岸の訓字主体表記に比べ.音仮名表記率が高い。さらに

周縁の剣川県の「本子曲Jの台本は.ほとんどが音仮名表記である。この表記の違いは.語り芸の

継承のあり方との関わりが深いと思われるお}。

「大本rtJIJi寅 11日の中心地の歌い手楊興彪氏は父(楊漢)を師匠としており.越歪鼎氏も黒IV~星を

師匠としている。いずれも有名な歌い手である。一方.海東の楊正華氏は誰かに習ったわけではな

く，歌っている人の大本曲を聞いて.自分でメモをとって整理して台本を作っており.その語り方

は師匠から伝わってきた伝統的なものではないという。つまり.厳格な師弟関係のもとで継承され

る台本は訓字主体表記となり.師匠による厳格な「声による教授Jがない地域で.自分なりに自由
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に台本を作ろうとする場合には音仮名主体表記となるということである。それは一面で.前節に述

べたような訓字を正確に再音声化するリテラシーの低さに起因するということもできょうが. しか

しそれとは別に.音仮名表記で記されたテキストは.それを再音声化する際に.その場の状況に合

わせてかなり自由な改変が許容されるという機能に起因してもいる。

大本曲『柳蔭記j楊正華本 2i)(3.3)に.

「三汝悪玉毛旺領J[sa33zy31:>3Sjy42ma2IuaSS凶山32]

とあるor三jは借字。「汝Jは「用いる」の音仮名。「悪玉Jは「鑑魚(大亀)Jの音仮名。「毛J

は「毛Jの訓字。「旺領」は「数本Jの音仮名。一句は.r第三に数本の大亀の毛Jといった意味で

ある。この最後の「領」字はペ一語の数量詞[凶山32]を音仮名で表記したものだが，歌い手はこ

の台本を見ながら [tsw31]と発音している。王鋒氏泌)よれば数量詞[n.iW32]も [ts山31J も f---

本jの意であり.意味的には変わらないという。つまりここでの音仮名表記は厳密な再音声化を求

めて記されているわけではないということだ。

また，大本曲『柳蔭記j楊正華本 (8.1)には.

「梁兄脳者死別恨J[lia42ciou44n:>3Its白21ci33pi白3SX即日]

とある。「梁兄jは借字。「脳jは「あなたjの音仮名。「者Jは[伝田21] と発音する「もし~なら

ばJの音仮名。「死Jは「死ぬ」の訓字。「別」は r---てしまうJの音仮名。「恨jもr---た(完了

する)Jの音仮名。ー句は.r梁兄さんがこの世・を去ってしまうなら.Jの意である。ところが歌い

手は，原文「脳Jを[n.i31](漢語「体J).r者Jを [ZUOSS](漢語「若J).r死別恨Jを[司3IXOUSS]

(漢語「死后J) と発音している。つまり歌い手は，音仮名を見て漢語で発音しているのである。お

そらくこの演唱の聞き手がペ一語のわからない我々であったことが影響していると思われるが.歌

い手はそれが音仮名表記であれば.聞き手を意識しでかなり自由に改変することができるのである。

* 
さらに音仮名主体表記の台本を用いる剣川「本子曲」で「柳蔭記Jを演唱してもらった際.歌い

手の段昆雲氏は地元剣川県文化局の張文氏がかつて書写した台本(張文本)に赤を入れ.自分が歌

いやすいように改変を加えて歌っている。書写の際に加えられた改変のほんの一部を掲載する。

①双附労利安迷朱→双険芳利堂迷余

②牛赴壁杯壁牛→額姶壁板壁牛

③天天日看山伯得→天天日双山伯得

①で段氏は.張文本の「安迷染(アミド)Jを「堂迷染(タミド)Jに改変した。「アJも「タJ

も互いに交流するという意味であり.rアミドJ.rタミドJはその否定形である。ニュアンスとし

て.rアミドJは互いに交流するチャンスがない。「タミド」は互いに隔てられたという意で微妙な

違いがある。その改変について張文氏は.歌い手の癖として，張文氏自身はアミドが歌いやすく.

段見雲氏はタミドが歌いやすい.口に載せやすいということで改変が行われたと答えてくれた

(2012年8月12日)。また.②の「牛」から「額」への書き換え.③の「看jから「双」への書き

換えはともに.訓字を音仮名に改変したものである。
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音仮名表記による再音声化は.訓字表記を再音声化する際のリテラシーの低さに起因するだけで

なく.より積極的に.r歌い手の癖J.r口に載せやすいJといった歌い手の身体的なありように基

づいてさらに新たなテキストを作っていくことになるわけである。

こうしたありょうは.剣川で盛んに行われている歌垣の歌の口調性却)にも通じている。有名な

「本子曲」の曲目に「月里桂花」があるが.実際に 1997年の剣川石宝山での歌垣で.その一部が歌

垣歌として歌われていたことが.工藤隆.阿部隆志の現地調査 30)で明らかになっている。また.

この歌垣によく参加していた有名な歌い手.黄世代氏は.本子曲を台本を見ずに(字が読めない)

歌うことができるといった。が，実際に歌ってもらうと，それは本子曲の設定を多少意識しつつも.

かなり即興'性の入った歌垣での誘い歌になっていた (2011年8月14日)。

音仮名表記は口調性に支えられた表記ということができるが.しかしそれはー字一音を正確に

再現するといった意味での口調性ではなく.歌垣に通じるようなその場や自分の身体性に応じた改

変をかなりの程度で許容していくという意味での口調性である。

* 
このような音仮名表記の機能もまた.古事記歌謡の原資料に用いられていると思われる。記紀歌

謡のあいだで本文が微妙に異なる類歌が五十数首あることはすでに触れたが.たとえば「都麻碁微

爾(ツマゴミニ)Jと音仮名表記されたものを見て その「ゴミ」が上二段であるところが古い形

で口に載せにくく.それを現代風な下二段「ゴメJと再音声化したり，さらには「ツマゴメニJと

書き換えるといったことも起りうるのである。そこに，癖や口への載せやすさといった歌い手の身

体的ありように基づいて自由に改変が加えられる音仮名表記の特質がある。

律令国家の整備を推し進める天武朝以来.礼楽思想に基づいて諸国の歌謡が楽府などの宮中の音

楽機関に収集され.伝習されていた。それらは書かれたものであると同時に歌われるものでもあっ

た。声によって歌われるという性質が.場や歌い手の身体的ありように基づく自由な改変を許容す

る音仮名表記を選択させた結果.古事記歌謡の原資料にはさまざまな類歌が生まれることになった。

稗回阿礼はその一つを諭習し再音声化したのであり.あるいは剣川の段昆雲氏が自らの歌いやすい

台本を作成して歌ったように.調習において阿礼は自らの古事記歌謡の原資料を作成して歌ったこ

とも考えられる。それを安万侶はほぼ統一的な音仮名で表記しなおしたのである。

おわりに

古事記歌謡の原資料は.訓字主体表記されたものと音仮名主体表記されたものが並存していたと

思われる。両者はともに.声の伝承という口論性を前提とした表記法であった。ただし訓字主体

表記の口諦性が.r声の教授Jによって正確な音声を継承するのに対して，音仮名主体表記の口論

性はさまざまな改変を許容する口調性であった。

古事記歌謡の原資料が訓字主体表記で記されていた場合.太安万侶はその漢字の文字列を即座に

音声化することはできなかった。そこで安万侶は.韻文を音仮名で記す陀羅尼の表記法を借りて.

訓字主体表記の歌謡を全て音仮名で表記した。一方.古事記歌謡の原資料が音仮名主体表記されて
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いた場合.それらは癖や口への載せやすさといった歌い手の身体的ありように基づいて自由に改変

が加えられた。稗田阿礼はその一つを諦習しあるいは自らの歌いやすい歌謡資料を作成して.再

音声化した。それを安万侶はほぼ統一的な音仮名で表記した。

声の伝承と文字の伝承の交差する地点に立つ稗田阿礼と太安万侶は.音仮名表記のもつ多様な機

能を利用することによって，多様な古事記歌謡の原資料を再音声化.文字化し現行の古事記歌謡

の表記として完成させたのである。

注

1) 尾崎知光「古事記の表記と安万侶の撰録Jr古事記年報 19J.1977 

2) 亀井孝「古事記は よめるか一散文の部分における字訓およびいはゆる訓読の問題-Jr古事記大成3J

平凡社. 1957. r亀井孝論文集4J吉川弘文館. 1984所収

3) 太田善麿「古事記歌謡の原本についてJi歴史と国文学J.1941年7月

4) 徳田浄『古事記研究j桜楓社. 1969 

5) 犬飼隆『上代文字言語の研究j笠間書院. 1991. r木簡から探る和歌の起源j笠間書院.2∞8 

6) 沖森卓也 f日本語の誕生j古川弘文館. 2∞3 

7) 乾善彦「記紀のウタと木簡の仮名Ji国文学J第51巻 l号. 2∞6年 1月

8) 春日政治『仮名発達史序説j岩波書底 1933.r春日政治著作集4J勉誠社. 1984所収

9) 注 2)に同じ。

10) 工藤力男「古事記は人麻呂歌集に後れたかJ西fl.長勉編 f書くことの文学j笠間書院. 2001年所収

11) 瀬間正之「記紀歌謡の原表記Ji上智大学国文学科紀要J.2012年3月

12) 乾善彦『漢字による日本語書記の史的研究j塙書房. 2∞3 

13) 犬飼隆 f木簡から探る和歌の起源j笠間性院. 2{旧8

14) 注 6) に同じ。

15) 稲岡耕二 f万葉表記論j塙書房. 1976. r人麻呂の表現世界j岩波書庖. 1991 

16) i大本曲Ji本子世JJの調査は. 2010年-12年度にかけて，中国雲南省大理市及び、剣川県で行った。本稿

はそのインタビューや資料化した文字テキスト(台本)の一部を使用している。資料の全体が本書E

「ペー曲台本集成」である。

17) 遠藤「アジア辺境国家の君主像ー南詔国王の「星回節唱和詩を読む-Ji新しい漢文教育J53号.2011 

年11月

18) iアジア辺境国家の歌表記ー中国雲南省ペ一族「山花碑Jと万葉和歌の比較を通してーJi日本文学J60

巻 l号.2011年 1月. iアジア辺境国家の七五調ーペ一族の五七音音数律を遡る-J阿部隆志.工藤隆.

西保勉編『七五調のアジアj大修館書f5.2011年2月

19) この分類法が完全ではないことは.注目遠藤「アジア辺境国家の歌表記ー中国雲南省ベ一族「山花碑J

と万葉和歌の比較を通して-Jに指摘した。

20) i大本曲Ji本子曲」についての概要は.楊政業主絹 f大本曲簡志j雲南民族出版社. 2∞3.董秀団 f白

族大本曲研究j中国社会科学出版社.2011.施珍華他訳 f白族本子曲j香港天馬図書有限公司出版.

2∞3によった。

21) 一定のルールについては遠藤「東アジアにおける「声の伝承jと音仮名表記ー古事記の訓注に即してーJ

「古代文学J52号. 2013年3月予定(本書N. 2に再録。)に述べた。

22) 立石謙次「中国雲南省大理白族の「大本曲」の概説と紹介ーテキストを中心に-Ji園皐院雑誌」第 112

巻第9号.2011年9月
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23) 2011年8月の現地調査で写真.に収めた越壬鼎氏所蔵の『柳臨記j。本性II.4-1。

24) 張錫禄・甲斐勝二主編 fl:l:J悶白族白文文献縛読j広西師範大学出版社.2011収録「梁山伯与祝英台(中

巻)J

25) 遠藤「東アジアにおける「声の伝承Jと音仮名表記ー古事記の訓訟に即して一Jr古代文学J52号・

2003年3月予定. (本論N.2に再録。)

26) こうした考えは.2010-12年にかけての現地調査の際，現地研究者段伶氏，張錫禄氏.王鈴氏らとの対

議のなかで具体化したものである。

27) 2011年8月の現地調査で写真に収めた楊正華氏所蔵の f柳能記j。本書II.4-3。

28) 2011年-12年にかけて採集した台本を資料化するにあたって.王鋳氏に注を施してもらった。

29) 遠藤 f古代の歌ーアジアの歌文化と日本古代文学ーj瑞木書房. 2009.工藤隆『雲南省ベ一族歌垣と日

本古代文学j勉誠出版.2003. 岡部隆志『古代文学の表象と論理j武蔵野措:院.2∞3等参J!君。

30) 工藤隆・阿部隆志『中国少数民族歌垣調査全記録 1998J大修館噛:)苫.2000 

(付記)本論は.r古事記歌謡の表記と日目前性一中国少数民族ペー肢の諮り装をモデルとしてー」と題して，

「園語と園文学J20日年 5月号に掲載予定である。
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2.ペー曲から古事記を考えるE一訓注の表記一

遠藤耕太郎

はじめに

古事記は訓字主体の変体漢文で記されているが，固有名詞，普通名調の一部，呪文や定型的な句.

歌謡.司11注には音仮名表記が用いられている。音仮名表記は.漢字の音読みを利用することによっ

て日本語の発音を再現しようとする。したがってそれは稗田阿礼の「諦習Jと無関係ではありえな

いと思われるのであるが.近年の研究の傾向は，音仮名表記を「諦習Jと切り離し.撰録者太安万

侶による，古事記という舎かれたテキスト内に限定された書記システムの解明というところで精密

化しているように思われる。

そもそも音仮名表記は.東アジアの辺境民族(国家を樹立した場合もある)が中国中原王朝にお

ける漢字の仮借用法を輸入し.自民族語の発音を表記する方法として用いたところに始まる。すな

わちそれは.声と文字(漢字)との相互的な交流のなかで用いられ始めたのであった。本稿では，

古事記の音仮名表記の一端としての訓注を取り上げ.これを声と文字とのかかわりという視点から

論じてみたい。

古典中国語を表記するための文字一一漢字一ーによって，それとは文法も語順もまったく異なる

日本語を表記する方法は.5世紀には始まっていた1)。それは漢字の音読みを用いて日本語の固有

名詞を表記する方法から始まったが.これは漢字の音を借りて(中国からみた)外国語を表記する

方法，すなわち仮借の用法によっていた。仮借は.中国における漢訳仏典における陀羅尼(古典イ

ンド語の呪文を唱えるために，それを漢字の音で表音的に書いたもの)や.史書における固有名詞

(例えば『貌志j東夷伝倭人条の「卑弥呼Jなど)の表記に見られるところである。こうした中国

での仮借の用法が東アジア各地の古代国家に輸入されたのだが，古代日本における音仮名表記もそ

の一環としてあった。埼玉県稲荷山古墳出土の鉄剣銘(辛亥年=471)は正格の漢文で記されてい

るが.その中に漢字の仮借の用法によって「乎獲居(ヲワケ)J. r意富比境(オホヒコ)J. r獲加多

支歯(ワカタケル)Jら9人の人名.r斯鬼(シキ)Jの地名が記されており.5世紀後半には仮借

の方法が広く日本で行われていたことが知られる。

一方，漢字の訓読も 5-6世紀にはよく使われる字に限って行われていたようだ。同鉄剣銘の

「臣Jが「オミ」と訓読された確証はないものの.滋賀県大津遺跡.徳島県観音寺遺跡出土の.字

訓を辞書のように音仮名で示したいわゆる音義木簡が示すように.7世紀後半には訓読が全国的に

普及し大規模に整備されていた。
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この二つの条件.すなわち仮借用法によって日本語の固有名詞を表記する方法の輸入，及び漢字

の訓読の普及と整備を基盤として.7世紀には日本語文を音仮名を交えた訓字主体表記で書き表す

方法が確立する。法隆寺薬師仏光背銘(歳丁卯=607年)は.日本語の語順で補助動詞を交えた訓

字主体表記で記され.また山名村碑文(辛巳歳=681年)には 日本語の語順で補助動調を交えた

訓字主体表記のなかに.固有名詞が音仮名表記によって記されている。訓読の普及・整備が.逆に

日本語を漢字の訓で書くことを可能にしその際に表記できない固有名詞が仮借の用法.すなわち

音仮名によって表記された。

こうした日本語文表記の工夫のうえに.古事記の文体はある。古事記は.漢字の訓を並べて日本

語の文をあらわす司11字表記のなかに. 日本語の発音を音仮名によって表記する部分を挿入する文体

で記されている。その音仮名表記の一部に，訓注がある。

2. 

訓注は.小松英雄 2)が言うように.脅かれた漢字に付けられて 複数ありうる訓読みの一つを

指定したり.訓を示すことによって前後の構文を示唆する機能を果たしていると.ひとまずは言う

ことができる。小松によれば.上巻冒頭「高天原」に付された訓注「訓高下天云阿麻下数此」は.

高の字の下の天はアマと訓むことを示しているのであるが ここには「高天」の「天Jは「あめ」

ではないことと， iたかあま」が「原」の連体修飾語であることが示されている。また.キミ二神

の「二柱神立天浮橋而Jの訓注「訓立云多々志jは. i立J字を下二段他動詞タツではなく.四段

自動詞タツで詩11むべきことを示すことによって， i天浮橋Jを「立jてたのではなく， i天浮橋」に

「立」ったのだという文脈を正しく理解させようとしたものである。小松はこうした指摘を積み重

ねつつ.訓注を， i漢字をつらねた字面によみとる際に.意味のきれめをとりちがえて，撰録者の

意図したところが誤解されやすいような部分に.文字のきれつづきを明示する目的で， くわえられ

たものがおおいJと述べている。小松を承けて久田泉 3)は， i司11注は所与の字脈が意図した読解を

導く条件として十分でない場合一一即ち『辞理Jr意況jの『見え巨き場合J一一に施されるのだ」

と述べる。

要するに.訓注は訓みを特定することによって意味を明確にするために付されるということであ

る。これを神野志隆光4)は.古事記は「よむJ(意味として理解する)ことはできるが， iヨム」

(一定の日本語の表現に還元する)ことは完全にはできない形で書かれたものであるという亀井

孝 5)を承けつつ，訓注は， iよめるJことが十分に保障されないところを「ヨミかた」を指示する

ことによって理解可能を保障するものであったと述べている。

久田や神野志の見解を承ける形で山口佳紀 6) は.訓注を分類・考察し， i訓注は「ヨミJを示す

ものではあるが. 目的は.それによって「よみjを明らかにする所にある。訓注の存在によって.

我々は.撰録者が「ヨミ」そのものにこだわっているかのように思いやすい。そこから，訓注によ

る古語の保存というような見方(たとえば.吉田留「古事記の訓注に就いてJ園事院雑誌47巻 1

号，一九四一年一月)も出て来る。しかし撰録者の狙いがそうした所にあると見るのは，皮相な
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捉え方である。Jと述べている。

が.果たしてそうだろうか。安万侶は「ヨミJ(音声)そのものに本当にこだわっていないのだ

ろうか。現行の古事記の文体は.稗田阿礼によるそれ以前の原資料の「諦習Jを介して創出された。

後述することになるが. i調習」とは原資料の多様な表記を見て.その音声を再現する技術である。

「諦習」の現場にむろん原資料の文字列はあったが，それは阿礼による再音声化によって.つまり

音声として初めてその場に理解しうるものとして立ち現れたのである。

訓注を. i調習Jとそれを受けての「撰録」の現場から捉え返そうというのが本論の目論見であ

る。

3. 

「諦習」と「撰録jの現場を具体的に知る手がかりとして.中国少数民族ペ一族の「大本曲Jと

いう.文字テキスト(台本)によって伝承される語り芸を取り上げる。「大本曲」の台本は訓字主

体表記で記され.なかに音仮名表記が挿入されるという古事記と近似する文体であり.同時にそれ

が語り芸という「声の伝承Jと密接にかかわっているという点で.古事記の表記のありょうを考え

るにあたって，有効なモデルとなると考えられるからだ 7)口

「大本曲Jは中国雲南省大理地方に居住する少数民族ペ一族のあいだに広がる，台本(文字テク

スト)を伴った語り芸であり，歌い手と三弦の伴奏者とのこ人一組で演唱される。農閑期の娯楽と

して.また結婚式や新築儀礼の際に演唱者が招かれて行われる。

その成立は不明な点が多く，唐代.宋代.明代の各説が主張されている。現存するもっとも古い

語り芸の台本は. i青・光緒年間(1875--1908)に書写された『柳蔭記J(漢民族の梁祝伝説を題材

とした語り芸). i陳世美不認前妻Jなどであり，少なくとも清代末には存在していたことが確かめ

られる。これらは，漢民族の宝巻や戯曲が流入し.この地でペ一族化したものである。

i寅唱は漢民族伝来の語り芸のそれを踏襲し. i詩J.i白文(散文)J. i唱詞Jの部分からなる。

「詩J.i白文」は全くの漢語で語られ.中心となる「唱詞Jがペ一語によって歌われるが.これに

対応して文字テキスト(台本)も.前者は漢文で.後者は漢字を用いた訓字主体表記に音仮名を挿

入するペ一語表記によって記される。なお.唱詞は 7775音で一句をなす韻律によっている。

漢字を用いたペ一語表記システムについて.本稿では，現在のところペ一語研究者に広く支持さ

れている四分類法に則って.以下の術語を用いることとする 8)。

①音仮名〔音〕…漢字の音によってペ一語の意味を表す。(万葉仮名のような用法)

②訓字〔訓〕…漢字の意味に従ってペ一語の音で読む。(訓読み)

③借詞〔借〕…漢字の意味.音を直接漢字から借りるo (音読み)

④新字〔新〕…漢字の筆画を増減して新たなべ一文字を作る。(国字)

4. 

語り芸の中心地，湾海西岸地域の台本は訓字主体表記が顕著である。歌い手は.まず先達の語り
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を耳で聞いて覚えたうえで，文字テキスト(台本)を書写するという。「大本曲は父(楊漢)に習

った。まず本を見ずにどう歌うかを覚えるo 文字にするのは正確に歌うためのメモである。J(楊興

庭氏. 2011年8月11日聴き取り )0r大本曲はまず口頭で習う。言葉を身に付けた上で.台本を見

て歌う。台本は歌う際のメモだ。J(楊正華氏. 2011年8月11日聴き取り)。つまり. ;lJlI主体表記

は.音声による記憶を前提にして筆記され.それが再音声化されるわけである。

その際，困難なことの一つに.ある漢字を借詞 o英語音による音読み)で発音するか，訓字(訓

読み)で発音するかの判断があるという。その判断には一定のルールへの慣れが必要である。例え

ば，大本曲 f柳蔭記j越亙鼎本(1.4) の.

「聴燈阿寄利登病J[cheJss加 44a31 b44 o.iSS tw44 peJ31] 

は. r兄さんが病気になったと聞きjという意味であるが.r聴J字を{昔詞としてi英語音で発音する

のか.訓字としてペ一語音で発音するのかが問題となる。この場-合は.直後の「燈J[t叩44]が

r--できる」の意の付属語を音仮名で表記していることから.この一旬がペ一語文脈と判断される

ことによって. r聴J 字も訓読みされることになる。これは.同じ越~鼎本 (5.3) の.

「十様如薬技得全J[司3SjaSSZy3Sj:>SStS:>31 t白 3Stshue42]

において.r--できるJの意の「得Jが音仮名ではなく借詞(漢詩)になっていることから一旬が

漢語文脈と判断され.直前の「技」がj英語音で発音されるのと同じルールによっている。ある漢字

を漢語音で発音するのかペ一語音で発音するのかを示すために.その句が漢詩文脈なのかペー詩文

脈なのかが判断されねばならないが.それを決定する一つの要素として付属語の表記が関わってい

るということであるo こうしたルールに慣れていないと.r声の伝承」は.意味は理解できても発

音はできないということになる。

こうしたルールを身につけるには相応の訓練が必要である。楊興庭氏は有名な歌い手であった父.

楊漢氏から「大本曲Jを習ったが.それを「歌は年配の芸人たちから習い. 14歳から導師につい

た。全部を暗諭するのは大変なので 台本は，その助けとして利用した。J(楊興庭氏. 2011年8

月 11日聴き取り)と述べている。同様のことを.現地で大本曲を実際に学んでいる立石謙次 9) は.

「テキストをインフォーマントに読んでもらう際 白語で読むべき箇所を漢語で読んだり.または

その逆に読んだりしてしまうことがある。彼らは「間違えたJと認識し読み直す。私がテキスト

を読み上げ.漢語と白語の発音を取り違えた場合も確実に指摘される。彼らにとってこの読み替え

はきわめて重要な違いと認識されているJ(白語はペーのこと)と述べている。意味としてはどち

らで読んでも理解可能であるにもかかわらず.彼らがこだわるのは.そこに声によって立ち上るよ

うな情調があるからだろう。

「諦習J.r撰録Jの現場がここにはある。記憶された「声の伝承Jを再音声化するための技術と

して「諦習jはあり.その再音声化は師弟関係における厳密な「声の教授Jによって支えられてい

るということだ。

さらに，こうした「声の教授Jがテキストに記される場合もある。大本曲『柳蔭記j趨杢鼎本

(2.2)に.
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「弟格閑人双J[tjSSkω3ScaSSn.j2 J SU♂] 

とある。「弟Jは音仮名で「またJ.r格」も音仮名で「心配するJ.r双jも音仮名で「噂するJの

意であり.一句は「また閑人に噂されるのが心配ですJという意である。この「閑人」はここでは

訓読み[伺SSn.j2J] されているが.同じく趨歪鼎氏の別テキスト 10)(12.32)ではこの部分が「暇

尼」と音仮名表記されている。この違いについて，楊興庭氏は「閑人Jと記すと.r人」を [ren]

(借詞)と発音するのか. [n.eJ
] (訪11字)と発音するのかで迷い 歌の発声に時間がかかる。それ

で.うまくない人は「暇尼」と音仮名で書くと答えてくれた。師弟関係による「声の教授Jがテキ

ストに反映するということだ。意味的にはどちらでも通じるが.そこに意味を越えた情調を抱えて

いるからこそ.それを音仮名表記することによって「声の教授Jを越えた一定の普遍性(むろん方

言の地域を越えることはできないが)をもって書き記す必要があるのである。

5. 

天武天皇の勅語によって「帝王の日継Jおよび「先代の旧辞Jが稗田阿礼によって「調習Jされ.

天皇の死を経て 26年後に.安万侶が「稗田阿礼が諦める勅語の旧辞Jを「撰録」したものが古事

記である。

「諦習」とは，西宮一民(新潮古典集成 f古事記J)のいうように.r帝王の日継」および「先代

の旧辞J(帝紀・旧辞)を解読し口論する(声に出して言う)意であろう。阿礼は古事記の原資料

を解読し口論する能力.つまり「目に度れば口に諦み，耳に払れば心に勅すJ(目で見ると口で暗

諦し，一度聞くと心に記憶する)能力を持っていた。こうした能力は西郷信網 11)が強調したよう

に.シャーマニックな能力と繋がっている。大本曲の語り手は葬儀においては自ら祭文をペ一語表

記しそれを朗唱する。こうしたシャーマニックな力が文字とのかかわりにおいても重要なのであ

った。ということは.こうしたシャーマニックな能力がなければ，古事記の原資料は声に出して読

むことはできなかったということである。古事記はそもそも「声の伝承Jのあり方を抱え込んでい

るのであった。当時(西宮は天武 14年 (685)6月と推定する).稗田阿礼は 28歳であった。

そして 26年後.再び「稗田阿礼が諦める勅語の旧辞Jが安万侶によって記述された。稗田阿礼

は54歳であるが.r元明天皇から命を受けた太安万侶は.稗田阿礼を側につけて鋭意撰述を始め」

(新潮古典集成 f古事記J)たのだろう。目の前にあるテキストは.声の文化に速なる阿礼なくして

は音声としても意味としても.それを越えた情調としても立ちあがってこない。稗田阿礼の論みは

記憶された「声の伝承」に支えられた諦みであったからだ。それを聞きながら安万侶はさまざまに

漢字使用の工夫をしながら「声の伝承」に頼らない日本語文として記したのである。

山口佳紀 12)は「古事記において.訓注が加えられている場合のその訓注は，その文字からは容

易に想到できない訓という訳ではない。むしろ，二つの訓みが容易に考えられてしまう場合に.そ

してそれが意味の理解を左右する場合に.一定の方向に導くべく.訓注が施される」という。山口

が言うように.r集御万乃手上血，自手俣漏出Jに「訓漏云久伎Jという訓注を施すことによって，

その血は，意志なき物体のようにこぼれ落ちる(モル)のではなく，みずからの意志によってくぐ
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りぬけた(クク)ことが示されるのである。安万侶は.稗田阿礼の「声の教授」にしたがって，原

資料の「モレJとも「クキ」との発音できてしまえる「漏」に.rクキ」という訓注を施したので

はなかろうか。それは「声の教授J.r声の伝承」を越えた一定の普遍性を備えた方法であった。

阿礼の諦習と安万侶の筆記の差異のなかに.訓注の発想は出現した。阿礼の諭みを聞きつつ，安

万侶は訓字主体の原資料を読もうとしている。これは「声の伝承Jとして記憶に支えられた厳密な

訓みを要求する文体であった。つまり「声の教授jを必要とする文体なのである。阿礼は声の文化

に生きる者として.記憶された「声の伝承」に従ってこの文字列を訓むことができたのだが，安万

侶にはそういう能力はないo ~JIIみ間違えることも多々あったろう。阿礼はその都度.そうでない旨

を教授しただろう。その教授はしかし「声の伝承」の側にあるo 安万侶はこれをどうにかして文字

の側で再現せざるをえなくなった。「声の伝承jとは異なる文字のレベルでそれを再現する必要が

あったからだ。こういう「撰録Jの現場で.安万侶は阿礼の「声による教授」を.字書や音義木簡

の文体を借りて訓注として表記することとしたのではなかったろうか。

おわりに

安万侶による訓注は.r声の伝承jのなかで師の「声による教授Jを，字書類の注の文体を用い

ることで文字化したものであると考えた。訓字は厳密に音声による再現を求めており.音仮名はそ

れを示すことができる。音仮名表記の機能にはこうした側面がたしかにある。

しかし音仮名表記はそこに留まらない別の機能を持ってもいる。それは音仮名表記するからこ

そ，自由な改変が可能になるという.いわば自由性であり.音仮名表記のこうした機能が用いられ

ているのが.歌謡や本文の定型的な句であると考えている。音仮名表記の機能は一義的ではないと

いうことだが.この点については別稿 13)にて考察することとしたい。

注

1) 本節の記述は主に.犬飼隆「漢字の日本語への適応」北原保雄監修・林史典編 f朝合日本語講座 2 文

字・書記j朝合書庖. 2005.神野志隆光「漢字と非漢文の世界一一八世紀の文字世界J東京大学教義学

部国文・漢文学会編 f古典日本語の世界 i英字がつくる日本j東京大学出版会. 2∞7を参考にしている。

2) 小松英雄 n主l語史学基礎論j笠問書院. 1973 

3) 久田泉 rr古事記j音読注・訓注の施注原理一『下妓此jの場合一Jr国語と国文学J60巻 9号. 1983年

9月

4) 神野志隆光 rï~i~J~記の述成ーその理論と方法j 東京大学1.1\版会. 1983 

5) 亀井孝「古事記は よめるか一散文の部分における字訓およびいはゆる訓読の問題-J([古事記大成 3J

平凡社. 1957. r亀井孝論文集4J吉川弘文館. 1984所収

6) 山口佳紀『古事記の表記と訓読J有精堂IH版. 1995 

7) r大本曲」の調査は 2010 年~12 年度にかけて. ~~I国雲南省大理市及び演Ij川県で行った。本稿はそのイン

タビューや資料化した文字テキスト(台本)の一部を使用している。全体の資料は.本書 rII. ベー曲

台本集成」を参照願いたい。

8) この分類法の問題点については.遠藤「アジア辺境国家の歌表記一中国雲南省ペ一族 rllJ花碑Jと万葉
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和歌の比較を通して-Jr日本文学J2011年l月に指摘した。

9) 立石謙次「中国雲南省大理白族の「大本rtUJの概説と紹介ーテキストを中心に-Jr岡皐院雑誌J112巻

第9号， 2011年9月

10) 張錫禄・甲斐勝二主編『中国白族白文文献蒋読』広西師範大学出版社， 2011所収「梁山伯与祝英台(中

集)J

11) 西郷信網「稗田阿礼Jr古事記研究j未来社， 1973 

12) 山口佳紀『古事記の表記と訓読j有精堂出版. 1995 

13) 遠藤「古事記歌誌の表記と口調性一中国少数民族ペー族の語り芸をモデルとして-Jr国語と国文学J

20日年5月掲載予定(本誌町， 1に再録)

(付記)本論は， r東アジアにおける「声の伝承」と音仮名表記一一古事記の訓注に即して一一Jと題して.

「古代文学J52号.2013年3月，に掲載予定である。
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3. r山花碑」から万葉集を考える

遠藤耕太 郎

1.辺境国家としての南詔・日本

雲の南には南詔があり.東海の果てには倭国(日本)があった。円仁『入唐求法巡礼行記』によ

れば. 838年の遣唐使派遣の際に唐に朝貢した五カ国のうち 南認が第一位 倭国(日本)が第二

位の席次であり.その他の使節は冠をつけず.背中は曲がり容貌は醜く 猷の皮や荒布を身につけ

ていたという。

南詔 (8 世紀前半~902 年)は，日本が陪や唐との関係性のなかで古代国家を形成する時期に.

現在の中圏雲南省大理地方において 同じく唐との関係性のなかで建国された。 7世紀中ごろより

唐朝に入貢.四代皮羅閤(在位 728?~48) が大理周辺の諸国を統一し. 738年.唐朝より雲南玉

に封ぜられた。その後.唐と吐蕃との緩衝材の役割を負って国家経営を行い.特に六代異牟尋(在

位 779~808) は王族や武将の子弟を成都に留学させ唐文化を摂取した。続いて大長和国 (902~28

年)などの短命王朝.さらに大理国 (937~1254 年)が建国されるが.元のフピライに滅ぼされ.

以後.その中心民族であった人々は中原王朝の支配を受けつつ，現在の中国少数民族ペ一族となっ

た。

南詔中期には.南詔支配者層が漢字を仮借的に用いる音仮名を用いて詩を記していたことが.

f玉渓編事J.焚縛『蛮書j等の諸記録により明らかになっている。このように南詔期より開始され

たペ一文表記(漢字を利用してペ一語を記す表記)は.その後も大理国.元代には広く用いられた

と考えられており.元代には『白古通J. r玄峰年連志jという歴史舎を作り上げたことが諸々の記

録から推定されている。しかし明，清代の文化統制政策によりペ一文表記は衰退を余儀なくされ

た。ただ，現代においても.ペ一文表記はペー曲(祭や葬儀の際.民間の専門的歌人が台本を読み

ながら歌い聞かせる長篇歌謡)の台本として，あるいは民間宗教者の祭文として.広く使用されて

いる 1)。

文字を持たなかったペ一族先民は，南詔以来，漢字の音読み，訓読み，仮借による仮名表記.変

形漢字の作成を通して，自民族の歌を表記する工夫をしてきた。その多くは明代の文化統制政策に

よって焼失したとされるが，幸い，南詔・大理国のベ一文表記を継承した詞「調記山花Jが.明代

初期(景泰元年=1450)の銘をもっ石碑に刻されて現存している。この詞をふつう「山花碑J2) と

称している。

山花碑には「調記山花 詠蒼寓境Jという題のもと. 520字の正統漢字及び‘変用漢字(この用語

については後述する)が精舎で刻されている。この詞は. 7775音を l段とする 20段からなり.

第 1段の第1. 2. 4句末及び第2段以降第 20段までの第 2.4句末に [u] [v]音の脚韻を踏む詞
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形式によっている。ある文字をどう読むかによって解釈は分かれるものの.おおよそ.第一段落

(第 l段~第8段)には作者の生地であり隠棲の地でもある大理地方(蒼山南海)の風景を描写し

第二段落(第9段~第 17段)ではこの地に息づいてきた祖先の徳を偲び.第三段落(第 18段~第

20段)では作者の修得した空の理論が展開される。

一方.附・唐との関係のなかで，日本の支配者層もまた漢字を受容し音読み.訓読み，仮借に

よる仮名表記.変形漢字の作成を通して，日本の歌を表記してきた。現在の日本人とペ一族との違

いは.日本は海路によって大陸と隔てられており.元の襲撃時にたまたま神風が吹いたことにのみ

起因する。そして古代国家形成期の日本においても.漢字を受容しさまざまな工夫をして自らの歌

を表記していく試みが行われたのであり.その一つの集大成として万葉集はある。

本稿は.山花碑の表記の工夫を具体的にとりあげ.万葉集の表記の工夫と比較検討することによ

って.アジアの辺境国家の歌のあり方の一端として，自民族の歌を漢字で表記することについて考

える。

2.漢字による自民族語表記システムの概要

唐の周辺に位置した南詔・大理国.そして日本において.漢字によって自民族の歌を表記すると

いう試みが同時並行的に行われたわけだが.なにもこれは両地域に限った現象ではなく.東アジア

規模で起った現象であった。本論は，山花碑や万葉和歌に見られる表記の工夫が.東アジア各地域

の表記の工夫に通じる普遍性をもつものであるとの見通しをもっている。それを証するには，今後.

東アジア地域のさまざまな民族の同様の試みについての具体的な調査検証が必要となるが.そのた

めには.まず漢字によって漢語以外の民族語を表記するシステムを東アジア規模で概観できるよう

な枠組みが必要である。本論は，西田龍雄 3)や吉池孝一 4) による東アジア規模の表記システムを

参考にして.以下のような統一的枠組みをまず提示する。

正統漢字【音読み}

漢字関連文字

「一一変用漢字[訓読み・音仮名・訓仮名]

漢字系文字 ! 変形漢字{変形字1
L 一一派生漢字

擬似漢字系文字

非漢字系文字

「正統漢字」は.漢語を表記するために造られた文字であるが.時代・地域とともに字形と字数

は変遷を重ねた。発音は各地域の発音[音読み}でなされる。「正統漢字Jに対して「漢字関連文

字」として. i漢字系文字J. i擬似漢字系文字J. i非漢字系文字Jが置かれる。

「漢字系文字Jは.さらに「変用漢字J. i変形漢字J. i派生漢字」に分類される。
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「変用漢字Jは.正統漢字の字形を表音的に.或いは全く別の音価や意味を与えて使う文字であ

り.正統漢字の字形と字音を利用したもの{音仮名].字形と字義を利用したもの【訓読み・訓仮

名]がある。ペ一族には訓読み・音仮名・訓仮名があり.万葉集にも同様に訓読み・音仮名・訓仮

名がある。東アジア的に見れば，中国西南部の少数民族ハニ族， トン族.リス族でも変用漢字は用

いられている。

「変形漢字Jは.正統漢字の偏・芳・冠などを自己の言語形に適合させて組み改め.変形した漢

字である。ペ一族にも万葉集にもあるほか，中国西南少数民族チュワン族の方塊字やミャオ族のミ

ャオ文字， さらにベトナムのチュー・ナム(字哨)などがこれにあたる。

「派生文字Jは.正統漢字の字形をもとに.それをくずして新しい字形を造り出した文字で.平

仮名.片仮名や中国湖南省の女書がこれに相当する。

以上の漢字系文字に対して.r擬似漢字J5l.r非漢字系文字J6lがあるが，ペ一族と万葉の表記シ

ステムを扱う本論には ひとまずは関係しない。

なお.ここで確認しておかねばならないのは.ペ一族の表記システムに関する中国人研究者(主

にペ一族出身者)の「音読みJ.r訓読み」概念と.本論の用いる概念との相違である。

大理地方は新石器時代より中原と関係を持ち. i英代には河海地区に郡県が置かれるなど中原王朝

との密接な関係を持っていた。そのためペ一語の基本語柴の六割は古漢語を受け入れているとい

う7)。しかも両語はともに孤立語であり，基本的に svo構造をとる点においても共通する。要す

るにとても近い言語関係にあるのであり，例えばペ一語で「白豆花」は [pel44tw31 xuo35] と発

音されるが.これは現代漢語 [baidou hua] と非常に近い音であるにもかかわらず.ペ一語とし

て認識されることになる。そのため 中国人研究者はこれを「訓読J(漢字の意義に基づいてペ一

語音で発音する)と分類している。ところが日本語の場合• i英語と日本語の関係は薄く .i英語音と

日本語音には「ハクトウカ」と「しろまめはな」という違いがあり，日本語ではこちらを「音読

みJ.r訓読み」としている。

仮に.全体の六割に達するという古漢語を受け入れた基本語紫色中国人研究者のいうように

「訓読みJとした場合.ペ一語で [tian] とも [xe55] とも発音する「天J8)はともに「訓読みJと

なり区別ができなくなる。また日本語の「ハクトウカ」も「しろまめはな」も「訓読みJになって

しまう。漢字で自民族の歌を表記するための工夫を.東アジア規模で捉えようとする本稿の性質上.

この差は無視できない。そこで，むろん [peJ44tm31 xuo35] も「ハクトウカ」もそれぞれペ一語

であり日本語ではあるが これを「正統漢字Jの地域的な発音の変化としての「音読み」に統一す

ることにした。

3.山花碑を表記する工夫一万葉和歌の表記との比較-

3-1.音読み

山花碑の音読みは 音読みと変換音読みとに分けられる。
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音読みはすでに述べたように，ペ一語そのものがi英語と近いために すでにペ一語音であるとい

う感覚があり.中国人研究者はこれを訓読みとしているほどである。が，音読みのなかでも特に漢

語と意識されるもの(中国人研究者が音読みに分類するもの)があり.それらは儒・仏思想にかか

わる用語が多い。例えば，

(1)菩提達磨倣知音[菩提達磨を知音とし] (12-3)9) 

(2)迦葉倣師主[迦葉を師主とする](12-4) 

(3)慈悲治理衆人民[慈悲によって多くの人民を治め] (13-3) 

(4)才等周文武[周の文王・武王に比せられた](13-4) 

などに顕著である。

儒・仏思想にかかわる用語に音読みが多いのは.万葉集とも共通し.万葉和歌でもたとえば「儀

鬼・力士・仏」などは音読みされている。

だが万葉集はそれ以外の音読みを極力排除することによって歌をなすところに特徴がある。日常

語では.特に上層階級者の周辺では外来語としてのj英語がかなり使われていたであろうが.歌の中

に持ち込まれることは珍しかった 10)のであり.歌は和語.つまり訓読みだけで詠むのだという意

識があった。そういう意識を可能にしたのは日本語における訓読みの豊富さであったのだが.それ

は純粋に言語学上の日本語と中国語との距離の速さに由来するということだ。ペ一語のように.基

本語議の六割が音読みであれば.日常語とは異なる歌のことばを作ろうとしたとき，そこから音読

みを排除することはできないのである口

そこで.そのような言語学的な状況のなかで，ペ一族は詩を表記する工夫として.音読みそのも

のを発達させていったのだと思われる。音読みのなかに.次のような読み方があるのに注意したい。

(5)龍関龍王宿【龍関には龍王が住む](4-4) 

この「王」は[yo31J と発音するが， [yo31 ]は「后Jの音読みである。古漢語では王を「后J

と称することがあったが.ベ一語は古i英語の読みを保持していた 11)。つまり，同じ音読みでも，

日常語とは異なる古い音読みを使用しているのである。この場合. i王Jを「后」に変換して.そ

の音読み[yo31Jによって発音しているのであるから.本稿はこれを変換音読みと称することに

する。この意識は.万葉和歌が日常語的な音読みを排除したり.あるいは鶴を「たづ」と表現する

ような歌語のあり方と近いと思われるが.和語がそれを多様な訓読みによって行うのに対して，山

花碑では音読みを発達させて行っているのである。

(6)大夫在慮栽松栢[大夫は居所に松栢を植え】(10-3)

(7)君子種梅竹【君子は梅竹を植える] (10-4) 
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(6) (7)は連続した対句であるが. (6) i栽」と (7)i種jはともに[飴v42]と読まれる。

[tsv42]は「種」の音読みであるから.Ii栽Jを [tsv42]と読むのは変換音読みということになる。

ここには.一首のなかでの同漢字の重複を避けようとする意識が働いているだろう。このような意

識は万葉和歌にも確認できる。

あき古Zりにも・またた寸らし ゅ....がりにいまたた 1 らし

(あ)朝猫か今立須良忠 暮猫か今他悶渚良之 (1-3)
つくよよしかはのおときよしいざニこにゆくもゆかぬ もあそびてゆかむ

(い)月夜古河音清之率此間行毛不去毛遊而将帰 (4-571)

(あ)では，対句における漢字の重複を避けるために二度現れる「立つ」を.訓読み(正訓字)

と音仮名の違いで表記している。また(い)では. i行く jが「行Ji去Ji帰」によって表記され

ている。いずれも訓読みを用いての工夫であるが.同漢字の重複を避けるという意識が.訓読みの

発達している和語においては訓読みを用いての表記によって追及され，一方.音読みの発達してい

るペ一語にあっては.変換音読みによって追及されているわけである。

3-2. 訓読み

山花碑の訓読みは. まずは基本的な名詞や動詞. 及び付属語で行われる。

(8)三塔侶体穿天腹[三塔は天腹を貫き通す】 (4-2)

(9)夏雲怯玉局山腰[夏の雲が玉局山の腰に(帯のように)巻き付き】 (5-1)

(10)風与阿鰯、 【一陣の風雨が花を濡らす) (5-4) 

(11)度生死病老【生死病老に思いをいたす) (9-4) 

(12)看公案語録【公案語録を読む】(11-4)

(8)の「天」について. Ut;{印刷こ「天Jは七例あるが.基本的には [xe55]と訓読みされる。

ただし「得霧天法度J[嘉天舜日の道徳基準を得る) (16-4)のように儒教用語の場合には音読み

されている。 (9)の「夏」は [yo31]. (10)の「風jは [pi35]， (11)の「生」は [xEJ55].i老J

は i[ku33]Jと訓読みされる。または2)i看Jも [xa55]あるいは [a33]と訓読みされる D こ

その表記法の中心を占めている。のような基本語集を訓読みする方法は.万葉では正訓と呼ばれ.

それに対して.山花碑において訓読みは非常に少ないのだが，

訓読みが発達しなかったことに由来しよう。

これはペ一語そのものがj英語と近く.

また，付属語を訓読みするという意識も見られる。

(13)金鳥吸散天上星【金烏は天の星を蹴散らし) (8-1) 

(14)玉兎打開替面霧【玉兎は空の霧を押し開く) (8-2) 
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(15)雲窓下耕大乗経{雲窓で大乗経を唱え] (11-3) 

(16)有去在威儀模草【また茅が繁茂する地に赴く】 (17-2)

(13) (14)は.r天の星Jと「空の鍔Jが対になっているo (13) r上」は訓読み [no33][no1] 

で. r~のJ という意の助詞を表す。 (14) r面Jは読み方に諸説あるところだが. [no1] と訓読み

する説に従えば. r~のJ という助詞を漢字の重複を避けて別の漢字によって表記したということ

になる。 (15)r下Jも訓読み [εJ33][e1]されるが. í~でJ を表す助詞。または6) i在」は.

[t田44] と訓読みして r~に」を表す助詞とする説と. [pie1] [pial]と訓読みして r~ している J

を表す助詞とする説に分かれる。漢詩「上Jr面Jr下Jr在Jには，いずれの意味もあり.ペー語

と漢語の言語上の近さが感じられるが.その一方で.付属語は訓読みするという意識は注目される。
みえニそ ふれこそ

万葉集にも.r夢に見乞Ji我に与経Jr住吉の岸に家欲得Jr雲にも欲成」のように.願望の助詞を

訓読みによって表意的に表すことが行われている。これら万葉の例は義訓によって気持ちを表す高

度な工夫であるが，そもそも訓読みの発達していないペ一語表記においても 山花碑にはその萌芽

があることに注目しておきたい。

また.次の変換訓読みのような工夫もある。

(17)補東南九曲{湾海の東の九つの湾に流れ込む] (2-4) 

(18)勝垣蛾入宮伽舞((その姿は)短蛾の月宮での美しい舞に勝る] (6-2) 

(17)の「海Jには. [ko21] と訓読みする説と [er1]と音読みする説がある。「淘J[er1]は

洞海の固有名であるが，地元では淘海を「河J[ko21]というのだろう。「寓J[er1]を [ko21]

と読むのは.司11読みではあるが.意味と音の対応関係のなかに「寓J[erl]を「河Jに変換しそ

のうえで「河」の訓読み [ko21]で読むという過程が含まれている。先の変換音読みと対応させ

て.r変換訓読みjと称する。

また. (18)の「伽舞Jについては.音読み[旬α33u33] とする説と.変換訓読み [da3gol] 

とする説とがある。 [da3gol]はペー族によって現在も行われている古体を残す歌舞の名称であり.

「伽舞Jを現在の歌舞の名称に引きつけている。つまり「伽舞Jの義に注目した一回的な訓読みで

あり.その意味では万葉の義訓に近いとも言える。

このような変換訓読みは 漢字の意味に注目したー図的な読み(義訓)によって.漢字の義が表

わす普遍的な意味を自らの生活の場や文化の側へ引き寄せて説明しようとする工夫であるだろう。

訓読みに関して，最後に一点補足しておかねばならない。

(18)蝉吟聾敬、 [螺の鳴く声.ジージーと】 (7-4)

山花碑は一字一音節の漢字によって. 7775音(字)形式によって調を記している。ペ一語は漢

- 238ー



共立女子大学総合文化研究所紀要 第19号 (3-2) (2013) 

語と同じく.基本的にはー字一音節であるために. 7775音(字)という詞形式に乗せた場合.こ

れを自民族の音節で発音することができた。それは音読み訓読みにかかわらず.一字ー音節になる

場合がほとんどであるために可能であった。ところが「蝉」は訓読みで [ta21pi21] と二音節で発

音する例外的な存在であったため.そのまま読むと漢字は四字で済んでしまうことになり，一字一

音の調形式からずれてしまうことになる。そこで作者楊簡は工夫して.この句の漢字を五字にする

ために.r吟Jという「聾」と重複する字を置いて字数を合わせているのである。いわば置き字で

ある。

和語の場合，言語学的にほとんどの字は訓読すれば複数音節になるために.仮に自民族の歌を絶

律や詞の形式に乗せたとしても，それを訓読してしまえば音数は全く異なることになる。そのため，

万葉集では.字数に注目して訓読するという意識は育たなかったのであるo それを意識したのは，

訓読みによってではなく.第3期以降の音仮名中心の表記によってであった。

3-3.音仮名

山花碑における変用漢字でもっとも多いのが音仮名である。音仮名は地名などを表す基本的な用

法から，副詞的な語や擬態語を表す用法.中心となる音読みや訓読みを補助的に補う方法.音仮名

は表意性を帯びた音仮名を用いることで詩的イメージを深める方法など.万葉の音仮名のあり方と

重なるような多様な方法によって.歌を表記している。

まず地名を表記する例から挙げていく。

(20)鳳破山高鳳風栖【鳳破山は高く.鳳風が摘み) (4-3) 

「破Jは「翼Jの異体字で，地名 [v31ji35]を「鳳破」と表記している。地名を音仮名で表記

することは，南詔時代よりおこなわれるところであった。『玉渓編事j(五代・撰人不詳)には.七
・んかくかん ちょう Lゆくたっ

代商詔王尋問勧(在位八O八--0九年)と消平官(宰相)越叔逮による五言詩の応報が残されて

いるが，そこには.地名のほか，役職名.虎や馬といった動物名などが音仮名によって記されてい

る。いうまでもなく古代日本においても 音仮名は地名や役職名.人名を表記する際の中心的な方

法であった 12)。

次に.山花碑における音仮名が，副調的な語や.擬態語を表記する例を挙げる。

(21)造化工迩在阿物[天地創造の跡はいたるところにある] (1-2) 

(22)曾登位守道結庵【ここで仏道を守り庵を結び] (9ー3)

(23)阿部逢却催浪禿[ある時は災難に出会って悪路を進む) (18-2) 

(24)風与阿縄、 [一陣の風雨が花を濡らす】 (5-4)

(25)黄鴛白鶴阿双、 [黄鴛と白鶴は群れを成し】 (8-3)
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(21) r阿物jは [a31yu33] と発音し.ペ一語の「たくさん」の意. (22) r曾登位」は [15w31

tw44 ue55] [zen1 dou2 wei4] と発音し.ペ一語の「ここで」の意を表す。 (23)r催浪禿」は漢語

「起難途J([cui2 lang4 tu1] r急坂の悪路J)を音仮名岡田35na55 thu33]によって表記したもの。

ペ一語では「でこぼこ道」などを表しているロ音仮名は，漢字に対応する語義がない.あるいは対

応する語哉があってもそのニュアンスが異なるような副詞的な語に使われることが多い。また.

(24) r阿絹鰯J[a31 15u44 15u44]はいっとき雨が降る様子(一陣の雨)を表し. (25) r阿双、 J

[a31 sv35 sy35]は群れを成す様子を表す擬態語である。

また. 音仮名は.次のように中心となる音読みや訓読みを補助的に補う働きもする。

(26)菅沼鋳翫不飽[脊山i耳海の地は賞美しきれない】(1-1)

(27)五華侶休園l智充[五華楼は天空に突き刺さり] (4-1) 

(28)跳仙人出克遊逝[跳ね踊る仙女がここに現れ出て遊び] (6-1) 

(26) r境Jは音読みで「場所」という意を表し.r鋳J(現代中国語では [qiang1].金属物が触

れ合うチャリンという擬音読)は音仮名でそれを補っている。 (27)r侶体Jは[匂ou31ne31J と

発音して.rまるで~のようだJの意であるとする説に従えば.r侶Jは「似Jの異体字で「似る」

という窓の訓読み.r的，Jは音仮名でそれを補うということになる。同じく (27)r脊充」は

[khy55 tshy31 J . [ku2 chu3] と発音し.r脅jは訓読みで「空」という意を表し.r充Jは音仮名で

それを補う。 (28)r出克」については.音読み [tshv44](出) +音仮名[飴hV] とする説と.訓読

み [bei1] (出) +音仮名 [qi1] (去)とする説があるが，いずれにしても「克J(r充」の略字)

は音仮名で.その直前の「出」を補っている。このように，中心となって意味を表す音読みや訓読

みに.補助的に付加される語を音仮名で記すというあり方は.万葉集の中心的な表記である「正訓

字+音仮名Jの表記にも近い。

さらに.万葉との比較において注目しておきたいのは.表意性を帯びた音仮名が使用されるとい

うことである。表意性を帯びた音仮名というのは，万葉集では次のようなものである。

かすがやまかすみた会ぴ~こころぐ くてれるつ〈ょ にひとりかもねむ

(う)春日山健多奈引情具久照月夜が濁鴨念 (4一735)
もとなあひみれど ただにあらねばこひやまずけ

(え)奴婆多麻乃伊米か波母等奈安比見礼騰多太か安良祢婆孤悲夜麻受家里(17-3980)

(お)玉葛花耳開而不成有者誰恋か有目吾孤悲念手 (2-102)

(か)余白孟奈ふ合多拘蔀量幸之詐最多ゑ丘止命希拘象良之森逼議長市議歯 (5-873)

(う)は大伴坂上大嬢が家持に贈った歌である。「寝むJを「念Jと表記するが.これは音仮名で

あると同時に.相手を思って寝られないという意を表しており.この文字によって独り寝の寂しさ

が視覚的に表現されることになっている 13)0 (え)は「恋Jを「孤悲」と表記することによって.

逢えない相手を偲ぶという恋の本質を伝えているが.さらに(お)の巨勢郎女が大伴宿禰の求婚に
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切り返す歌では.相手の恋を一般的な「恋」として.それと対比的に自らの恋を「孤悲」と表記す

ることで，相手の恋を口先だけの恋であると庇していくことになる 14)0 (か)では松浦佐用姫の

「姫jを.女官の意をもっ「嫡」と，その「面」によって表すことで.夫との別れに臨んで領巾を

振る佐用姫に，その雅かな容姿までをも重ねようとしているo

これらの音仮名に表意性をもたせるのは.一首が視覚によっても味わわれることを前提とした表

記の工夫であるが.同様の工夫は山花碑でも行われている。

(29)漂散成地獄{あっという聞に地獄になる] (18-4) 

(30)四季色花阿圏、 [四季を通じて山花はあちこちに咲き] (5-3) 

(31)有去在威儀模草[また茅が繁茂する地に赴く] (17-2) 

(29) i漂散」は「片響J(現代j英語で [pianxiang]. iほんの少しの時間JJの意)の音仮名であ

ると同時に.この表記には.現実が雲散霧消するイメージが重ねられており，音仮名の表意性が詩

的イメージを膨らませる。 (30)i色花jについて.r色J([se35] [shei] [sei])を「山」を表す音

仮名とする説と. i色鮮やかなJを表す音読みとする説があるが.ここも.実際には音仮名として

「山Jを表しつつ.そこに「色(色鮮やかな)Jの窓を持たせているということだろう。 (31)i威

儀J[ue35 ji44] [wei ni]は「蔵義J(現代i英語で [weirui].草の繁茂する状態を表す)の音仮名

であるとともに，草の勢いよさを，まるで威儀を正していると表記することによって.今は雑草に

覆われている大理国荒都への追懐の情が立ち添ってくるのである。

3-4. 変形漢字

最後に.自民族の歌を表記する工夫として.変形漢字の作成について述べる。

山花碑の変形漢字はおよそ十例ある。およそというのは.それが正統漢字の異体字.俗字である

可能性があるからだ。

(32)界面西活十八渓{降風のように若山の西から雪解け水が十八筋の渓流となって】 (2-3)

(33)五華侶休園l脅充[五華楼は天空に突き刺さり] (4-1) 

(32)は蒼山の西から流れて河海にそそぐ幾筋もの渓流の描写である。「渇」は形声による変形

漢字で. i雪Jの音 [sua35][xue4]で読まれ. i水が高きから低きへ流れるJという意の「協J

を表す音仮名として使われている。しかし「雪jは単に音を表しているだけでなく.その流れが

清例な雪解け水であることをも表している。音仮名に表意性を持たせっつ.新たな変形漢字を創る

ことでさらに深い詩的イメージを広げているのであるo (33)の「劇」も同じく形声による変形文

字で. i歴Jの音[n，i44]で読まれる。[n，i44]は「入る」という意であり.それを「リ Jをつけた

変形漢字を創り表記することによって 五華楼が天空に突き刺さる様子が視覚的に表現されること
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になった。

このような変形漢字が，山花碑を離れて継承されるかどうかはわからないが，固有の詞における

一回的な表現であったのではなかろうか。ここには表意性を帯びた音仮名を表す漢字を.形声の原

理によって創出することによって，さらに深化した視覚的イメージを重ねる働きがある。

万葉集にも変形漢字はある。ふつう国字と呼ばれるものだ。たとえば「鞠Jは会意によって

「革Jと「丙Jを合わせたものである。弓を射るときに左ひじにつけるあてがわのトモの形が「丙」
とものおとすなり

の字形に似ているからと言われる。万葉において「納」は， r靭乃音為奈利J(1-76)のように，司11

11なはちるとも っちはふめども

読みで用いられ.さらにはその音声のみを取り出して「花散鞠J(7-1259)， r土者踏靭Jのよう

に訓仮名として用いられるなど，一首の意味と離れて広汎に使われる安定性を持っている。山花碑

のような一回的な詩的イメージを創出するための造字ではなく.訓読みの発達のなかで安定化した

変形漢字となったものである。

4. 自民族の歌を漢字で表記する工夫

ここまで，周辺民族が.自民族の歌(調・詩)を漢字によって表記する際の工夫を.山花碑と万

葉集を比較しながら具体的に見てきた。

これを大きく書式という面から捉え返せば.次のように言えるだろう。万葉集の書式は，大きく

見れば，歌詞を一字ずつ表音的に書いていく方式(音仮名中心書式)と.漢字の表意性を訓読みに

よって活かしながら 一部に表音的な仮名を交える方式(訓読み+音仮名書式)とに分けられる。

一方.山花碑は.漢字の表意性を音読み(及び訓読み)によって活かしながら，一部に表音的な音

仮名を交える方式(音読み+音仮名書式)によって書かれている。

その差は，古代中国語とペ一語が極めて近い関係にあったことにより.ペ一族は自民族語を表記

するために.訓読みではなく音読みをさまざまに発達させてきたことに起因するロだが，そのよう

な言語学的な差があるにもかかわらず.山花碑と万葉和歌は，漢字によって自民族の歌を表記する

工夫において多くの共通点をもつのであるo 以下.ここまで具体的に見てきたことを整理しておこ

つ。

①日常語とは異なる歌のことばを創り出すために.万葉集は訓読みを中心として音読みを排除し

山花碑は音読みの方法を発展させた。

②一首のなかでの同漢字の重複を避けるために.万葉ではそれを訓読みと音仮名の違いで表記し.

山花碑では音読みと変換音読みの違いによって表記する工夫をした。

③漢字の普遍てきな意味を自民族の生活や文化に引き寄せて説明するために，万葉集も山花碑も.

付属語を訓読みしたり，漢字の義に注目した一回的な訓読み(義訓)をするなどの工夫をした。

④和語は言語構造上.ほとんどの訓読みが複音節になるため.字数に注目して訓読みすることは

ないが.山花碑は複音節の訓読みの場合には置き字をするなどして字数を揃える工夫をした。

⑤中心となって意味を表す語と補助的な語を区別する場合.万葉では「訓読み+音仮名」で表記

するという工夫をしたのに対し.山花碑では「音読み+音仮名Jで表記するという工夫をした。
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⑥音仮名は意味を棄ててその音を利用する用法だが.万葉も山花碑も.表意的に音仮名を用いて

音以外の詩的イメージを重ねる視覚的な工夫をしている。

⑦万葉の変形漢字は一首を離れて広汎に安定的に利用されるが，山花碑は表意性を帯びた音仮名

を表す変形漢字をー図的に造字することによって.詩的イメージを深める工夫をした。

注

1) 王鋒「方塊白文的歴史発展和現状Jr中国民族古文字研究j第4輯・天津古籍出版社. 1996 

2) r山花碑」研究は. 1940年代に開始され，既に多くの注釈書が刊行されている。それらを集成したもの

が本書 rr.山花碑注釈集成Jである。

3) r東アジアの文字J西田龍雄編『講座言語第5巻 世界の文字j大修館書庖. 1981. rアジア古代文字の

解読j中央公論新社.2001 (rアジアの未解読文字j大修館書庖. 1992) 

4) 吉池孝一「中国周辺の漢字関連文字JrKOTONOHAJ 48号. 2006年 11月

5) 正統漢字の字形または構成原理を模倣して.新しく創造した文字であり .10世紀から 12世紀にかけて，

東アジア北方地域で国定の文字として造られた遼の契丹文字.西夏の西夏文字.金の女真文字などがこ

れに相当する

6) 正統漢字とは文字の系統を異にするが，文字組織のいずれかにおいて.漢字の影響を受けたり逆に漢字

に何らかの影響を与えたりした文字であり.ソグド文字.パスパ文字.ハングルなどがこれに相当する。

7) r白族文化大観j雲南民族出版社. 1999 

8) 以下.ペ一語の発音表記は (2)に記した諸注釈による。

9) 以下.山花碑の句を例示する場合.以下のように統一する。この句では「菩提達磨倣知音Jが山花碑原

文.【菩提達磨を知音とし】が日本語訳. (12-3)は. 111花碑全20段のうちの第 12段第3旬を表す。

10) 日本古典文学全集 f万葉集j解説

11) 越櫓 f白文〈山花碑〉訳釈j雲南民族出版社. 1988 

12) 尋問勧と越叔達の贈答詩は遠藤「アジア辺境国家の五七調」岡部隆志・工藤隆・西傑勉編『アジアの七

五調j大修館骨庖.2011に掲載し日本語訳した。

13) 小川靖彦『万葉集 隠された歴史のメッセージj角川選書.2010 

14) 佐佐木隆「世記法の発達(1)J r朝倉日本語講座 2 文字・書記j朝倉書応. 2005 

(付記)本論は「アジア辺境国家の歌表記ー中国雲南省ペ一族「山花碑」と万葉和歌の比較を通してー」と題

して. r日本文学J2011年 1月号に掲載されたものの一部である。
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4. 白族の表記文字「ペ一文」における声(音)あるいは歌

阿部隆志

1. 白族文化における声と文字の出会い

10数年前から.中国少数民族文化と日本古代文学の比較研究のための研究会を続けていた.4. 

5年前から雲南省白族の資料を読んでみようということになり.白族歌文化の貴重な資料である

「山花碑Jを解読することとなった。

「山花碑Jは白族の文化人が.漢字を利用して白語を表記するペ一文と呼ばれる表記法によって

書かれた歌(詩)である。南詔国の時代漢字を用いて白語の詩を表記したことがわかっている。従

って.ペ一文表記はかなり古い時代から試みられており.元代には広く用いられペ一文による歴史

書も書かれたらしい。が.結局.このペー文表記は，日本の漢字仮名交じり文の表記のように.白

語を表記する民族独自の表記文字として普及することはなかった。ただ，韻文の表記としてベ一文

表記は生き続けた。その一つの証拠が明代初期に石碑に刻まれたペ一文による詩「山花碑Jである。

そして，このペ一文による韻文表記は.現在でも白族の芸能者や歌手によって歌われ実演される

「大本曲Jr本子曲」という語り芸の文字表記に受け継がれているのである。

文字を持たない白族が漢字を利用して自民族の歌(詩)を表記したことは 文字を持たなかった

日本語が漢字を利用し工夫しながら独自の日本語表記を作り上げてきたことと同じである。従って，

ベ一文について調べることは，中国という漢字文化の周辺に位置した文字を持たない文化が，漢字

を借りながらどのようにして自民族の声の言語を表記していったかの具体的な様相を知ることへと

つながる。そこで「山花碑Jの次は，ペ一文で表記された「大本曲Jや「本子曲」の一つを細かく

読んで見ょうということとなった。そこで選ばれたのが，中国で広く知られている「梁山伯と祝英

台Jの物語であった。「梁山伯と祝英台Jはいわゆる梁祝伝説として中国各地に古くから伝承され

ている物語である。もともとは漢民族の伝承であると思われるが.白族もその伝承を取り入れ多少

のアレンジを加えながら白族の言語による歌曲物語として歌い伝えてきたのである。

調査の過程で.r梁山伯と祝英台」を伝承している白族の芸人や歌手にインタビューをし実際

に彼らが作製したり.また受け継いでいるテキスト(台本)を見せてもらい.声の芸能がどのよう

に文字化されているのか.その現場を見ることが出来た。そのことは.声の伝承をどのように文字

化しているのか.その声と文字の出会いの様相を具体的に見ることが出来たということであり.日

本の古代文学における声と文字の出会いを考えるうえでいろいろと参考になった。

例えば.当初.われわれは白族における声と文字の出会いを.白族という民族の大きな括りの範

囲で見てしまっていた。つまり.日本語を日本の国や日本民族といった大きな括りで見てしまうよ

うにである。だが.すぐにそういう括り方が間違いであることがわかってきた。同じ白語を話す地
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域でも方言差があり.歌文化も同じではない。そういった地域の違いによって.同じ「梁山伯と祝

英台Jの物語でも.その文字化の様相に違いが出るのである。このようなことは，実際に調査して

みないと見えてこない。民族という括り方は便利ではあるが.ある意味で怒意的であり.おおざっ

ぱすぎて地域の具体的な様相を見えなくしてしまう危うさを持つ。調査のなかで，白族の諸地域に

おいて声と文字とが出会う出会い方が違う.ということを知り得たことは，例えば. 日本古代文学

における声と文字の出会いにおいても.その出会い方が均一でなかったことを推測させるのである。

日本の古代文学の発生において.声と文字の出会いにつ川ての考察は欠かせないが.それを論じ

るほとんどの論が文字資料をもとにしている。声の資料などあるわけがないので.それは当然であ

るが，その結果として.文字によって書く.ということに文学の発生を見る見方がどうしても支配

的になる。むろん， r書く」ことに表現の価値の発生を求めることは.文学の本質の問題に届く議

論だとしても.声による表現が持つ意味についてほとんど論じられないままでいるのは.やはり.

日本の古代文学研究を不完全なものにしていると思わざるを符.ない。

当該研究が白族文化における声と文字の出会いを研究課題としたことは.白族文化の解読という

テーマの設定であると同時に. 日本の古代文学における声と文字の出会いの問題の考察を意図した

ということでもある。日本古代文学研究において決定的である声の資料の欠落は.少なくとも.現

在の.白族における声と文字の出会いの具体的様相の調査によって.ある程度補えると思われる。

むろん.その補い方にはそれなりの手続きが必要であろうが.白族における声の文字化資料は.日

本古代文学における声と文字の出会いを考察するための重要な資料となりえるはずである。

ぺ一語における声と文字との出会いの具体的な様相については当該研究の研究報告によってかな

り詳細に見ることができる。本稿では.当該研究報告を踏まえて.ぺ一文における声と文字との出

会いについて考えたいのだ‘が.そのてがかりとして.ペ一文における借詞，訓字，音仮名といった

表記の意味を考え.それらの表記が.声(音)あるいは歌を表記していかざるを得ないことについ

て論じていきたい。

2. r山花碑jについて

「山花碑jは，明代初期に白族の学者であり詩人である楊蹴が作った詩であり「詞記山花Jとい

う。この詩が石碑に刻まれ現在にまで残っており，その碑を「山花碑」と呼んでいるo illl花碑」

の特徴は，漢字を利用した白語表記によって書かれていることである。日本で言えば万葉仮名に近

い。そしてもう一つ注目すべきなのは，この詩が 当時の白族の.声で歌われていた歌謡の体裁で

作られているのではないか.という説のあることである。「山花碑」は.漢詩の定型スタイルでは

なく. 7' 7' 7.5の定型となっている。白族の多くの研究者は.この音数律は当時の白族の民間

歌謡の音数律であったろうと推測している。その推測によれば.明代初期の白族の人々が歌ってい

た声の歌のスタイルが楊舗によって記録されたということになる。「山花碑」のこの音数律は.現

在でも白族の人々が歌の掛け合い等で歌うときの音数律であり この音数律を白族調と呼んでいる。

ただ，この説には異論もある。
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当該研究の研究者である遠藤耕太郎は，民間の歌の音数律は現在は7・7・7・5だが.古い歌の

形式を残す西山地区の歌の形式が7・7.7・5でないこと，また 7音5音の音数律による詩の形式

は，中原王朝の南東に位置する周辺民族に古くから見られることなどから.当時民間のレベルで

7.7・7・5という決まった音数律は持っていなかったのではないか，むしろ.この音数律はI r南
詔文人が詞の流行の中で考案した南詔独自の歌の形式」であったとしている 1)。つまり.この音数

律は.南詔国当時の知識人たちが.国家を背景にした文化的アイデンティテイのーっとして生み出

した詩の形式であり その形式が継承されて「山花碑Jに残され.さらには白族調の歌の形式とし

て民間に降りていったのではないか.ということである。

7・7・7・5の音数律の発生については遠藤の推測が説得力を持つ。日本における万葉集の5・

7.7・5の音数律の成立はI 7世紀から 8世紀にかけての律令国家の成立を背景として.漢文化の

影響を受けた貴族や官人たちが，大和文化のアイデンティティ様式として確立していったものだと

する見方はすでに定着している。東アジアの一方の辺境で，日本と同じように.南詔国でも漢詩形

式ではない詩の形式への模索が行われていた，という推測は十分に成り立つだろう。

ただ，問題なのは，民間レベルにおける声の歌との相関である。例えば日本では.東歌は5・

7.5.7・7であるが.恐らくは大和文化の歌の形式であった音数律が東国にも伝わったものと考

えられる。つまり I 5.7・5・7.7の定型は，東国を含め広く民間レベルに流行していた声の歌の

形式であったものが中央の歌文化に影響を与えたということではなく.大和の貴族，官人たちの手

になる短歌の形式として民間にも伝わっていったということであろう。

同じことは白族の歌の音数律にも言えるだろう。その成立に南詔国の知識人たちもかかわったと

思われる 7・7・7・5形式の音数律は，やがて民間の中に浸透し，白族調の声の歌の音数律として

定着していったということである。ただ.問題はそれがいつの頃なのかということである。楊備が

「山花碑」を創作した明代初期にはすでに民間レベルの音数律としてあったのか，それともこの歌

形式が民間に降りるのはもっと後の時代なのか それはよくわかっていない。

ただ.仮にすでに明代初期に民間レベルでこの形式の歌があったとすれば，楊簡は声の歌の伝承

をかなり意識してそれを文字に記したのだと思われる。そうでないとすれば.つまりもっと後の時

代に民間レベルに浸透したものだとすれば.楊簡は.すでに詩の形式として知識人に継承されてい

たこの 7・7.7・5の詩形を.おそらくはこれも南詔国の時代に試みられた漢字を利用した白語記

述の方法(ベ一文)の伝統にのっとって「山花碑」を書いたということになる。遠藤は後者である

ととらえているが，そうだとして，楊舗が，声の歌をまったく意識していなかったかどうか.そこ

をどう評価するかが関われる。 7.7・7・5形式が当時の声の歌の様式だったと断定は出来ないに

しても.やはり，声の歌を楊蹴は意識せざるを得なかったのではないか。何故なら.白族文化は圧

倒的な声の文化のもとにあったはずだからである。

ベ一文で書かれた「山花碑」は.万葉仮名で書かれた万葉集がそうであるように.変体漢文で脅

かれている。そこには異国の文字を利用して，声の言語たる母国語を表記しようとする工夫の跡が

ある。この工夫は楊髄独自の工夫ではなく.先人たちの工夫の蓄積を楊舗が踏襲したと見るべきで
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あろう(むろん楊舗個人による工夫も一部にあると思われるが)。そのように考えれば.楊櫛が当

時の声の伝承としての歌を意識してそれをどう文字化するかという強い意識で「山花碑Jに取り組

んだ，と読み取ることは確かに妥当ではない。ただ，それが文字の歌の表記であれ， どうしても声

の歌は響いてきたはずだ。それを事後のものとする見方もあろうが，やはり，書くという行為に不

可分に働く力としてあったということを当該研究課題である「山花碑Jの解読に当たって留意して

おきたい。

3. r山花碑Jにおける声(音)

「山花碑Jから声と文字の出会いを読み取ることは出来るのだろうか。確かに 「山花碑j創作時

の現在的な出来事として.声と文字との出会いを期待することは出来ないだろう。ただ.かつてそ

の出会いによって作られたペ一文が. 日本の漢字仮名交じり文のような安定して誰もが使える表記

体系を獲得していれば.その出会いはすでに過去のものになっていたと言えようが.ペ一文がその

ような安定を獲得していたとは言えそうにない。現在の白族の研究者でも「山花碑jの読みや一部

の解釈に違いがあるのはその証左であるが特に ペ一文が現在.主に韻文(歌曲や劇の台本)の

表記に用いられ.いわゆる実用的な散文の表記に用いられていないことを考えれば，安定した文字

の表記体系を作り上げることをしなかった.もしくはできなかった. ということであろう。元の時

代にペ一文表記で歴史書が舎かれたが読みづらいので漢文で書き直されたと言われている。また.

仏教の布教にもぺ一文が用いられたとも言う 2)が.それらの散文表記の試みが白族社会に広がる

表記とはならなかったのである。

歌は様式性を持つ非日常的な表現であって，その表記が一般に通用しなくても許容されるところ

があるが，散文表記は.日常的な言語の用法として意味のレベルでの共通理解が求められる。つま

り.意味を伝達する表記として安定したものでなくてはならない。漢字がアルファベットのような

表音記号であれば それはそれで仮名文字のように徹底することで.安定した表記となるが.漢字

は.それ自体表意記号であると同時に表音記号でもあり得る。その表記記号としての複雑さの前で.

ペ一文は，意味を安定的に伝達できる表記体系を作れなかったということである。

一方で、. i大本曲Ji本子曲Jの表記において用いられるということは.少なくとも.その声

(音)の伝達においては有効であるとする認識があったからだと思える。「大本曲Ji本子曲」の表

記は，意味の理解も当然求められるとしても.何より音の再現が優先されたはずだからである。

ここで「山花碑」の表記法について見ていこう。「山花碑Jに用いられる漢字の用法の違いは次

のようなものである。漢字の意味と読みをそのまま用いる正統漢字(借詞).漢字の字形と字義を

利用し訓みはぺ一語の音で訓む漢字(司11字).漢字の字形と字音を用いてぺ一語の音を直接現す漢

字(音仮名).漢字の一部を作り替えて新しく創り出した文字(新字)にわけられる。これは基本

的に日本語の和文を漢字で表記する場合の用法の分け方と同じである。

「山花碑Jは520字の漢字及び変形漢字が使われている。この 520字のうち.圧倒的に多いのが.

漢字の音と意味をそのまま借りた正統漢字(借詞)である。徐琳・趨m諜『ペ一文《山花碑》釈
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読J(1980)の分類に従えば3) 借詞は 328字.実に 63パーセントである。次に多いのが訓字で

90字. 17パーセント.次が音仮名 49字で9パーセントである。

借詞が多いのは，白語が中国語と近い言語であるということがある。どちらも.単音節で成り立

つ言語であり. 日本語が漢字を訓で読む場合複数音節の音を用いるが.白語にはほとんどそのよう

なことがない。つまり.漢字一音を白語ー音の意味と音として利用できるということであかそれ

が全体の 63パーセントを占めるのであるから.白語と中国語の親近性がよくわかると言えよう。

ただ.現在の漢字の中国語的発音をそのまま白語の発音として受け入れたのかどうかはよくわから

ない。漢字の古い発音は現在の中国語の音と同じとは考えられないしまた白語の発音にも地域差

があったはずである。とすれば，現在の漢字や白語音の発音の基準で.借詞か訓字かの区別は出来

ない，という見方も当然出てくる。取材での聞き書きにおいて.白族の歌文化研究者段怜氏は.当

時の白語の発音がわからない以上.音読漢字と訓読漢字の区別はもちろん音仮名漢字との区別も不

可能であると述べている。

遠藤は上記の分類に従い「山花碑」を「漢字の表意性を音読み(及び訓読み)によって活かしな

がら.一部に表音的な音仮名を交える(音読み+音仮名書式)によって舎かれている」とし，また.

漢字の視覚的イメージも重視された詩的表現も見られることから.r読まれる」ことを意識した表

記であると述べている 4)。基本的には遠藤の分析の通りであろう。

予明挙は.ペ一文の表記は昔から今に至るまで.六.七十パーセントが直接漢字からの音・意味

を借用している「純借漢字」であり.その「純借漢字J.ここでいう借詞は 中国語に精通してい

なければわからないとも述べている。一方で.直接漢字を借りた「純借漢字Jでさえ白語の音位系

統に従って読むしかない，だからペ一文は「精読できないJのだと述べている九

「山花碑」は借字と訓字を併せると約80パーセントになる。その意味で言えば「山花碑Jは表意

的な漢字を利用した表記と言えるが， しかしそれは.中国語に精通していないとなかなか読めない

ということである。一方で.中国語に精通していても白語に精通していなくてはペ一文は読めない

ということでもある。つまり，結局は中国語に精通した白族の知識人にしか読めないのだと伊明挙

は述べているのだ。

繰り返すが.漢字は表意記号であると同時に表音記号にもなり得る。ペ一文はそれを同時にいか

して自民族の白語を表記しようとした。おそらく.中国の漢字を利用して自民族の表記文字を作ろ

うとした中国周辺に属する民族は，白族と同じ問題を抱えたであろう。日本もそうである。日本で

は.漢字仮名交じり文を創ったが.それは，漢字の表意性と表音性の両方を取り入れ.独自に発展

させた表記体系である。だが.白族は，誰にでも使えるというレベルでの安定した白語の表記体系

を作れなかった。漢字の表意性と表音性の両方を利用して独自の体系を持つ言語を表記するのは簡

単ではないのである。その困難さを克服してわかりやすい表記へと普遍化するよりも.中国語に精

通した白族の知識人レベルにわかる範囲での表記体系に留まってしまったのがぺ一文表記であると

言えようか。

見方を変えて.表記された言語は，厳密に(意味として正確に)読めなければならないというこ
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とを必須とすれば.ペ一文は中途半端な表記である。借詞が六.七十パーセントあるということは.

中国認である漢字の意味と音で自民族の白語表記のほとんどをまかないたいという発想があろう。

それは.それだけ近い言語であるということもあるが.一方で.それは漢字文化の内部で白語の表

記を可能にしようという，白語との間にある言語の差異そのものを暖味にして.その差異そのもの

の克服，別の言い方で言えば異なる文化的差異を飛び越える飛躍(困難に満ちた努力)を省略する

ことでもある。

伊I珂挙は，ペ一文が厳密に読めないのは，表記された漢字が借詞か，認11字か.音仮名漢字かその

使い分けにきちんとしたルールが見いだせないので判別出来ないことがあるからだとも述べている。

言い換えれば.借詞，訓字，音仮名を区別してその区別の上に立ったそれぞれの規則性に沿った組

み合わせによって独自の表記体系(日本の漢字仮名交じり文のように)を創らなかったということ

であるが.それは結局，両語の差異そのものを苦心して克服する表記言語創出の必要性にそれ程迫

られなかったということである。

川田l順造はかつてアフリカのモシ族文化を紹介し.その際モシ族のような文字を持たない社会を

「無文字社会jと名付けたが，そのことを反省しむしろ「文字を必要としなかった社会Jと呼ぶ

べきで.その方が「これらの社会における.豊かな音や身体の図像における伝え合いの実態を表す

のにふさわしい」と述べている 6)。このことは白族のペ一文についても言えることであろう。安定

した文字の表記体系を作らなかったのは.それを作る必要がなかったからだ. ということである。

白族の知識人はだいたいは漢文を書くことが出来，また読めたわけであるから.厳密な意味を求

める文章が必要なら漢文でよかったのである。つまり.白族の社会は，厳密な意味を求めるほどの

「文字を必要としなかったJ社会なのである。

日本では.漢字を用いた日本語表記は.歌の表記だけではなく.多量の木簡出土でよくわかるよ

うに律令国家を支える文字としても機能していた。 歌の表記から税の記録等までその用途は広範で

あった。だからこそ表意性がより重視され.漢字が日本語の表意文字に変換されて日本語文を形成

するようになったのである。

白族は.元代以降中国王朝の支配を受け.行政的には中国官人の支配のもとにあった。従って.

公的に使用される文字.あるいは実用性を持った文字は漢文であり.日常言語もまた中国語が浸透

しつつあった。ペ一文が白族社会を広範な実用性によって支える機能を持たなかったのは.そのよ

うな歴史を背景としているからであり それは.ペ一文が安定した表記法にならなかった理由でも

ある。

自民族の言語の文字表記を，国家の運営.政治支配. もしくは社会生活上の実用性において「必

要jとすれば.当然，漢字を支配言語としている中国王朝による他民族への政治支配方針に抵触す

る。 漢字は意味の優位性を特徴とする文字表記であることによって，多言語的な中国諸国家もしく

は諸民族を統合する働きを持っていた。その漢字による支配聞に組み込まれている白族が.独自の

意味性優位の文字言語を作ることは.公的にはまず無理であったろうと恩われる。

また.実際.被支配文字である漢字を利用して自民族の文字表記を作れば.漢字の意味性を重視
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する表記になればなるほど.それなら漢文表記にすればいいということになり.ペ一文はそういっ

たジレンマを抱え込んだ文字表記なのである。

が.それなら，何故ペ一文は作られ続けているのか。それは.やはり.声(音)の問題.つまり

声(音)を表記する必要性を感じていたからだと思われる。意味を重視した表記を追求すればする

ほど.表記の「必要性」をなくしていくというジレンマの中で，表記が「必要」とされたとすれば，

それは「意味Jによっては表し得ない何かを表記する，というところへ向かうのはある意味で必然

ではなかったか。

その意味でペ一文は散文表記ではなく韻文表記に向かうしか無かったのだと思われるが.それは.

詩的な表現に向いていた.ということではないだろう。詩的表現価値もまた漢字支配による意味の

優位性の側に属しているからだ。白語を漢字で表記しようとした知識人が.漢字の意味性にとらわ

れまいとすれば，白族の豊かな歌(声)文化に向かわざるを得ないだろう。意識的とは言えないに

しても. ?英語による支配に屈せず，自分たちの文字のない言語を文字で表記したいという欲望に方

向を付けようとすれば，それは，やはり声(音)があらわし得る何かに向かうしかないということ

である。

ペー文の背景にはやはり豊かな歌(声)の文化がある。その豊かな歌の文化に漢字文化が接して

いるという白族の状況そのものが，それほど「文字を必要としていないJにもかかわらず，声

(音)を文字表記するきっかけがいつ起きてもおかしくないように準備していたということである。

「山花碑Jを表音という観点から見ると.r純借漢字」たる借詞は，白語の発音を引き出す。音仮

名は白語の音を優先した表記である。問題は訓字だが，一般的には訓字はその音より字義を優先し

たものである。ただ，ペ一文の場合.訓読みの漢字は日本語と違いー字ー音(例外がないわけでは

ないが)で対応している。そして.訓読みであるとする判断は，字義を優先した場合.その漢字の

発音とその字義にあたる現在の白語の発音とが違うということを根拠としている。が.すでに述べ

たように.実は当時の白語の発音は漢字の古音に類似するといわれている。とすれば.漢字の字義

とその音の読みが違うという判断は不可能で，結局.借詞と訓字の判別が難しい。ただこうは言え

る。借詞でも.字義と音は同時に了解される。訓字であっても.字義と白語の音はそれほどの時間

差なく再現される。何故なら.基本的に一字に一音対応だからだ。日本であれば，訓は漢字一字に

対して複数の音節が対応することが多く.その訓みも一定するわけではない。つまり，ペ一文の訓

字もまた表音性を失っていないということである。

このように考えていけば.ペ一文は，表意漢字を多く使用しつつも，定型音数律の歌(声)表記

を可能にする表音記号的な性格もまた持つ，ということである。むろん.だから.歌表記を意識し

ているとは言えないにしても.そのことは，少なくとも.ベ一文が白族の中で消えないで残りつづ

けている一つの理由であるように思われる。

「山花碑」の表記には.遠藤が指摘するように視覚的に意味が理解出来るような表意性の工夫が

かなりある。楊蹴による，漢詩を白認の詩として作ろうとする試みの結果である。一方で.白話の

表音性はしっかりと確保されていると思われる。このことは，楊舗が表音性を意識したからだとい
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うより.ペ一文そのものが，白語の歌(声)の表記に向かう必然を抱え込んでいることのあらわれ.

として理解するべきだろう。楊髄は.漢詩の向こうを張って白族の詩を創作しようと試みた。が.

その詩が漢詩の水準に近づけば.漢詩による漢詩で詩をかけばいいというジレンマにとらわれる。

ぺ一文がそういったジレンマを回避すべく歌(声)に向かう必然を抱え込んでいたとすれば. i山

花碑Jもまたそういった必然を抱えていなかったか。ここではそれを具体的に論証することは出来

ないが.その可能性を指摘しておきたい。そして. i山花碑」には，おそらくは，文字を持たない

白語と漢字との出会い以来の声(音)の働きが.楊蹴自身の身体にも刻まれているはずであって.

それが「山花碑Jの表記にあらわれているはずだと，思っている。

4. r大本曲Jr本子曲jの表記における音仮名

現在でも，白族の人々に親しまれている「大本曲Ji本子曲Jの表記は.その表記に表現として

の価値を求めるためのものではなく，むしろ.声で謡われる曲の記録.備忘録であり.また，それ

らの曲を広く共有するためのものである。従って，詩としての表現的な美を実現しようとした「山

花碑Jとは違って.実用的な表記と言ってよい。また.表記者も.知識人が関与する場合もあるが

実際の歌い手が記す場合が多い。歌い手は特に教義人と呼ばれる知識人ではないが.中国語も話す

し中国語の読み書きもある程度出来る人たちである。

ペ一文は.表音性が確保されていて，歌(声)表記に向かう必然を抱え込んでいると述べてきた

が，その必然、を，現実化したのがまさに「大本曲Ji本子曲jの表記であると言える。

「大本曲Ji本子曲jの性格，あるいはその由来について.また表記の実際については，当該研究

報告書に詳しくかかれているので参照されたい。ここで注目しておきたいことは. i山花碑」の表

記に比べて.音仮名の割合が圧倒的に多くなっているということである。

これは.ペ一文表記が陥っていた表意漢字を多く利用すればするほど表記の必然性を失っていく

というジレンマから脱しているということである。つまり.音仮名を中心に表記することで.漢字

の表意性に縛られることがそれほどなくなった。言い換えれば.漢字支配から少しばかり自由にな

れたということだ。一方.それは.漢字の意味と音の両方を利用する借詞のような面倒な漢字利用

からも自由になることである。

だとするなら.ペ一文は何故最初から音仮名中心ではなかったのかという疑問が湧くが，これは

日本の文字表記とも共通するように.表意性の強い漢字を利用して自民族の無文字言語を表記する

場合.最初から音仮名のような表音文字として漢字を利用するのは無理があるからである。漢字の

表意性をいかしながら表音漢字も使うといったところから漢字利用の工夫は始まった。そのあらわ

れが.ペ一文における借詞の多さであり また日本の和文における訓字の多さであろう。そういっ

た工夫の中で.やがて音仮名中心表記の役どころが見出されたということだ。それが，ペ一文の場

合「大本曲Ji本子曲Jだ‘ったのである。

借詞や語11字の表記は漢字の表意性も確保されねばならず，その意味では音仮名よりは高度な漢字

の知識が必要となる。音仮名はとりあえず白語の発音に変換されるその漢字の音の読みさえ出来れ
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ばいいのである。従って.中国語に精通した白族の知識人レベルではなくても.ある程度の漢字の

知識を持つ白族の人であれば.音仮名中心のペ一文であれば使いこなせる。「大本曲Jr本子曲Jを

表記する人たちは多くは芸人や歌い手であり，楊舗のような知識人ではなかった。詩的に表現する

必要もなく.記録するという実用性を重視する表記であったため，音仮名は当然多くなったという

ことである。

借詞あるいは訓字と音仮名との違いを述べたが.その違いは.r大本曲Jr本子曲jとの問の違い

としてもまた指摘出来る。

「大本曲」は.かつて都があった湾海周辺の，人口も多く開けた地域で流通しているが.一方

「本子曲」は地方のやや閉ざされた地域である剣川で盛んである。調査によってわかったことは.

白族社会でも白族の文化的中心とも言える湾海地域の音仮名の割合と地方の剣川での音仮名の割合

に違いがあり.剣川地域の「本子曲Jの音仮名の割合が圧倒的に高いのである 7)。

このことは.剣川よりは，開けたi耳海周辺の方がリテラシ一能力の高い人たちが多く，その人た

ちがペ一文表記に関わっているから，ととりああえずは言えるのだが.実は.このことは.何故表

記するのか. という問題にかかわっている。

「大本曲Jr本子曲」の歌い手は，曲目をすでに声として覚えている。曲を覚えるにも声で聞いて

覚えるのであって脅かれた台本を読んで覚えるのではない。従って 表記された台本がなければ歌

えないということはない。その表記の目的が，詩的な文字表現を目的としたものではなく.実用的

なものであることはすでに述べたが.r大本曲Jを伝える芸人に取材したところでは.表記するこ

との意義とは.伝承すること.そして，地域を越えて「大本曲Jを共有していくこと.ということ

であった。

現存する「大本曲Jr本子曲jの表記テキスト諸本の成立はそれほど古くはない。ほとんどは中

国国家が成立した革命以降である。むろん，遡れば清代に表記されたテキストもあるが.ほとんど

は近代以降に集中している。そのことは.近代化による社会の変化によって.声によって継承され

ていたこれら歌曲の伝承に不安が生じ始めたこと，また，教育の普及によって漢字の読める白族の

人たちが増え.漢字表記によるテキストの実用性の度合いが高まってきたこと.そして.伝統継承

への危機意識とともに.歌曲を白族社会でより広く共有しようとする意識が高まってきたこと.が

あげられるだろう。

以上のような気運を背景に，白族の文化遺産とも言える「大本曲Jr本子曲Jを.白族内に広く

普及したいとする意識をより多く持つかどうかの違いが.白族地域内での音仮名の割合の違いに結

びついている.ということなのだ。調査による聞き書きでは.剣川より訓字の多い河海周辺地域で.

何故訪日字を使うのかと聞いたところ.白族の地域では方言が多く音仮名では意味が伝わらないこと

が生じるから.という答えが返ってきた。つまり，剣川より訓字を多く用いる洞海周辺では.r大
本!UJJを表記する理由に，地域を越えて普及させたいという思いがあることがわかる。これは.あ

る意味では普遍性への欲求であり，声を文字化するということの原理的な要請だと言える。

だが.剣川の「本子曲Jの歌い手たちには.地域を越えて普及させたいという意識は見られなか
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ったD あくまでも記録を重視した実用的なものであった。つまり.剣川という地域内での表音を優

先する表記であって，その白語の声(音)から意味が分かるならばそれでいい というのが剣川地

域での表記の考え方なのである。

特に興味深いのは.剣川地域では「本子rtlJJを問答で演ずる場合があることである。「大本曲J

も「本子曲jも，本来，叙事的な物語の諮り芸であるから.基本は一人の朗唱者によって語られあ

るいは謡われる。が.それを二人の歌い手が問答で掛け合うスタイルで演じるのは.剣川独特のス

タイルであり. 1.耳海周辺には見られない。これは.r本子曲」が.掛け合い歌の歌詞にもなり得る.

という受け入れ方をしているからだと思われる。例えば.r本子曲Jの一部が.剣川で行われる歌

垣での掛け合い歌のなかに取り入れらて歌われている 8)。物語歌としてばかりでなく.男女の掛け

合い歌に転用がきく，という剣川の「本子曲」受容のありかたは.即興性を重視した行情的な歌の

世界にかなり引き寄せようとする意識があるとみていい。そのことが，剣川地区における音仮名の

多さの一つの理由になっていると考えられるのである。

剣川の「本子曲Jの表記は.地域を越えた普遍性をあえて意識したものになっていない。 時に問

答態として歌われる形式をとることは，その表記は声(音)の再現がかなり重視されている. とい

うことである。問答は.言わば歌による会話である。「本子曲」を問答で演じるのは.登場人物の

会話で物語をすすめていく.ということになる。従って 自ずと物語によっては問答態で演じ易い

ものと演じにくいものとに分けられる。当該研究の研究対象になった「梁山伯と祝英台Jは問答態

では演じられない。その理由を聞くと.登場人物が多いので問答ですすめるには無理があるという

ことであった。理想的なのは一組の男女の登場人物によってストーリーが展開する場合である。

このように.会話的な表現に併せて.その表記が声(音)を重視する音仮名中心になっていくこ

とは自然なことである。

ただ.この剣川の例を 声と文字とが始めて出会ったような初期的段階のモデルとしてとらえる

ことは適切で、はないだろう。楊蹴のような.中国語に精通した白族の知識人によるペ一文表記の工

夫の歴史があって.その歴史の上で、可能になった表記であると考えるべきである。が.そうであっ

たとしても.声の伝承文化の担い手である剣川の歌い手が音仮名表記を選択したことは.彼らがや

や閉じられた地域に居住していること また.声(音)への依存度の高い文化を持つこと.による

ということである。このような表記法選択の具体相を事例として確認出来た意義は大きい。

日本で音仮名表記の具体例は.記紀における歌謡の表記や.万葉仮名における非略体歌の表記例

である。それらを通して見えてくるのは.例えば.音仮名が多いか少ないかの問題を.表記を通し

て文学的価値を表すかどうかの違いといったことで.それらの表記がどのような社会的条件のもと

で成立したかの，具体相はなかなか見えてこない。

が.当該研究によって.実際に.地域による社会的文化的条件の遠いが.音仮名表記の多少にか

かわるという事例を知り得たことは. 日本の文字表記に対する考察の幅をより広げると思われる。
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5. 中国古代の文字と『詩』一一ペ一文表記法の事例を通じて

富田美智江

はじめに

中国の文字の歴史は古い。ところが草創期においては文字の使用は非常に限定的であったため.

どの段階で声による伝承が文字による伝承に取って代わられたか明確にしがたい。あらゆる文字記

録の中で最も声による伝承が最後まで重視されたのは，中国最古の詩集『詩jだろう。戦国時代に

はすでに相当なレベルまで f詩jは文字化されていたことは明らかだが.声による伝承と文字によ

る伝承の並存と移行の段階を考えた時.春秋から戦国秦漢にかけての f詩jはどういった状況のも

とにあったのだろうか。『詩Jの伝承と文字の関係を.現代の中国少数民族の一つペ一族の漢字を

利用した自言語表記法の事例を通じて考察することが本稿の目的である。

1.中国古代の文字一ーその共通話としての機能

中国の文字の歴史は.股代(前 13~前 11 世紀)の甲骨文字に始まる。甲骨文字より早い時期の

ものと思われる墨書された文字や.丁公陶片のように甲骨文字とは別系統の文字らしきものもある

にはあるが，ある程度の資料数があり 系統立てて論じることができるものは，現時点では甲骨文

字である。

甲骨文字とはその名の通り，亀の甲羅や牛の肩甲骨などに刻まれた文字である。段代では.雨が

降るか.収穫が多いかといったことや，出かけるのによいか.敵を討つのによいか.祭杷に用いる

犠牲はなにをいかほどかなどの政治判断から日常生活にいたるあらゆる吉凶が王によって占われた。

その占いに使われたのが甲羅や動物の骨であり.その占いの内容や結果をそこに刻み記したものが

甲骨文字である。

占いの主体者は股王であり，甲骨文字を刻んだのは貞人と呼ばれる人々だった。段代では祭杷は

段王に集約されており.それこそが段王の権力の源でもあった。祭杷権を独占した段王は，その祭

犯を記録するために用いられた文字も独占していた。

その段を倒したのが周(西周:前 11~前 8 世紀)である。段の中心が今の河南省北部であるの

に対し周は今の陳西省の辺りを本拠としていた。つまり周は段よりだいぶ西よりの人間集団によ

る国家ということになる。段を倒した周は 股の文字技術をほぼそのまま踏襲した。段のように甲

骨に刻むということは少なくなったが.代わりに青銅器に銘文を鋳込み.それらを諸侯に下賜する

ようになった。

段と周の使用言語が全く同じであったとは.両者の距離からいっても考えにくい。しかし青銅器

などに鋳込まれた周代の金文は，明らかに般の甲骨文字の系譜をヲ|いている。当時の文は多少の言
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語の違いは超越する文章語であったといえよう。先に.段代では文字は祭記とともに王権の象徴で

あり.段玉が独占していたといったが.実は段を倒す前の周から周原甲骨と呼ばれる文字が出てい

る。そこに書かれた文字はかなり小さいものの，段嘘等で見つかっている甲骨文字とほぼ同じであ

る。ただその中には段の先王である成唐(湯玉)らの祭杷について問うものがあるなど.果たして

周が独自に段の甲骨文字を学ぼうとしたのか.股に服属していた周に股から貞人が派遣されたのか

現時点では判断しかねるが，段末期にはわずかなりとも文字が流出していたということはいえよう。

専ら占辞に用いられ，基本的に段玉に独占されていた甲骨文字とは異なり，周では銘文が鋳込ま

れた青銅器が盛んに封建諸侯たちに下賜された。西周時代の青銅器銘文を西周金文というが.西周

後期になると長文のものも増え.現存する青銅器の中で最長の銘文をほこる毛公鼎の字数は 500字

近い。こうした流れを受ければ，当然、の結果として文字に触れる層は広がりをみせる。周王室も段

に倣い，文字や青銅器の製造技術を独占しようとはしていたが. しだいに諸候の中には自ら青銅器

を鋳造し文字を鋳込もうとする者が現れてくる白だが彼ら.が用いた文字は.周王室が使用するも

のの範時を出るものではなかった。文字文化圏は広がりを見せ始めたものの.依然統一は守られて

いたのである。

周王室の権戚が弱まり諸侯が台頭した春秋時代(前8-前5世紀)に入ると文字文化はますます

の広がりを見せる。山西省の侯馬で発見された候馬盟書は.春秋末期に晋の越氏を中心に会盟した

卿大夫たちによる誓約文で，それは石片や玉片に朱書きされていた。春秋時代までの出土資料は青

銅器銘文やこうした盟書など祭杷性の強いものがほとんどで.史家が書き残した記録というような

ものが出土した例はほとんどないが，それでもそれらは残されていないだけで，それぞれの国で時

事の記録と集約はなされていたのだろう。孔子が著したとされる魯の編年体の歴史書『春秋jは.

そうした記録が編纂し直されたものと考えられている。春秋時代の説話を豊富に含んだ『春秋左氏

伝jに載っている，殺されても殺されても「崖符，其の君を試す」と君主殺害の事実を記載し続け

た大史兄弟の話は，そうした歴史記録の習慣が存在したことを物語っている。

戦国時代(前5世紀~前221年)に入ると，近年大量の竹簡類が毎年のように発見・報告されて

いるように，急激に文字記録の資料が増加する。その内容は.法令集. r老子Jなどの諸子百家の

書. r尚書jに類するような歴史書から.日常の占いに用いたと思われる白書など多種多彩である。

竹簡が朽ちずに残るための環境的な要因も影響して.出土する竹簡は南方の長江流域を中心とする.

かつて楚と呼ばれた地域のものが大半だが.楚以外の地域にも同程度.あるいはそれ以上の文字文

化が広がか成熟を見せていたことは疑いなし、。

この時代.文字文化がごく一部の上位為政者階級から.かなり下の階層にまで降りてきたことは

確かである。少なくとも行政の伝達に文字は必須の道具となっており.下級官吏クラスもある程度

の文字の習得を必要としたことだろう。そして文字文化の拡大は文字の地方差も生んだ。秦と，秦

以外の楚を含む東方六国の字体の違いは相当なレベルまで進んでいる。秦の始皇帝の統ーによって

秦が使用していた築書に文字が統ーされるまで.複数の国が並存していた戦国時代の文字教育は国

ごとに違っていたのだろう。ちなみに平勢隆郎は，春秋末期の候馬盟書の段階ですでに各国で独自

- 256ー



共立女子大学総合文化研究所紀要 第19号 (3-2) (2013) 

の文字教育が行われていたことが.候馬盟舎の辞句表現や用字の差異からわかると指摘している 1)。

しかし字体の変化はあっても.文章レベルではどの地域のものもさほどの差は見られない。段の甲

骨文字から発展した文章語は.大小の言語差が存在していたであろう各地域において依然として共

通語としての役割を果たし続けていたのである。

さて，段代に文字を管轄していたのは貞人集団だ、ったが，西周時代に文字を専門に扱っていたの

は「史Jと呼ばれる人々だった。史はただ文字を扱い記録するだけでなく.祭杷で周王を補佐した

り.冊命儀礼の際に周王に代わって命書を読み上げるなど.重要な地位にある人々だ.った。段王朝

ほどの祭紀国家でないとはいえ.西周時代も祭杷は依然重要なファクターであり.史と並んで祭記

で重要な役割を果たす「祝J.祭杷に欠かせない音楽を掌る印刷は.いずれも高い地位にあった

と考えられる。ところが政治に占める祭犯の重要性が低下すると同時に こうした人々の地位も低

下していj 春秋戦国時代には特殊技能を持つー職能者へと転落していく。

2.音の伝承と『詩jの盛衰

文字が発達したとはいえ.文字を伝達媒体とする一方で声による伝承も存在し続けたはずである。

現に前漢初期の邑后期(前2世紀前半)の法令として名高い.湖北省の張家山漢墓から出土した漢

筒 f二年律令jの史律によると.r能く五千字以上風書せしもの.乃ち史と為るを得Jとあるのに

対し祝は「能く七千言以上諭せし者乃ち祝と為るを得」となっている 2)0r風」は「菰Jに通

じ.読み上げるという意味になる。つまり史は五千字以上読み書きできることが求められていた。

五千字といえば，後漢の許慎によって著された中国最初の字書『説文解字Jに収められた字のおよ

そ半数である。対して祝の条件は「七千言」以上目前Jすることのできる者である。印刷には

「調jと同じく文字で表されたものを読み上げる意もあるが.史と対比させればここはただ読み上

げると解釈するのではなく 抑揚ないしはある種の節をつけて唱える.あるいはそらんじる意とす

る方がいいだろう。文字文化がかなりのレベルで成熟した漢代にあっても.声が重んじられる場は

存続していたのである。

史や祝と並んで，過去の事例をよく知る見識深い賢者として尊ばれたのが楽師である。先述のよ

うに春秋時代にはその地位は著しく低下してはいたが.それでも『春秋左氏伝jなどでは晋の師噴

などの楽師が時には国君を諌めることもある賢者として登場する。楽師が歴史を熟知していたのは.

神話伝説から歴史に至る過去の記憶が，文字だけではなく歌も媒体として語り継がれていたからだ

ろう。ところで中国古代では楽師たちは一般に視覚不自由者だった。となれば当然文字による伝承

は望めず.声と耳を頼りとした伝承が数百年に渡って続いたと考えられる。

儒教の中核的経舎である五経の一つ『詩経jは.もともとただ f詩j とのみ称されてきた。

f詩jは現在約三百篇余りだが. r史記j孔子世家によると.もともと三千余篇あった詩を孔子が剛

定して三百五篇にしたのだという。この頃のものはたいてい孔子に結びつけてその成立が語られて

いるので. r詩jが本当に孔子の手によるのか否かは論じがたいが.孔子の活躍した春秋末期に.

それまで流伝していた古い詩がある程度まとめられたのは確かだろう。だが一度で完全に今の形に
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なったのではないことは，戦国時代の文献や出土資料に今の『詩jにはない詩が『詩jとして引用

されていること，それどころか前漢の武帝(在位前 141-前87年)の詔にさえ今の『詩jにはな

い逸詩が見えることから， しばらくは若干の入れ替えがあったことが予想される。おそらく『詩j

が確定したのは.漢の武帝が儒学を国学と定め.五経博士が立てられて後のことだろう。

さて f詩jも詩歌であり楽の一種であるから，その主たる伝承の担い手は楽師だっただろうし.

f詩jには祭犯に強く関わると思われる詩も多く含まれることもそれを裏づける。ところが『春秋

左氏伝jには.特に春秋の中後期にかけて.主に外交の場で『詩jを用いて歌を掛けあう賦詩場面

が散見する。異なる地域の人々が集う場の歌に古詩である『詩jが好んで用いられた背景には，単

に f詩jが古典として権威があったというだけでなく，言語に差異がある人々にとって『詩jが共

通語的な役割jを果たしていたのではないかというのは，以前拙稿で指摘した通りである 3)。

春秋時代には『詩jは楽師から卿大夫階級にまで教養として広まっていた。しかし孔子の時代に

は逆に f詩jは衰退しかけていた。『春秋左氏伝jでも，先述の賦詩場面は魯の喪公昭公年間をピ

ークに減少し孔子の時代の定公哀公時代になるとほとんど見られなくなる。孔子はそうした状況

を憂い. r詩jを重んじる発言を繰り返したことが『論語jにも載っている。そのために『詩jは

重要な経書として後世に残ることができたわけで.そういう意味では孔子は f詩jを中興させた功

労者ともいえるだろう。だが，それ以降の『詩jは古典として詩句を引用されるのみで.春秋時代

のように歌われる場面は戦国時代以降記録されていなし」

f詩jの衰退には社会的要因もあるが. r詩jが文字だけでなく音声による伝承を必要としたとい

う点も大きな原因のーっと考えられよう。文字であれば，文章語として口語と別個に確立していれ

ば，多少言葉が異なる地域でも共通語として通用するが.声に出して発音しなければならない

『詩jの伝承は，文字一つ一つの発音が全地域で全く同じでもない限り，文字のみによる伝承は不

可能といっていい。『論語j述而筋には「子の雅言する所は，詩・啓・執礼.皆な雅言すJとあり.

この「雅言Jとは標準語のことと考えられている。この時代の標準語とは周の都のある畿内の発音

を指すと思われるが.孔子がわざわざ『詩Jr書jに限って「雅言」したということは.他は「雅

言」以外の.おそらく孔子の地元である魯方言を使っていたということであり.さらにいえば.孔

子のこうした行動が特筆されるということは.他の人々は思い思いに自分の方言で読んでいたとい

うことを意味している。

孔子以前も『詩jは卿大夫の教養であったことは先に述べた通りであり. r国語j楚語には.太

子に教えるべきもののーっとして『詩jが挙げられている。そうした中で ただ意味さえ伝われば

よいものたちとは異なり.その音も正確に伝える必要がある『詩jを.それでも文字化しようとす

る動きはあったはずである。それがー箇所で起こったのであればまだしも，あちらこちらでその動

きがあった場合.いったいどのような現象が起こりえたであろうか。それについて考える前に.ま

ず現代の中国少数民族ペ一族の声の文化とその文字化の現状について見てみたい。
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3.ぺ一文表記法の現状

ペ一族は雲南省の大理ペ一族自治州を中心に居住する民族で. 2000年の人口調査によればその

数およそ 185 万人である。大理の湾海周辺には，唐の時代には南詔 (8 世紀半~902 年).宋の頃に

は大理図 (938~1253 年)があり，元の侵攻によって大理国が滅んだ後は明に支配されるところと

なり.そのまま現在では中国の 55ある少数民族のーとなっている。

ペ一族は固有の文字をもたないとされてきた。少なくとも.周辺の少数民族のイ族やナシ族ほど

特徴的な文字は持っていない。しかし彼らも漢字を利用して，あるいは漢字を改変創作して自らの

言語ペ一語を.特に歌などの声による文化を，ペ一族独自の表記法であるべ一文で記録してきたこ

とが近年徐々に明らかになってきた。

ペ一族は中国の少数民族の中でも漢化の進んだ民族であり.その言語のおよそ 6-7割が漢語由

来の言葉とされている。とはいえべ一語を表すのに.異民族の言語である漢語を表すために発達し

た漢字漢文をそのまま用いるのは難しい。しかも意味だけでなくその発音も重視されている場合は

なおさらである。早くから漢文化に親しんできたペ一族は 意味だけであれば文章詩で.すなわち

漢文を書くことができた。南詔を構成した民族がペ一族先民といえるかどうかは定かではないが 4)

南詔と唐との抗争の顛末.及び時の南詔王閤羅鳳の事績称揚を中心的内容とするいわゆる南詔徳化

碑も，文を書いたのが中国からの帰化人であるとはいえ.完全な漢文で記されている。そんなペ一

族でも.音を正確に残す必要のある詩歌の類の記述には漢文をそのまま用いることはせず.漢字を

漢文の枠から離して独自に表記する方法を編み出した。明代の詩人楊備の「詞記山花.詠蒼j耳境J

(いわゆる山花碑)もそうしたペ一文表記が使われた詩であり.現在でも大本曲や本子曲といった

語り芸(いわゆるペー曲)の台本の記述などに利用されている。

i英語由来の語が多いとはいえ.ペ一語はj英語とは異なる発音をするものも少なくない。漢語と同

じ発音であれば，漢字をj英語と同じように用いるし.i英語と違う発音であっても.漢字を見て迷わ

ずペ一語で発音できるようであればやはりi英語と同じ使い方で漢字を用いる。本研究では前者を借

詞(借字).後者を訓字と呼ぶことにした。日本式にいえば前者は音読み.後者は訓読みに該当す

るわけだが.この区別は非常に難しい。声調がわずかに違うだけでも.ペ一族にとっては「これは

i英語読みJrこれはペ一語読み」と区別されている場合があるからである。借詞と訓字の別はペ一

族に聞くよりないわけだが，ペ一語自体の言語研究がそこまで進んでないという現状があり.人や

地域によって発音や解釈が異なるのではと疑われるケースもままある。またペ一語はi英語由来のも

のが多いわけだが，流入した時期が古いj英語はペ一語に溶け込み.現在ではべ一語として人々に認

識されているものも相当数あると考えられる。流入時期による発音の違いは日本語でいう漢音と呉

音のようなものといえるかもしれないが，日本では漢音も呉音も等しく音読みとされているのに対

し，ペ一族の人が考える「借詞Jとはあくまで「現代j英語の発音」で読む字のことであり. i古代

漢語の発音」で読む字も全て「訓字jに含まれてしまう。つまり日本語でいうところの「音読み」

は.ペ一語式にいえば本当は「訓字jの一部なのであるo 将来的には訓字を，日本語でいうところ
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の「音読みJと「訓読みJ.すなわちi英語由来の語とペ一族独自の語とに分けたいところだが.先

に述べた通りペ一語研究が進んでいない現在ではそれらを区別することはほぼ不可能であり. i英語

圏と地続きのため日本語と違って不断に漢語の影響を受けてきたペ一語が.果たして日本語と同じ

ように音読み訓読みを分けることができるかどうかも現時点では不明であるロ

j英語とは違う発音で.かつ漢字を見ただけではなんと発音してよいか迷うようなものは，漢字の

音のみを利用して l語 1音でペ一語の音を表すという手法がとられる。これを本研究では音仮名と

呼んでいる。 漢字の意味は無視し音のみを利用するこの方法は，日本の万葉仮名に匹敵する。その

他.漢字の偏や穿を多少改変してペ一語独自の字を作ったり(自造字).漢字そのものは漢語に存

在するが.意味も音も全く違えてペ一語独自に用いたりする例もあるが(特定意義字).全体とし

て数はそう多くない。

ペ一語独自の語を音仮名ではなく訓字を用いて表す場合，この漢字はペ一語のこの語にあたると

いう共通認識がある程度なければ文を共有することはできない。それはペ一語に限ったことではな

く.漢字文化を受容した周縁諸民族に等しく起こる問題であり.当然、かつて日本語にも起った問題

だろう。また音仮名も 個々が好き勝手に当て字しても.その漢字が示す発音さえ正しければ音は

伝わるが，それでも音仮名表記法の乱立は読み手の混乱を招く。音仮名を使うにしても.頻出の語

にはこの音仮名を使うとある程度定まっていた方が使はよい。中央集権的な存在が文字表記法と標

準的発音を定め，それを一元的に広めることもあれば.自然発生的に複数乱立した表記法が時間と

ともに次第に集約されていくこともあろう。では現在のペ一文はというと.まだ地域ごとに表記法

が乱立している状態で，決して無秩序ではないが集約されているともいいがたい。集約しようとい

う一部知識人の動きが出始めた段階といえようか。

論者は 2011年に大理地方と剣川地方のペー曲調査を行った。大理は南詔や大理国が都を置いた

地であり.ペ一族の中でも特に漢化の進んだ地方でもある。そのため大理の人々は大理方言をペ一

語の中でも洗練された雅な言語であると思い.一方剣川の人々は大理方言は漢詩かぶれしたペ一語

であり.剣川方言こそペ一語本来の姿をよく残していると自負している。その是非はともかく.互

いが互いに「向こうとは違うJと思うほどベ一語内でも地方差があるのである。実際にその文字表

記法をそれぞれ見てみると，大理地方の大本曲の台本と剣川地方のある歌の文字化の音仮名使用率

には大きな違いがある。 r中国白族白文文献釈読j所収の大本曲「梁山伯与祝英台」中集第二幕の

音仮名率を調べてみると約 30%にとどまるのに対し剣川の蘇貴が書写した「月里桂花Jの音仮

名率は優に 8割を超える 5)0 r梁山伯与祝英台Jは漢族から流入した説話であり.r月里桂花Jの方

はペ一族歌謡であるとはいっても.相当な差である。

「月里桂花」のみの表記法を見てみてもそれは決して一定ではない。 f剣川県芸文志j所収の「月

旦桂花Jは張明徳から採集したものなのだが.聞いてみると辞貴もまたこの歌を張明徳の手書き本

から写したという。ところが両者の表記法は全くといっていいほど異なっているo その第一句を例

として見てみよう。発音の参考として，現代漢語のピンインを上に振った。
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剣川県芸文志:

剣川県芸文志によると.意味は「三月布谷叫声声(三月カッコウがセイセイと鳴く )Jである。

ペ一語は陽転陰といって漢語の発音語尾の rnJや rngJが消えることが多い。それを踏まえた上

で両者の発音を見てみると. r三J以外漢字は全て違うが.発音はだいたい同じになるだろうこと

が見て取れる。

「月里桂花Jは即興の歌の掛け合いの際にもその詩句が利用されるほど人口に脂炎した歌である。

その歌の表記がこれほど違うということは，それも両者が全くの無関係ならまだしも.一方はもう

一方から伝えられたにも関わらずこの有り様ということは.他の歌の状況は推して知るべしである。

これは個人の備忘用のメモ書きの範鳴を出ないレベルだともいえよう。

音仮名と通仮字

剣川地方の音仮名率の高さ，及びその表記法の不統一さは.異民族の文字を自国語表記に利用し

ようとする初期段階ではないかと思われる。ここで再び中国古代に目を向けてみよう。もし音の伝

4. 

逮が重視される詩歌の類の記述が地方地方でばらばらに始まったとしたら.詩歌の代表的存在であ

った『詩』の表記も地方ごとにてんでばらばらとなったであろう。ところが，現在確認できる

f詩jは.出土資料を含めて所々文字の異動はあるものの.総じてそこまでの違いは見られない。

もっとも確認できる『詩jの資料が戦国時代以降のものに限られている現段階では.表記法が最初

から統ーされていたのか，それとも長い時を経ることによって次第に一本化されたのかを断じるこ

とはできないというのが正直なところである。

中国古代の表記法を考える上でもう一つ注意したいのが通仮字である。特に中国古代の文献では

解釈に苦しむ字が出てくると，偏穿の省略ないしは添加された別字，あるいは音が同じ別字を持ち

その別字の意味によって解釈する.ということがまま行われてきた。それは近年大量出してきて，

に出土している出土文献を解読する際によりいっそう多用されている。古屋昭弘は通仮の状況を戦

国楚簡を例にとり次のように分類している 6)。例の前字は出土文献の字体.後字は前字と通仮する

と解釈されている字である。

f9U 

額一容

句-後，由一逐

考一孝.通一踊

I異体

a字体の上で関連のないものE通仮

b字体の上で関連のあるもの

勿一物，胃一謂

古-故.可-何

a同音と推定されるものE偏穿

弱者一沸. 大一天
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通仮にも一定のルールがある。古屋の言葉を借りれば.r声母と韻部が全く同じでも通仮できな

い場合もありうるし.反対に一定の条件を満たせば全く異なるかに見える声母を持った字同士の通

仮もありうるJのである 7)。

通仮のルールについては専論に譲るが.音による通仮はその文字の意味はとらず音のみを利用し

ているという点で 本研究でいうところの音仮名と非常に近い存在であるといえよう。音仮名は漢

語を借りた周縁諸民族の表記法にだけでなく，漢語自体にも存在したのであるロ i英語もその成り立

ちを見ると，股が使用していた文字を異民族の周がそのまま借用したところから始まっており.そ

の後も各地域の言語差を超越して用いられた文字であるということが，通仮字の頻出に影響してい

るのではなかろうか。

さて古屋は出土資料の増加により従来の知見からでは理解しにくい通仮が多く見られるようにな

ったと指摘し. r詩j召南の「段其雷〔錨)Jの三字が.安徽省の阜陽から出土したj莫簡 f詩経jで

は「印其離」と書かれている例を挙げ.r雷」と「離Jの通仮は「理解に苦しむ例という他ない」

と言う 8)。

上古音の復元は.その大半を韻文である f詩jの押韻例に拠っている。つまりー字につき一種類

の音しか考えられず.文字の発音自体に地域差が生じることは想定されていなしE。考えようにも典

拠とすべき資料がなかったわけだが. しかしこうしたルールに当てはめることのできない通仮が出

てきたからには，漢の統ーにより表記法が一元化されていく以前の，各地の方言差を背景とした多

様な表記法の存在を念頭に置くべき時にきたのかもしれない。

5.山花碑と漢代の『詩j

明代初頭 (15世紀)のペ一族の詩人楊輔がペー文で書いた詩を石碑に刻んだものが山花碑であ

る。山花碑はベ一文資料であるというだけでなく.現在でもペ一族歌謡の基本句形の一つである

7775形式の最も早い資料でもあり.そのため 7775形式は山花体とも呼ばれる。ペー曲の多くもこ

の7775形式である。しかし山花碑は純粋な民間歌謡ではなく.あくまで高い漢文素養を備えた教

養人によって書かれた詞であり.先に詩歌がありその詩句を文字化したペー曲台本とは違い.山花

碑は先に文字ありきで生まれた作品だろうということには気をつける必要があろう。

2010年に大理で山花碑調査を行った際に期待したことは.楊儲の時代から山花碑を声で今に伝

える人物の存在だった。山花碑に文字と口調の二つの伝承が存在していれば.口調伝承と文字伝承

の端境期における f詩jの伝承の実態を考える上での一つのモデルケースになりうるのではないか

と考えたためである。文献研究で常に問題となるのが伝写の誤りだが.その点山花碑は碑文のため

その心配はしなくてよく，発音と字義解釈に注力できる。

ところが残念ながらそのような人物は発見できなかった。山花碑が建てられていた聖元寺の近く

に住み. 111花碑を代々伝えているとして紹介された人物も，実際に話を聞いてみると.小学校教師

をしていた彼の伯父が独自に山花碑を研究し，それを彼に教えたにすぎなかった。つまり先行する
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注釈書を含め現在提示されている山花碑の音と解釈は.全てここ数十年の研究の成果によるもので

しかなく，山花碑が作られた楊齢の時代とは完全に断絶していたのである。

さて.そう考えると次は別の問題が見えてくる。各注釈は完全に文字と現代ペ一語からのみ復元

を試みている状態なわけだが，その発音・解釈は注釈者の数だけあるといっても過言ではない 9)。

今後の研究の進展によりこれらはある程度まとまりを見せるだろうが この解釈の乱立状態は漢代

の『詩jを取り巻く環境を初御とさせる。『詩jは声による伝承を必要としたため，文字文化の拡

大と成熟のスピードについていけず一度は亡びかけた。孔子の尽力によって『詩jは生き残っただ

けでなく.結果として大いなる権威を持つ古典となったとはいえ.音による伝承は衰退し，漢代に

はその楽曲のほとんとeを失っていた。また『詩jはかの有名な秦の始皇帝の焚書の対象となり.文

字化された『詩jさえも-!!は廃棄を余儀なくされた。しかしこの時も伝承は完全には途絶えなか

った。秦による統ーが短期間に終わったことも救いだったかもしれない。ともかく • i英代に入ると

『詩jを伝える者として魯の申培公.斉の鞍園生.燕の韓嬰が現れ.それぞれ魯詩.斉詩.韓詩と

してそれぞれの解釈を主張した。この三家詩の後.さらに毛亨が伝えたとされる毛詩が登場する。

後漢の鄭玄がこの毛詩に婆をつけたことにより.毛詩が主流となり他の三家詩は滅びてしまうこと

になるわけだが.現在の山花碑研究は.三家詩と毛詩の並立していた漢代の詩経学の状況とまさに

同じといえるのではなかろうか。山花碑が作られてから現在までおよそ 600年. r詩Jが作られて

から漢代までの年数もほぼそれに近い。誰が山花碑の「郎玄」となるか.それが判明するにはまだ

しばらくかかりそうである。

山花碑がどのような旋律の楽曲を念頭に置いて作られたかは不明だが. 7775の句式は，大本曲

など現在でも歌われているペー曲のリズムにのせて歌うことが可能であり，これは楽の復元がすで

に不可能な宋詞などに対し，山花碑研究進展の大きなアドバンテージである.とは 2010年の調査

で協力を仰いだ段伶の言である。また段伶は.発音の復元は韻律規則を重視すべきであると主張す

る。傾聴すべき言であるが 懸念がないわけでもない。古代漢詩を例にあげると，発音を復元でき

るのは韻書の残る陪唐の中古音以降で.それ以前の上古音， とりわけ先秦時代に関しては，基準と

なっているのは前節で述べたように『詩jである。『詩jをもとに他の文字資料の音を考えるのは

いいが.では『詩jの音を復元しようとすると.参照できるのは『詩j自身しかなく.他に典拠を

持てないというはなはだ心許ない状況である。発音の違いは解釈の違いにつながる。逆に言うと，

解釈の違いが発音の違いを生んでおり.段伶の韻律に従うべしとの言はそれを牽制してのことであ

るが.その基準となるのが山花碑自身のみでないことを祈るばかりである。

おわりに

本稿は『詩jの文字化の過程を考えるにあたり.現代少数民族の事例を引き合いとして初歩的な

検討を試みた。両者の聞には 2000年もの時が横たわっているが.声と文字の関係性とその発展段

階を考えれば，両者は十分比較・参考の対象となりえよう。

戦国時代の『詩Jの文字化はかなりのレベルまで進んでおり，資料によって文字の異同があると
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はいえ，ペ一文表記の現状と比較して考えると.ほほ文字のみでの伝承が可能な段階だった.とい

うことは逆にいえば音の文化としての『詩jは衰退していたと恩われる。春秋後期の孔子は r<詩)

三百五篇.孔子皆なこれを弦歌J<r史記j孔子世家)していたわけだが.共通語として音の共有を

必要とするような『詩jの伝承は.それ以後重視されなくなっていった。とはいえ.音仮名と性質

が類似する通仮字が多く見られるという状況は.声の文化が完全に消滅していたわけではないこと

の証左となりうるかもしれない。

最後に韻文について触れておく。声と文字の伝承の問題を考える時に.一つのメルクマークとな

るのが韻文だろう。韻文の重視は，声(音)の重視でもあるはずだからである。声(音)の伝承が

くるえば，韻文は韻文たりえなくなる。白川静は.西周金文に『詩jと共通する韻文が含まれると

指摘する。漢文は共通語であり文章語であったが.西周では史祝が文字で記録された命舎を読み上

げるのも祭杷儀礼の重要な要素の一つであった。

しかしそれら文字の読みが固定され.文章が定型化されれば.正しく読み上げることができなく

ても韻文を作ることは可能である。日本人が唐代の韻書を片手に確立された漢詩規則にきちんと則

れば.たとえ漢語が発音できなくとも正しく韻を踏んだ漢詩が作れたのと同じである 10)。

程少軒は，甘粛省の放馬灘から出土した秦簡『白書jの「康於斡首心Jや「以政下斡首」は本来

「康於民心J.r以政下民Jという四字句だったと指摘する 11)。秦は民のことを斡首と呼んだ。その

ため，それまで「民Jと書かれていた語を無理に「鈴首」に書き換えるという事態が起こった。そ

の結果「民心Jという熟語すら破壊し字数も韻も合わないという組踊が発生したというのである。

この説が正しければ次の二点を指摘することができるo 一つは白書という占いの卦辞にも四字一句

で押韻する韻文が用いられていたということ，そしてもう一つは，そうした韻文を破壊してもすで

に問題とはならなかったということである。韻文が優先されないということは，すでに伝承の媒体

が声から文字に完全に移行していたということの表れだろうか。これについては今後の課題とし

今回はここで捌筆したい。

1) 平勢隆郎『春秋晋国侯馬盟書字体通覧j東京大学東洋文化研究所附属東洋学文献センター， 1988年

2) 張家山二四七号漢墓竹簡整理小組編著『張家山漢墓竹筒〔二四七号墓) (釈文修訂本)J文物出版社，

2∞6年

3) 富田美智江川左伝j賦詩と春秋時代の『詩JJr史学j第77巻第2・3号. 2∞8年 12月

4) 従来の説では南詔の支配者層は現在のイ族系統の民族であるとの説が有力である。

5) 本書IIiベ一世i台本集成J付録2iペー曲台本の音仮名率J参照。

6) 古屋昭弘「上古音の間合と戦国楚簡の通仮例Jr早稲田大学大学院文学研究科紀要j第2分冊 54巻，

2009年2月

7) 古屋前掲論文

8) 古屋前掲論文

9) 本書 1-3 i山花碑注釈集成j参照。

10) 金文京 f漢文と東アジア一一訓読の文化圏j岩波書店， 2010年

11) 程少軒 f放馬灘間式占古{失書研究J(中国)復旦大学博士学位論文. 2011年

- 264一



2013 (平成25)年2月22日 印 制

2013 (平成25)年2月28日発行

総合文化研究所紀要第四号 (3-2)

編著者 遠藤耕太郎

発 行 共立女子大学・共立女子短期大学総合文化研究所

発行賞任者 半沢幹一

〒101-8437東京都千代田区一ツ楠2-2-1

TEL 03-3237-2598 FAX 03-3237-2668 

E-mail soubun@kyoritsu-wu.ac.jp 

印刷所 (株)理想社



Bulletin of Center for Interdisciplinary Studies of Science and Culture 
Kyoritsu Women's University & Junior College. 
No.19 (3-2) 


	表紙
	目次
	総序
	Ⅰ.山花碑注釈集成  
	Ⅱ.ペー曲台本集成 
	Ⅲ.南詔徳化碑訳注
	Ⅳ.論考編
	奥付

